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一 

 

は
じ
め
に 

朱
子
學
は
、
南
宋
の
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
儒
學
で
あ
る
。
元
、
明
、
清
時
代
に
お
い
て
は
科
擧
の
基
準
と
さ
れ
た
正
統
の
學

問
で
あ
り
、
中
國
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
陽
明
學
は
、
明
代
の
王
陽
明
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
が
唱
え
た
心
や
實
踐
を
重
視
す
る
學
問
で
あ
り
、
空

洞
化
し
た
明
代
の
朱
子
學
を
批
判
し
、
明
末
に
流
行
し
た
。 

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
朱
子
學
が
官
學
と
な
り
、
有
名
な
儒
學
者
が
輩
出
し
た
。
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
の
中
で
、
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
）
、

林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
、
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
～
一
六
八
〇
）
、
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
一
六
四
八
）
、
熊
澤
蕃
山
（
一
六
一
九
～
一
六
九
一
）
は
代

表
的
な
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
の
哲
學
者
井
上
哲
次
郎
は
『
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
』
（
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
年
）
と
『
日
本
朱
子
學
派
之
哲
學
』

（
冨
山
房
、
一
九
〇
五
年
）
を
著
し
、
江
戸
時
代
の
儒
學
者
を
陽
明
學
派
と
朱
子
學
派
と
に
區
分
し
た
。
惺
窩
と
羅
山
の
師
弟
、
及
び
羅
山
の
子
、
鵞
峰
は
朱
子
學
派

に
區
分
さ
れ
、
藤
樹
と
蕃
山
の
師
弟
は
陽
明
學
派
に
區
分
さ
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
區
分
は
妥
當
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
社
會
や
文
化
、
歴
史
の
特
徴
は
中
國

と
異
な
り
、
江
戸
時
代
の
學
者
た
ち
は
明
か
ら
舶
來
さ
れ
た
朱
子
學
と
陽
明
學
の
著
作
を
同
時
に
讀
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
實
際
に
ど
の
よ
う

に
朱
子
學
と
陽
明
學
を
受
け
入
れ
た
の
か
、
純
粹
的
に
朱
子
學
、
陽
明
學
を
尊
崇
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
兩
者
併
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
明
代
の
學
問
、
例

え
ば
、
儒
佛
道
の
三
教
一
致
を
唱
え
た
三
一
教
の
教
祖
、
林
兆
恩
の
説
や
、
明
代
に
胡
廣
ら
が
敕
命
を
奉
じ
て
編
纂
し
た
『
四
書
大
全
』
な
ど
の
著
作
を
ど
の
よ
う
に

受
容
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

本
論
文
で
は
、
惺
窩
の
『
大
學
要
略
』
、
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』
、
鵞
峰
の
『
論
語
集
注
私
考
』
、
藤
樹
の
『
文
武
問
答
』
、
蕃
山
の
『
大
學
和
解
』
と
『
大
學
小

解
』
、
『
論
語
小
解
』
を
中
心
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
朱
熹
の
『
四
書
章
句
集
注
』
や
『
朱
子
語
類
』
、
王
陽
明
の
『
傳
習
録
』
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
『
大

學
』
や
『
論
語
』
に
對
す
る
具
體
的
な
解
釋
を
中
心
に
分
析
し
、
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
儒
學
者
の
朱
子
學
と
陽
明
學
の
受
容
の
實
態
と
特
徵
を
究
明
し
て
み
た
い
。



二 

 

な
お
、
日
本
の
朱
子
學
派
と
陽
明
學
派
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
井
上
哲
次
郎
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
朱
子
學
派
と
陽
明
學
派
の
二
部
に
分
け
て
考
察
を
加

え
た
い
。 



三 

 

第
一
部 

朱
子
學
派 

第
一
章 

藤
原
惺
窩
の
『
大
學
要
略
』 

藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
〜
一
六
一
九
）
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
儒
學
の
發
展
の
基
を
築
い
た
創
始
者
で
あ
る
。
名
は
肅
、
字
は
斂
夫
。
惺
窩
は
そ
の
號
で
、

他
に
柴
立
子
、
北
肉
山
人
、
昨
木
山
人
と
い
う
號
も
あ
る
。
「
惺
窩
先
生
行
状
」
（
『
惺
窩
先
生
文
集
』
所
收
）
に
據
る
と
、
永
祿
四
年
（
一
五
六
一
）
、
公
家
の
冷

泉
爲
純
（
一
五
三
○
〜
一
五
七
八
）
の
三
男
と
し
て
播
磨
國
三
木
郡
細
河
村
（
現
在
の
兵
庫
縣
三
木
市
）
で
生
ま
れ
た
。
七
、
八
歳
の
頃
、
播
州
龍
野
の
景
雲
寺
で
佛

門
に
入
り
、
十
八
歳
の
時
か
ら
京
都
の
相
國
寺
で
禪
を
學
ん
だ
。
後
に
來
日
し
た
朝
鮮
國
使
の
許
箴
之
（
一
五
四
八
〜
一
六
一
二
）
、
金
誠
一
（
一
五
三
八
〜
一
五
九

三
、
李
退
溪
の
門
弟
）
、
及
び
朝
鮮
儒
學
者
の
姜
沆
（
一
五
六
七
〜
一
六
一
八
）
と
の
交
流
に
よ
り
、
禪
學
か
ら
儒
學
へ
と
轉
向
し
た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
、

惺
窩
は
儒
者
の
服
裝
を
し
て
家
康
に
謁
見
し
、
儒
學
者
へ
變
身
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
惺
窩
の
門
下
か
ら
は
、
林
羅
山
、
那
波
活
所
、
松
永
尺
五
、
堀
杏
庵
な
ど
の
人

材
が
輩
出
し
て
い
る
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
死
去
し
た
。
享
年
五
十
九
歳
。 

惺
窩
の
儒
學
思
想
を
最
も
鮮
明
に
表
し
て
い
る
一
つ
の
著
述
が
『
大
學
要
略
』
で
あ
る
。
中
で
も
惺
窩
の
『
大
學
』
に
つ
い
て
の
解
釋
は
、
明
代
の
「
三
一
教
主
」

林
兆
恩
（
一
五
一
七
～
一
五
九
八
）
の
説
を
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
從
來
の
研
究
で
は
、
惺
窩
と
林
兆
恩
の
『
大
學
』
解
釋
を
同
一
視
す
る

研
究
者
が
い
る
が
、
兩
者
の
解
釋
の
本
質
が
完
全
に
異
な
る
と
す
る
研
究
者
も
い
る
。
惺
窩
は
い
か
に
林
兆
恩
の
説
を
受
容
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
共
通
點
と
相
異
點

は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

本
章
で
は
、
『
大
學
要
略
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
寛
永
七
年
刊
本
）
を
取
り
上
げ
て
、
「
明
徳
」
「
親
民
」
「
至
善
」
及
び
「
格
物
致
知
」
の
解
釋
に
つ
い
て
、

藤
原
惺
窩
と
林
兆
恩
の
解
釋
を
比
較
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
當
時
、
惺
窩
が
使
用
し
た
林
兆
恩
の
著
作
の
版
本
は
不
明
の
た
め
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
『
林
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子
』
（
明
萬
暦
刻
本
、
舊
藏
者
は
林
羅
山
）
所
收
『
四
書
標
摘
正
義
』
を
底
本
と
す
る
が
、
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
所
收
本
『
林
子
全
集
』
（
明
崇
禎
刻
本
）
所

收
『
四
書
正
義
纂
』
も
參
照
す
る
。 

第
一
節 

『
大
學
要
略
』
の
成
立 

惺
窩
の
著
述
は
九
種
類
あ
る
（
一
）

。
『
大
學
要
略
』
は
、
惺
窩
の
儒
書
抄
解
の
著
述
の
一
つ
で
あ
り
、
彼
の
儒
學
思
想
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
み
な
さ
れ
て

い
る
。
『
惺
窩
先
生
行
状
』
に
、
「
元
和
五
年
己
未
夏
五
月
（
中
略
）
細
川
越
州
の
太
守
忠
利
、
先
生
の
言
論
を
聞
き
て
、
甚
だ
こ
れ
を
慕
ふ
。
忠
利
は
淺
野
采
女
正

長
重
と
相
ひ
善
し
。
長
重
と
は
幸
長
の
弟
な
り
。
共
に
先
生
に
會
ふ
。
忠
利
等
、
『
大
學
』
を
講
ぜ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
先
生
、
た
め
に
衆
説
を
折
衷
し
て
以
て
こ
れ
に

告
ぐ
（
元
和
五
年
己
未
夏
五
月
（
中
略
）
細
川
越
州
太
守
忠
利
、
聞
先
生
之
言
論
、
甚
慕
之
。
忠
利
與
淺
野
采
女
正
長
重
相
善
。
長
重
者
、
幸
長
弟
也
。
共
會
先
生
。

忠
利
等
請
講
『
大
學
』
。
先
生
爲
折
衷
衆
説
以
告
之
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
大
學
要
略
』
は
、
惺
窩
が
最
後
の
年
に
忠
利
や
長
重
の
た
め
に
講
じ
た
も
の

で
あ
り
、
惺
窩
の
晩
年
の
思
想
を
表
す
著
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 

國
立
公
文
書
館
所
藏
の
『
大
學
要
略
』
は
、
上
下
二
卷
で
、
下
卷
の
最
後
に
「
寛
永
七
年
庚
午
仲
冬
吉
辰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
は
惺
窩
の
沒

後
十
一
年
經
過
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
『
大
學
要
略
』
の
別
名
『
逐
鹿
評
』
と
は
、
惺
窩
が
林
兆
恩
の
『
四
書
標
摘
正
義
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
第

五
册
）
の
序
文
「
鹿
談
」
に
よ
っ
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
上
卷
は
「
逐
鹿
評
上
」
と
「
大
學
逐
鹿
評
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
卷
尾
に
は
「
大

學
逐
鹿
上
終
」
と
あ
る
。
「
逐
鹿
評
上
」
で
は
、
『
大
學
』
原
文
の
「
在
明
明
徳
」
「
在
親
民
」
「
在
止
至
善
」
「
知
止
而
後
有
定
…
…
慮
而
後
能
得
」
に
つ
い
て
解

釋
を
加
え
て
い
る
が
、
「
大
學
逐
鹿
評
」
で
は
、
改
め
て
解
釋
し
て
い
る
。
『
大
學
要
略
』
上
、
下
卷
で
は
、
林
兆
恩
の
説
を
引
用
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

中
、
特
に
上
卷
「
逐
鹿
評
上
」
の
後
半
で
は
、
林
兆
恩
の
原
漢
文
を
大
量
に
掲
げ
た
の
が
目
立
つ
。
よ
っ
て
、
惺
窩
が
『
大
學
要
略
』
を
執
筆
し
た
時
、
林
兆
恩
『
四

書
標
摘
正
義
』
を
す
で
に
閲
讀
し
て
知
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
な
お
、
『
惺
窩
先
生
行
状
』
に
よ
る
と
、
惺
窩
は
、
林
兆
恩
の
著
作
を
愛
讀
し
、
そ
の
號
の
「
北

肉
山
人
」
も
林
兆
恩
「
艮
背
心
法
」
の
「
背
字
從
北
從
肉
。
背
乃
北
方
之
肉
也
（
背
の
字
、
北
に
從
ひ
肉
に
從
ふ
。
背
は
、
乃
ち
北
方
の
肉
な
り
）
」
に
由
來
す
る
と
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い
う
。
そ
こ
で
、
惺
窩
の
『
大
學
』
解
釋
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
林
兆
恩
の
思
想
に
つ
い
て
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
節
で
林
兆
恩
の
『
大
學
』

解
釋
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

第
二
節 

林
兆
恩
の
『
大
學
』
解
釋 

林
兆
恩
は
、
字
は
懋
勛
、
號
は
龍
江
、
道
號
は
子
谷
子
、
心
隱
子
、
常
明
先
生
な
ど
、
世
に
「
三
教
先
生
」
と
稱
さ
れ
た
。
三
十
歳
ま
で
に
科
擧
の
受
驗
勉
強
に
沒

頭
し
、
四
回
落
第
し
た
後
、
科
擧
を
諦
め
て
宋
儒
の
身
心
性
命
の
學
に
專
念
し
、
儒
、
道
、
釋
の
三
教
全
般
に
精
通
し
、
「
三
一
教
」
を
創
立
し
た
。 

彼
は
儒
、
道
、
釋
を
一
本
の
樹
木
か
ら
生
じ
た
枝
に
喩
え
て
、
「
夫
れ
樹
は
、
一
な
り
。
分
か
れ
て
三
大
枝
と
爲
る
。
儒
と
曰
ひ
、
道
と
曰
ひ
、
釋
と
曰
ふ
（
夫
樹

一
也
。
分
而
爲
三
大
枝
。
曰
儒
、
曰
道
、
曰
釋
）
」
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
卷
五
「
夫
道
一
而
已
矣
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
儒
に
歸
し
、
孔
を
宗
と
す
（
歸

儒
宗
孔
）
」
（
『
林
子
全
集
』
卷
一
「
林
子
分
内
集
分
内
摘
便
覽
自
序
」
）
と
説
き
、
道
教
と
佛
教
は
儒
教
に
歸
一
し
、
孔
子
を
根
本
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
心

と
は
、
孔
子
な
り
、
聖
人
な
り
。
孔
子
を
宗
と
す
る
者
は
、
心
を
宗
と
す
る
な
り
、
吾
が
心
の
聖
人
を
宗
と
す
る
な
り
（
心
也
者
、
孔
子
也
、
聖
人
也
。
宗
孔
子
也
者
、

宗
心
也
、
宗
吾
心
之
聖
人
也
）
」
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
卷
六
「
宗
心
」
）
と
述
べ
、
「
心
」
は
、
す
な
わ
ち
「
孔
子
」
で
あ
り
、
孔
子
を
宗
と
す
る
の
は
、
心
を
宗

と
す
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
「
我
の
眞
心
、
我
即
ち
孔
子
な
り
。
孔
子
の
眞
心
、
孔
子
即
ち
我
な
り
（
我
之
眞
心
、
我
即
孔
子
也
。
孔
子
之
眞
心
、
孔

子
即
我
也
）
」
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
卷
六
「
吾
心
孔
子
」
）
と
述
べ
、
自
分
の
眞
心
と
孔
子
の
眞
心
は
同
じ
だ
か
ら
、
自
分
自
身
が
孔
子
で
あ
る
と
い
う
論
説
を
し

て
い
る
。
林
兆
恩
は
經
書
に
つ
い
て
、
「
心
と
は
、
經
な
り
、
萬
世
不
易
の
常
經
な
り
。
經
と
は
、
心
な
り
、
萬
世
不
易
の
常
心
な
り
（
心
也
者
、
經
也
、
萬
世
不
易

之
常
經
也
。
經
也
者
、
心
也
、
萬
世
不
易
之
常
心
也
）
」
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
卷
六
「
君
子
反
經
而
已
矣
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
心
は
經
で
あ
り
、
永
遠
に
變
わ
ら

な
い
常
經
で
あ
る
。
同
樣
に
、
經
は
心
で
あ
り
、
永
遠
に
存
在
す
る
常
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
林
兆
恩
は
、
儒
、
道
、
釋
の
三
教
融
合
を
唱
え
、
「
心
」

を
根
本
と
し
て
學
問
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
林
兆
恩
は
著
作
の
中
で
王
陽
明
と
陽
明
後
學
の
思
想
に
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
思
想
は
、
宇

宙
觀
で
あ
れ
認
識
論
で
あ
れ
、
ほ
ぼ
全
般
的
に
陽
明
學
説
を
受
け
繼
い
で
お
り
、
陽
明
心
學
を
三
一
教
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
）

。 
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林
兆
恩
の
思
想
に
お
け
る
心
學
的
特
徴
は
、
『
四
書
標
摘
正
義
』
に
も
見
え
る
。 

孔
子
の
心
は
、
曾
子
の
心
な
り
。
曾
子
の
心
は
、
我
の
心
な
り
。
我
の
心
を
以
て
、
曾
子
の
心
に
通
じ
て
、
曾
子
の
心
を
以
て
、
孔
子
の
心
に
通
ず
。
此
れ
乃
ち

經
を
釋
し
傳
を
釋
す
る
の
大
義
な
り
（
孔
子
之
心
、
曾
子
之
心
也
。
曾
子
之
心
、
我
之
心
也
。
以
我
之
心
、
而
通
於
曾
子
之
心
。
以
曾
子
之
心
、
而
通
於
孔
子
之

心
。
此
乃
釋
經
釋
傳
之
大
義
也
）
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
卷
三
「
大
學
」
） 

 

林
兆
恩
は
自
分
の
心
と
孔
子
、
曾
子
の
心
が
以
心
傳
心
し
て
、
自
分
の
心
を
も
っ
て
經
傳
を
解
釋
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に

よ
っ
て
、
彼
は
『
大
學
』
を
解
釋
す
る
時
、
朱
熹
の
注
に
從
わ
ず
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

林
子
曰
く
、
「
余
亦
た
何
を
か
知
る
。
余
惟
だ
古
を
信
ず
る
こ
と
の
篤
く
、
更
に
敢
へ
て
少
し
く
曾
子
の
傳
に
違
ひ
て
以
て
道
に
叛
か
ざ
る
者
は
、
他
に
非
ざ
る

な
り
。
蓋
し
曾
子
の
傳
は
、
傳
を
孔
子
に
得
て
、
萬
古
易
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
若
し
曾
子
の
傳
に
違
へ
ば
、
即
ち
孔
子
の
經
を
離
る
る
な
り
。
孔
子
の
經
、
其

れ
離
る
べ
け
ん
や
。
孔
子
の
經
、
既
に
離
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
曾
子
の
傳
、
其
れ
違
ふ
べ
け
ん
や
。
故
に
兆
恩
、
寧
ろ
稍
々
朱
子
の
注
に
悖
り
て
も
、
寧
ろ
稍
々

曾
子
の
傳
に
違
ふ
毋
き
者
は
、
正
に
此
を
謂
ふ
の
み
。
蓋
し
道
は
公
道
な
り
、
孔
、
曾
、
思
、
孟
相
ひ
授
受
す
る
所
の
道
に
し
て
朱
子
一
人
の
私
す
る
に
非
ざ
る

な
り
。
」
（
林
子
曰
、
「
余
亦
何
知
。
余
惟
信
古
之
篤
、
更
不
敢
少
違
曾
子
之
傳
以
叛
道
者
、
而
非
他
也
。
蓋
曾
子
之
傳
、
得
傳
於
孔
子
、
而
萬
古
不
能
易
也
。

若
違
曾
子
之
傳
、
即
離
孔
子
之
經
也
。
孔
子
之
經
、
其
可
離
乎
。
孔
子
之
經
既
不
可
離
、
而
曾
子
之
傳
其
可
違
乎
。
故
兆
恩
寧
稍
悖
朱
子
之
註
、
而
毋
寧
稍
違
曾

子
之
傳
者
、
正
謂
此
爾
。
蓋
道
公
道
也
、
孔
、
曾
、
思
、
孟
所
相
授
受
之
道
而
非
朱
子
一
人
之
私
也
。
」
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
卷
三
「
傳
」
） 

林
兆
恩
に
よ
れ
ば
、
曾
子
の
傳
は
孔
子
か
ら
得
た
も
の
で
、
絶
對
に
變
え
て
は
い
け
な
い
。
も
し
曾
子
の
傳
に
違
え
ば
、
す
な
わ
ち
孔
子
の
經
と
相
違
す
る
。
ゆ
え

に
、
彼
は
朱
熹
の
注
に
背
い
て
も
、
曾
子
の
傳
に
必
ず
從
う
と
い
う
。
さ
ら
に
、
儒
家
の
「
道
」
は
孔
子
か
ら
曾
子
、
子
思
、
孟
子
へ
傳
授
す
る
「
公
道
」
で
あ
り
、

朱
熹
一
人
の
私
的
な
學
問
で
は
な
い
と
述
べ
、
王
陽
明
が
「
夫
れ
道
は
天
下
の
公
道
な
り
。
學
は
天
下
の
公
學
な
り
。
朱
子
の
得
て
私
す
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
（
夫
道

天
下
之
公
道
也
。
學
天
下
之
公
學
也
。
非
朱
子
可
得
而
私
也
）
」
（
『
傳
習
録
』
中
「
答
羅
整
庵
少
宰
書
」
）
と
述
べ
た
考
え
を
受
容
し
、
朱
熹
を
道
統
の
繼
承
者
と

認
め
ず
、
朱
注
の
權
威
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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で
は
、
な
ぜ
林
兆
恩
の
思
想
は
、
陽
明
後
學
の
よ
う
に
彈
壓
に
遭
わ
ず
、
移
民
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
傳
わ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
彼
は
體
制
内
融
和
を

主
眼
と
し
て
、
保
守
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
明
朝
末
期
に
倭
寇
が
福
建
沿
岸
へ
侵
入
し
て
、
政
治
が
不
安
定
に
な
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
の
下
、
三
一
教
を
創
始
し
、

社
會
の
秩
序
と
民
生
の
安
寧
を
志
向
し
た
た
め
林
兆
恩
の
思
想
は
、
當
時
の
社
會
體
制
に
と
っ
て
穩
健
な
思
想
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
三
）

。 

第
三
節 

『
大
學
要
略
』
に
お
け
る
藤
原
惺
窩
の
解
釋 

さ
て
、
林
兆
恩
の
思
想
が
、
彼
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
日
本
の
藤
原
惺
窩
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
與
え
た
の
か
。
次
に
、
『
大
學
要
略
』
を
中
心
に
、
林
兆
恩
の
思
想
と

比
べ
な
が
ら
、
惺
窩
の
解
釋
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。 

（
一
）
『
大
學
』
に
つ
い
て 

『
大
學
要
略
』
の
別
名
『
逐
鹿
評
』
の
「
逐
鹿
」
と
は
、
『
史
記
』
淮
陰
侯
列
傳
に
「
秦
、
其
の
鹿
を
失
ひ
、
天
下
共
に
之
を
逐
ふ
（
秦
失
其
鹿
、
天
下
共
逐
之
）
」

に
出
典
が
あ
る
。
裴
駰
『
史
記
集
解
』
で
は
、
張
晏
の
説
を
引
用
し
、
「
鹿
を
以
て
帝
位
に
喩
ふ
（
以
鹿
喩
帝
位
）
」
と
注
釋
し
て
い
る
。
林
兆
恩
「
鹿
談
」
で
は
、

「
仲
尼
、
其
の
鹿
を
失
ひ
て
、
萬
世
共
に
之
を
逐
ふ
（
仲
尼
失
其
鹿
、
而
萬
世
共
逐
之
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
林
兆
恩
の
説
に
つ
い
て
、
門
人
劉
獻
策
は
、
「
吾
が
心

に
一
の
仲
尼
あ
り
、
是
れ
吾
が
心
に
一
の
鹿
あ
り
。
豈
に
其
れ
鹿
を
林
中
に
追
わ
ん
や
（
吾
心
一
仲
尼
、
是
吾
心
一
鹿
也
。
豈
其
逐
鹿
於
林
中
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
世
間
の
人
が
追
い
か
け
て
い
る
孔
子
の
鹿
は
、
實
は
そ
の
人
の
自
分
の
心
に
あ
る
と
い
う
。
劉
獻
策
の
解
釋
は
、
林
兆
恩
の
考
え
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

『
大
學
』
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
大
人
の
學
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
注
釋
し
、
「
明
明
徳
」
「
親
民
」
「
止
於
至
善
」
を
三
綱
領
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

王
陽
明
は
、
萬
物
一
體
の
見
地
か
ら
「
大
人
と
は
、
天
地
萬
物
を
以
て
一
體
と
爲
す
者
な
り
。
其
れ
天
下
を
視
る
こ
と
猶
ほ
一
家
の
ご
と
く
、
中
國
猶
ほ
一
人
の
ご
と

く
な
り
（
大
人
者
、
以
天
地
萬
物
爲
一
體
者
也
。
其
視
天
下
猶
一
家
、
中
國
猶
一
人
焉
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
林
兆
恩
は
、 

「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
」
「
民
に
親
し
む
に
在
り
」
と
は
、
人
己
合
一
の
學
な
り
。
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
」
「
民
に
親
し
む
に
在
り
」
「
至

善
に
止
ま
る
に
在
り
」
と
は
、
内
外
合
一
の
學
な
り
。
人
無
く
己
無
し
、
内
無
く
外
無
し
。
故
に
大
學
の
道
と
曰
ふ
。
（
「
在
明
明
徳
」
「
在
親
民
」
者
、
人
己



八 

 

合
一
之
學
也
。
「
在
明
明
徳
」
「
在
親
民
」
「
在
止
於
至
善
」
者
、
内
外
合
一
之
學
也
。
無
人
無
己
、
無
内
無
外
、
故
曰
大
學
之
道
。
）
（
『
四
書
標
摘
正
義
』

卷
三
「
大
學
之
道
」
） 

と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
明
明
徳
」
と
「
親
民
」
は
、
他
人
と
自
分
が
一
體
化
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「
明
明
徳
」
「
親
民
」
「
止
於
至
善
」
の
三
つ
は
、
内

と
外
が
一
體
化
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
他
人
と
自
分
、
内
と
外
と
を
無
差
別
に
融
合
す
る
の
が
、
大
學
の
道
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
解
釋
は
、
王
陽

明
の
説
に
相
似
し
て
い
る
。 

 

惺
窩
は
、
林
兆
恩
の
「
人
己
合
一
」
「
内
外
合
一
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

大
學
之
道
、
「
大
」
字
、
人
己
合
一
ト
内
外
合
一
ト
ノ
義
ア
リ
。
人
己
合
一
ト
ハ
、
「
明
明
徳
、
親
民
」
、
則
人
ト
己
ト
ノ
差
別
ハ
ナ
キ
ゾ
。
内
外
合
一
ト
ハ
、

「
明
明
徳
、
親
民
」
ハ
外
也
、
「
止
於
至
善
」
ハ
内
也
。
故
ニ
人
ト
己
ト
内
ト
外
ト
無
ト
キ
ハ
「
大
」
ノ
字
義
可
知
。
「
學
」
ノ
字
ハ
書
バ
カ
リ
ニ
ハ
カ
ギ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 

 

惺
窩
は
、
林
兆
恩
の
説
を
ほ
ぼ
全
般
的
に
受
け
繼
い
で
い
る
が
、
「
大
學
」
の
二
文
字
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
釋
し
て
い
る
。
「
大
」
の
字
は
、
他
人
と
自
分
が

合
一
し
、
内
と
外
が
合
一
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「
學
」
の
字
は
、
書
物
を
學
ぶ
こ
と
に
限
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
因
み
に
、
『
四
書
正
義
纂
』
（
『
林
子
全
集
』

所
收
）
で
は
、
『
大
學
』
に
つ
い
て
「
學
の
道
は
一
な
り
。
而
し
て
之
を
大
學
と
謂
ふ
者
は
、
何
ぞ
や
。
至
善
を
以
て
し
、
而
し
て
明
徳
を
明
ら
か
に
し
、
而
し
て
民

に
親
し
み
、
而
し
て
家
、
而
し
て
國
、
而
し
て
天
下
、
而
し
て
萬
世
、
悉
く
皆
我
の
度
内
な
り
。
そ
の
一
身
の
學
を
以
て
、
以
て
學
を
爲
さ
ず
、
天
下
萬
事
の
學
を
以

て
、
以
て
學
と
爲
す
所
以
の
者
は
、
大
學
な
り
（
學
之
道
一
也
。
而
謂
之
大
學
者
何
也
。
以
至
善
而
明
明
徳
、
而
親
民
、
而
家
、
而
國
、
而
天
下
、
而
萬
世
、
悉
皆
我

之
度
内
也
。
此
其
所
以
不
以
一
身
之
學
以
爲
學
、
而
以
天
下
萬
事
之
學
以
爲
學
者
、
大
學
也
）
」
と
説
き
、
至
善
か
ら
明
明
徳
、
親
民
、
家
、
國
、
天
下
、
萬
世
に
至

る
ま
で
、
す
べ
て
自
分
の
中
に
あ
る
。
故
に
、
自
分
だ
け
の
學
問
を
學
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
天
下
萬
事
の
學
問
を
學
と
す
る
の
が
、
『
大
學
』
で
あ
る
と
解
釋
し

て
い
る
。 

 

次
に
、
『
大
學
』
三
綱
領
、
つ
ま
り
「
明
明
徳
」
「
親
民
」
「
止
於
至
善
」
に
關
す
る
解
釋
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。 
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（
二
）
明
明
徳 

 

「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

明
は
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
明
徳
と
は
、
人
の
天
よ
り
得
る
所
に
し
て
、
虚
靈
不
昧
、
以
て
衆
理
を
具
へ
て
萬
事
に
應
ず
る
者
な
り
。
但
、
氣
稟
の
拘
す

る
所
、
人
欲
の
蔽
ふ
所
と
爲
ら
ば
、
則
ち
時
有
り
て
昏
し
。
然
れ
ど
も
其
の
本
體
の
明
は
、
則
ち
未
だ
嘗
て
息
ま
ざ
る
者
有
り
。
故
に
學
者
當
に
其
の
發
す
る
所

に
因
り
て
、
遂
に
之
を
明
か
に
し
、
以
て
其
の
初
に
復
る
べ
き
な
り
。
（
明
徳
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
爲
氣
稟
所

拘
、
人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。
然
其
本
體
之
明
、
則
有
未
嘗
息
者
。
故
學
者
當
因
其
所
發
而
遂
明
之
、
以
復
其
初
也
。
）
（
「
大
學
章
句
」
） 

 

朱
熹
に
よ
れ
ば
、
「
明
徳
」
と
は
、
人
が
天
よ
り
受
け
て
得
た
心
の
徳
で
あ
り
、
虚
靈
不
昧
で
中
に
は
何
の
不
純
物
も
含
ま
れ
ず
、
そ
し
て
數
々
の
「
理
」
を
具
備

し
て
お
り
、
萬
事
に
對
應
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
氣
質
、
私
欲
に
覆
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
明
徳
」
が
く
も
る
時
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
の
本
體
の
明
は
ず
っ
と
存
在
し
て
い
る
。
故
に
、
人
は
最
初
の
純
粹
至
善
の
「
明
徳
」
に
復
歸
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。 

 

王
陽
明
は
、
萬
物
一
體
の
仁
に
着
眼
し
、
「
是
れ
其
の
一
體
の
仁
や
、
小
人
の
心
と
雖
も
、
亦
た
必
ず
之
有
り
。
是
れ
乃
ち
天
命
の
性
に
根
ざ
し
て
、
自
然
に
靈
昭

に
し
て
昧
ま
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
之
を
明
徳
と
謂
ふ
（
是
其
一
體
之
仁
也
、
雖
小
人
之
心
亦
必
有
之
。
是
乃
根
於
天
命
之
性
、
而
自
然
靈
昭
不
昧
也
。
是
故
謂
之
明

徳
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
て
お
り
、
「
明
徳
」
は
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る
「
天
命
の
性
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
と
は
、
其

の
天
地
萬
物
一
體
の
體
を
立
つ
る
な
り
（
明
明
徳
者
、
立
其
天
地
萬
物
一
體
之
體
也
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
、
「
明
徳
」
は
萬
物
一
體
の
本
體
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
朱
熹
と
王
陽
明
の
解
釋
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
「
明
徳
」
は
人
間
が
本
來
持
つ
も
の
で
あ
り
、
氣
づ
く
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
存
在
し
て
い
る
と
い

う
點
が
同
じ
で
あ
る
。 

 

一
方
、
林
兆
恩
は
、
朱
熹
や
王
陽
明
と
異
な
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

明
徳
と
は
、
顯
道
な
り
。
『
書
』
に
曰
く
、
「
天
、
顯
道
有
り
、
厥
の
類
の
惟
れ
彰
か
な
り
。
」
（
『
尚
書
』
周
書
・
泰
誓
下
）
君
臣
の
義
、
父
子
の
仁
、
夫
婦

の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
。
天
敍
天
秩
、
燦
然
と
し
て
彰
明
な
り
。
故
に
大
學
の
道
は
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
。
（
明
徳
也
者
、
顯
道
也
。
『
書
』
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曰
、
「
天
有
顯
道
、
厥
類
惟
彰
。
」
君
臣
之
義
、
父
子
之
仁
、
夫
婦
之
別
、
長
幼
之
序
、
朋
友
之
信
。
天
敘
天
秩
、
燦
然
而
彰
明
也
。
故
大
學
之
道
在
明
明
徳
。
）

（
『
四
書
標
摘
正
義
』
） 

 

林
兆
恩
は
、
『
尚
書
』
を
引
用
し
て
、
「
明
徳
」
は
「
顯
道
」
で
あ
る
と
解
釋
し
、
君
臣
の
義
、
父
子
の
仁
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
と
い
う
五
常
の

徳
目
で
あ
り
、
天
が
定
め
た
秩
序
や
規
則
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
朱
熹
の
い
う
「
衆
理
を
具
へ
て
萬
事
に
應
ず
る
者
」
と
王
陽
明
の
い
う
「
天
命
の
性
」
に
比
べ

る
と
、
林
兆
恩
の
解
釋
は
具
體
的
な
人
倫
秩
序
を
重
視
し
て
い
る
。 

 

惺
窩
は
林
兆
恩
の
説
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
在
明
明
徳
」
ト
ハ
、
「
明
徳
」
ハ
、
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
ノ
五
倫
ノ
五
典
ナ
リ
。
上
ノ
「
明
ニ
ス
ル
」
ト
云
字
、
明
發
教
導
ノ
心
ア
リ
。
五
典

ニ
シ
タ
ガ
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
刑
ト
兵
ト
ア
リ
。
小
事
ニ
ハ
刑
、
大
事
ニ
ハ
兵
ナ
リ
。
（
「
逐
鹿
評
上
」
） 

惺
窩
は
林
兆
恩
と
同
樣
に
、
「
明
徳
」
は
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
の
五
倫
の
道
徳
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
點
は
、
惺
窩
は
「
明
ら

か
に
す
る
」
に
つ
い
て
、
明
發
教
導
の
心
が
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
明
徳
」
を
實
現
す
る
方
法
と
し
て
、
人
に
道
徳
を
教
え
導
く
だ
け
で
は
な
く
、
「
刑
」

と
「
兵
」
と
い
う
強
制
的
措
置
で
規
制
す
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
五
典
を
守
ら
な
い
人
に
對
し
て
刑
罰
と
武
力
を
使
う
と
い
う
點
は
、
惺
窩
獨
自
の
見
解
で

あ
る
と
言
え
る
。 

ま
た
、
「
大
學
逐
鹿
評
」
で
は
、
『
尚
書
』
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
明
徳
」
ト
ハ
人
倫
ノ
コ
ト
也
。
人
倫
正
カ
ラ
ザ
レ
バ
、
何
事
モ
イ
ラ
ヌ
コ
ト
ゾ
。
故
ニ
人
倫
ノ
道
ヲ
明
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
干
要
ニ
ス
ル
ゾ
。
『
書
』
云
、
「
天
有

顯
道
、
厥
類
惟
彰
」
ト
云
ヘ
リ
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 

惺
窩
は
、
「
明
徳
」
を
人
倫
と
定
義
し
、
人
倫
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
惺
窩
に
あ
っ
て
は
、
「
明
明
徳
」
の
重
點
は
修
己

で
は
な
く
、
治
人
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
教
化
や
刑
罰
な
ど
の
手
段
を
使
い
、
人
々
に
道
徳
を
守
ら
せ
て
世
を
治
め
る
と
強
調
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
朱
熹
と
王
陽
明

は
、
「
明
明
徳
」
は
修
己
に
關
わ
る
問
題
と
し
て
い
る
。
『
朱
子
語
類
』
に
、
「
『
明
明
徳
』
は
、
乃
ち
是
れ
己
の
爲
に
す
る
工
夫
な
り
（
『
明
明
徳
』
乃
是
爲
己
工
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夫
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」
第
八
條
）
と
あ
る
。
王
陽
明
「
古
本
大
學
序
」
に
、
「
以
て
己
を
言
ふ
は
、
之
を
明
徳
と
謂
ふ
（
以
言
乎
己
、
謂
之
明
徳
）
」

と
あ
る
。 

さ
ら
に
、
惺
窩
は
、
朱
熹
の
解
釋
に
對
す
る
林
兆
恩
の
批
判
を
引
用
し
て
い
る
。 

「
在
明
明
徳
」
こ
の
下
に
詳
か
に
明
徳
の
正
義
を
釋
す
。
注
に
云
ふ
、
「
明
徳
と
は
人
の
天
よ
り
得
る
所
に
し
て
、
虚
靈
に
し
て
昧
か
ら
ず
、
以
て
衆
理
を
具
へ

て
萬
事
に
應
ず
る
者
な
り
。
」
「
吾
道
一
以
貫
之
」
注
に
云
ふ
、
「
聖
人
の
心
は
渾
然
た
る
天
理
に
し
て 

、
泛
く
應
じ
曲
か
に
當
れ
り
。
」
「
古
之
欲
明
明
徳
於

天
下
者
」
注
に
云
ふ
、
「
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
す
る
と
は
、
天
下
の
人
を
し
て
皆
以
て
其
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
有
ら
し
む
る
。
」
此
の
三
注
に
よ

り
て
之
を
觀
れ
ば
、
明
徳
の
旨
は
一
貫
の
義
な
り
。
若
し
天
下
の
人
を
し
て
皆
以
て
其
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
有
ら
し
め
ば
、
則
ち
是
れ
天
下
の
知
ら
し

む
べ
か
ら
ざ
る
の
民
を
し
て
、
た
だ
一
貫
を
以
て
、
以
て
其
の
虚
靈
不
昧
の
本
體
を
得
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
必
ず
然
ら
ざ
ら
ん
。
余
は
故
に
云
ふ
、
明
徳

と
は
、
天
下
の
達
道
な
り
。
而
し
て
其
の
類
の
惟
れ
彰
か
な
る
な
り
。
『
書
』
に
所
謂
「
顯
道
」
と
は
是
れ
な
り
。
而
し
て
曾
子
の
「
齊
」
「
治
」
「
平
」
の
傳
、

既
に
明
ら
か
な
ら
ず
や
。
讀
者
、
當
に
自
ら
之
を
知
る
べ
し
。
（
「
在
明
明
徳
」 

此
下
詳
釋
明
徳
正
義
。
注
云
、
「
明
徳
者
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
以

具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
」
「
吾
道
一
以
貫
之
」
注
云
、
「
聖
人
之
心
、
渾
然
天
理
、
而
泛
應
曲
當
。
」
「
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
」
注
云
、
「
明
明
徳
於
天

下
者
、
使
天
下
之
人
皆
有
以
明
其
明
徳
。
」
由
此
三
注
觀
之
、
明
徳
之
旨
、
一
貫
之
義
也
。
若
使
天
下
之
人
皆
有
以
明
其
明
徳
矣
、
則
是
欲
使
天
下
不
可
使
知
之

民
以
唯
一
貫
以
得
其
虚
靈
不
昧
之
本
體
也
。
必
不
然
矣
。
余
故
云
、
明
徳
者
天
下
之
達
道
也
。
而
其
類
之
惟
彰
。
『
書
』
所
謂
「
顯
道
」
者
是
也
。
而
曾
子
「
齊
」

「
治
」
「
平
」
之
傳
、
不
既
明
乎
。
讀
者
當
自
知
之
。
）
（
「
逐
鹿
評
上
」
） 

 

林
兆
恩
『
四
書
標
摘
正
義
』
に
は
、
右
と
同
じ
内
容
が
見
え
る
。
こ
れ
は
「
在
明
明
徳
」
「
吾
道
一
以
貫
之
」
「
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
」
に
對
す
る
朱
熹
の
注

へ
の
批
判
で
あ
る
。
林
兆
恩
に
よ
る
と
、
朱
熹
の
三
つ
の
注
か
ら
す
れ
ば
、
「
明
徳
」
は
「
一
貫
」
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
聖
人
の
み
到
達
で
き
る
靈
妙
な
境
界
で
あ
る
。

も
し
天
下
の
人
に
明
徳
を
明
ら
か
に
さ
せ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
無
知
の
民
衆
に
も
こ
の
境
界
に
達
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
實
際
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ

て
、
彼
は
朱
熹
に
從
わ
ず
、
「
明
徳
」
を
「
天
下
の
達
道
」
、
つ
ま
り
『
尚
書
』
の
い
わ
ゆ
る
「
顯
道
」
と
解
釋
し
て
い
る
。 
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因
み
に
、
『
林
子
全
集
』
所
收
の
『
四
書
正
義
纂
』
で
は
、
林
兆
恩
は
、
「
徳
は
本
も
と
明
ら
か
な
り
。
而
れ
ど
も
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
」
と
曰
ふ
者
は
、
何
ぞ

や
。
蓋
し
此
の
明
徳
を
家
、
國
、
天
下
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
し
て
、
之
れ
を
行
に
見
（
あ
ら
）
は
す
な
り
（
徳
本
明
也
。
而
曰
明
明
徳
者
何
也
。
蓋
欲
明
此
明
徳
於

家
國
天
下
、
而
見
之
於
行
也
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
明
徳
」
を
家
、
國
、
天
下
の
人
に
明
ら
か
に
し
て
、
行
動
に
移
し
て
見
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
解
釋
は
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
『
林
子
』
に
は
見
え
な
い
。 

要
す
る
に
、
「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
林
兆
恩
の
思
想
を
受
容
し
つ
つ
も
、
獨
自
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
三
）
親
民 

 

「
親
民
」
に
つ
い
て
は
、
『
禮
記
正
義
』
孔
穎
達
の
疏
に
、
「
親
民
に
在
り
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
大
學
の
道
は
民
を
親
愛
す
る
に
在
り
（
在
親
民
者
、
言
大
學

之
道
在
於
親
愛
於
民
）
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
二
程
は
『
大
學
定
本
』
で
「
親
民
」
を
「
新
民
」
に
改
め
、
朱
熹
は
「
程
子
曰
く
、
『
親
は
、
當
に
新
に
作
る
べ
し
』

（
程
子
曰
、
『
親
、
當
作
新
』
）
」
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
、
「
新
と
は
、
其
の
舊
き
を
革
む
る
の
謂
ひ
な
り
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
既
に
自
ら
其
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
、
又
た
當
に
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
し
、
之
を
し
て
亦
以
て
其
の
舊
染
の
汚
を
去
ら
し
む
な
り
（
新
者
、
革
其
舊
之
謂
也
、
言
既
自
明
其
明
徳
、
又
當
推
以
及
人
、

使
之
亦
有
以
去
其
舊
染
之
污
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
解
釋
し
、
程
子
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
陽
明
は
、
「
宜
く
舊
本
に
從
ひ
て
民
を
親
し
む
に

作
る
べ
し
（
宜
從
舊
本
作
親
民
）
」
、
「
民
を
親
し
む
と
説
け
ば
、
便
ち
是
れ
教
養
の
意
を
兼
ぬ
。
民
を
新
た
に
す
と
説
け
ば
、
便
ち
偏
り
了
は
る
を
覺
ゆ
（
説
親
民
、

便
是
兼
教
養
意
。
説
新
民
、
便
覺
偏
了
）
」
（
『
傳
習
録
』
）
と
述
べ
、
程
朱
の
解
釋
に
反
對
し
て
い
る
。 

朱
注
を
批
判
す
る
林
兆
恩
は
、
「
新
民
」
と
す
る
朱
熹
の
解
釋
を
支
持
し
て
い
な
い
。
林
兆
恩
『
四
書
標
摘
正
義
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

親
と
は
、
之
に
親
し
む
な
り
。
明
徳
を
明
ら
か
に
し
て
以
て
民
に
親
し
み
、
之
を
し
て
相
ひ
親
し
み
て
相
ひ
睦
び
し
む
な
り
。
『
孟
子
』
に
曰
く
、
「
人
倫
、
上

に
明
ら
か
に
し
て
、
小
民
、
下
に
親
し
む
。
」
（
『
孟
子
』
滕
文
公
上
）
故
に
大
學
の
道
は
、
又
た
親
民
に
在
り
。
（
親
也
者
、
親
之
也
。
明
明
徳
以
親
民
、
使

之
相
親
而
相
睦
也
。
『
孟
子
』
曰
、
「
人
倫
明
於
上
、
小
民
親
於
下
。
」
故
大
學
之
道
又
在
親
民
。
） 

 

林
兆
恩
は
舊
本
に
從
い
、
孟
子
の
説
を
引
い
て
、
「
親
民
」
を
、
民
を
親
し
く
さ
せ
る
こ
と
と
解
釋
し
て
い
る
。
一
方
、
惺
窩
は
「
親
民
」
と
し
て
い
る
が
、
林
兆
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恩
の
説
に
批
判
的
見
解
を
示
し
、
『
大
學
要
略
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
在
親
民
」
ト
ハ
、
人
倫
ヲ
正
シ
テ
上
下
相
親
デ
和
睦
ス
ル
ゾ
。
故
ニ
孟
子
ノ
曰
、
「
人
倫
明
於
上
、
小
民
親
於
下
」
ト
イ
ヘ
リ
。
親
ト
云
字
ニ
親
愛
養
育
ノ
心

ア
リ
。
ス
ナ
ワ
チ
養
ノ
義
也
。
右
教
養
ト
ノ
二
ツ
、
治
人
治
己
第
一
義
也
。
親
ノ
字
カ
ナ
ラ
ズ
シ
モ
親
近
ノ
親
バ
カ
リ
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
べ
シ
。
林
註
如
此
孟
子
ヲ

引
ケ
リ
。
シ
カ
レ
ド
モ
、
孟
子
ニ
ハ
親
民
ノ
字
、
親
シ
マ
シ
ム
ル
ト
云
心
ニ
テ
、
人
倫
ノ
内
ノ
一
事
ニ
テ
明
徳
ト
同
ジ
心
ア
リ
。
私
按
ニ
、
明
徳
ト
云
ニ
教
ノ
心

ア
レ
バ
、
親
民
ハ
民
ヲ
養
ノ
義
ナ
ル
ベ
シ
。
故
ニ
親
愛
養
ト
云
ナ
ル
ベ
シ
。
後
生
罪
我
知
（
我
）
（
四
）

コ
ト
、
此
ニ
ア
ル
ベ
シ
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 

惺
窩
に
よ
れ
ば
、
「
在
親
民
」
と
は
、
人
倫
道
徳
を
正
し
く
て
守
り
、
上
の
人
と
下
の
人
が
相
親
し
く
て
和
睦
す
る
の
で
あ
る
。
「
親
」
の
字
に
は
親
し
ま
す
と
い

う
意
味
だ
け
で
な
く
、
「
養
育
」
の
意
味
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
を
親
し
ま
せ
、
民
を
養
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
惺
窩
は
、
「
明
徳
」
を
教
と
し
て
、
「
親
民
」
を

養
と
す
る
。
人
倫
に
お
い
て
は
、
「
明
徳
」
と
「
親
民
」
は
同
じ
で
あ
り
、
兩
者
と
も
人
倫
を
正
し
く
て
民
を
治
め
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
孔
子
の
言
葉
を
引

用
し
、
後
世
の
毀
譽
を
か
え
り
み
ず
、
こ
の
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
。 

『
大
學
要
略
』
で
は
、
惺
窩
は
し
ば
し
ば
林
兆
恩
の
説
を
引
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
完
全
に
同
意
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

さ
ら
に
、
「
惺
窩
問
答
」
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
卷
三
十
二
）
に
は
、
惺
窩
と
林
羅
山
の
次
の
よ
う
な
問
答
が
見
え
る
。 

（
羅
山
）
問
ふ
、
王
陽
明
の
『
大
學
』
は
古
本
に
從
ひ
「
親
民
」
に
作
り
、
「
仁
」
を
以
て
「
明
徳
」
を
解
し
、
天
地
萬
物
を
一
體
と
爲
す
を
以
て
「
親
民
」
を

解
す
。
先
生
、
曰
く
、
「
之
を
新
た
に
す
る
」
の
中
に
乃
ち
「
之
を
親
し
む
」
の
意
有
り
て
存
す
。
「
新
民
」
は
畢
竟
、
「
親
民
」
に
非
ず
し
て
何
ぞ
。
然
ら
ば

則
ち
「
新
民
」
に
作
り
て
恁
地
に
好
し
。
惺
窩
の
批
に
曰
く
、
「
親
民
」
の
中
に
も
亦
た
「
新
民
」
の
意
有
り
。
（
問
、
王
陽
明
『
大
學
』
從
古
本
作
親
民
、
以

仁
解
明
徳
、
以
天
地
萬
物
爲
一
體
解
親
民
。
先
生
曰
、
新
之
之
中
乃
有
親
之
之
意
而
存
焉
。
新
民
畢
竟
非
親
民
而
何
。
然
則
作
新
民
恁
地
好
。
惺
窩
批
曰
、
親
民

之
中
亦
有
新
民
之
意
。
）
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
卷
三
十
二
「
惺
窩
問
答
」
） 

惺
窩
は
、
「
親
民
」
に
「
新
民
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
、
朱
熹
の
「
新
民
」
の
解
釋
に
も
支
持
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
親
民
」
と
「
新
民
」
の
解

釋
に
對
し
て
折
衷
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
（
五
）

。 
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ま
た
、
「
民
」
の
字
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
在
親
民
」
ト
ハ
、
「
民
」
ハ
士
、
農
、
工
、
商
ノ
四
民
ノ
四
業
也
。
「
親
」
ト
云
字
ニ
、
親
愛
養
育
ノ
心
ア
リ
。
五
典
ノ
外
ニ
教
道
ヲ
モ
ト
ム
ル
ヲ
モ
モ
ト
メ

ザ
ル
ヲ
モ
、
異
端
ト
テ
、
人
ノ
主
ノ
禁
ズ
ル
コ
ト
也
。
凡
人
倫
ハ
教
ト
養
ト
ノ
二
ツ
、
一
日
モ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
教
ニ
シ
タ
ガ
ワ
ザ
ル
内
ニ
テ
、
マ
タ

刑
ト
兵
ト
ノ
二
ツ
、
必
ズ
ナ
ク
テ
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ
ノ
二
ツ
ハ
弼
教
養
ノ
上
ニ
四
ツ
、
マ
ヅ
士
ハ
官
位
ニ
ア
ガ
ル
モ
ノ
也
。
故
ニ
ソ
ノ
賢
徳
ト
才
能
ト
ヲ
エ

ラ
ブ
也
。
此
ウ
チ
才
能
ハ
官
職
ニ
ツ
キ
、
賢
徳
ハ
位
ニ
ツ
ク
也
。
士
ハ
賢
ト
能
ト
ノ
二
ツ
ナ
リ
。
二
ツ
カ
ネ
タ
ル
ハ
、
全
才
ト
テ
ア
リ
ガ
タ
カ
ル
ベ
シ
。
一
ツ
ア

ラ
バ
必
擧
用
ナ
リ
。
二
ツ
ナ
ガ
ラ
カ
ケ
タ
ル
ヲ
バ
農
畝
ニ
歸
ス
ト
云
ヘ
リ
。
農
ハ
衣
食
ノ
モ
ノ
也
。
工
ハ
諸
シ
ョ
ク
人
ナ
リ
。
此
内
ニ
モ
何
ノ
用
ニ
ハ
タ
タ
ズ
、

イ
タ
ヅ
ラ
ゴ
ト
ニ
テ
費
ニ
ナ
ル
ハ
工
ト
ハ
イ
ワ
ズ
。
コ
レ
ヲ
バ
カ
タ
ク
禁
ズ
ベ
キ
也
。
商
ハ
有
無
ヲ
通
（
か
よ
は
）
ス
ト
云
ヘ
リ
。
コ
レ
ニ
モ
末
ノ
世
ニ
ハ
人
ノ

目
ヲ
ク
ラ
マ
シ
、
ソ
ノ
富
貴
ナ
ル
者
ハ
、
官
人
ト
僭
上
偪
下
シ
テ
己
ガ
分
ヲ
マ
ホ
〔
モ
〕
ラ
ズ
、
屋
宅
、
園
池
、
衣
食
器
ト
モ
ニ
王
侯
ヲ
侵
シ
陵
ギ
、
倫
理
ヲ
逆

亂
ス
ル
ヲ
バ
古
今
ノ
誡
ア
リ
。
民
ノ
序
ル
ニ
、
農
、
工
、
商
ト
上
中
下
ニ
ス
ル
心
シ
ル
ベ
シ
。
四
業
ノ
外
ニ
ハ
、
業
ヲ
ナ
ス
ヲ
モ
ナ
サ
ザ
ル
ヲ
モ
、
遊
民
ト
テ
禁

ズ
ル
コ
ト
ゾ
。
（
「
逐
鹿
評
上
」
） 

 

惺
窩
は
、
「
民
」
は
、
士
（
武
士
）
、
農
（
農
民
）
、
工
（
職
人
）
、
商
（
商
人
）
と
い
う
四
つ
の
階
層
の
職
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
武
士
は
上
位
で
、
賢
徳
と

才
能
に
よ
っ
て
官
僚
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
次
は
、
農
民
と
職
人
で
、
最
下
位
は
商
人
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
職
業
以
外
の
人
は
、
遊
民
と
し
て
禁
じ
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
柔
軟
な
「
教
」
と
「
養
」
、
強
制
的
な
「
刑
」
と
「
兵
」
は
、
四
民
を
支
配
す
る
上
で
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
惺
窩
は
、
社
會
を
安

定
さ
せ
る
觀
點
か
ら
、
封
建
身
分
制
度
を
支
持
し
て
い
る
。
因
み
に
、
人
材
登
用
に
つ
い
て
は
、
才
徳
兼
備
を
唱
え
た
朱
熹
と
は
異
な
り
、
惺
窩
は
道
徳
と
才
能
を
分

離
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
才
徳
分
離
の
人
材
登
用
論
は
、
陽
明
學
左
派
の
李
贄
（
一
五
二
七
〜
一
六
〇
二
）
が
唱
え
た
人
材
登
用
論
と
共
通
點
が
あ

る
（
六
）

。 

（
四
）
止
於
至
善 

 

「
止
於
至
善
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
止
と
は
、
必
ず
是
に
至
り
て
遷
ら
ざ
る
の
意
な
り
。
至
善
は
、
則
ち
事
理
當
然
の
極
な
り
（
止
者
、
必
至
於
是
而
不
遷
之
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意
。
至
善
、
則
事
理
當
然
之
極
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
述
べ
、
物
事
の
理
の
究
極
に
至
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
王
陽
明
は
、
朱
熹
の
説
に
反
對
し
、
「
事
事
物

物
の
上
に
於
い
て
至
善
を
求
む
る
は
、
却
つ
て
是
れ
義
外
な
り
。
至
善
は
是
れ
心
の
本
體
な
り
。
只
だ
是
れ
明
徳
を
明
ら
か
に
し
、
至
精
至
一
の
處
に
到
れ
ば
便
ち
是

な
り
（
於
事
事
物
物
上
求
至
善
、
却
是
義
外
也
。
至
善
是
心
之
本
體
、
只
是
明
明
徳
到
至
精
至
一
處
便
是
）
」
（
『
傳
習
録
』
上
、
第
二
條
）
と
述
べ
、
「
至
善
」
は

心
の
本
體
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
王
陽
明
は
、 

至
善
と
は
、
明
徳
、
親
民
の
極
則
な
り
。
天
命
の
性
、
粹
然
た
る
至
善
な
り
。
其
の
靈
昭
に
し
て
昧
ま
ざ
る
者
は
、
此
れ
其
の
至
善
の
發
見
な
り
。
是
れ
乃
ち
明

徳
の
本
體
に
し
て
、
而
し
て
即
ち
所
謂
良
知
な
り
。
（
至
善
者
、
明
徳
、
親
民
之
極
則
也
。
天
命
之
性
、
粹
然
至
善
。
其
靈
昭
不
昧
者
、
此
其
至
善
之
發
見
。
是

乃
明
徳
之
本
體
、
而
即
所
謂
良
知
也
。
）
（
『
大
學
問
』
） 

と
述
べ
て
い
る
。
「
至
善
」
と
は
、
純
一
無
雜
な
天
命
の
性
で
あ
り
、
良
知
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。 

 

林
兆
恩
『
四
書
標
摘
正
義
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

至
善
と
は
、
渾
然
た
る
中
に
有
り
、
粹
然
た
る
至
善
な
り
。
止
と
は
、
之
に
止
ま
る
な
り
。
之
に
止
ま
る
と
は
、
敬
な
り
。
敬
と
は
、
心
の
中
に
主
と
な
り
、
一

を
主
と
し
て
適
く
こ
と
無
き
者
な
り
。
故
に
大
學
の
道
、
又
た
至
善
に
止
ま
る
に
有
り
。
（
至
善
也
者
、
渾
然
在
中
、
粹
然
至
善
也
。
止
也
者
、
止
之
也
。
止
之

也
者
、
敬
也
。
敬
也
者
、
心
之
主
乎
中
、
主
一
而
無
適
者
也
。
故
大
學
之
道
、
又
在
止
於
至
善
。
） 

 

林
兆
恩
は
、
王
陽
明
の
「
粹
然
至
善
」
を
使
っ
て
「
至
善
」
を
解
釋
し
て
い
る
一
方
、
「
止
」
を
「
敬
」
と
解
釋
し
、
程
朱
が
提
唱
し
た
精
神
を
集
中
す
る
修
養
法

「
主
一
無
適
」
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
四
書
正
義
纂
』
（
『
林
子
全
書
』
所
收
）
で
は
、 

渾
然
た
る
中
に
在
り
、
粹
然
た
る
至
善
な
る
者
は
、
至
善
な
り
。
『
繋
辭
』
に
所
謂
「
之
を
繼
ぐ
者
は
善
な
り
」
、
『
中
庸
』
に
所
謂
「
善
に
明
ら
か
な
ら
ず
」
、

『
孟
子
』
に
所
謂
「
欲
す
べ
き
之
を
善
と
謂
ふ
」
、
是
れ
皆
所
謂
至
善
の
善
な
り
。
（
渾
然
在
中
、
粹
然
至
善
者
、
至
善
也
。
『
繋
辭
』
所
謂
「
繼
之
者
善
」
、

『
中
庸
』
所
謂
「
不
明
乎
善
」
、
『
孟
子
』
所
謂
「
可
欲
之
謂
善
」
。
是
皆
所
謂
至
善
之
善
也
。
）
（
『
四
書
正
義
纂
』
） 

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
止
」
は
「
敬
」
で
あ
る
と
い
う
説
を
削
除
し
、
『
易
』
『
中
庸
』
『
孟
子
』
を
引
用
し
て
解
釋
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
止
」
に
つ
い
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て
は
、 止

に
二
義
有
り
。
止
と
は
、
止
な
り
。
止
と
は
、
之
に
止
ま
る
な
り
。
其
れ
「
止
と
は
、
止
な
り
」
と
曰
ふ
は
、
當
に
止
ま
る
べ
き
所
の
處
を
謂
ふ
な
り
。
其
れ

「
止
と
は
、
之
に
止
ま
る
な
り
」
と
曰
ふ
は
、
其
の
當
に
止
ま
る
べ
き
所
の
處
に
止
ま
る
を
謂
ふ
な
り
。
（
止
有
二
義
。
止
也
者
、
止
也
。
止
也
者
、
止
之
也
。

其
曰
「
止
也
者
、
止
也
」
、
謂
所
當
止
之
處
也
。
其
曰
「
止
也
者
、
止
之
也
」
（
七
）

、
謂
止
其
所
當
止
之
處
也
。
）
（
同
上
） 

と
解
説
し
て
い
る
。
「
止
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
。
も
う
一
つ
は
、
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
に
止
ま
る
。
や
は
り
朱
熹
を
批
判
す

る
林
兆
恩
に
と
っ
て
、
「
止
」
を
「
敬
」
と
解
す
る
の
は
妥
當
で
な
い
の
で
、
後
に
解
釋
を
變
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
惺
窩
は
、
「
至
善
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
至
善
」
ハ
、
陰
陽
未
分
以
前
ヨ
リ
始
中
終
ヲ
貫
通
ス
ル
一
箇
ノ
善
也
。
渾
然
在
中
、
粹
然
至
善
者
ナ
リ
。
『
繋
辭
』
ニ
モ
「
繼
之
者
善
」
、
『
中
庸
』
ニ
モ
「
不

明
乎
善
」
、
又
『
孟
子
』
ニ
モ
「
可
欲
之
謂
善
」
、
コ
レ
皆
至
善
之
善
ナ
ル
者
也
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 

 
 

惺
窩
に
よ
れ
ば
、
「
至
善
」
は
、
陰
と
陽
が
二
つ
に
分
か
れ
、
天
地
が
存
在
す
る
前
か
ら
、
始
終
一
貫
し
て
貫
通
す
る
一
つ
の
善
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
半
の
解

釋
は
、
『
林
子
全
書
』
所
收
の
『
四
書
正
義
纂
』
に
お
け
る
林
兆
恩
の
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
四
書
標
摘
正
義
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
惺
窩
が
當
時
使
用
し
た
底
本
は
、
他
の
版
本
か
、
あ
る
い
は
他
の
版
本
と
現
在
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
『
林
子
』
（
明
萬
暦
刻
本
、
舊
藏
者
は
林
羅
山
）
所
收
本

を
併
用
し
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
彼
は
ま
た
、
「
明
徳
、
親
民
ノ
根
源
ノ
出
ヅ
ル
處
ノ
理
ヲ
至
善
ト
云
ナ
リ
」
（
「
逐
鹿
評
上
」
）
、
「
至
善
ハ
、

極
所
ナ
リ
」
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
）
と
説
き
、
「
至
善
」
は
「
明
徳
」
と
「
親
民
」
の
根
源
で
あ
り
、
極
ま
っ
た
所
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。 

「
止
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
、
「
止
ト
ハ
、
我
心
ノ
極
ノ
處
ヲ
指
シ
テ
云
コ
ト
ゾ
。
我
心
ノ
極
處
ノ
至
善
ニ
止
テ
不
移
ト
キ
ハ
、
大
學
ニ
人
ト
己
ト
内
ト
外
ト
ノ
差

別
ナ
キ
コ
ト
燦
然
タ
リ
」
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
至
善
に
止
ま
る
」
と
は
、
我
が
心
の
至
善
に
止
ま
っ
て
移
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
こ
の
解
釋
か
ら
惺
窩
の
心
學
的
傾
向
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
、
惺
窩
は
、
「
止
ト
ハ
、
止
之
也
。
止
之
也
者
、
敬
也
。
一
處
ノ
用
所
ニ
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
テ
不
移
ゾ
。
故
ニ
敬
ハ
心
中
ノ
主
ニ
シ
テ
、
主
一
而
無
適
モ
ノ
也
」
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と
も
述
べ
て
お
り
、
止
を
敬
と
す
り
朱
子
學
の
「
主
一
無
適
」
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
林
兆
恩
『
四
書
標
摘
正
義
』
の
解
釋
に
基
づ
い
た
が
、
敬
を
支
持
し
て

い
る
點
に
惺
窩
の
思
想
の
朱
子
學
と
陽
明
學
を
折
衷
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
「
明
徳
」
「
親
民
」
「
至
善
」
の
關
係
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

明
徳
、
親
民
、
至
善
、
此
三
ツ
ノ
中
ニ
テ
ハ
、
何
レ
カ
ラ
工
夫
ヲ
ナ
シ
テ
入
ル
ベ
キ
ト
云
フ
ニ
、
我
儒
學
ハ
全
體
大
用
學
ナ
レ
バ
、
至
善
ノ
體
ア
レ
バ
、
必
明
徳

親
民
ノ
用
ア
ル
也
。
其
至
善
ニ
止
テ
、
自
然
ニ
化
育
ノ
功
ア
ル
故
ニ
、
明
徳
ヲ
明
ニ
ス
ル
ゾ
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 

 

惺
窩
は
、
朱
熹
が
「
大
學
章
句
」
で
唱
え
た
「
全
體
大
用
」
の
説
を
引
い
て
、
「
至
善
」
を
體
と
し
て
、
「
明
徳
」
「
親
民
」
を
用
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
惺

窩
は
、
林
兆
恩
の
説
を
受
容
し
つ
つ
も
、
程
朱
理
學
と
陽
明
心
學
を
折
衷
し
、
獨
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
五
）
格
物
致
知 

次
に
、
儒
學
思
想
の
重
要
な
方
法
論
で
あ
る
「
格
物
致
知
」
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。
後
漢
の
鄭
玄
は
、
「
格
は
、
來
な
り
。
物
は
、
猶
ほ
事
な
り
（
格
、
來

也
。
物
、
猶
事
也
）
」
、
「
此
の
致
は
、
或
い
は
至
と
爲
す
（
此
致
或
爲
至
）
」
、
「
知
は
、
善
惡
吉
凶
の
終
始
す
る
所
を
知
る
を
謂
ふ
な
り
（
知
、
謂
知
善
惡
吉
凶

之
所
終
始
也
）
」
と
解
し
て
い
る
。
宋
代
以
降
、
「
格
物
致
知
」
に
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
論
爭
が
起
き
、
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
、
朱
熹
と
王
陽
明
の
解
釋

の
違
い
が
特
に
鮮
明
で
あ
っ
た
。 

 
 

（
１
）
格
物 

「
格
物
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
「
大
學
章
句
」
で
は
、
「
格
は
、
至
る
な
り
。
物
は
、
猶
ほ
事
の
ご
と
き
な
り
。
事
物
の
理
を
窮
至
し
て
、
其
の
極
處
到
ら
ざ
る
無
き

を
欲
す
る
な
り
（
格
、
至
也
。
物
、
猶
事
也
。
窮
至
事
物
之
理
、
欲
其
極
處
無
不
到
也
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
物
事
に
存
在
す
る
理
の
究
極
に
至
る
と
し
て
い
る
。
一

方
、
王
陽
明
は
朱
熹
の
説
と
異
な
り
、
「
物
と
は
、
事
な
り
。
凡
そ
意
の
發
す
る
所
、
必
ず
其
の
事
有
り
、
意
の
在
る
所
の
事
、
之
を
物
と
謂
ふ
。
格
と
は
、
正
す
な

り
。
其
の
正
し
か
ら
ざ
る
を
正
し
て
、
以
て
正
に
歸
す
る
の
謂
な
り
。
其
の
正
し
か
ら
ざ
る
を
正
す
と
は
、
惡
を
去
る
の
謂
な
り
。
正
に
歸
す
と
は
、
善
を
爲
す
の
謂

な
り
。
夫
れ
是
を
之
れ
格
す
と
謂
ふ
（
物
者
、
事
也
。
凡
意
之
所
發
必
有
其
事
、
意
所
在
之
事
謂
之
物
。
格
者
、
正
也
。
正
其
不
正
以
歸
於
正
之
謂
也
。
正
其
不
正
者
、
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去
惡
之
謂
也
。
歸
於
正
者
、
爲
善
之
謂
也
。
夫
是
之
謂
格
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
物
」
は
、
外
物
で
は
な
く
、
人
の
意
念
で
あ
る
。
「
格
」

は
、
至
る
で
は
な
く
、
正
す
で
あ
り
、
正
し
く
な
い
意
念
を
正
し
く
す
る
と
解
釋
し
て
い
る
。 

一
方
、
林
兆
恩
は
、
獨
自
の
觀
點
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

此
の
所
謂
物
と
は
、
事
物
の
物
に
非
ず
、
『
記
』
に
所
謂
「
人
、
物
に
化
す
る
」
（
『
禮
記
』
樂
記
）
の
物
な
り
。
所
謂
格
物
と
は
、
扞
格
の
格
に
非
ず
、
『
書
』

に
所
謂
「
其
の
非
心
を
格
す
」
（
『
尚
書
』
冏
命
）
の
格
な
り
。
心
、
物
に
化
す
る
は
、
之
を
非
心
と
謂
は
ず
し
て
何
ぞ
や
。
故
に
其
の
非
心
を
格
（
さ
）
る
と

は
、
格
物
な
り
。
格
と
は
、
格
去
の
義
な
り
。
（
此
所
謂
物
者
、
非
事
物
之
物
也
、
『
記
』
所
謂
人
化
物
之
物
也
。
所
謂
格
物
者
、
非
扞
格
之
格
也
、
『
書
』
所

謂
格
其
非
心
之
格
也
。
心
化
於
物
矣
、
不
謂
之
非
心
而
何
。
故
格
其
非
心
者
、
格
物
也
。
格
者
、
格
去
之
義
。
）
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
） 

林
兆
恩
は
事
物
に
内
在
す
る
理
を
窮
め
る
と
い
う
朱
熹
の
説
を
取
ら
ず
、
王
陽
明
と
同
樣
に
、
「
物
」
は
、
外
物
で
は
な
く
心
で
あ
る
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
格
」

に
つ
い
て
、
王
陽
明
と
異
な
り
、
正
す
と
訓
ま
ず
、
去
る
と
訓
み
、
取
り
除
く
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
格
物
」
は
、
邪
惡
な
心
（
非
心
）
を
取
り
除
く
と
い

う
意
味
に
解
釋
し
て
い
る
。 

惺
窩
は
、
林
兆
恩
の
説
を
踏
襲
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

我
知
ニ
イ
（
タ
）
（
八
）

ラ
ン
ヨ
リ
ハ
、
心
上
ノ
物
欲
ヲ
去
ル
ニ
ア
リ
ト
也
。
物
欲
ノ
二
字
、
弁
ズ
ル
シ
サ
イ
有
ベ
シ
。
心
上
ノ
物
ヲ
格
（
さ
）
レ
バ
、
自
然
ニ
明
知

生
發
ス
ル
ゾ
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 

 

惺
窩
は
林
兆
恩
に
從
い
、
「
格
」
を
去
る
と
訓
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
物
」
は
心
か
ら
生
じ
た
物
欲
で
あ
り
、
「
格
物
」
と
は
心
の
中
の
物
欲
を
去

る
意
味
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
格
物
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
と
林
兆
恩
の
解
釋
に
は
齟
齬
が
な
い
。 

 
 

（
２
）
致
知 

「
致
知
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
致
は
、
推
し
極
む
る
な
り
。
知
は
、
猶
ほ
識
の
ご
と
き
な
り
。
吾
の
知
識
を
推
し
極
め
て
、
其
の
知
る
所
盡
く
さ
ざ
る
無
き
を

欲
す
る
な
り
。
（
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
知
識
を
極
め
る
の
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で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
王
陽
明
は
、
「
知
を
致
す
と
云
ふ
は
、
後
儒
の
所
謂
其
の
知
識
を
充
廣
す
る
の
謂
の
若
き
に
非
ざ
る
な
り
。
吾
が
心
の
良
知
を
致
す
の
み

（
致
知
云
者
、
非
若
後
儒
所
謂
充
擴
其
知
識
之
謂
也
。
致
吾
心
之
良
知
焉
耳
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
て
お
り
、
朱
熹
の
説
を
批
判
し
て
い
る
。 

林
兆
恩
は
、
「
知
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

知
は
、
即
ち
知
止
の
知
、
至
善
を
知
る
な
り
、
至
善
に
止
ま
る
を
知
る
な
り
。
知
は
、
之
を
鏡
に
譬
ふ
る
な
り
。
物
は
、
塵
な
り
。
故
に
其
の
塵
を
格
（
さ
）
れ

ば
、
則
ち
鏡
明
ら
か
な
り
。
其
の
物
を
格
（
さ
）
れ
ば
、
則
ち
知
至
る
（
知
、
即
知
止
之
知
、
知
至
善
也
、
知
止
乎
至
善
也
。
知
、
譬
之
鏡
也
。
物
、
塵
也
。
故

格
其
塵
、
則
鏡
明
矣
。
格
其
物
、
則
知
至
矣
。
）
（
『
四
書
標
摘
正
義
』
） 

右
に
よ
る
と
、
「
知
」
は
、
至
善
を
知
る
、
至
善
に
止
ま
る
こ
と
を
知
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
「
鏡
」
と
「
塵
」
の
禪
宗
の
比
喩
を
使
っ
て
、
知
を
鏡
、

物
を
塵
に
喩
え
、
塵
を
拭
き
取
れ
ば
、
鏡
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
、
邪
惡
な
心
を
取
り
除
け
ば
、
「
知
」
が
至
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
林
兆
恩
は
、
「
致

知
」
と
「
知
至
」
を
同
一
視
し
て
、
次
の
よ
う
に
獨
自
の
解
釋
を
し
て
い
る
。 

致
と
は
、
致
す
な
り
、
而
し
て
之
を
致
す
の
義
な
り
。
物
の
初
に
有
る
無
き
に
し
て
、
今
始
め
て
之
を
致
す
に
譬
ふ
る
者
は
、
致
す
な
り
。
至
と
は
、
至
る
な
り
。

而
し
て
之
に
至
る
の
義
な
り
。
人
の
他
邦
に
適
き
て
、
今
始
め
て
至
る
に
譬
ふ
る
者
は
、
至
る
な
り
。
夫
の
致
知
や
、
知
至
な
り
。
豈
に
其
の
知
や
之
を
致
し
て
、

而
る
後
に
至
ら
ん
や
。
故
に
知
と
は
、
虚
靈
知
覺
、
我
の
自
ら
有
す
る
所
な
り
。
而
し
て
亦
た
何
ぞ
致
す
を
待
た
ん
や
。
本
よ
り
内
に
在
り
て
、
外
に
非
ざ
る
な

り
。
（
中
略
）
致
す
に
於
る
所
無
く
、
至
る
に
於
る
所
無
し
。
而
れ
ど
も
、
致
す
と
曰
ひ
、
至
る
と
曰
ふ
者
は
、
蓋
し
致
至
の
二
字
の
義
を
借
り
て
以
て
之
を
發

明
す
。
而
し
て
眞
に
致
す
に
於
る
所
有
り
、
眞
に
至
る
に
於
る
所
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
（
致
也
者
、
致
也
、
而
致
之
之
義
。
譬
物
之
初
無
有
也
而
今
始
致
之
者
、

致
也
。
至
也
者
、
至
也
、
而
至
之
之
義
。
譬
人
之
適
他
邦
、
而
今
始
至
者
、
至
也
。
夫
致
知
也
、
知
至
也
。
豈
其
知
也
致
之
而
後
至
耶
。
故
知
也
者
、
虚
靈
知
覺
、

我
之
所
自
有
也
。
而
亦
何
待
於
致
。
本
在
内
而
非
外
也
。
（
中
略
）
無
所
於
致
、
無
所
於
至
。
而
曰
致
曰
至
者
、
蓋
借
致
至
二
字
之
義
以
發
明
之
。
而
非
眞
有
所

於
致
、
眞
有
所
於
至
也
。
）
（
同
上
） 

 

林
兆
恩
に
よ
れ
ば
、
「
致
」
は
、
最
初
に
な
い
物
を
今
初
め
て
致
す
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
「
至
」
は
、
人
が
他
の
國
に
行
っ
て
、
今
初
め
て
至
る
の
よ
う
な
意
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味
で
あ
る
。
彼
は
、
「
致
知
」
を
「
知
至
」
と
同
じ
意
味
と
し
て
、
「
知
」
は
人
の
本
來
有
す
る
虚
靈
知
覺
な
の
で
、
「
致
す
」
必
要
が
な
い
。
「
致
」
と
「
至
」
は
、

た
だ
借
用
さ
れ
た
言
葉
だ
け
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

惺
窩
は
、
林
兆
恩
の
説
を
解
釋
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

知
ト
ハ
至
善
ヲ
知
ノ
知
也
。
致
ト
ハ
致
之
之
義
ゾ
。
根
本
ヨ
リ
無
コ
ト
ニ
今
始
テ
イ
タ
ス
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
陰
陽
未
分
ノ
以
前
渾
然
タ
ル
一
箇
ノ
至
善
ヨ
リ
シ
テ
發

出
來
ル
ゾ
。
タ
ト
ヘ
バ
物
初
テ
有
コ
ト
ナ
シ
、
シ
カ
ル
ヲ
今
始
テ
致
之
コ
ト
ガ
致
ゾ
。
「
無
所
於
致
」
ト
林
子
ニ
註
セ
リ
。
所
ノ
字
ニ
眼
ヲ
付
ヨ
。
致
コ
ト
ニ
ヒ

カ
レ
バ
ア
シ
キ
ゾ
。
ヒ
カ
ル
ゝ
ト
ハ
何
ゾ
。
ヲ
サ
ヘ
テ
知
ヲ
致
サ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
致
コ
ト
ニ
ヒ
カ
レ
タ
ル
者
也
。
故
ニ
致
コ
ト
ニ
ヒ
カ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
コ

ト
ヲ
、
「
無
所
於
致
」
ト
注
セ
リ
。
「
致
中
和
」
ノ
致
字
ト
同
ジ
。 

 

「
知
」
は
、
あ
る
物
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
至
善
を
知
る
に
限
定
し
て
い
る
。
「
致
ト
ハ
致
之
之
義
ゾ
」
と
「
タ
ト
ヘ
バ
物
初
テ
有
コ
ト
ナ
シ
、
シ
カ

ル
ヲ
今
始
テ
致
之
コ
ト
ガ
致
ゾ
」
は
、
林
兆
恩
と
同
樣
の
説
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
陰
陽
に
分
か
れ
る
以
前
の
「
至
善
」
は
、
物
を
生
み
出
す
根
源
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
林
兆
恩
の
い
う
「
無
所
於
致
」
に
對
し
て
、
惺
窩
は
特
に
「
所
」
の
字
に
注
目
し
、
強
引
に
知
を
致
そ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
と
戒
め
て
、
「
致

す
」
こ
と
に
ひ
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
「
無
所
於
致
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
致
知
」
は
故
意
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
に
な
る
の
で
あ

る
。 

 

さ
ら
に
、
惺
窩
は
鏡
と
塵
の
比
喩
も
使
い
、
林
兆
恩
の
説
を
敷
衍
し
て
、 

物
ト
ハ
塵
也
。
鏡
中
清
明
ナ
レ
バ
、
一
點
ノ
塵
ヲ
サ
レ
バ
、
明
ヲ
不
待
シ
テ
明
見
ス
ル
ゾ
。
其
鏡
中
ノ
清
明
ナ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
虚
ト
云
フ
。
ソ
ノ
中
ニ
靈
ア
リ
。
或

ハ
至
善
ト
モ
云
。
『
中
庸
』
ニ
テ
ハ
「
不
發
之
中
」
ト
モ
云
ゾ
。
『
論
語
』
ニ
テ
ハ
「
一
貫
」
ノ
一
ト
モ
云
ゾ
。
皆
鏡
中
ノ
清
淨
光
明
ナ
ル
處
ニ
虚
靈
ア
ル
ゾ
。

物
ヲ
格
（
さ
）
ラ
ン
ト
テ
工
夫
ス
レ
バ
、
其
工
夫
ス
ル
コ
ト
モ
物
也
。
只
心
ニ
一
點
ノ
昏
濁
ア
レ
バ
、
イ
ロ
イ
ロ
ノ
思
慮
ア
リ
。
ソ
ノ
思
慮
ナ
ケ
レ
バ
、
自
然
ニ

虚
靈
ニ
シ
テ
明
知
生
發
ス
ル
故
ニ
、
萬
事
ノ
用
「
不
勉
而
中
ル
」
（
『
中
庸
』
）
ゾ
。
（
中
略
）
楊
龜
山
ノ
「
（
人
）
性
上
不
可
添
一
物
」
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
此
事

也
。
（
「
大
學
逐
鹿
評
」
） 
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と
述
べ
て
い
る
。
清
ら
か
に
澄
ん
だ
心
は
、
き
れ
い
な
鏡
の
よ
う
で
あ
り
、
本
來
そ
の
ま
ま
で
至
善
を
備
え
て
い
る
。
物
は
塵
の
よ
う
で
鏡
を
汚
し
、
暗
く
さ
せ
る
。

物
を
格
（
さ
）
ろ
う
と
す
る
工
夫
も
、
本
來
空
虚
靈
妙
な
心
を
暗
く
さ
せ
る
物
（
塵
）
で
あ
っ
て
、
不
要
な
も
の
で
あ
る
。
思
慮
が
一
切
な
け
れ
ば
、
心
が
自
然
に
虚

靈
な
状
態
に
な
り
、
知
も
明
ら
か
に
な
る
（
九
）

。
つ
ま
り
、
思
慮
が
な
く
な
る
こ
と
が
、
「
格
物
致
知
」
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
人
性
上
不

可
添
一
物
」
と
い
う
楊
時
の
説
は
、
『
龜
山
集
』
卷
十
二
語
録
三
に
見
え
る
。
楊
時
は
、
天
か
ら
賦
與
さ
れ
た
性
は
、
そ
の
ま
ま
理
で
あ
り
、
一
つ
の
外
物
も
加
え
て

は
い
け
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
朱
熹
は
「
孟
子
集
注
」
序
説
に
こ
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。 

 

惺
窩
は
、
特
に
「
格
物
」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
「
格
物
」
こ
そ
『
大
學
』
三
綱
領
を
實
現
す
る
着
手
點
で
あ
る
と
主
張
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

其
明
徳
ノ
人
倫
ノ
明
ナ
ル
始
リ
ハ
、
親
民
ヨ
リ
始
ル
ゾ
。
堯
ノ
功
四
海
ニ
至
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
此
親
民
ヨ
リ
始
ル
故
也
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ
此
ハ
聖
人
ノ
上
ノ
事
ニ
テ
、

學
者
ノ
工
夫
ヲ
ナ
シ
テ
入
ル
ベ
キ
ニ
ハ
ト
リ
ツ
キ
處
ナ
キ
ゾ
。
其
學
者
ノ
工
夫
ノ
爲
ニ
ハ
、
下
ノ
文
ノ
格
物
ヨ
リ
工
夫
ヲ
ナ
シ
テ
入
ル
ベ
キ
ゾ
。
（
「
大
學
逐
鹿

評
」
） 

 

彼
は
、
「
親
民
」
が
聖
人
の
始
ま
り
で
あ
り
、
學
者
は
「
格
物
」
の
工
夫
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
「
大
學
の
要
、
誠
意
の
み
」
（
『
大
學
古
本
序
』
）

と
い
う
王
陽
明
の
主
張
に
對
し
て
、
惺
窩
は
、
「
誠
意
は
大
學
の
要
た
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
學
者
に
あ
り
て
は
、
只
だ
格
物
窮
理
を
先
と
爲
す
（
誠
意
雖
爲
大
學
之

要
、
然
在
乎
學
者
、
只
格
物
窮
理
爲
先
）
」
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
卷
三
十
二
「
惺
窩
問
答
」
）
と
い
い
、
誠
意
は
重
要
で
あ
る
が
、
學
者
に
と
っ
て
、
格
物
窮
理
が

最
優
先
の
工
夫
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。 

む
す
び 

本
章
で
は
、
藤
原
惺
窩
の
『
大
學
要
略
』
を
中
心
に
し
て
、
林
兆
恩
の
解
釋
と
對
比
し
な
が
ら
、
惺
窩
が
『
大
學
要
略
』
を
執
筆
し
た
時
期
の
思
想
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
惺
窩
は
林
兆
恩
の
説
を
受
容
し
つ
つ
も
、
自
分
の
見
解
を
加
え
て
お
り
、
獨
自
の
特
徴
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
林
兆
恩
の
朱
熹
批
判
を
繼
承
し
、
「
明
徳
」
は
五
倫
の
道
徳
で
あ
る
と
認
め
た
が
、
封
建
的
身
分
制
度
を
基
礎
と
し
た
社
會
の
安
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定
を
重
視
し
、
「
刑
」
と
「
兵
」
と
い
う
強
制
的
手
段
に
よ
っ
て
秩
序
を
實
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
親
民
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
林
兆
恩

が
民
を
親
し
ま
す
と
い
う
「
親
民
」
の
解
釋
に
つ
い
て
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
民
を
養
育
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
熹
の
い
わ
ゆ
る
「
新

民
」
の
解
釋
に
も
理
解
を
示
し
、
「
親
民
の
中
に
も
亦
た
新
民
の
意
有
り
」
と
述
べ
て
、
朱
子
學
と
陽
明
學
を
折
衷
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
朱
熹
と
異
な
り
、
道

徳
と
才
能
を
分
離
す
る
陽
明
學
左
派
の
李
贄
の
よ
う
な
人
材
登
用
論
を
示
し
て
い
る
。
「
止
於
至
善
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
、
我
が
心
に
止
ま
っ
て
移
ら
な
い
と
解
釋

し
、
心
學
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
「
止
」
を
朱
子
學
で
重
視
し
た
修
養
法
の
「
敬
」
と
同
一
視
し
て
い
る
。
「
格
物
」
に
つ
い
て
は
、
王
陽
明
の
よ
う
に

心
を
正
す
と
は
解
釋
せ
ず
、
林
兆
恩
の
説
を
踏
襲
し
て
、
心
の
中
の
物
欲
を
去
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
「
致
知
」
に
つ
い
て
、
心
に
思
慮
が
な
く
、
虚
靈
な
状
態
に
な

る
と
解
釋
し
た
が
、
「
性
上
不
可
添
一
物
」
と
い
う
楊
時
と
朱
熹
の
説
も
是
認
し
て
い
る
。 

以
上
の
分
析
に
よ
る
と
、
『
大
學
要
略
』
で
は
、
惺
窩
は
林
兆
恩
の
説
を
全
面
肯
定
し
て
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
解
釋
に
は
、
朱
子
學
と
陽
明
學
を

折
衷
す
る
傾
向
が
見
え
る
。
彼
は
單
純
に
前
人
の
思
想
を
複
製
し
た
の
で
は
な
く
、
獨
自
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。 

注 （
一
）
國
民
精
神
文
化
研
究
所
が
編
纂
し
た
『
藤
原
惺
窩
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
と
、
惺
窩
の
著
述
は
主
に
次
の
九
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

①
詩
文
集
類
『
惺
窩
先
生
文
集
』
（
藤
原
爲
經
編
）
、
『
惺
窩
文
集
』
（
正
編
林
羅
山
編
、
續
編
菅
得
庵
編
）
、
『
惺
窩
先
生
倭
歌
集
』
（
『
惺
窩
先
生
文
集
』
所

收
）
、
『
倭
文
二
篇
』
（
『
扶
桑
拾
葉
集
』
卷
二
十
七
所
收
） 

 

②
儒
書
抄
解
類
『
寸
鐵
録
』
（
假
名
注
本
）
、
『
大
學
要
略
』
（
別
名
『
逐
鹿
評
』
） 

 

③
儒
書
拔
萃
類
『
寸
鐵
録
』
（
冷
泉
子
爵
家
所
藏
本
） 

 

④
詩
文
話
編
輯
類
『
文
章
達
徳
録
』
（
所
在
不
明
）
、
『
文
章
達
徳
綱
領
』 

 

⑤
斷
片
類
『
明
國
講
和
使
に
對
す
る
質
疑
草
稿
』
『
朝
鮮
役
捕
虜
と
の
筆
談
』
『
姜
沆
筆
談
』
『
南
航
日
記
殘
簡
』 

 

⑥
儒
學
參
考
文
獻
類
『
假
名
性
理
』
（
別
名
『
千
代
茂
登
草
』
）
、
『
惺
窩
問
答
』
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
卷
三
十
二
所
收
） 
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⑦
儒
書
訓
點
類
『
四
書
』
（
所
在
不
明
）
、
『
四
書
大
全
頭
書
』
、
『
新
板
五
經
』
（
後
人
惺
窩
の
訓
に
依
る
と
い
う
も
の
） 

 
⑧
日
本
國
學
關
係
の
も
の
『
日
本
書
紀
神
代
卷
』
、
『
土
佐
日
記
』
（
妙
壽
院
本
）
、
『
萬
葉
集
』
（
訓
點
本
、
所
在
不
明
） 

 

⑨
諸
書
に
惺
窩
の
著
述
と
す
る
も
眞
僞
疑
わ
し
き
も
の
『
經
書
和
字
訓
解
』
『
列
子
點
』
『
職
原
鈔
頭
書
』 

（
二
）
林
兆
恩
の
思
想
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
林
國
平
『
林
兆
恩
與
三
一
教
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
を
參
照
。 

（
三
）
佐
藤
錬
太
郎
「
林
兆
恩
「
四
書
標
摘
正
義
」
―
三
教
合
一
論
者
の
「
心
即
仁
」
―
」
（
松
川
健
二
編
『
論
語
の
思
想
史
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
、
三
〇

五
～
三
二
三
頁
に
收
録
）
三
二
一
頁
を
參
照
。 

（
四
）
「
我
」
の
字
は
底
本
で
脱
落
し
て
い
る
と
推
定
し
、
『
藤
原
惺
窩
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
）
に
お
い
て
編
者
が
補
っ
た
。
『
孟
子
』
滕
文
公
下
「
春

秋
、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔
子
曰
、
知
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
。
罪
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

（
五
）
金
谷
治
は
、
惺
窩
が
朱
熹
の
「
親
民
」
の
解
釋
を
認
め
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
石
田
一
良
、
金
谷
治
『
日
本
思
想
大
系
二
十
三 

藤
原
惺
窩 

林

羅
山
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
四
五
八
頁
を
參
照
。 

（
六
）
李
贄
の
人
材
登
用
論
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
錬
太
郎
「
李
贄
の
經
世
論
―
『
藏
書
』
の
精
神
―
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
十
八
集
、
日
本
中
國
學
會
、
一

九
八
六
年
、
一
八
七
〜
二
〇
一
頁
）
を
參
照
。 

（
七
）
底
本
は
「
止
之
也
者
、
止
之
也
」
に
作
る
が
、
上
文
に
よ
っ
て
「
止
也
者
、
止
之
也
」
に
改
め
た
。 

（
八
）
「
知
に
至
ら
ん
」
に
よ
っ
て
「
タ
」
は
底
本
で
脱
落
し
て
い
る
と
推
定
し
、
筆
者
が
補
っ
た
。 

（
九
）
格
物
致
知
に
つ
い
て
、
中
村
安
宏
「
藤
原
惺
窩
と
林
兆
恩
―
『
大
學
要
略
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
文
藝
研
究
』
一
三
八
、
日
本
文
藝
研
究
會
、
一
九
九
五
年
、

十
〜
二
十
頁
）
で
は
、
「
惺
窩
は
兆
恩
が
も
っ
と
も
言
い
た
か
っ
た
こ
と
―
各
自
が
知
を
本
來
具
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
―
に
は
注
意
を
は
ら
っ
て
い
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
鏡
と
塵
の
比
喩
か
ら
見
れ
ば
、
惺
窩
は
知
の
固
有
性
を
意
識
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
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第
二
章 

林
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』 

 

林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
、
名
は
信
勝
、
字
は
子
信
、
通
稱
は
又
三
郎
、
道
春
。
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
。
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
〜
一
六
一
九
）
に

師
事
し
た
。
著
作
に
は
、
『
羅
山
林
先
生
集
』
『
三
徳
抄
』
『
春
鑑
抄
』
な
ど
が
あ
る
。
徳
川
幕
府
草
創
期
の
思
想
家
と
し
て
、
羅
山
は
廣
博
な
學
識
を
有
し
、
近
世

日
本
儒
學
の
發
展
に
大
き
な
貢
獻
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。 

『
大
學
諺
解
』
は
、
林
羅
山
が
朱
熹
の
「
大
學
章
句
」
に
つ
い
て
注
釋
を
つ
け
た
著
作
で
あ
る
の
で
、
『
大
學
章
句
解
』
と
い
う
別
名
も
あ
る
。
本
書
は
現
在
、
國

立
公
文
書
館
に
上
・
中
・
下
三
册
の
寫
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
下
卷
末
の
跋
文
に
「
寛
永
七
年
庚
午
孟
夏
十
四
日 

法
印
道
春
記
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
六

三
〇
年
、
つ
ま
り
羅
山
四
十
八
歳
の
著
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
大
學
諺
解
』
を
書
い
た
經
緯
に
つ
い
て
、
羅
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

予
の
長
子
叔
勝
は
、
幼
に
し
て
書
を
讀
み
、
粗
ぼ
字
義
を
曉
り
、
且
つ
事
蹟
を
搜
る
。
況
ん
や
又
聖
賢
の
道
を
慕
ふ
を
や
。
去
夏
、
俄
か
に
物
故
す
。
吁
（
あ
あ
）
、

天
は
我
を
喪
ぶ
す
者
か
。
哀
慟
し
て
止
ま
ず
、
纔
か
に
未
だ
喪
明
に
至
る
の
み
。
若
使(

も
し)

叔
勝
在
れ
ば
、
則
ち
由
し
て
『
大
學
解
』
を
作
る
無
し
。
叔
勝
既

に
會
得
し
了
は
る
な
り
。
今
、
之
を
作
る
は
、
它
日
、
幼
子
に
授
く
る
た
め
な
り
。
此
の
『
諺
解
』
は
、
『
章
句
』
と
竝
び
に
『
或
問
』
に
本
づ
き
、
程
朱
を
尊

ぶ
な
り
。
考
ふ
る
に
鄭
註
、
孔
疏
、
陸
音
を
以
て
、
舊
を
尋
ぬ
る
な
り
。
輔
翼
す
る
に
『
大
全
』
『
通
考
』
『
通
義
』
『
大
成
』
『
蒙
引
』
を
以
て
、
『
章
句
』

を
釋
す
る
な
り
。
之
を
參
す
る
に
『
知
新
日
録
』
、
林
子
『
四
書
標
摘
』
、
管
志
道
『
釋
文
』
、
楊
、
李
『
四
書
眼
評
』
を
以
て
、
異
説
を
備
ふ
る
な
り
。
其
の

間
、
己
の
意
を
加
へ
て
其
の
義
を
述
ぶ
。
敢
へ
て
之
を
擬
議
す
る
に
非
ず
。
此
れ
よ
り
し
て
上
、
『
章
句
』
に
至
る
ま
で
、
推
し
て
以
て
聖
經
聖
傳
の
旨
に
及
ぶ

に
庶
（
ち
か
）
け
れ
ば
、
、
則
ち
千
歳
の
下
、
孔
曾
思
孟
の
心
、
紙
上
に
在
り
て
盡
く
出
づ
る
者
、
豈
它
に
求
め
ん
や
。
是
に
於
い
て
以
て
之
を
得
べ
し
。
（
予

長
子
叔
勝
幼
讀
書
、
粗
曉
字
義
、
且
搜
事
蹟
。
況
又
慕
聖
賢
之
道
乎
。
去
夏
俄
物
故
。
吁
天
喪
我
者
歟
。
哀
慟
不
止
、
纔
未
至
於
喪
明
而
已
。
若
使
叔
勝
在
、
則

無
由
作
『
大
學
解
』
。
叔
勝
既
會
得
了
也
。
今
作
之
者
、
它
日
爲
授
幼
子
也
。
此
『
諺
解
』
本
『
章
句
』
竝
『
或
問
』
、
尊
程
朱
也
。
考
以
鄭
註
、
孔
疏
、
陸
音

尋
舊
也
。
輔
翼
以
『
大
全
』
『
通
考
』
『
通
義
』
『
大
成
』
『
蒙
引
』
、
釋
『
章
句
』
也
。
參
之
以
『
知
新
日
録
』
、
林
子
『
四
書
標
摘
』
、
管
志
道
『
釋
文
』
、
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楊
、
李
『
四
書
眼
評
』
備
異
説
也
。
其
間
加
己
意
而
述
其
義
、
非
敢
擬
議
之
。
庶
乎
自
此
而
上
至
於
『
章
句
』
、
推
以
及
於
聖
經
聖
傳
之
旨
、
則
千
歳
之
下
、
孔

曾
思
孟
之
心
、
在
紙
上
而
盡
出
者
、
豈
它
求
哉
。
於
是
可
以
得
之
矣
。
）
（
『
大
學
諺
解
』
下
册
） 

 

右
は
『
大
學
諺
解
』
末
尾
の
跋
文
で
あ
り
、
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
（
京
都
史
蹟
會
編
、
平
安
考
古
學
會
出
版
、
一
九
一
八
年
）
卷
五
十
五
所
收
の
「
大
學
解
跋
」

と
同
文
で
あ
る
。
羅
山
に
は
四
人
の
男
子
が
お
り
、
長
男
叔
勝
（
一
六
一
三
～
一
六
二
九
）
と
次
男
は
夭
折
し
、
三
男
春
勝
（
鵞
峰
）
と
四
男
守
勝
が
そ
れ
ぞ
れ
一
六

一
八
年
と
一
六
二
四
年
に
生
ま
れ
た
。
羅
山
は
長
男
の
早
逝
を
嘆
き
悲
し
ん
で
、
幼
子
の
た
め
の
教
育
書
と
し
て
『
大
學
諺
解
』
を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
羅
山
は
『
大
學
』
を
重
要
視
し
た
上
で
、
『
大
學
諺
解
』
の
執
筆
に
精
力
を
傾
け
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
書
は
朱
熹
「
大
學
章
句
」
及
び
『
大
學
或
問
』
に

基
づ
い
て
、
鄭
玄
注
、
孔
穎
達
疏
、
陸
徳
明
音
義
の
古
注
を
考
證
し
な
が
ら
、
明
の
胡
廣
ら
が
編
纂
し
た
『
四
書
大
全
』
（
一
）

、
元
の
王
元
善
『
四
書
通
考
』
（
二
）

、
元

の
程
復
心
『
四
書
輯
釋
章
圖
通
義
大
成
』
（
三
）

、
元
の
倪
士
毅
『
重
訂
四
書
輯
釋
通
義
大
成
』
、
明
の
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
な
ど
の
元
明
代
の
著
作
を
參
考
と
し
て
、
自

分
の
見
解
を
加
え
て
、
「
大
學
章
句
」
に
注
釋
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
、
鄭
維
嶽
『
四
書
知
新
日
録
』
（
四
）

、
林
兆
恩
『
四
書
標
摘
正
義
』
、
管
志
道
『
大
學
釋
文
』
、

楊
起
元
、
李
贄
『
四
書
眼
評
』
（
五
）

な
ど
の
明
代
著
作
を
異
説
と
し
て
載
せ
て
い
る
（
六
）

。
當
時
、
明
代
の
儒
學
者
の
著
作
は
日
本
に
舶
來
さ
れ
て
、
羅
山
は
徳
川
幕
府

の
中
心
的
な
人
物
と
し
て
、
そ
の
新
し
い
知
識
を
渇
望
し
て
い
た
。
程
朱
理
學
を
熱
心
に
信
奉
す
る
羅
山
は
、
朱
子
學
者
の
著
作
は
も
ち
ろ
ん
、
明
代
に
盛
ん
に
な
っ

た
陽
明
學
や
三
教
合
一
思
想
に
關
す
る
書
物
な
ど
も
幅
廣
く
讀
ん
で
い
た
。 

 

『
大
學
諺
解
』
は
羅
山
の
思
想
の
特
徴
を
表
す
重
要
な
著
作
と
思
わ
れ
る
。
本
章
は
、
『
大
學
諺
解
』
を
中
心
に
、
朱
熹
の
い
う
「
三
綱
領
」
及
び
「
八
條
目
」
に

お
け
る
「
格
物
」
「
致
知
」
の
二
項
目
、
そ
し
て
「
敬
」
に
つ
い
て
、
羅
山
が
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
實
態
に
つ
い
て
詳
し
く
解
明
し
て
み
た
い
。

な
お
、
『
大
學
』
經
文
の
訓
讀
は
朱
熹
の
注
釋
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

第
一
節 

三
綱
領
に
つ
い
て 

「
大
學
」
に
つ
い
て
は
、
後
漢
の
鄭
玄
（
一
二
七
〜
二
〇
〇
）
は
、
「
大
」
を
「
泰
」
と
訓
み
、
「
大
學
と
は
、
其
の
博
く
學
ん
で
以
て
政
を
爲
む
べ
き
を
記
せ
る
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を
以
て
な
り
（
大
學
者
、
以
其
記
博
學
可
以
爲
政
也
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
朱
熹
は
、
「
大
學
と
は
、
大
人
の
學
な
り
」
と
解
し
て
い
る
。
『
大
學
』

經
文
の
冒
頭
に
は
、
「
大
學
の
道
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
、
民
を
親
（
あ
ら
）
た
に
す
る
に
在
り
、
至
善
に
止
ま
る
に
在
り
（
大
學
之
道
、
在
明
明
徳
、

在
親
民
、
在
止
於
至
善
）
」
と
あ
る
。
朱
熹
は
「
明
明
徳
」
「
親
民
」
「
止
於
至
善
」
を
「
大
學
の
綱
領
」
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
「
三
綱
領
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
と

羅
山
の
解
釋
を
比
較
し
て
み
よ
う
。 

（
一
）
明
明
徳 

 

「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
は
、
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
と
は
、
其
の
至
徳
を
顯
明
す
る
を
謂
ふ
な
り
（
明
明
徳
、
謂
顯
明
其
至
徳
也
）
」
と
述
べ
、
「
明
徳
」

は
「
至
徳
」
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
唐
代
の
孔
穎
達
（
五
七
四
〜
六
四
八
）
の
疏
に
は
、
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
と
は
、
大
學
の
道
、
己
の
光
明
の
徳

を
章
明
す
る
に
在
る
を
言
ふ
（
在
明
明
徳
者
、
言
大
學
之
道
在
於
章
明
己
之
光
明
之
徳
）
」
と
あ
り
、
「
明
徳
」
を
「
己
の
光
明
の
徳
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
孔
穎
達

は
、
「
明
徳
」
は
己
の
中
に
あ
り
、
外
に
求
め
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
が
、
明
徳
の
由
來
や
性
質
、
作
用
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。 

 

朱
熹
は
「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
、
「
明
は
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
明
徳
は
、
人
の
天
に
得
る
所
に
し
て
、
虚
靈
に
し
て
昧
か
ら
ず
、
以
て
衆
理
を
具
へ
て
萬

事
に
應
ず
る
者
な
り
（
明
、
明
之
也
。
明
徳
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
解
説
し
て
い
る
。 

 

朱
熹
の
解
釋
は
古
注
よ
り
も
詳
し
い
。
「
明
徳
」
は
、
人
が
天
か
ら
得
た
も
の
で
、
虚
靈
不
昧
で
も
ろ
も
ろ
の
理
を
具
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
對
應
す
る
も
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、
「
人
の
天
に
得
る
所
」
は
、
性
（
理
）
に
つ
い
て
言
う
の
だ
が
、
「
虚
靈
に
し
て
昧
か
ら
ず
」
「
衆
理
を
具
ふ
」
「
萬

事
に
應
ず
」
は
、
心
の
特
性
で
あ
る
。
「
明
徳
」
は
、
い
っ
た
い
、
「
性
」
な
の
か
、
「
心
」
な
の
か
。
『
朱
子
語
類
』
に
は
、
朱
熹
と
弟
子
の
次
の
よ
う
な
問
答
が

見
え
る
。 

①
あ
る
人
が
質
問
し
た
、
「
明
徳
と
は
す
な
わ
ち
仁
義
禮
智
の
性
で
し
ょ
う
か
。
」
答
え
、
「
そ
う
だ
。
」
（
或
問
、
「
明
徳
便
是
仁
義
禮
智
之
性
否
。
」
曰
、

「
便
是
。
」
）
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」
第
三
條
） 

②
劉
圻
父
が
言
っ
た
、
「
『
人
心
の
靈
は
、
知
る
こ
と
有
ら
ざ
る
莫
く
し
て
、
天
下
の
物
は
、
理
有
ら
ざ
る
莫
し
。
』
恐
ら
く
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
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は
、
性
で
し
ょ
う
。
」
答
え
、
「
そ
う
で
は
な
い
。
心
と
性
は
も
と
よ
り
區
別
が
あ
る
。
靈
妙
な
の
は
心
で
、
實
質
は
性
で
あ
る
。
靈
妙
な
の
は
知
覺
で
あ
る
。
」

（
劉
圻
父
説
、
「
『
人
心
之
靈
、
莫
不
有
知
、
而
天
下
之
物
、
莫
不
有
理
。
』
恐
明
明
徳
便
是
性
。
」
曰
、
「
不
是
如
此
。
心
與
性
自
有
分
別
。
靈
底
是
心
、
實

底
是
性
。
靈
便
是
那
知
覺
底
。
」
）
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
三
「
傳
五
章
釋
格
物
致
知
」
第
一
條
） 

朱
熹
は
、
「
明
徳
」
は
「
性
」
で
あ
る
と
肯
定
（
①
便
是
）
す
る
場
合
も
あ
り
、
「
明
明
徳
」
を
「
性
」
で
は
な
い
と
否
定
（
②
不
是
如
此
）
す
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
「
心
」
と
「
性
」
と
を
は
っ
き
り
區
別
し
て
「
靈
妙
＝
心
」
「
實
質
＝
性
」
と
す
る
。
さ
ら
に
朱
熹
は
、
「
心
は
、
人
の
神
明
な
り
。
衆
理
を
具
へ
て
萬

事
に
應
ず
る
所
以
の
者
な
り
（
心
者
、
人
之
神
明
、
所
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
）
」
（
「
孟
子
集
注
」
盡
心
章
句
上
）
と
い
い
、
「
虚
靈
は
も
と
よ
り
心
の
本
體
で

あ
る
（
虚
靈
自
是
心
之
本
體
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
二
「
性
情
心
意
等
名
義
」
第
三
十
九
條
）
と
も
い
う
。
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
「
心
」
は
、
「
神
明
」
で
あ
り
「
虚

靈
」
な
も
の
で
あ
り
、
物
を
知
覺
す
る
「
靈
妙
」
な
働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
朱
熹
は
、
孟
子
の
思
想
を
繼
承
し
て
、
「
心
」
と
「
性
」
は
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
、
「
こ
の
二
つ
は
、
一
つ
を
言
え
ば
、
も
う
一
つ
も
つ
い

て
く
る
。
も
と
も
と
分
離
で
き
ず
、
ま
た
區
別
し
が
た
い
。
心
を
捨
て
た
ら
、
性
を
見
る
こ
と
が
な
い
。
性
を
捨
て
た
ら
、
心
を
見
よ
う
が
な
い
。
故
に
孟
子
は
心
と

性
と
を
言
う
た
び
に
、
一
緒
に
論
じ
る
（
此
兩
箇
説
著
一
箇
、
則
一
箇
隨
到
。
元
不
可
相
離
、
亦
自
難
與
分
別
。
捨
心
則
無
以
見
性
、
捨
性
又
無
以
見
心
。
故
孟
子
言

心
性
、
毎
毎
相
隨
説
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
二
「
性
情
心
意
等
名
義
」
第
四
十
四
條
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
心
と
性
の
二
つ
の
方
面
か
ら
「
明
徳
」
の

意
味
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
心
と
性
の
重
要
度
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
朱
子
語
類
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。 

あ
る
人
が
質
問
し
た
、
「
い
わ
ゆ
る
仁
義
禮
智
は
性
で
あ
り
、
明
徳
は
心
を
主
と
し
て
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
」
答
え
、
「
こ
の
道
理
は
心
の
中
に
明
る
く
照
ら

し
て
、
ま
っ
た
く
暗
く
な
い
。
」
（
或
問
、
「
所
謂
仁
義
禮
智
是
性
、
明
徳
是
主
於
心
而
言
。
」
曰
、
「
這
个
道
理
在
心
裏
光
明
照
徹
、
無
一
毫
不
明
。
」
）
（
『
朱

子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」
第
四
條
） 

朱
熹
の
答
え
に
よ
る
と
、
「
明
徳
」
の
意
味
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
「
性
」
よ
り
「
心
」
の
意
味
に
近
い
。
「
明
徳
」
を
解
釋
す
る
時
に
、
心
と
と
も
に
論
じ

ね
ば
な
ら
な
い
。
朱
熹
は
邵
康
節
の
「
心
と
は
、
性
の
郛
郭
で
あ
る
（
心
者
、
性
之
郛
郭
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
一
「
人
物
之
性
氣
質
之
性
」
第
三
十
九
條
）
と
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い
う
説
を
支
持
し
、
「
心
」
は
た
だ
「
性
（
理
）
」
の
在
る
場
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。 

 

羅
山
は
朱
熹
の
説
を
踏
襲
し
、
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

「
明
徳
」
ハ
心
ノ
名
ナ
リ
、
人
生
レ
テ
、
天
ヨ
リ
得
タ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
「
徳
」
ハ
、
得
ナ
レ
バ
、
此
コ
ト
ハ
リ
ヲ
心
ニ
ヱ
テ
、
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ナ
リ
。
此
心
、

色
モ
ナ
ク
、
形
モ
ナ
キ
ヲ
「
虚
」
ト
云
。
虚
ナ
レ
ド
モ
、
イ
キ
テ
ハ
タ
ラ
ク
シ
ル
シ
ア
ル
ヲ
「
虚
靈
」
ト
云
。
其
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ヲ
「
不
昧
」
ト
云
ナ
リ
。
人
ノ

胸
ノ
方
寸
ノ
中
ニ
ア
リ
テ
、
五
常
モ
、
四
端
モ
、
七
情
モ
、
皆
ソ
ナ
ハ
リ
テ
、
イ
マ
ダ
發
セ
ヌ
ト
コ
ロ
ヲ
、
「
具
衆
理
」
ト
云
。
其
發
シ
テ
ヨ
ロ
シ
ク
諸
事
ニ
通

ズ
ル
ヲ
「
應
萬
事
」
ト
云
。
（
『
大
學
諺
解
』
上
册
） 

 

羅
山
に
よ
れ
ば
、
「
明
徳
」
は
心
の
名
前
で
あ
り
、
人
が
生
ま
れ
て
天
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。
「
徳
」
は
、
得
で
あ
る
。
「
心
」
は
こ
の
理
を
得
て
明
ら
か
な
の

で
あ
る
。
「
虚
靈
」
と
は
、
色
も
な
く
、
形
も
な
い
「
心
」
が
生
き
て
働
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
羅
山
も
「
心
」
を
五
常
、
四
端
、
七
情
を
包
含
し
て
い
る
容
器
の

よ
う
に
見
な
し
て
、
さ
ら
に
朱
熹
の
説
を
敷
衍
し
、
「
心
」
の
靜
か
に
動
か
な
い
未
發
の
状
態
を
「
具
衆
理
」
と
い
い
、
外
物
と
接
し
て
動
き
、
善
に
合
す
る
已
發
の

状
態
を
「
應
萬
事
」
と
い
う
。
彼
は
、
「
明
徳
」
は
「
性
（
理
）
」
で
あ
る
と
解
釋
せ
ず
、
「
心
」
の
意
味
で
説
い
て
い
る
。 

 

羅
山
は
「
四
書
跋
・
大
學
」
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
第
五
十
三
卷
）
で
は
、
「
理
は
乃
ち
心
性
な
り
。
心
と
性
と
と
も
一
な
り
。
形
氣
に
拘
せ
ら
れ
、
私
欲
に
敝

は
れ
、
之
を
一
に
す
る
能
は
ず
。
是
を
以
て
聖
人
『
大
學
』
の
書
を
著
し
、
人
に
教
へ
て
其
の
心
を
し
て
理
と
二
な
ら
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
（
理
乃
心
性
也
。
心
與
性

元
一
也
。
拘
於
形
氣
、
敝
於
私
欲
、
不
能
一
之
。
是
以
聖
人
著
『
大
學
』
書
、
教
人
欲
使
其
心
與
理
不
二
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
心
は
性
と
一
つ
で
あ
る
が
、

濁
っ
て
い
る
氣
と
私
欲
の
影
響
に
よ
っ
て
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
大
學
』
は
人
の
心
と
性
を
一
致
さ
せ
る
學
問
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
は
修
養
論
に
お

け
る
心
の
役
割
を
重
視
し
、
心
の
工
夫
を
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
羅
山
は
朱
熹
の
解
釋
を
受
容
す
る
と
と
も
に
、
心
學
的
色
彩
を
帶
び
て
い
る
。 

 

羅
山
は
ま
た
、
「
虚
靈
」
と
い
う
言
葉
を
二
つ
に
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

「
虚
靈
不
昧
」
ハ
、
心
ノ
體
用
ヲ
カ
ネ
テ
云
。
「
具
衆
理
」
ハ
、
體
ナ
リ
。
「
應
萬
事
」
ハ
、
用
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
鏡
ノ
ゴ
ト
シ
。
鑑
空
ナ
ル
ハ
、
「
虚
」
ナ
リ
。

其
色
色
形
容
ヲ
ウ
ツ
ス
、
「
靈
」
ナ
リ
。
鏡
ク
ラ
キ
ト
キ
ハ
、
色
形
ヲ
ウ
ツ
サ
ズ
。
明
カ
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
ヨ
ク
ウ
ツ
ス
。
コ
レ
「
不
昧
」
ナ
リ
。
人
ノ
心
モ
カ
ク
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ノ
ゴ
ト
シ
。
善
惡
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ
、
是
非
ヲ
シ
リ
、
邪
正
ヲ
ワ
カ
ツ
コ
ト
、
心
本
ヨ
リ
明
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
仁
義
忠
孝
ノ
理
ヲ
ソ
ナ
ヘ
テ
、
仁
ヲ
ス
ベ
キ
時
ハ
、

仁
ヲ
シ
、
義
ヲ
ス
ベ
キ
ト
キ
ハ
、
義
ヲ
シ
、
君
ニ
對
シ
テ
ハ
忠
ヲ
シ
、
父
母
ニ
對
シ
テ
ハ
孝
ヲ
ス
。
（
『
大
學
諺
解
』
上
册
） 

 

朱
熹
は
、
「
虚
靈
は
も
と
よ
り
心
の
本
體
で
あ
る
」
（
前
掲
）
と
述
べ
、
「
虚
靈
」
を
一
つ
の
言
葉
と
し
て
、
心
の
本
源
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
一
方
、
羅
山

は
「
虚
」
を
衆
理
を
具
え
て
い
る
心
の
本
體
と
し
、
「
靈
」
を
萬
事
に
應
じ
る
心
の
作
用
と
し
て
い
る
。
人
の
心
を
鏡
に
擬
し
て
、
是
非
善
惡
を
わ
き
ま
え
る
の
は
、

鏡
の
よ
う
に
も
と
よ
り
明
ら
か
な
心
の
本
體
で
あ
り
、
仁
義
忠
孝
の
理
を
行
動
に
移
す
の
は
、
靈
妙
な
心
の
作
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
虚
」
と
「
靈
」

の
關
係
に
つ
い
て
、 

『
繫
辭
』
ニ
「
寂
然
不
動
」
ト
イ
ヒ
、
『
中
庸
』
ニ
「
未
發
ノ
中
」
ト
云
ハ
、
虚
ナ
リ
。
感
ジ
テ
通
ズ
ト
イ
ヒ
、
發
シ
テ
節
ニ
ア
タ
ル
ト
云
ハ
、
靈
ナ
リ
。
虚
ナ

レ
バ
即
チ
靈
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
「
明
徳
」
ト
ス
。
虚
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
ヨ
ク
衆
理
ヲ
具
ス
。
靈
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
ヨ
ク
萬
事
ニ
應
ズ
。
虚
ハ
、
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
靈
ナ
リ
。

此
虚
ノ
字
一
大
事
ナ
リ
。
（
『
大
學
諺
解
』
上
册
） 

と
述
べ
て
お
り
、
「
虚
」
と
「
靈
」
の
依
存
關
係
を
提
示
し
つ
つ
も
、
「
虚
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、
「
虚
」
で
あ
れ
ば
、
必
ず
「
靈
」
で
あ
り
、
「
佛
氏
モ
老
氏
モ

虚
ヲ
用
ユ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
虚
ニ
シ
テ
無
ナ
リ
、
虚
ニ
シ
テ
不
靈
ナ
リ
。
儒
者
ノ
虚
ハ
、
虚
ニ
シ
テ
應
ジ
、
虚
ニ
シ
テ
靈
活
ナ
リ
。
コ
レ
其
不
同
ナ
リ
」
（
同
上
）
と
い

い
、
佛
教
や
老
子
が
唱
え
た
「
虚
無
」
と
峻
別
し
、
佛
老
思
想
に
對
す
る
批
判
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
「
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
す
と
は
、
天
下
の
人
を
し
て
皆
以
て
其
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
有
ら
し
む
る
な
り
（
明
明
徳
於
天
下
者
、
使
天
下
之
人
皆

有
以
明
其
明
徳
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
い
う
朱
熹
の
注
釋
に
對
し
て
、
羅
山
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

自
ラ
明
徳
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
人
々
ニ
モ
、
ヲ
シ
ヲ
ヨ
ボ
シ
テ
、
其
モ
ト
ヨ
リ
具
シ
タ
ル
徳
ヲ
明
カ
ニ
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
。
オ
ノ
レ
獨
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
ヲ
ノ
ヲ
ノ
ア

ル
ト
コ
ロ
ノ
明
徳
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
明
カ
ニ
セ
シ
ム
ル
ユ
ヘ
ニ
、
「
章
句
」
ニ
「
使
」
ノ
字
ヲ
用
ユ
。
此
「
使
」
ノ
字
、
意
ヲ
付
テ
見
ル
ベ
シ
。
オ
ノ
レ
モ
、
天
下

ノ
人
モ
、
皆
明
カ
ニ
ス
ル
意
ヲ
、
フ
ク
メ
リ
。
オ
サ
メ
テ
教
ル
義
モ
、
コ
モ
レ
リ
。
「
天
下
ノ
人
」
ハ
、
公
侯
卿
大
夫
元
士
等
ナ
リ
。
コ
レ
皆
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル

ト
キ
ハ
、
天
下
平
カ
ナ
リ
。
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
） 
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羅
山
に
よ
れ
ば
、
「
使
」
の
字
に
は
、
自
分
も
天
下
の
人
も
皆
徳
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
と
、
お
さ
め
て
教
え
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
天
下
の
人
」
は
、
公
侯
、
卿
大
夫
、
元
士
な
ど
の
官
位
官
職
に
あ
る
人
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
徳
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
天
下
が
平
ら
に
な
る
。
羅
山
は
、

一
般
庶
民
で
は
な
く
、
爲
政
者
、
す
な
わ
ち
支
配
者
の
修
養
工
夫
を
強
調
し
、
天
下
太
平
に
す
る
に
は
、
社
會
の
上
層
部
に
立
つ
爲
政
者
が
徳
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
良

い
と
説
い
て
い
る
。 

（
二
）
親
民 

 

「
親
民
」
に
つ
い
て
、
孔
穎
達
の
疏
に
は
、
「
民
に
親
し
む
に
在
り
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
『
大
學
』
の
道
は
民
を
親
愛
す
る
に
在
り
（
在
親
民
者
、
言
『
大
學
』

之
道
在
於
親
愛
於
民
）
」
と
あ
る
。
朱
熹
は
程
子
の
説
に
從
っ
て
「
親
」
の
字
を
「
新
」
に
改
め
、
「
民
を
新
た
に
す
る
」
と
讀
み
、
「
新
は
、
其
の
舊
を
革
む
る
の

謂
ひ
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
既
に
自
ら
其
の
明
徳
を
明
ら
か
に
し
て
、
又
た
當
に
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
し
て
、
之
を
し
て
亦
た
以
て
其
の
舊
染
の
汚
を
去
る
こ
と

有
ら
し
む
べ
き
な
り
（
新
者
、
革
其
舊
之
謂
也
。
言
既
自
明
其
明
徳
、
又
當
推
以
及
人
、
使
之
亦
有
以
去
其
舊
染
之
汚
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
解
釋
し
て
い
る
。

「
舊
を
革
む
」
と
は
、
私
欲
に
染
ま
っ
た
惡
習
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
民
の
道
徳
意
識
を
革
新
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
朱
熹
に
よ
れ
ば
、
新
民
は
、
單

に
民
を
道
徳
的
に
目
覺
め
さ
せ
、
本
來
の
至
善
の
状
態
へ
回
復
す
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
さ
ら
に
人
を
治
め
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
彼
は
、
「
致
知
か

ら
修
身
ま
で
の
五
つ
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
齊
家
か
ら
平
天
下
ま
で
の
三
つ
は
、
民
を
新
た
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
致
知
至
修
身
五
件
、
是
明

明
徳
事
。
齊
家
至
平
天
下
三
件
、
是
新
民
事
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
二
「
經
下
」
第
百
三
十
八
條
）
と
述
べ
、
「
明
明
徳
」
は
修
己
の
こ
と
で
あ
り
、
「
新
民
」

は
治
人
で
あ
る
と
は
っ
き
り
區
別
し
て
い
る
。
三
綱
領
は
、
朱
熹
の
「
大
學
」
思
想
體
系
の
根
幹
と
し
て
、
『
大
學
』
全
篇
を
統
括
し
、
八
條
目
そ
れ
ぞ
れ
を
「
明
明

徳
」
と
「
新
民
」
と
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
「
新
民
」
を
「
民
に
親
し
む
」
と
讀
む
な
ら
ば
、
『
大
學
』
全
體
の
組
み
立
て
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な

る
。
羅
山
は
朱
熹
の
説
に
忠
實
に
從
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
親
」
ヲ
「
新
」
ニ
作
ル
ベ
シ
ト
云
ハ
、
程
子
ノ
意
ナ
リ
、
朱
子
始
テ
云
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
程
子
ヲ
引
テ
云
ナ
リ
。
ミ
ダ
リ
ニ
ア
ラ
タ
メ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
、
シ
メ
サ

ン
タ
メ
ナ
リ
。
「
親
」
「
新
」
古
文
似
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
ア
ヤ
マ
レ
ル
例
ア
リ
。
『
説
文
』
、

古
文
親

、

古
文
新

。
按
ズ
ル
ニ
『
尚
書
』
金
滕
ニ
、
「
新
逆
」
ト
ア
ル
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ヲ
、
陸
氏
ガ
音
義
ニ
、
馬
融
本
「
新
逆
作
親
逆
」
ト
ア
ル
。
鄭
玄
モ
「
親
逆
」
ト
イ
ヘ
リ
（
七
）

。
然
レ
バ
金
滕
ニ
ハ
、
「
親
」
ヲ
誤
テ
「
新
」
ト
シ
。
『
大
學
』
ニ

ハ
「
新
」
ヲ
誤
テ
「
親
」
ト
ナ
ス
ナ
リ
。
下
ノ
傳
文
ニ
、
『
盤
銘
』
ノ
日
新
、
『
康
誥
』
ノ
新
民
、
『
詩
』
ノ
維
新
ヲ
引
ヲ
見
レ
バ
、
「
新
民
」
ト
ナ
ス
。
マ
コ

ト
ニ
イ
ハ
レ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
。
（
『
大
學
諺
解
』
上
册
） 

 

羅
山
は
、
「
親
」
を
「
新
」
に
作
る
の
は
、
朱
熹
が
妄
り
に
改
め
た
の
で
は
な
く
、
程
子
の
見
解
で
あ
る
と
述
べ
、
「
親
」
を
「
新
」
と
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
古
文
で
は
「
親
」
と
「
新
」
の
字
が
似
て
い
る
の
で
、
誤
っ
た
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
尚
書
』
金
滕
篇
に
「
新
逆
」
と
あ
る
が
、
馬
融
注

と
鄭
玄
注
で
は
「
親
迎
」
に
作
る
。
こ
れ
と
同
樣
に
、
『
大
學
』
の
「
新
民
」
も
元
本
來
は
「
新
民
」
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
學
』
の
傳
文
に
も
、

「
新
」
に
作
る
用
例
が
あ
り
、
こ
れ
も
「
新
民
」
の
證
し
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
親
民
」
に
つ
い
て
、
羅
山
は
朱
熹
の
「
新
民
」
説
を
支
持
し
、
敷
衍
し
て
論
じ
て
い
る
。
『
大
學
諺
解
』
上
册
「
明
徳
親
民
異
説
」
で
は
、
「
凡
ソ
明
朝
ノ
諸
儒
、

四
書
ノ
注
甚
多
シ
、
充
棟
汗
牛
、
ア
ゲ
テ
カ
ゾ
ヘ
ガ
タ
シ
。
陽
明
、
林
兆
恩
、
管
氏
（
志
道
）
ガ
説
、
大
ニ
不
同
ナ
ル
故
。
コ
コ
ニ
ノ
セ
テ
、
イ
サ
サ
カ
多
聞
ヲ
ヒ
ロ

ム
。
サ
レ
ド
モ
程
朱
ニ
マ
サ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
述
べ
、
「
明
徳
」
「
親
民
」
に
つ
い
て
、
明
代
の
王
陽
明
、
林
兆
恩
、
管
志
道
な
ど
の
注
釋
を
異
説
と
見
な
し
、
程
朱

の
説
を
正
統
と
考
え
て
い
る
。 

（
三
）
止
於
至
善 

 

『
大
學
』
三
綱
領
の
「
止
於
至
善
」
に
つ
い
て
は
、
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

止
と
は
、
必
ず
是
に
至
り
て
遷
ら
ざ
る
の
意
な
り
。
至
善
は
、
則
ち
事
理
當
然
の
極
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
し
、
民
を
新
た
に
す
る
こ
と
、

皆
當
に
至
善
の
地
に
止
ま
り
て
遷
ら
ざ
る
べ
し
。
蓋
し
必
ず
其
の
以
て
夫
の
天
理
の
極
を
盡
す
こ
と
有
り
て
、
一
毫
の
人
欲
の
私
無
き
な
り
。
（
止
者
、
必
至
於

是
而
不
遷
之
意
。
至
善
、
則
事
理
當
然
之
極
也
。
言
明
明
徳
、
新
民
、
皆
當
止
於
至
善
之
地
而
不
遷
。
蓋
必
其
有
以
盡
夫
天
理
之
極
、
而
無
一
毫
人
欲
之
私
也
。
）

（
「
大
學
章
句
」
） 

 

朱
熹
に
よ
れ
ば
、
止
は
、
必
ず
こ
こ
に
至
っ
て
遷
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
至
善
は
、
事
物
が
そ
う
で
あ
る
べ
き
道
理
の
極
み
で
あ
る
。
「
止
於
至
善
」
は
、
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「
明
明
徳
」
と
「
新
民
」
の
最
高
の
到
達
點
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
『
止
於
至
善
』
は
、
『
在
明
明
徳
、
在
新
民
』
を
含
む
。
自
分
も
至
善
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
他
の
人
も
至
善
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
『
止
於
至
善
』
、
是
包
『
在
明
明
徳
、
在
新
民
』
。
己
也
要
止
於
至
善
、
人
也
要
止
於
至
善
）
」
（
『
朱

子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」
第
五
十
條
）
と
述
べ
、
三
綱
領
の
内
在
的
な
關
係
を
示
し
て
い
る
。
羅
山
は
、
朱
熹
の
解
釋
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
止
」
ト
ハ
、
コ
コ
ニ
至
テ
、
ウ
ツ
ラ
ザ
ル
ノ
意
ナ
リ
。
「
至
善
」
ハ
事
物
ノ
コ
ト
ハ
リ
ノ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
シ
カ
ル
ベ
キ
ト
コ
ロ
ノ
至
極
ナ
リ
。
總
ノ
理
ハ
善
ナ
リ
。

毛
先
（
八
）

バ
カ
リ
モ
惡
ナ
シ
。
故
ニ
理
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
、
至
善
ト
ス
。
善
ノ
至
ハ
、
即
理
ノ
極
所
也
。
オ
ノ
レ
ガ
明
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
モ
、
民
ヲ
ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
モ
、

皆
至
善
ノ
極
所
ニ
止
テ
、
ウ
ツ
ル
（
九
）

ベ
カ
ラ
ズ
。
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
モ
、
十
分
ノ
道
理
ヲ
盡
シ
、
民
ヲ
新
ニ
ス
ル
モ
、
十
分
ノ
道
理
盡
ス
ヲ
、
至
善
ニ
止
ル
ト
云

ナ
リ
。
コ
コ
ニ
至
テ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
過
不
及
ノ
タ
ガ
ヒ
ナ
シ
。
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
レ
バ
、
必
ズ
天
理
ノ
至
極
ヲ
盡
シ
テ
、
一
毫
人
欲
ノ
私
ナ
キ
ナ
リ
。
此
至
善
ハ
、

即
チ
「
中
庸
」
ノ
「
中
」
ナ
リ
。
（
『
大
學
諺
解
』
上
册
） 

 

羅
山
は
、
大
體
朱
熹
の
解
釋
を
そ
の
ま
ま
受
け
繼
い
で
い
る
。
至
善
は
、
事
物
の
道
理
の
至
極
で
、
完
全
に
善
で
あ
り
、
惡
が
い
さ
さ
か
も
な
い
。
「
善
の
至
」
は
、

「
理
の
極
所
」
で
あ
り
、
「
十
分
の
道
理
を
盡
く
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
明
明
徳
」
と
「
新
民
」
を
實
現
す
る
た
め
に
、
理
の
極
み
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
「
至
善
」
を
「
中
庸
」
の
「
中
」
と
同
じ
意
味
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
羅
山
は
、 

コ
コ
ノ
「
章
句
」
ニ
、
「
事
理
當
然
之
極
」
ト
云
ヒ
、
「
天
理
ノ
極
」
ト
云
ハ
、
此
理
ノ
事
事
物
物
ニ
ソ
ナ
ハ
ル
ヲ
、
事
理
ト
云
。
天
ヨ
リ
得
テ
、
心
ニ
ア
ル
ヲ
、

天
理
ト
云
。
本
コ
レ
一
ナ
リ
。
天
理
ノ
字
ハ
、
『
禮
記
』
ニ
出
タ
リ
。
又
明
徳
ノ
外
ニ
、
至
善
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
（
『
大
學
諺
解
』
上
册
） 

と
述
べ
て
お
り
、
理
は
心
の
中
に
も
、
客
觀
的
な
事
物
の
中
に
も
存
在
し
、
事
物
に
具
わ
る
理
は
事
理
で
あ
り
、
天
か
ら
得
て
心
に
あ
る
の
が
、
天
理
で
あ
る
。
事
理

と
天
理
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
り
、
至
善
は
、
明
徳
の
外
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。
羅
山
の
解
釋
は
、
朱
熹
の
「
事
々
に
皆
、
至
善
の
と
こ
ろ
が
あ
る
（
事
事
皆
有

至
善
處
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」
第
四
十
八
條
）
、
「
至
善
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
（
至
善
、
隨
處
皆
有
）
」
（
同
上
、
第
五
十
二
條
）
と
い
う
見
解

と
は
異
な
り
、
彼
は
、
王
陽
明
の
説
い
た
心
外
無
理
（
心
即
理
）
と
同
樣
に
、
明
徳
（
心
）
の
外
に
至
善
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。 

 

王
陽
明
は
、
後
世
の
人
は
、
至
善
が
實
は
吾
が
心
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
と
批
判
し
、
「
後
の
人
、
惟
其
れ
至
善
の
吾
心
に
在
る
を
知
ら
ず
し
て
、
其
の



三三 

 

私
智
を
用
ひ
て
以
て
其
の
外
に
揣
摸
測
度
し
、
以
爲
へ
ら
く
事
事
物
物
各
ゝ
定
理
有
る
な
り
と
。
是
を
以
て
其
の
是
非
の
則
に
昧
く
、
支
離
決
裂
し
、
人
欲
肆
に
し
て

天
理
亡
ぶ
。
明
徳
親
民
の
學
、
遂
に
大
い
に
天
下
を
亂
す
（
後
之
人
惟
其
不
知
至
善
之
在
吾
心
、
而
用
其
私
智
以
揣
摸
測
度
於
其
外
、
以
爲
事
事
物
物
各
有
定
理
也
。

是
以
昧
其
是
非
之
則
、
支
離
決
裂
、
人
欲
肆
而
天
理
亡
。
明
徳
親
民
之
學
、
遂
大
亂
於
天
下
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
て
お
り
、
も
し
心
外
の
理
が
あ
る
と
し
た

ら
、
是
非
を
問
わ
ず
、
人
の
欲
望
が
擴
大
し
て
、
天
理
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
説
い
て
い
る
。 

羅
山
は
、
朱
熹
の
よ
う
に
外
物
に
も
理
が
あ
っ
て
、
明
徳
と
新
民
に
至
善
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
王
陽
明
と
同
様
に
至
善
が
心
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
心
の
中
に

あ
る
と
も
解
釋
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
山
は
朱
熹
と
王
陽
明
の
説
を
折
衷
し
た
よ
う
な
心
學
的
傾
向
を
見
て
と
れ
る
。 

第
二
節 

格
物
致
知
に
つ
い
て 

 

周
知
の
と
お
り
、
朱
熹
は
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
と
い
う
八
つ
の
項
目
を
『
大
學
』
の
「
八
條
目
」
と
し
て
提
示
し
た
。
「
八

條
目
」
に
つ
い
て
の
解
釋
が
『
朱
子
語
類
』
に
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
朱
熹
は
「
致
知
、
格
物
か
ら
治
國
、
平
天
下
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
と
い
う

と
、
す
べ
て
節
目
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
そ
れ
ら
を
着
實
に
窮
め
て
盡
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
如
何
是
致
知
、
格
物
以
至
於
治
國
、
平
天
下
、
皆
有
節
目
、
須
要
一

一
窮
究
著
實
方
是
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
二
「
經
下
」
第
百
三
十
九
條
）
、
「
致
知
、
格
物
は
、
こ
の
理
を
窮
め
る
の
だ
。
誠
意
、
正
心
、
修
身
は
、
こ
の
理
を

體
認
す
る
の
だ
。
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
は
、
た
だ
こ
の
理
を
推
す
の
だ
。
（
八
條
目
は
）
三
節
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
致
知
、
格
物
、
是
窮
此
理
。
誠
意
、

正
心
、
修
身
、
是
體
此
理
。
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
、
只
是
推
此
理
。
要
做
三
節
看
）
」
（
同
上
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
朱
熹
の
い
う
「
八
條
目
」
に
對
し
て
、
羅

山
は
「
平
天
下
（
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
）
」
を
「
明
徳
天
下
（
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
す
）
」
に
改
め
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

「
此
八
者
、
大
學
之
條
目
也
」
ト
ハ
、
明
徳
天
下
ト
、
治
國
ト
、
齊
家
ト
、
修
身
ト
、
正
心
ト
、
誠
意
ト
、
致
知
ト
、
格
物
ト
、
合
テ
八
ツ
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
八
條

目
ト
ス
。
條
ハ
、
條
件
ナ
リ
。
目
ハ
、
名
ナ
リ
、
節
目
也
。
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
） 

 

羅
山
は
『
大
學
』
經
文
の
「
古
の
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
そ
の
國
を
治
む
（
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
、
先
治
其
國
）
」
に
從
い
、



三四 

 

八
條
目
を
書
き
竝
べ
、
「
平
天
下
」
を
「
明
徳
天
下
」
と
言
い
換
え
、
さ
ら
に
、
「
條
目
」
の
二
字
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
條
件
」
と
「
節
目
」
で
あ
る
と
解
釋
し

て
い
る
。 

 

格
物
致
知
の
解
釋
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
朱
熹
の
修
養
論
に
お
け
る
重
要
な
項
目
で
あ
る
。
次
に
、
「
格
物
」
と
「
致
知
」
に
つ
い
て
羅
山
の
解
釋
の
特
色
を
檢
討
し

て
み
る
。 

（
一
）
格
物 

 

「
格
物
」
に
つ
い
て
、
朱
注
で
は
、
「
格
は
、
至
る
な
り
。
物
は
、
猶
ほ
事
の
ご
と
き
な
り
。
事
物
の
理
に
窮
め
至
り
、
其
の
極
處
到
ら
ざ
る
無
き
を
欲
す
る
な
り
。

（
格
、
至
也
。
物
、
猶
事
也
。
窮
至
事
物
之
理
、
欲
其
極
處
無
不
到
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
羅
山
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

「
格
、
至
也
」
ト
ハ
、
「
イ
タ
ル
」
ト
ヨ
メ
リ
、
コ
コ
ニ
テ
ハ
、
「
イ
タ
ス
」
ト
ヨ
ム
ナ
リ
。
「
物
、
猶
事
也
」
ト
ハ
、
物
ア
レ
バ
即
チ
事
ア
リ
。
天
地
ハ
物
ナ

リ
、
其
功
用
ハ
事
ナ
リ
。
日
月
ハ
物
ナ
リ
、
光
明
ハ
事
ナ
リ
。
水
火
ハ
物
ナ
リ
、
炎
潤
ハ
事
ナ
リ
。
人
ニ
オ
イ
テ
イ
ハ
バ
、
君
臣
父
子
ハ
物
ナ
リ
、
忠
孝
ハ
事
ナ

リ
。
耳
目
ハ
物
ナ
リ
、
見
聞
ハ
事
ナ
リ
。
口
舌
手
足
ハ
物
ナ
リ
、
言
動
ハ
事
ナ
リ
。
器
ニ
ツ
イ
テ
イ
ハ
バ
、
舟
車
ハ
物
ナ
リ
、
運
行
ハ
事
ナ
リ
。
故
ニ
物
ハ
（
十
）

事
ナ
リ
。
但
事
ハ
形
ナ
シ
、
物
ハ
形
ア
リ
。
形
ナ
ケ
レ
バ
、
空
虚
無
用
ニ
ヲ
チ
ン
コ
ト
ヲ
ヲ
ソ
レ
テ
、
物
ノ
字
ヲ
用
テ
、
實
ナ
ラ
シ
メ
テ
、
其
理
ヲ
シ
ラ
シ
ム
ル

ナ
リ
。
天
地
ノ
間
、
一
物
ア
レ
バ
、
一
事
ア
リ
、
必
一
理
ア
リ
。
故
ニ
物
理
ト
イ
ヒ
、
事
理
ト
云
。
事
事
物
物
ノ
理
ヲ
、
キ
ワ
メ
イ
タ
シ
テ
、
其
至
極
ノ
所
ニ
至

ル
ヲ
、
格
物
ト
云
也
。
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
） 

 

訓
讀
か
ら
言
え
ば
、
「
至
」
は
、
「
い
た
る
」
と
い
う
訓
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
羅
山
は
「
い
た
す
」
と
訓
ん
で
い
る
。
朱
熹
は
、
「
物
は
、
猶
ほ
事
の
ご
と
き
な

り
」
と
述
べ
、
「
物
」
と
「
事
」
を
は
っ
き
り
區
別
し
て
い
な
い
。
一
方
、
羅
山
は
、
物
を
あ
げ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
事
が
あ
る
、
物
は
形
が
あ
り
、
事
は
形
が
な
い
と

い
う
。
羅
山
の
解
釋
で
は
、
物
は
物
質
的
、
形
而
下
的
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
地
、
日
月
、
水
火
、
君
臣
父
子
、
耳
目
、
口
舌
手
足
、
舟
車
な
ど
。
事
は
抽
象

的
、
形
而
上
的
な
も
の
で
あ
り
、
物
に
相
對
す
る
功
用
、
光
明
、
炎
潤
、
忠
孝
、
見
聞
、
言
動
、
運
行
な
ど
の
作
用
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
形
が
な
け
れ
ば
、
空
虚
無
用
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に
陷
ち
る
恐
れ
が
あ
り
、
一
物
が
あ
れ
ば
、
一
事
が
あ
り
、
必
ず
一
理
が
あ
る
と
述
べ
、
物
質
的
具
體
的
な
「
物
」
の
優
先
的
地
位
を
強
調
し
て
い
る
。
事
は
物
の
事

で
あ
り
、
理
は
氣
の
理
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
統
一
し
て
い
る
。
物
は
、
物
質
、
現
象
と
し
て
の
氣
で
あ
り
、
事
は
、
秩
序
、
道
徳
と
し
て
の
理
で
あ
る
。
朱
子
學
で

は
、
世
の
中
の
一
切
の
も
の
は
、
理
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
理
が
あ
っ
て
、
後
に
氣
が
あ
る
。
羅
山
は
、
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
と
は
異
な
り
、
理
と
氣
が
一

體
不
可
分
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
、
物
質
的
な
氣
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
羅
山
の
理
氣
一
元
論
を
具
現
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。 

羅
山
は
、
あ
く
ま
で
朱
子
學
一
尊
主
義
を
標
榜
し
て
い
る
が
、
や
は
り
明
代
の
理
氣
一
元
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
の
羅
欽
順
（
一
四
六
五

〜
一
五
四
七
）
の
よ
う
に
、
理
は
た
だ
氣
の
理
で
あ
り
、
氣
を
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
と
い
う
合
理
的
な
理
氣
説
を
説
い
て
い
る
（
十
一
）

。 

（
二
）
致
知 

 

「
致
知
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
「
致
は
、
推
し
極
む
る
な
り
。
知
は
、
猶
ほ
識
の
ご
と
き
な
り
。
吾
の
知
識
を
推
し
極
む
る
は
、
其
の
知
る
所
、
盡
く
さ
ざ
る
無
き

を
欲
す
る
な
り
（
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
）
」
（
「
大
學
章
句
」
）
と
述
べ
て
お
り
、
「
致
」
を
「
推
し
極
む
」
、
「
知
」

を
「
知
識
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
王
陽
明
は
、
朱
熹
が
「
知
」
を
「
知
識
」
と
解
釋
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
「
致
知
と
云
ふ
者
は
、
後
儒
の
所
謂
『
其

の
知
識
を
充
擴
す
る
』
の
謂
ひ
の
若
き
に
非
ざ
る
な
り
。
吾
心
の
良
知
を
致
す
の
み
。
良
知
と
は
、
孟
子
の
所
謂
『
是
非
の
心
、
人
皆
之
を
有
す
る
』
者
な
り
（
致
知

云
者
、
非
若
後
儒
所
謂
『
充
擴
其
知
識
』
之
謂
也
。
致
吾
心
之
良
知
焉
耳
。
良
知
者
、
孟
子
所
謂
『
是
非
之
心
、
人
皆
有
之
』
者
也
）
」
（
『
大
學
問
』
）
と
述
べ
、

人
の
先
天
的
道
徳
的
判
斷
力
を
發
揮
す
る
と
い
う
「
致
良
知
」
を
掲
げ
て
い
る
。
羅
山
は
「
致
知
格
物
異
説
」
で
は
、
良
知
説
は
王
陽
明
の
創
作
で
は
な
く
、
先
行
學

者
の
説
が
あ
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

陽
明
ハ
、
「
知
ヲ
致
ス
コ
ト
ハ
、
物
ヲ
格
（
タ
ダ
）
ス
ニ
在
リ
」
ト
ヨ
メ
リ
。
知
ヲ
良
知
ト
シ
テ
、
吾
ガ
心
ノ
良
知
ヲ
致
ス
ト
ス
。
人
皆
良
知
ノ
説
ハ
、
陽
明
ニ

始
マ
ル
ト
オ
モ
ヘ
リ
、
不
然
。
『
大
全
』
附
纂
ニ
呉
氏
季
子
ガ
説
ヲ
引
テ
、
良
知
ヲ
致
ス
ト
云
。
又
『
蒙
引
』
ニ
モ
、
良
知
ヲ
致
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
『
蒙
引
』
ハ
、

蔡
清
ガ
作
ニ
テ
、
弘
治
甲
子
ノ
歳
、
自
序
ア
リ
（
十
二
）

。
陽
明
ハ
嘉
靖
八
年
己
丑
病
死
ス
。
弘
治
甲
子
ヨ
リ
、
二
十
六
年
後
ナ
リ
。
然
レ
バ
、
良
知
ノ
説
、
陽
明
ニ

始
マ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
陽
明
タ
ダ
專
ラ
良
知
ヲ
談
ズ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
其
門
人
、
良
知
ノ
學
ヲ
立
テ
タ
リ
。
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
） 
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羅
山
は
致
良
知
説
そ
の
も
の
を
排
斥
す
る
の
で
は
な
く
、
最
初
に
こ
の
致
良
知
説
を
掲
げ
た
者
を
王
陽
明
と
見
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
根
據
と
し
て
は
、

『
四
書
大
全
』
に
あ
る
呉
氏
季
子
（
生
沒
年
不
詳
）
の
説
と
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
に
見
え
る
「
良
知
を
致
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
四
書
大
全
』
は
、
明
の
永
樂

十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
胡
廣
ら
が
成
祖
の
敕
令
に
よ
り
、
宋
、
元
の
理
學
者
の
解
釋
を
網
羅
し
編
纂
し
た
注
釋
書
で
あ
り
、
明
代
に
お
い
て
は
、
科
舉
試
驗
の
基
準

と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
明
代
の
儒
學
者
蔡
清
（
一
四
五
三
〜
一
五
〇
八
）
は
、
程
朱
學
を
繼
承
し
、
そ
の
著
作
の
『
四
書
蒙
引
』
は
、
明
代
四
書
學
に
お
け
る
重
要
な

著
作
で
あ
り
、
科
舉
の
受
驗
勉
強
の
た
め
に
、
朱
熹
『
四
書
章
句
集
注
』
を
尊
ん
で
編
纂
執
筆
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
羅
山
は
、
蔡
清
の
自
序
に

依
據
し
て
、
『
蒙
引
』
は
弘
治
甲
子
（
一
五
〇
四
）
の
歳
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
王
陽
明
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
二
十
六
年
後
の
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）

で
あ
る
の
で
、
致
良
知
説
は
、
王
陽
明
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
世
の
中
の
人
々
は
王
陽
明
が
先
に
致
良
知
を
唱
え
た
と
思
う
理
由
は
、
王
陽
明

は
も
っ
ぱ
ら
良
知
を
論
じ
、
そ
の
門
人
た
ち
も
良
知
に
つ
い
て
學
説
を
立
て
た
か
ら
で
あ
る
。
羅
山
の
立
論
に
は
説
得
力
が
あ
ま
り
高
く
な
い
が
、
錢
徳
洪
、
鄒
守
益

編
「
王
文
成
公
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
王
陽
明
は
初
め
て
致
良
知
の
教
を
掲
げ
た
の
は
正
徳
十
六
年
（
一
五
二
一
）
四
十
九
歳
で
あ
る
。
『
蒙
引
』
の
成
立
よ
り
遲
い
。 

さ
ら
に
、
羅
山
は
『
大
全
』
と
『
蒙
引
』
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
に
「
致
知
」
を
解
釋
し
て
い
る
。 

知
ヲ
致
ス
ト
キ
ハ
、
善
惡
ヲ
シ
リ
、
邪
正
ヲ
分
ツ
コ
ト
、
黑
白
ヲ
見
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。
故
ニ
意
ヲ
誠
ニ
セ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
先
其
知
ヲ
致
シ
キ
ワ
ム
ル
ナ
リ
。
「
知
」

ハ
心
ノ
神
明
、
即
チ
心
ノ
靈
ナ
リ
（
十
三
）

。
『
大
全
』
ニ
、
呉
氏
季
子
ガ
説
ヲ
ノ
セ
テ
、
『
孟
子
』
ノ
良
知
ヲ
引
テ
、
人
生
レ
ナ
ガ
ラ
ニ
シ
ル
良
知
ア
レ
ド
モ
、
ヲ

シ
ヒ
ロ
ム
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
コ
レ
ヲ
致
シ
キ
ワ
ム
レ
バ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
良
知
ア
ラ
ハ
ル
イ
ヘ
リ
。
『
蒙
引
』
ニ
モ
「
吾
之
知
識
是
元
有
底
。
所
謂
人
心
之
靈
、

莫
不
有
知
、
乃
良
知
也
」
云
云
。
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
） 

 

右
に
よ
れ
ば
、
羅
山
の
い
う
「
致
知
」
は
、
善
惡
、
邪
正
、
黑
白
を
見
分
け
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
「
知
」
は
「
心
の
神
明
」
「
心
の
靈
」
で
あ
り
、
人
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
有
し
て
い
る
「
良
知
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
致
知
」
と
は
、
良
知
を
致
し
極
め
て
、
現
わ
す
こ
と
で
あ
る
。
「
致
知
」
を
「
良
知
を
致

す
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
羅
山
が
言
及
し
た
『
四
書
大
全
』
呉
氏
季
子
の
説
の
原
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

格
物
と
曰
ひ
、
致
知
と
曰
ふ
。
兩
節
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
實
は
一
事
な
り
。
外
に
物
に
格
る
は
、
内
に
其
の
知
を
致
す
所
以
な
り
。
物
理
は
一
の
不
明
無
け
れ
ば
、
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則
ち
良
知
に
一
の
盡
く
さ
ざ
る
無
し
。
孟
子
曰
く
、
「
人
の
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
、
其
れ
良
知
な
り
。
」
良
知
の
天
、
與
に
生
ま
れ
、
俱
に
生
く
。
人
、

皆
こ
れ
有
り
。
（
中
略
）
「
凡
そ
物
の
皆
我
に
備
は
る
」
者
は
、
旦
々
に
し
て
こ
れ
に
格
り
、
其
の
精
を
研
か
ざ
れ
ば
已
ま
ざ
る
な
り
。
夫
れ
是
れ
の
如
く
ん
ば
、

則
ち
其
の
觸
る
所
に
隨
ひ
、
皆
以
て
吾
の
良
知
を
發
す
る
に
足
る
。
（
曰
格
物
、
曰
致
知
。
雖
兩
節
而
實
一
事
也
。
外
格
乎
物
、
所
以
内
致
其
知
。
物
理
無
一
之

不
明
、
則
良
知
無
一
之
不
盡
矣
。
孟
子
曰
、
「
人
之
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
」
良
知
之
天
、
與
生
俱
生
、
人
皆
有
之
。
（
中
略
）
「
凡
物
之
皆
備
於
我
」

者
、
旦
旦
而
格
之
、
不
研
其
精
不
已
也
。
夫
如
是
、
則
隨
其
所
觸
皆
足
以
發
吾
之
良
知
矣
。
） 

「
格
物
」
と
「
致
知
」
の
二
つ
の
節
目
は
、
實
は
一
事
で
あ
る
。
外
物
の
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
知
（
良
知
）
を
發
現
す
る
手
段
で
あ
る
。

こ
の
解
釋
は
、
『
孟
子
』
盡
心
上
の
「
良
知
良
能
」
説
及
び
「
萬
物
皆
備
於
我
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
知
」
を
「
知
識
」
と
解
す
る
朱
熹
の
説
を
採
っ
て
は
い
な

い
。 一

方
、
羅
山
に
引
用
さ
れ
た
蔡
清
の
説
の
原
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

致
知
と
は
、
「
吾
の
知
識
を
推
し
極
む
る
は
、
其
の
知
る
所
、
盡
く
さ
ざ
る
無
き
を
欲
す
る
な
り
。
」
吾
の
知
識
、
是
れ
も
と
よ
り
有
す
る
も
の
な
り
。
所
謂
人

心
の
靈
、
知
る
有
ら
ざ
る
莫
き
、
乃
ち
良
知
な
り
。
然
れ
ど
も
良
知
、
只
だ
是
れ
赤
子
の
心
に
し
て
、
未
だ
能
く
擴
げ
て
之
を
充
し
て
、
以
て
知
ら
ざ
る
所
無
き

に
至
ら
ず
。
故
に
必
ず
推
し
て
之
を
極
め
て
、
其
の
表
裏
を
し
て
洞
然
と
し
て
、
盡
く
さ
ざ
る
所
無
か
ら
し
む
。
然
る
後
に
、
能
く
此
の
心
の
量
を
盡
く
す
と
爲

す
な
り
。
（
致
知
者
、
「
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。
」
吾
之
知
識
是
元
有
底
。
所
謂
人
心
之
靈
、
莫
不
有
知
、
乃
良
知
也
。
然
良
知
只
是
赤
子
之

心
、
未
能
擴
而
充
之
、
以
至
於
無
所
不
知
。
故
必
推
而
極
之
、
使
其
表
裏
洞
然
、
無
所
不
盡
。
然
後
爲
能
盡
乎
此
心
之
量
也
。
）
（
『
四
書
蒙
引
』
大
學
・
卷
之

一
） 

 
 

蔡
清
は
朱
熹
の
致
知
説
を
そ
の
ま
ま
抄
出
し
た
が
、
彼
の
い
う
「
知
識
」
と
は
、
も
と
も
と
心
の
中
に
備
わ
て
い
る
良
知
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
良
知
は
赤
子

の
心
で
あ
り
、
ま
だ
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
致
知
」
と
は
、
赤
子
の
心
を
推
し
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
致
良
知
」
は
陽
明
學
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
羅
山
は
、
「
良
知
を
致
す
」
と
い
う
解
釋
を
肯
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
陽
明
が
い
う
「
致
良
知
」
の
教
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え
を
避
け
て
い
る
。
羅
山
は
陽
明
學
の
人
間
の
主
體
性
を
重
視
す
る
の
に
傾
倒
す
る
一
方
で
、
陽
明
學
に
先
立
っ
て
、
朱
子
學
に
致
良
知
説
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て

い
る
。
彼
は
陽
明
學
に
對
す
る
朱
子
學
の
優
位
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
「
知
」
と
「
行
」
、
す
な
わ
ち
「
良
知
」
と
「
實
踐
」
の
關
係
に
つ
い
て
、
羅
山
は
、
「
定
、
靜
、
安
、
慮
、
得
ノ
字
ト
、
格
、
至
、
誠
、
正
、
修
、
齊
、

治
、
平
ノ
字
ト
相
應
シ
テ
、
知
行
合
一
、
内
外
不
二
ナ
リ
」
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
）
と
述
べ
て
い
る
。
定
、
靜
、
安
、
慮
、
得
の
五
つ
の
言
葉
は
、
『
大
學
』
經
文

「
知
止
而
后
有
定
、
定
而
后
能
靜
、
靜
而
后
能
安
、
安
而
后
能
慮
、
慮
而
后
能
得
」
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
羅
山
は
、
こ
の
五
つ
の
言
葉
と
八
條
目
と
そ

れ
ぞ
れ
呼
應
さ
せ
、
八
條
目
の
修
養
工
夫
に
お
い
て
、
内
面
的
な
「
良
知
」
と
外
面
的
な
「
實
踐
」
は
不
可
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

「
知
行
合
一
」
は
、
陽
明
學
の
重
要
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
王
陽
明
は
、
「
私
は
か
つ
て
言
っ
た
、
知
は
行
の
主
意
で
、
行
は
知
の
功
夫
で
あ

る
。
知
は
行
の
始
め
で
、
行
は
知
の
完
成
で
あ
る
。
も
し
體
得
し
た
時
に
は
、
た
だ
一
つ
の
知
を
言
え
ば
、
す
で
に
行
が
あ
る
。
た
だ
一
つ
の
行
を
言
え
ば
、
す
で
に

知
も
あ
る
。
（
某
嘗
説
知
是
行
的
主
意
、
行
是
知
的
功
夫
。
知
是
行
之
始
、
行
是
知
之
成
。
若
會
得
時
、
只
説
一
個
知
、
已
自
有
行
在
。
只
説
一
個
行
、
已
自
有
知
在
）
」

（
『
傳
習
録
』
上
）
と
主
張
し
、
さ
ら
に
、
「
私
が
い
ま
知
行
合
一
を
説
く
の
は
、
ま
さ
に
病
氣
に
對
す
る
藥
だ
（
某
今
説
個
知
行
合
一
、
正
是
對
病
的
藥
）
」
（
同

上
）
と
述
べ
、
朱
熹
の
「
先
後
を
論
じ
れ
ば
、
知
は
先
だ
（
論
先
後
、
知
爲
先
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
學
三
「
論
知
行
」
第
一
條
）
と
い
う
「
知
先
行
後
」
説
を
批
判

し
て
い
る
。
羅
山
は
、
陽
明
學
の
「
知
行
合
一
」
説
に
よ
っ
て
八
條
目
の
修
養
法
を
解
釋
し
、
さ
ら
に
、
「
物
有
本
末
、
コ
レ
即
チ
明
徳
ヲ
本
ト
シ
、
新
民
ヲ
末
ト
シ
、

知
ヲ
始
ト
シ
、
行
ヲ
終
ト
シ
テ
、
知
行
相
ヒ
ソ
ム
カ
ズ
、
内
外
ヲ
合
ス
ル
ノ
道
ナ
リ
」
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
）
と
述
べ
、
「
明
徳
」
と
「
新
民
」
、
「
知
」
と
「
行
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
と
末
、
始
と
終
で
あ
る
が
、
互
い
に
背
か
ず
合
一
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
朱
子
學
と
陽
明
學
と
の
折
衷
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

第
三
節 

敬
に
つ
い
て 

「
敬
」
は
、
朱
子
學
に
お
け
る
重
要
な
修
養
法
で
あ
る
。
朱
熹
は
、
程
子
の
思
想
を
繼
承
し
、
「
敬
」
と
は
、
「
一
を
主
と
し
て
適
く
無
し
（
主
一
無
適
）
」
（
「
論

語
集
注
」
學
而
第
一
）
、
「
一
心
の
主
宰
に
し
て
萬
事
の
本
根
な
り
（
一
心
之
主
宰
、
而
萬
事
之
本
根
也
）
」
（
『
大
學
或
問
』
）
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
朱
熹
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は
、
「
敬
」
を
と
り
わ
け
重
視
し
、
「
聖
門
の
第
一
義
」
（
『
朱
子
語
類
』
學
六
「
持
守
」
第
八
十
五
條
）
、
「
眞
の
聖
門
の
綱
領
で
あ
り
、
存
養
の
要
法
で
あ
る
」

（
同
上
、
第
八
十
六
條
）
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
敬
」
を
「
格
物
」
の
始
ま
り
と
し
て
、
「
大
學
は
格
物
か
ら
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
格
物
は
敬
か
ら
入
る
の

が
最
も
よ
い
。
「
敬
」
で
あ
れ
ば
、
物
に
格
る
こ
と
が
で
き
る
（
大
學
須
自
格
物
入
、
格
物
從
敬
入
最
好
。
只
敬
、
便
能
格
物
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」

第
四
十
五
條
）
と
述
べ
、
修
養
工
夫
と
し
て
「
敬
」
を
重
視
し
て
い
る
。 

羅
山
は
「
敬
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

①
『
大
學
』
の
「
明
徳
」
「
新
民
」
「
至
善
」
何
ぞ
や
。
敬
止
是
れ
の
み
。
（
『
大
學
』
之
「
明
徳
」
「
新
民
」
「
至
善
」
何
也
。
敬
止
是
已
。
）
（
『
羅
山
林

先
生
文
集
』
卷
十
七
「
敬
止
齋
記
」
） 

②
凡
そ
身
の
主
と
す
る
所
は
、
心
な
り
。
心
の
寓
す
る
所
は
、
身
な
り
。
身
を
修
む
る
を
本
と
爲
す
は
、
『
大
學
』
の
教
へ
な
り
。
其
の
之
を
修
む
る
所
以
は
、

身
を
敬
む
な
り
。
故
に
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
は
、
悉
く
是
れ
敬
な
り
。
（
凡
身
之
所
主
者
、
心
也
。
心
之
所
寓
者
、
身
也
。
修
身
爲
本
者
、
『
大
學
』
之

教
也
。
其
所
以
修
之
者
、
敬
身
也
。
故
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
悉
是
敬
也
。
）
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
二
十
七
「
敬
義
説
」
） 

羅
山
は
、
三
綱
領
と
八
條
目
の
格
、
致
、
誠
、
正
の
條
目
を
す
べ
て
「
敬
止
」
あ
る
い
は
「
敬
」
に
歸
一
さ
せ
、
修
養
工
夫
の
「
敬
」
を
『
大
學
』
の
教
え
の
骨
子

と
し
て
い
る
。 

 

「
敬
」
を
重
視
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
『
大
學
諺
解
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

敬
ア
レ
バ
心
ア
リ
。
敬
ナ
ケ
レ
バ
心
ナ
シ
。
心
ナ
ケ
レ
バ
事
モ
ナ
シ
、
物
モ
ナ
シ
。
『
大
學
』
ニ
、
「
心
不
在
焉
、
視
而
不
見
、
聽
而
不
聞
。
」
『
中
庸
』
ニ
「
不

誠
無
物
」
ト
云
ハ
、
コ
レ
ナ
リ
。
一
身
ノ
ウ
ゴ
キ
ハ
タ
ラ
ク
モ
、
一
息
ノ
呼
吸
モ
、
皆
心
ヨ
リ
ツ
カ
ハ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
故
ニ
心
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
「
眞
君
」
ト
シ
、

「
天
君
」
ト
ス
。
（
中
略
）
天
下
ノ
ア
ラ
ユ
ル
事
、
イ
ヅ
レ
カ
心
ヨ
リ
出
デ
サ
ラ
ン
。
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
） 

 

羅
山
に
よ
れ
ば
、
「
敬
」
は
心
が
存
在
す
る
前
提
で
、
心
は
ま
た
事
物
が
存
在
す
る
前
提
で
あ
る
。
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
い
ず
れ
も
心
よ
り
出
て
、
心
が
な
け

れ
ば
、
事
物
も
な
く
、
道
理
も
な
い
。
朱
熹
が
理
を
天
地
萬
物
を
全
て
支
配
す
る
最
高
の
絶
對
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、
羅
山
は
心
が
萬
物
の
存
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在
す
る
根
據
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
羅
山
は
、
心
を
人
間
の
思
考
器
官
と
し
て
捉
え
て
い
る
一
方
で
、
「
眞
君
」
「
天
君
」
と
名
付
け
て
、
心
を
超
自
然
的
な
存
在
と

し
て
い
る
。 

羅
山
は
心
と
理
の
關
係
に
つ
い
て
、
「
理
ノ
體
ハ
、
心
ノ
體
ナ
リ
。
理
ノ
用
ハ
、
心
ノ
用
ナ
リ
。
理
ト
心
ト
、
二
ツ
ナ
キ
ユ
ヘ
ニ
、
物
理
ヲ
十
分
ニ
窮
メ
盡
セ
バ
、

知
至
ル
ユ
ヘ
ニ
、
心
ノ
體
用
、
明
ニ
シ
テ
、
ク
ラ
キ
コ
ト
ナ
シ
。
コ
レ
ヲ
物
格
ト
イ
ヒ
、
知
至
ト
云
也
」
（
『
大
學
諺
解
』
中
册
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
と

理
は
一
つ
で
あ
り
、
心
の
體
用
は
、
理
の
體
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
王
陽
明
が
「
心
の
外
に
理
無
し
、
心
の
外
に
事
無
し
（
心
外
無
理
、
心
外
無
事
）
」

（
『
傳
習
録
』
）
と
説
い
た
「
心
即
理
」
説
に
類
似
す
る
説
で
あ
る
。 

む
す
び 

『
大
學
諺
解
』
は
、
朱
熹
「
大
學
章
句
」
に
關
す
る
解
釋
書
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
具
體
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
程
朱
學
を
尊
ぶ
羅
山
の
思
想
に
は
、

心
學
的
色
彩
や
朱
・
王
折
衷
の
傾
向
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
例
え
ば
、
「
新
民
」
に
つ
い
て
は
、
羅
山
は
朱
注
に
忠
實
に
從
っ
て
い
る
が
、
「
明
徳
」
を
「
心
の

名
」
と
解
釋
し
、
「
至
善
」
は
「
心
」
に
だ
け
存
在
す
る
と
い
う
心
學
的
解
釋
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
格
物
」
に
つ
い
て
、
「
格
」
を
「
い
た
す
」
と
訓
み
、
形

而
下
的
な
「
物
（
氣
）
」
は
「
事
（
理
）
」
に
先
立
つ
と
い
う
見
解
を
示
し
、
明
代
の
氣
一
元
論
の
影
響
を
受
け
て
、
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
を
放
棄
す
る
に
至
っ
た
。

羅
山
は
王
陽
明
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
「
良
知
を
致
す
」
と
い
う
解
釋
を
採
り
、
「
知
行
合
一
」
を
説
い
て
い
る
。 

從
來
、
羅
山
が
師
匠
の
藤
原
惺
窩
の
歿
後
、
元
和
七
、
八
年
（
一
六
二
一
〜
一
六
二
二
）
に
王
陽
明
の
理
氣
論
か
ら
離
脱
し
、
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
へ
定
着
し
て
い

た
と
い
う
説
が
あ
る
が
（
十
四
）

、
そ
の
後
の
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
成
立
し
た
こ
の
『
大
學
諺
解
』
で
は
、
王
陽
明
の
説
を
批
判
し
つ
つ
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

江
戸
時
代
初
期
の
日
本
で
は
、
封
建
支
配
者
に
と
っ
て
、
幕
府
政
權
と
社
會
秩
序
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
朱
子
學
を
道
徳
的
政
治
的
な
基
盤
と
し
た
。
さ
ら
に
、
當

時
、
李
氏
朝
鮮
は
、
朱
子
學
で
國
を
治
め
て
、
有
名
な
朱
子
學
者
も
輩
出
し
た
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
後
、
從
來
の
中
國
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
秩
序
に
挑
戰
し
よ
う
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と
し
た
日
本
は
、
朝
鮮
に
比
肩
す
る
た
め
に
、
軍
事
力
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
と
對
抗
で
き
る
學
問
と
思
想
も
必
要
と
し
た
。
明
代
科
舉
の
基
準
と
さ
れ
た
朱
子

學
と
比
べ
れ
ば
、
陽
明
學
に
お
け
る
主
體
的
實
踐
性
と
心
の
重
要
視
は
、
進
歩
性
を
備
え
て
お
り
、
思
想
的
影
響
を
有
し
て
い
た
が
、
爲
政
者
が
體
制
を
維
持
す
る
に

は
、
不
都
合
で
あ
っ
た
。
羅
山
の
朱
子
學
受
容
に
は
、
時
代
的
特
徴
が
あ
る
。
彼
は
朱
子
學
一
尊
主
義
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
努
め
、
程
朱
理
學
に
批
判
を
一
切
加
え
な

か
っ
た
、
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
實
際
に
は
、
朱
子
學
を
修
正
的
に
受
容
し
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
に
從
い
、
陽
明
學
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
朱
子
學
と
陽
明
學

を
折
衷
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

注 （
一
）
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』
は
、
胡
廣
ら
編
『
四
書
大
全
』
（
徐
九
一
太
史
訂
正
、
金
閶
五
雲
居
藏
版
、
永
樂
十
三
年
刊
行
）
の
和
刻
本

（
藤
原
惺
窩
輯
、
鵜
飼
石
齋
訓
點
、
刊
行
年
未
詳
）
で
あ
り
、
内
容
は
他
の
版
本
と
異
同
が
あ
る
。
羅
山
は
こ
の
版
本
を
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
た
め
、
本

章
で
は
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
を
底
本
と
し
た
。 

（
二
）
『
通
考
』
に
關
し
て
は
、
『
大
學
諺
解
』
中
册
「
右
經
一
章
」
條
で
は
「
大
全
通
考
」
の
言
い
方
が
見
え
る
。
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
で
は
、
『
四
書
大
全
』

に
つ
い
て
、
「
其
書
（
『
四
書
大
全
』
）
因
元
倪
士
毅
『
四
書
輯
釋
』
稍
加
點
竄
」
と
あ
り
、
『
四
書
大
全
』
で
は
『
通
考
』
の
内
容
を
し
ば
し
ば
引
用
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
北
京
大
學
顧
永
新
「
從
『
四
書
輯
釋
』
的
編
刻
看
『
四
書
』
學
學
術
史
」
（
『
北
京
大
學
學
報
』
哲
學
社
會
科
學
版
第
四
十

三
卷
第
二
期
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
四
〜
一
一
三
頁
）
の
考
察
で
は
、
明
初
、
王
元
善
『
通
考
』
を
含
ん
で
い
る
『
四
書
輯
釋
』
の
版
本
が
現
れ
た
と
い
う
。

羅
山
の
い
う
『
通
考
』
は
王
元
善
『
四
書
通
考
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

（
三
）
『
大
學
諺
解
』
上
册
「
三
代
之
隆
」
條
で
は
「
四
書
章
圖
大
成
」
、
同
「
大
學
之
道
」
條
に
「
此
説
章
圖
大
成
ニ
見
ヘ
タ
リ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
程
復
心
の

名
を
舉
げ
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
『
大
成
』
と
は
程
復
心
『
四
書
輯
釋
章
圖
通
義
大
成
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

（
四
）
鍋
島
亞
朱
華
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
、
『
四
書
知
新
日
録
』
を
最
も
早
く
引
用
し
た
の
は
林
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』
で
あ
る
。
詳
細
は
、
鍋
島
亞
朱
華
「
明
末

『
四
書
』
注
釋
書
日
本
傳
來
後
の
受
容
と
影
響─

『
四
書
知
新
日
録
』
を
中
心
に─

」
（
『
日
本
漢
文
學
研
究
』
二
松
學
舍
大
學21

世
紀COE

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
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本
漢
文
學
研
究
の
世
界
的
據
點
の
構
築
」
十
一
、
二
〇
一
六
年
）
を
參
照
。 

（
五
）
『
四
書
眼
評
』
は
、
楊
起
元
の
著
作
と
さ
れ
る
『
四
書
眼
』
と
李
贄
の
著
作
と
さ
れ
る
『
四
書
評
』
と
を
楊
起
元
の
弟
子
で
あ
る
梁
無
知
（
葉
晝
）
が
合
纂
し

た
書
物
で
あ
る
。
『
四
書
眼
評
』
の
成
立
及
び
著
者
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
佐
野
公
治
『
四
書
學
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
、
二
六
七
〜
二
七
五

頁
）
を
參
照
。
な
お
、
大
島
晃
に
よ
れ
ば
、
羅
山
は
本
書
の
成
立
や
楊
起
元
、
李
贄
の
思
想
に
特
に
關
心
を
寄
せ
て
は
い
な
い
。
そ
の
説
を
抄
出
す
る
の
み
で

あ
る
。
大
島
晃
「
林
羅
山
の
朱
子
學─

『
大
學
諺
解
』
の
述
作
の
方
法
と
姿
勢
」
（
同
『
日
本
漢
學
研
究
試
論─

林
羅
山
の
儒
學
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七

年
）
を
參
照
。 

（
六
）
『
大
學
諺
解
』
で
は
羅
山
が
使
用
し
た
書
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
「
林
羅
山
の
朱
子
學─

『
大
學
諺
解
』
の
述
作
の
方
法
と
姿
勢
」
（
前
掲
）
を
參

照
。 

（
七
）
『
尚
書
』
金
滕
篇
に
「
今
天
動
威
以
彰
周
公
之
徳
、
惟
朕
小
子
其
新
逆
、
我
國
家
禮
亦
宜
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
孔
安
國
は
、
「
周
公
以
成
王
未
寤
、

故
留
東
未
還
。
改
過
自
新
、
遣
使
者
迎
之
、
亦
國
家
禮
有
徳
之
宜
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
唐
代
の
陸
徳
明
『
經
典
釋
文
』
卷
第
四
「
尚
書
音
義
」
に
「
新
逆
、

馬
本
作
『
親
迎
』
」
と
あ
る
。
『
毛
詩
注
疏
』
卷
第
八
・
八
之
二
「
東
山
」
で
は
、
鄭
玄
の
箋
に
「
成
王
既
得
金
縢
之
書
、
親
迎
周
公
」
と
あ
る
。
羅
山
の
書

い
た
「
親
逆
」
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

（
八
）
底
本
の
「
毛
从
」
を
改
め
た
。 

（
九
）
底
本
の
「
ウ
ツ
レ
」
を
改
め
た
。 

（
十
）
底
本
の
「
ヲ
」
を
改
め
た
。 

（
十
一
）
羅
欽
順
『
困
知
記
』
で
は
、
「
盈
天
地
之
間
者
惟
萬
物
」
（
卷
上
第
六
條
）
、
「
氣
聚
而
生
、
形
而
爲
有
、
有
此
物
即
有
此
理
。
氣
散
而
死
、
終
歸
於
無
、

無
此
物
即
無
此
理
」
（
卷
下
第
二
十
三
條
）
、
「
理
只
是
氣
之
理
、
當
於
氣
之
轉
折
處
觀
之
」
（
同
續
卷
上
第
三
十
八
條
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
理
を
「
氣

の
理
」
（
氣
の
運
動
に
見
え
る
條
理
、
法
則
）
と
し
て
、
氣
先
理
後
の
論
を
示
し
て
い
る
。
羅
欽
順
の
氣
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
錬
太
郎
「
明
代
「
氣
の

哲
學
」
の
先
驅─

羅
欽
順
」
（
橋
下
高
勝
編
『
中
國
思
想
の
流
れ
（
下
）
』
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。
ま
た
、
『
困
知
記
』
は
羅
山
の
思
想
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
五
年
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
）
を
參
照
。 
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（
十
二
）
『
四
書
蒙
引
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
）
「
虚
齋
先
生
舊
續
蒙
引
初
稿
序
」
の
文
尾
に
、
「
弘
治
甲
子
歳
七
月
朔
、
晉
江
蔡
清
書
」
と
あ
る
。
『
四
書
蒙

引
』
に
つ
い
て
は
、
「
四
庫
提
要
」
に
、
「
此
書
先
有
稿
本
失
去
、
乃
更
加
綴
録
、
久
而
復
得
原
稿
。
參
會
所
録
、
重
複
過
半
。
又
有
前
後
異
見
者
、
欲
刪
正

而
未
暇
、
乃
題
爲
蒙
引
初
稿
、
以
明
其
非
定
説
。
有
所
自
作
序
、
見
虚
齋
集
中
。
嘉
靖
間
武
進
莊
煦
參
校
二
稿
、
刊
削
冗
複
、
十
去
三
四
、
輯
成
一
書
。
而
梓

行
之
書
末
又
別
附
一
册
、
則
煦
與
學
録
王
升
商
榷
訂
定
之
語
也
」
と
あ
る
。
現
在
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
さ
れ
た
『
四
書
蒙
引
』
（
舊
藏
者 

林
羅
山
）
は
、

蔡
清
著
、
敖
鯤
重
訂
の
刊
本
で
あ
り
、
『
四
庫
全
書
』
に
所
收
さ
れ
た
版
本
の
内
容
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
を
底
本
と

し
た
。 

（
十
三
）
『
四
書
蒙
引
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
）
大
學
・
卷
之
一
に
、
「
知
者
、
心
之
神
明
、
即
心
之
靈
也
。
朱
子
曰
、
神
是
恁
地
精
彩
。
明
是
恁
地
光
明
」
と

あ
る
。
『
四
庫
全
書
』
に
所
收
さ
れ
た
版
本
に
は
、
こ
の
内
容
が
な
い
。 

（
十
四
）
詳
細
は
、
石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
體
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
朱
子
學
派
の
思
想
」
（
『
日
本
思
想
大
系
二
十
八 

藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
』
、
岩
波
書
店
、
一

九
七
五
年
）
を
參
照
。 

［
補
論
］
林
羅
山
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
關
す
る
考
察 

 

江
戸
時
代
初
期
の
幕
府
の
朝
鮮
に
對
す
る
外
交
政
策
上
、
通
信
使
の
招
待
は
重
要
な
政
策
で
あ
り
、
日
朝
兩
國
の
政
治
、
文
化
、
經
濟
な
ど
の
交
流
を
促
す
の
に
、

深
い
意
味
が
あ
っ
た
。
寛
永
十
三
年
の
朝
鮮
通
信
使
の
來
日
に
際
し
て
、
林
羅
山
は
幕
府
の
文
教
、
外
交
の
責
任
者
と
し
て
通
信
使
と
交
渉
し
た
。
當
時
、
羅
山
が
著

し
た
外
交
書
簡
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
は
、
羅
山
の
學
問
と
思
想
を
研
究
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
當
時
の
日
朝
關
係
を
示
す
史
料
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
「
寄

朝
鮮
國
三
官
使
」
を
中
心
に
、
そ
の
成
立
背
景
と
内
容
を
分
析
し
た
上
で
、
羅
山
の
朝
鮮
觀
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
當
時
の
日
朝
關
係
の
特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
。 

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
十
四
「
外
國
書
下
」
所
收
）
は
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
。
名
は
信
勝
、
字
は
子
信
、
法
號
は
道
春
）

が
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
十
二
月
八
日
に
著
し
、
個
人
的
に
朝
鮮
通
信
使
の
任
絖
（
一
五
七
九
〜
一
六
四
四
）
、
金
世
濂
（
一
五
九
三
〜
一
六
四
六
）
、
黃
㦿
（
一
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六
〇
四
〜
一
六
五
六
）
の
三
人
に
宛
て
た
最
初
の
書
簡
で
あ
る
。 

朝
鮮
通
信
使
と
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
李
氏
朝
鮮
か
ら
幕
府
へ
派
遣
さ
れ
た
政
府
間
の
使
節
團
で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
初
め
、
室
町
幕
府
の
三

代
將
軍
足
利
義
滿
（
一
三
五
八
〜
一
四
〇
八
）
と
李
氏
朝
鮮
の
第
三
代
國
王
李
芳
遠
（
一
三
六
七
〜
一
四
二
二
）
が
、
明
朝
の
皇
帝
に
よ
っ
て
國
王
と
し
て
册
封
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
朝
鮮
は
華
夷
秩
序
の
も
と
に
平
等
の
國
と
な
っ
た
。
足
利
義
滿
は
積
極
的
に
明
朝
や
朝
鮮
と
の
貿
易
を
展
開
し
、
朝
鮮
へ
使
者
を
派
遣
し
た
。

こ
れ
に
對
し
て
、
李
氏
朝
鮮
も
返
禮
と
し
て
、
國
書
を
携
帶
し
た
使
節
團
を
日
本
へ
派
遣
し
、
足
利
將
軍
に
謁
見
さ
せ
た
。 

通
信
使
の
派
遣
は
、
日
朝
兩
國
の
文
化
交
流
の
重
要
な
手
段
で
あ
り
、
朝
廷
の
主
な
外
交
政
策
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
は
三
回
來
日
し
、
豐
臣
秀

吉
（
一
五
三
六
～
一
五
九
八
）
が
全
國
統
一
を
成
し
遂
げ
た
後
も
、
朝
鮮
側
は
、
日
本
へ
使
者
を
二
度
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
（
文
祿
・
慶
長
の
役
）

に
よ
り
、
日
朝
兩
國
の
關
係
は
惡
化
し
、
外
交
が
途
絶
え
た
。 

江
戸
時
代
に
は
朝
鮮
か
ら
再
び
使
者
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
か
ら
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
か
け
て
十
二
回
派
遣
し
た
。
そ

の
中
、
最
初
の
三
回
の
使
者
の
來
日
目
的
は
、
徳
川
幕
府
の
朝
鮮
國
王
へ
の
返
答
の
要
求
と
、
文
祿
・
慶
長
の
役
で
捕
虜
と
な
っ
た
朝
鮮
人
の
釋
放
要
求
に
あ
っ
た
。

朝
鮮
側
で
は
「
回
答
兼
刷
還
使
」
と
呼
ん
で
い
る
。
寛
永
十
三
年
の
第
四
回
目
か
ら
、
朝
鮮
側
は
「
善
隣
友
好
」
を
目
的
と
し
た
朝
鮮
使
者
團
を
「
通
信
使
」
と
改
名

し
た
。
徳
川
幕
府
が
朝
鮮
通
信
使
を
接
待
し
、
林
羅
山
は
最
初
の
六
回
に
參
加
し
た
。
第
四
回
目
か
ら
、
羅
山
は
幕
府
の
外
交
に
深
く
關
與
し
、
朝
鮮
使
者
と
交
渉
し

て
い
た
。 

從
來
の
研
究
で
は
、
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
觸
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
書
簡
を
中
心
に
、
歴
史
背
景
に
基
づ

い
て
、
羅
山
の
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
詳
細
に
檢
討
し
て
み
た
い
。
以
下
、
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
の
成
立
背
景
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
考

察
す
る
。 
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第
一
節 

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
の
成
立
背
景 

 

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
、
羅
山
は
敕
令
に
よ
り
初
め
て
幕
府
の
外
交
文
書
「
遣
大
明
國
」
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
十
二
）
を
起
草
し
、
五
山
の
僧
が
外
交

文
書
起
草
を
獨
占
し
て
い
た
慣
例
を
打
ち
破
っ
た
。
同
時
に
、
「
遣
福
建
道
陳
子
貞
」
も
執
筆
し
た
。
そ
の
後
の
一
年
間
に
、
羅
山
は
「
答
南
蠻
舶
主
」
「
諭
阿
媽
港
」

「
寄
阿
媽
港
父
老
」
「
諭
阿
媽
港
諸
老
」
「
呈
呂
宋
國
王
」
「
呈
占
城
國
主
」
（
以
上
は
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
十
二
所
收
）
な
ど
の
六
つ
の
外
交
文
書
を
起
草
し

た
。
し
か
し
、
慶
長
十
七
年
か
ら
、
二
代
將
軍
秀
忠
は
外
交
文
書
起
草
の
事
務
を
臨
濟
宗
禪
僧
の
以
心
崇
傳
（
一
五
六
九
〜
一
六
三
三
）
に
引
き
繼
が
せ
た
。
そ
の
時

か
ら
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
至
る
ま
で
、
羅
山
は
一
度
も
國
書
を
起
草
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
、
秀
忠
が
將
軍
職
を
三
代
家
光
に
讓
る
と
、
同
年
閏
八
月
、
羅
山
は
國
書
「
答
暹
羅
國
」
を
起
草
し
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
五
）
に
「
寄

朝
鮮
國
副
使
姜
弘
重
」
、
二
年
に
「
答
大
明
福
建
都
督
」
を
起
草
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
幕
府
の
外
交
文
書
起
草
の
事
務
は
次
第
に
羅
山
の
擔
當
と
な
っ
た
。
寛
永
十

年
に
、
崇
傳
が
死
去
し
て
か
ら
、
羅
山
が
幕
府
の
文
教
、
外
交
の
實
權
を
掌
握
し
た
。 

寛
永
十
三
年
の
通
信
使
と
の
交
渉
で
は
、
羅
山
は
「
日
本
國
大
君
」
を
幕
府
將
軍
の
正
式
な
外
交
稱
號
と
し
て
使
い
、
そ
し
て
、
初
め
て
日
本
の
年
號
、
つ
ま
り
「
寛

永
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
」
を
書
簡
の
最
後
に
記
し
た
。
『
羅
山
先
生
文
集
』
の
編
集
者
で
あ
る
息
子
の
林
鵞
峰
は
、
日
本
の
年
號
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、 

此
の
教
書
、
高
低
平
頭
、
本
書
の
式
の
如
し
。
是
よ
り
先
、
朝
鮮
來
貢
す
る
こ
と
數
回
、
足
利
家
の
舊
例
に
隨
ひ
、
禪
林
の
徒
を
し
て
返
簡
を
裁
せ
し
む
。
今
般

先
生
此
の
事
に
預
か
る
。
又
舊
例
朝
鮮
に
遣
は
す
に
、
書
す
る
に
た
だ
干
支
を
記
す
の
み
。
今
般
初
め
て
年
號
を
記
す
。
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
十
三
「
外

國
書
中
」
） 

と
述
べ
て
い
る
。
從
來
の
日
本
の
國
書
で
は
年
號
を
記
せ
ず
、
干
支
を
書
く
だ
け
で
あ
っ
た
。
羅
山
は
日
本
の
年
號
を
使
用
し
、
國
書
の
樣
式
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
が
朝
鮮
と
違
っ
て
、
明
朝
の
册
封
國
で
は
な
く
、
獨
立
國
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
明
朝
の
年
號
を
記
し
て
い
た
朝
鮮
よ
り
高
い
外
交
的
な
地
位
を
示
し
た
と

思
わ
れ
る
。 

羅
山
の
早
年
の
文
章
「
王
仁
」
で
は
、
朝
鮮
と
日
本
の
關
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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王
仁
は
、
百
濟
國
の
人
な
り
。
吾
が
應
神
の
暦
に
、
其
の
國
貢
し
來
る
。
初
め
仲
哀
皇
帝
八
年
、
神
託
有
り
、
皇
后
新
羅
國
を
征
せ
ん
と
す
。
帝
疑
ひ
て
發
せ
ず
。

九
年
春
二
月
、
帝
俄
爾
と
し
て
崩
ず
。
是
に
於
い
て
皇
后
神
功
、
帝
の
神
の
言
を
用
ゐ
ず
し
て
殂
落
す
る
を
懼
る
。
冬
十
月
、
海
に
浮
び
て
新
羅
に
到
る
。
新
羅

王
、
我
が
旌
旗
器
仗
の
莊
麗
な
る
を
見
て
、
曰
く
、
「
傳
へ
聞
く
東
海
に
神
國
有
り
、
名
を
日
本
と
曰
ふ
。
此
れ
是
れ
其
の
神
兵
か
。
敵
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
」

乃
ち
素
服
面
縛
に
し
て
頸
に
繋
く
る
に
組
を
以
っ
て
す
。
自
ら
圖
籍
持
し
て
海
堧
に
來
り
て
曰
く
、
「
願
く
は
毎
歳
金
銀
縑
帛
八
十
船
を
貢
し
、
敢
へ
て
此
の
國

を
屠
ら
ざ
る
を
。
」
此
の
時
、
高
麗
、
百
濟
二
國
の
主
、
新
羅
の
我
に
降
る
を
聞
き
、
密
か
に
軍
勢
を
諜
す
。
其
の
克
た
ざ
る
を
知
り
て
、
又
自
ら
急
に
馳
せ
て

欵
を
納
め
て
曰
く
、
「
今
よ
り
以
往
、
永
く
西
藩
と
稱
し
、
朝
貢
を
絶
や
さ
ず
。
」
茲
よ
り
三
韓
皆
我
に
貢
す
。
（
王
仁
者
、
百
濟
國
人
也
。
吾
應
神
之
暦
、
其

國
貢
來
。
初
仲
哀
皇
帝
八
年
、
有
神
託
、
皇
后
征
新
羅
國
、
帝
疑
而
不
發
。
九
年
春
二
月
、
帝
俄
爾
崩
。
於
是
皇
后
神
功
懼
帝
不
用
神
之
言
而
殂
落
。
冬
十
月
浮

海
到
于
新
羅
。
新
羅
王
見
我
旌
旗
器
仗
之
莊
麗
、
曰
、
「
傳
聞
東
海
有
神
國
、
名
曰
日
本
。
此
是
其
神
兵
乎
。
不
可
敵
也
。
」
乃
素
服
面
縛
、
繫
頸
以
組
、
自
持

圖
籍
、
來
于
海
堧
曰
、
「
願
毎
歳
貢
金
銀
縑
帛
八
十
船
、
不
敢
屠
此
國
也
。
」
此
時
高
麗
、
百
濟
二
國
主
聞
新
羅
降
於
我
、
密
諜
軍
勢
。
知
其
不
克
、
又
自
急
馳

納
欵
曰
、
「
從
今
以
往
、
永
稱
西
藩
、
不
絕
朝
貢
。
」
自
茲
三
韓
皆
貢
于
我
。
）
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
三
十
九
「
小
傳
」
） 

 

羅
山
に
よ
れ
ば
、
應
神
天
皇
の
時
代
に
、
百
濟
が
す
で
に
日
本
に
朝
貢
し
て
い
る
。
應
神
天
皇
の
父
仲
哀
天
皇
は
、
新
羅
を
征
伐
せ
よ
と
い
う
神
の
宣
託
に
沿
わ
な

か
っ
た
た
め
に
崩
御
し
た
。
そ
こ
で
神
功
皇
后
は
、
新
羅
を
遠
征
し
た
。
新
羅
國
王
は
日
本
が
神
國
で
、
日
本
兵
は
神
兵
だ
と
思
い
、
日
本
の
敵
と
な
る
勇
氣
が
な
か

っ
た
。
高
麗
と
百
濟
も
日
本
を
怖
が
り
、
甘
ん
じ
て
日
本
に
朝
貢
し
、
西
藩
と
自
稱
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
日
本
を
神
國
と
す
る
觀
念
は
、
羅
山
の
思
想
の
顯

著
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
は
、
「
我
朝
神
國
な
り
。
神
道
乃
ち
王
道
な
り
」
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
六
十
六
「
隨
筆
二
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
羅
山

は
日
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
誇
り
に
思
い
、
強
い
歸
屬
意
識
を
持
っ
て
い
る
。 

日
本
と
中
華
と
は
域
を
殊
に
す
と
雛
も
、
然
れ
ど
も
大
瀛
海
上
に
在
り
て
、
朝
暾
旭
輝
の
煥
耀
す
る
所
、
洪
波
層
瀾
の
漲
激
す
る
所
な
り
。
五
行
の
秀
、
山
川
の

靈
、
人
物
を
鐘
く
、
故
に
號
し
て
「
君
子
の
國
」
と
曰
ふ
。
昔
、
治
教
清
明
の
世
、
才
子
智
人
、
間
に
輩
出
す
。
氣
豈
に
異
域
に
讓
ら
ん
や
。
時
に
古
今
有
る
も
、

理
に
古
今
無
し
。
「
豪
傑
の
士
、
文
王
無
し
と
雖
も
、
猶
興
起
す
。
」
（
『
孟
子
』
盡
心
上
）
故
に
立
志
を
尚
ぶ
。
（
日
本
與
中
華
雖
殊
域
、
然
在
大
瀛
海
上
、
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而
朝
暾
旭
輝
之
所
煥
耀
、
洪
波
層
瀾
之
所
漲
激
。
五
行
之
秀
、
山
川
之
靈
、
鍾
於
人
物
。
故
號
曰
君
子
之
國
。
昔
治
教
清
明
之
世
、
才
子
智
人
輩
出
於
間
。
氣
豈

讓
異
域
乎
。
時
有
古
今
、
理
無
古
今
。
「
豪
傑
之
士
、
雖
無
文
王
猶
興
起
。
」
故
尚
立
志
。
）
（
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
卷
七
十
三
「
隨
筆
九
」
） 

 

羅
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
中
國
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
島
國
だ
が
、
山
河
が
麗
し
く
、
政
治
も
よ
く
治
ま
っ
て
、
傑
出
し
た
人
物
が
出
て
い
る
の
で
、
中
國
に
比
べ

て
決
し
て
見
劣
り
し
な
い
。
彼
は
日
本
に
つ
い
て
道
徳
の
あ
る
「
君
子
の
國
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

羅
山
の
神
國
思
想
と
國
家
意
識
の
本
質
は
、
中
華
帝
國
を
中
心
と
し
た
傳
統
的
な
「
華
夷
秩
序
」
か
ら
離
れ
、
日
本
を
中
心
と
し
て
新
し
い
東
ア
ジ
ア
秩
序
を
作
る

こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
朝
鮮
は
華
夷
秩
序
の
重
要
な
一
員
で
、
明
朝
に
藩
國
の
模
範
と
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
日
本
と
海
で
隔
て
ら
れ
た
朝
鮮
と
の
關
係
は
、

明
朝
の
周
邊
外
交
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
。
羅
山
の
朝
鮮
に
對
す
る
見
解
は
、
彼
の
國
家
意
識
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
彼
が
將
軍
の
外
交
上
の
稱
號
を
固
定
化
し
、
日

本
が
年
號
を
國
書
に
記
し
た
の
は
、
形
式
上
、
中
華
觀
念
の
束
縛
を
脱
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
で
は
、
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
の
成
立
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
つ
い
て
、
羅
山
の
思
想
を
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。 

第
二
節 

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
つ
い
て 

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
で
は
、
羅
山
は
朝
鮮
に
關
す
る
七
つ
の
質
問
に
つ
い
て
使
者
に
教
え
を
請
う
て
い
る
。
書
簡
の
冒
頭
で
は
、
「
朝
鮮
國
の
奉
命
使
來
り
て
、

觀
國
の
賓
と
爲
る
。
想
ふ
に
其
れ
仕
學
に
優
れ
る
か
。
平
素
思
問
の
疑
、
多
端
有
り
と
雖
も
、
先
づ
貴
國
の
事
跡
に
就
い
て
以
て
之
れ
を
質
さ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
易
』
觀
卦
・
六
四
に
「
觀
國
之
光
、
利
用
賓
於
王
（
國
の
光
を
觀
る
。
も
っ
て
王
に
賓
た
る
に
利
し
）
」
と
あ
る
。
羅
山
は
「
觀
國
の
賓
」
を
用
い
て
、
朝
鮮
使
節

が
日
本
の
聖
君
に
拜
謁
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
羅
山
が
出
し
た
七
つ
の
質
問
を
一
つ
ず
つ
分
析
す
る
。 

質
問
一 

 

〔
原
文
〕
聞
説
檀
君
享
國
一
千
餘
年
。
何
其
如
此
之
長
生
哉
。
蓋
鴻
荒
草
昧
、
不
詳
其
實
乎
。
抑
檀
君
子
孫
苗
裔
承
襲
遠
久
至
此
乎
。
恠
誕
之
説
、
君
子
不
取
也
。
且

中
華
歴
代
之
史
、
朝
鮮
三
韓
傳
備
矣
。
而
皆
不
載
檀
君
之
事
、
何
也
。
以
齊
東
野
人
之
語
故
乎
。 



四八 

 

 
〔
訓
讀
〕
聞
く
説
ら
く
檀
君
國
を
享
く
る
こ
と
、
一
千
餘
年
と
。
何
ぞ
其
れ
此
く
の
如
く
の
長
生
な
ら
ん
や
。
蓋
し
鴻
荒
草
昧
に
し
て
、
其
の
實
を
詳
に
せ
ざ
る
か
。

抑
ゝ
檀
君
の
子
孫
苗
裔
、
承
襲
す
る
こ
と
遠
久
に
し
て
此
に
至
る
か
。
怪
誕
の
説
、
君
子
取
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
中
華
歴
代
の
史
、
朝
鮮
三
韓
傳
備
は
れ
り
。
而
し
て
皆

檀
君
の
事
を
載
せ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。
齊
東
野
人
の
語
を
以
て
の
故
か
。 

羅
山
は
、
朝
鮮
の
建
國
者
檀
君
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
檀
君
は
、
名
は
王
儉
。
金
富
軾
（
一
〇
七
五
〜
一
一
五
一
）
が
編
撰
し
た
『
三
國
史
記
』
で
は
、

「
二
十
一
年
、
春
二
月
、
王
、
丸
都
城
亂
を
經
る
を
以
て
、
都
を
復
す
べ
か
ら
ず
。
平
壤
城
を
築
き
、
民
及
び
廟
社
を
移
す
。
平
壤
は
、
も
と
仙
人
王
儉
の
宅
な
り
。

或
い
は
王
の
王
儉
に
都
す
と
云
ふ
（
二
十
一
年
、
春
二
月
、
王
以
丸
都
城
經
亂
、
不
可
復
都
。
築
平
壤
城
、
移
民
及
廟
社
。
平
壤
者
本
仙
人
王
儉
之
宅
也
。
或
云
王
之

都
王
儉
。
）
」
（
「
高
句
麗
國
本
紀
」
第
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
で
は
王
儉
を
「
仙
人
」
と
見
な
し
、
傳
説
上
の
人
物
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
高
麗
の
僧
人
一
然
（
一
二
〇
六
～
一
二
八
九
）
が
著
し
た
『
三
國
遺
事
』
卷
一
に
「
『
魏
書
』
に
云
く
、
乃
ち
往
く
二
千
載
、
壇
（
檀
）
君
の
王
儉
有
り
、
阿
斯

達
に
都
を
立
て
、
國
を
開
き
、
朝
鮮
と
號
す
（
『
魏
書
』
云
、
乃
往
二
千
載
、
有
壇
（
檀
）
君
王
儉
、
立
都
阿
斯
達
、
開
國
、
號
朝
鮮
）
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
『
檀

君
古
記
』
を
引
用
し
て
、
檀
君
を
天
神
桓
因
の
子
、
桓
雄
と
熊
と
の
間
に
生
ま
れ
た
人
と
し
て
、
「
國
を
御
す
る
こ
と
一
千
五
百
年
（
御
國
一
千
五
百
年
）
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
檀
君
王
儉
は
古
朝
鮮
の
建
國
の
君
主
で
、
一
千
五
百
年
間
も
國
を
治
め
た
と
い
う
。 

し
か
し
、
考
證
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
北
齊
魏
收
（
五
〇
七
〜
五
七
二
）
が
編
纂
し
た
『
魏
書
』
に
は
檀
君
に
關
す
る
記
載
が
な
く
て
、
『
三
國
遺
事
』
は
檀
君
の

傳
説
を
記
し
た
最
初
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
（
一
）

。 

檀
君
神
話
の
誕
生
の
歴
史
的
な
背
景
に
は
、
十
三
世
紀
以
降
モ
ン
ゴ
ル
の
高
麗
侵
入
が
あ
る
。
當
時
、
モ
ン
ゴ
ル
が
中
國
を
統
治
し
、
元
王
朝
が
成
立
し
た
。
漢
民

族
を
中
心
と
し
た
華
夷
秩
序
は
崩
壞
し
て
し
ま
っ
た
。
昔
、
中
國
殷
王
朝
の
賢
人
箕
子
は
文
明
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
て
、
教
え
導
い
た
と
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
の
歴
代
の

王
朝
に
お
い
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
。
夷
狄
の
侵
入
に
よ
る
民
族
主
義
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
ま
っ
て
い
た
朝
鮮
で
は
、
本
國
の
偉
大
な
人
物
は
人
民
に
崇
拜
さ
れ
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
檀
君
の
傳
説
の
現
れ
た
背
景
に
は
、
高
麗
人
の
民
族
意
識
と
國
家
意
識
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
（
二
）

。 

一
四
八
四
年
に
成
立
し
た
朝
鮮
の
官
撰
史
書
『
東
國
通
鑑
』
で
は
、
編
纂
者
徐
居
正
（
一
四
二
〇
〜
一
四
八
八
）
ら
は
、
「
唐
虞
よ
り
夏
商
に
至
る
ま
で
、
世
漸
く



四九 

 

澆
漓
た
り
。
人
君
國
を
享
く
る
こ
と
久
長
な
る
は
、
五
六
十
年
に
過
ぎ
ず
。
安
ん
ぞ
檀
君
獨
り
壽
千
四
十
八
年
有
り
て
、
以
て
一
國
を
享
け
ん
や
。
其
の
説
の
誣
な
る

こ
と
を
知
る
な
り
（
自
唐
虞
至
于
夏
商
、
世
漸
澆
漓
。
人
君
享
國
久
長
者
、
不
過
五
六
十
年
。
安
有
檀
君
獨
壽
千
四
十
八
年
、
以
享
一
國
乎
。
知
其
説
之
誣
也
）
」
と

述
べ
て
お
り
、
檀
君
が
千
年
以
上
國
を
治
め
た
こ
と
は
僞
説
だ
と
批
判
し
て
い
る
。 

『
羅
山
先
生
文
集
』
「
朝
鮮
考
序 

缺
」
で
は
、
鵞
峰
は
、
「
先
生
標
出
日
本
事
跡
見
『
東
國
通
鑑
』
『
東
文
選
』
等
者
、
且
倭
韓
詩
文
、
書
簡
、
贈
答
者
、
竝
記

爲
一
卷
。
罹
丁
酉
之
災
、
序
亦
無
副
稿
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
羅
山
は
『
東
國
通
鑑
』
を
讀
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
彼
は
朝
鮮
檀
君
の

信
憑
性
に
つ
い
て
質
疑
し
、
『
孟
子
』
萬
章
上
の
「
齊
東
野
人
の
語
」
を
引
用
し
、
檀
君
の
説
を
で
た
ら
め
な
話
し
だ
と
非
難
し
て
い
る
。 

質
問
二 

 

〔
原
文
〕
箕
子
遭
殷
亂
、
避
地
朝
鮮
。
或
曰
、
「
武
王
封
之
。
」
然
貴
國
俗
稱
、
「
箕
子
來
、
其
從
者
五
千
人
。
故
云
半
萬
殷
人
渡
遼
水
。
」
此
事
中
華
群
書
未
之
見

也
。
欲
知
其
所
據
。 

 

〔
訓
讀
〕
箕
子
殷
の
亂
に
遭
ひ
て
、
地
を
朝
鮮
に
避
く
。
或
ひ
と
曰
く
、
「
武
王
之
を
封
ず
。
」
然
れ
ど
も
貴
國
俗
に
稱
す
、
「
箕
子
來
り
て
、
其
の
從
者
五
千
人
。

故
に
云
く
、
半
萬
の
殷
人
遼
水
を
渡
る
。
」
此
の
事
中
華
の
群
書
に
未
だ
之
を
見
ざ
る
な
り
。
其
の
據
る
所
を
知
ら
ん
と
欲
す
。 

羅
山
は
さ
ら
に
朝
鮮
の
歴
史
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
箕
子
朝
鮮
は
、
檀
君
傳
説
の
後
の
時
代
と
思
わ
れ
る
。
箕
子
が
殷
の
亂
を
避
け
る
た
め
に
朝
鮮
へ
逃
げ
た

こ
と
は
、
中
國
の
史
書
に
記
載
が
あ
る
。
箕
子
は
、
名
は
胥
余
、
文
丁
の
子
で
帝
乙
の
兄
。
殷
王
朝
末
期
、
紂
王
が
暴
虐
非
道
で
愚
昧
無
知
な
君
主
で
あ
っ
た
た
め
、

叔
父
の
箕
子
は
紂
王
に
極
諫
し
た
が
、
無
駄
で
あ
っ
た
。
胸
を
痛
め
た
箕
子
は
、
成
湯
（
商
朝
の
初
代
王
）
が
建
て
た
國
家
が
こ
の
ま
ま
壞
滅
さ
れ
る
こ
と
を
見
る
に

忍
び
な
か
っ
た
た
め
、
髮
を
散
ら
し
、
と
ぼ
け
た
ふ
り
を
し
て
、
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
武
王
が
紂
を
伐
つ
際
に
、
箕
子
は
そ
の
亂
に
乘
じ
て
逃
げ

出
し
、
朝
鮮
半
島
に
着
い
た
。
周
の
武
王
は
治
國
の
道
を
請
う
た
め
に
、
箕
子
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
、
箕
子
は
「
洪
範
」
を
作
っ
た
と
い
う
。
武
王
は
箕
子
の
才
能
に

感
心
し
て
重
用
し
よ
う
と
し
た
が
、
箕
子
に
斷
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
武
王
は
箕
子
を
朝
鮮
に
封
じ
て
、
臣
下
と
し
な
か
っ
た
。
『
史
記
』
で
は
、
「
武
王
は
箕
子
を
朝



五〇 

 

鮮
に
封
じ
て
、
臣
と
せ
ざ
る
な
り
（
武
王
乃
封
箕
子
於
朝
鮮
、
而
不
臣
也
）
」
（
宋
微
子
世
家
）
と
記
し
て
い
る
。
箕
子
は
朝
鮮
に
禮
儀
を
も
た
ら
し
、
「
八
條
禁
法
」

を
實
施
し
て
人
民
を
教
化
し
、
安
定
な
社
會
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。 

ま
た
、
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
『
三
國
志
』
で
も
、
箕
子
が
朝
鮮
に
入
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

『
漢
書
』
地
理
志
下
に
は
、
「
殷
の
道
衰
へ
、
箕
子
去
り
て
朝
鮮
に
之
く
。
其
の
民
を
教
へ
て
禮
義
を
以
て
し
、
田
蠶
織
作
こ
る
（
殷
道
衰
、
箕
子
去
之
朝
鮮
。
教

其
民
以
禮
義
、
田
蠶
織
作
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
後
漢
書
』
東
夷
列
傳
に
は
、
「
昔
、
武
王
箕
子
を
朝
鮮
に
封
ず
。
箕
子
教
ふ
る
に
禮
義
田
蠶
を
以
て
し
、
又
八
條
の
教
を
制
す
（
昔
武
王
封
箕
子
於
朝
鮮
。
箕
子

教
以
禮
義
田
蠶
、
又
制
八
條
之
教
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
三
國
志
』
魏
書
三
十
に
は
、
「
昔
、
箕
子
既
に
朝
鮮
に
適
き
、
八
條
の
教
を
作
り
以
て
之
を
教
ふ
。
門
戸
の
閉
づ
る
無
く
し
て
民
盜
を
な
さ
ず
。
其
の
後
四
十
餘

世
、
朝
鮮
侯
準
は
僭
し
て
王
を
號
稱
す
（
昔
箕
子
既
適
朝
鮮
、
作
八
條
之
教
以
教
之
。
無
門
戸
之
閉
而
民
不
爲
盜
。
其
後
四
十
餘
世
、
朝
鮮
侯
準
、
僭
號
稱
王
）
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。 

徐
居
正
ら
は
、
『
東
國
通
鑑
』
外
紀
「
箕
子
朝
鮮
」
の
按
語
で
は
范
曄
『
後
漢
書
』
に
お
け
る
箕
子
朝
鮮
に
關
す
る
記
載
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
涵
虚
子
の
説
を

加
え
て
い
る
。 

涵
虚
子
亦
た
曰
く
、
「
箕
子
、
中
國
の
五
千
人
を
率
ゐ
て
朝
鮮
に
入
る
。
其
の
詩
書
、
禮
樂
、
醫
巫
、
陰
陽
卜
筮
の
流
、
百
工
技
藝
皆
從
ひ
て
焉
に
往
く
。
（
涵

虚
子
亦
曰
、
箕
子
率
中
國
五
千
人
入
朝
鮮
。
其
詩
書
、
禮
樂
、
醫
巫
、
陰
陽
蔔
筮
之
流
、
百
工
技
藝
皆
從
而
往
焉
。
） 

涵
虚
子
は
、
明
の
太
祖
朱
元
璋
の
十
七
男
朱
權
（
一
三
七
八
〜
一
四
四
八
）
の
號
で
あ
る
。
朱
權
が
編
纂
し
た
『
天
運
紹
統
』
卷
二
「
義
四
」
（
ハ
ー
バ
ー
ド
・
イ

ェ
ン
チ
ン
圖
書
館
所
藏
）
で
は
、
「
涵
虚
子
は
（
中
略
）
又
た
『
周
史
』
を
按
じ
て
云
ふ
、
昔
、
箕
子
、
中
國
の
五
千
人
を
率
ゐ
て
朝
鮮
に
入
る
。
（
中
略
）
故
に
曰

く
、
半
萬
の
殷
人
遼
水
を
渡
る
是
れ
な
り
（
涵
虚
子
（
中
略
）
又
按
『
周
史
』
云
、
昔
箕
子
率
中
國
五
千
人
入
朝
鮮
。
（
中
略
）
故
曰
半
萬
殷
人
渡
遼
水
是
也
）
」
と

述
べ
て
い
る
。
『
天
運
紹
統
』
は
羅
山
の
「
既
見
書
目
」
（
三
）

に
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
説
の
出
處
を
わ
か
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 



五一 

 

羅
山
は
中
國
の
文
獻
の
記
載
を
根
據
と
し
て
朝
鮮
歴
史
の
記
録
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
一
般
的
觀
點
か
ら
す
る
と
、
箕
子
に
つ
い
て
朝
鮮
に
行
っ
た
人
數
は
注
目

さ
れ
な
い
。
羅
山
の
質
問
に
對
し
て
、
使
節
は
答
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。 

質
問
三 

 

〔
原
文
〕
唐
太
宗
之
伐
高
麗
也
、
飛
矢
中
其
目
而
還
。
故
李
穡
云
、
「
那
知
玄
花
落
白
羽
。
」
白
羽
、
箭
也
。
玄
花
、
目
也
。
聞
是
貴
國
之
美
談
也
。
按
舊
、
新
『
唐

書
』
、
『
通
鑑
』
皆
無
此
事
。
可
謂
中
華
諱
而
不
言
之
乎
。
鄢
陵
之
戰
、
晉
呂
錡
射
楚
共
王
之
目
。
淮
南
之
役
、
漢
帝
中
流
矢
幾
殆
。
皆
是
記
而
不
諱
也
。
所
以
爲
實
録

也
。
以
萬
乘
之
主
、
傷
高
麗
箭
、
奈
何
其
得
祕
而
匿
哉
。
然
則
此
非
貴
國
之
美
談
、
而
一
方
之
私
言
歟
。
願
聞
其
辨
。 

 

〔
訓
讀
〕
唐
の
太
宗
の
高
麗
を
伐
つ
や
、
飛
矢
其
の
目
に
中
り
て
還
へ
る
。
故
に
李
穡
云
く
、
「
那
ぞ
知
ら
ん
、
玄
花
の
白
羽
を
落
と
す
を
。
」
白
羽
は
、
箭
な
り
。

玄
花
は
、
目
な
り
。
聞
く
是
れ
貴
國
の
美
談
な
り
。
按
ず
る
に
『
舊
、
新
唐
書
』
『
通
鑑
』
皆
此
の
事
無
し
。
中
華
諱
み
て
之
れ
を
言
は
ず
と
謂
ふ
べ
き
か
。
鄢
陵
の
戰

に
、
晉
の
呂
錡
、
楚
の
共
王
の
目
を
射
る
。
淮
南
の
役
に
、
漢
帝
流
矢
に
中
り
て
幾
ん
ど
殆
し
。
皆
是
れ
記
し
て
諱
ま
ざ
る
な
り
。
實
録
爲
る
所
以
な
り
。
萬
乘
の
主
を

以
て
、
高
麗
の
箭
に
傷
つ
け
ば
、
奈
何
ぞ
其
れ
祕
し
て
匿
す
を
得
ん
や
。
然
ら
ば
則
ち
此
れ
貴
國
の
美
談
に
非
ず
し
て
、
一
方
の
私
言
か
。
願
は
く
は
其
の
辨
を
聞
か
ん
。 

唐
の
太
宗
、
李
世
民
が
高
麗
を
征
伐
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
舊
唐
書
』
『
新
唐
書
』
『
資
治
通
鑑
』
に
は
記
録
が
あ
る
。
『
舊
唐
書
』
卷
六
十
九
に
「
（
貞
觀
）

十
九
年
、
太
宗
高
麗
を
伐
つ
。
皇
太
子
定
州
國
を
監
る
。
士
廉
、
太
子
太
傅
を
攝
し
、
仍
つ
て
朝
政
を
典
る
（
十
九
年
、
太
宗
伐
高
麗
。
皇
太
子
定
州
監
國
、
士
廉
攝

太
子
太
傅
、
仍
典
朝
政
）
」
と
記
載
し
て
い
る
。
『
新
唐
書
』
本
紀
第
二
太
宗
に
も
、
「
十
九
年
二
月
庚
戌
、
洛
陽
宮
に
如
き
、
以
て
高
麗
を
伐
つ
（
十
九
年
二
月
庚

戌
、
如
洛
陽
宮
、
以
伐
高
麗
）
」
と
記
載
し
て
い
る
。
『
資
治
通
鑑
』
卷
百
九
十
七
に
は
、
「
上
（
太
宗
）
の
京
師
よ
り
發
す
。
（
中
略
）
三
月
、
丁
丑
、
車
駕
は
定

州
に
至
る
。
丁
亥
、
上
、
侍
臣
に
謂
ひ
て
曰
く
、
『
遼
東
本
よ
り
中
國
の
地
、
隋
氏
四
た
び
出
師
し
て
得
る
能
は
ず
。
朕
今
東
に
征
し
、
中
國
の
爲
に
子
弟
の
仇
を
報

い
、
高
麗
は
君
父
の
恥
を
雪
が
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
み
』
（
上
之
發
京
師
也
。
（
中
略
）
三
月
、
丁
丑
、
車
駕
至
定
州
。
丁
亥
、
上
謂
侍
臣
曰
、
『
遼
東
本
中
國
之
地
、

隋
氏
四
出
師
而
不
能
得
。
朕
今
東
征
、
欲
爲
中
國
報
子
弟
之
仇
、
高
麗
雪
君
父
之
恥
耳
』
）
」
と
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。 



五二 

 

太
宗
は
貞
觀
十
九
年
に
高
麗
を
親
征
し
、
蓋
牟
城
（
今
の
遼
寧
省
蓋
縣
）
、
遼
東
城
（
今
の
遼
寧
省
遼
陽
市
）
、
建
安
城
（
今
の
遼
寧
省
營
口
市
の
南
東
地
區
）
を

攻
め
落
と
し
た
が
、
安
市
城
（
今
の
遼
寧
省
海
城
市
南
）
を
攻
撃
し
た
時
に
、
二
ヶ
月
た
っ
て
も
、
攻
め
落
と
せ
な
か
っ
た
。
九
月
の
遼
東
は
寒
く
て
、
太
宗
は
悔
し

が
り
な
が
ら
歸
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
以
上
の
中
國
の
歴
史
書
に
は
、
高
麗
を
攻
め
た
時
、
太
宗
の
目
に
矢
が
當
た
っ
て
逃
げ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。 

高
麗
末
期
の
文
臣
李
穡
（
一
三
二
八
～
一
三
九
六
）
の
「
貞
觀
吟 

楡
林
關
作
」
で
は
、
「
是
を
囊
中
の
一
物
の
み
と
謂
ひ
、
那
ぞ
知
ら
ん
玄
花
の
白
羽
を
落
と
す
を

（
謂
是
囊
中
一
物
耳
、
那
知
玄
花
落
白
羽
）
」
と
述
べ
、
唐
の
太
宗
が
高
麗
兵
に
目
を
射
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
羅
山
は
こ
れ
に
對
し
て
疑
い
を
抱
い
た
。
中

國
の
史
書
で
は
、
君
主
が
負
傷
し
た
史
實
を
正
確
に
記
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
鄢
陵
の
戰
い
で
、
楚
の
共
王
が
晉
の
大
夫
の
呂
錡
に
目
を
射
ら
れ
た
こ
と
（
『
史
記
』

楚
世
家
）
、
漢
の
高
祖
劉
邦
が
淮
南
王
の
英
布
を
討
伐
す
る
際
に
、
流
れ
矢
に
當
た
っ
た
こ
と
（
『
史
記
』
高
祖
本
紀
）
な
ど
、
す
べ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
羅
山
は
、
朝
鮮
側
の
記
述
が
信
頼
で
き
な
い
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

質
問
四 

 

〔
原
文
〕
異
國
貢
調
於
本
邦
多
矣
。
況
貴
國
聘
使
、
古
今
不
可
勝
數
。
就
中
圃
隱
鄭
夢
周
、
當
洪
武
十
年
、
來
聘
于
本
邦
。
即
是
我
永
和
三
年
也
。
距
今
二
百
數
十
歳
。

聞
其
名
久
矣
。
似
聞
此
人
性
理
之
學
、
如
有
所
傳
。
故
有
忠
義
之
氣
。
然
要
其
終
、
則
聞
貴
國
殺
之
云
爾
。
圃
隱
有
何
罪
乎
。
行
一
不
義
、
殺
一
不
辜
、
聖
賢
之
所
不
爲

也
。
貴
國
學
聖
賢
之
法
、
則
彼
罪
狀
得
其
情
歟
。 

 

〔
訓
讀
〕
異
國
、
本
邦
に
貢
調
す
る
多
し
。
況
や
貴
國
の
聘
使
、
古
今
勝
げ
て
數
ふ
可
か
ら
ず
。
就
中
、
圃
隱
鄭
夢
周
、
洪
武
十
年
に
當
り
て
、
本
邦
に
來
聘
す
。
即

ち
是
れ
我
が
永
和
三
年
な
り
。
今
を
距
る
こ
と
二
百
數
十
歳
。
其
の
名
を
聞
く
こ
と
久
し
。
聞
く
に
似
た
り
、
此
の
人
性
理
の
學
、
傳
ふ
る
所
有
る
が
如
し
。
故
に
忠
義

の
氣
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
終
を
要
む
れ
ば
、
則
ち
貴
國
之
を
殺
す
と
爾
云
ふ
を
聞
く
。
圃
隱
に
何
の
罪
有
り
か
。
一
不
義
を
行
ひ
、
一
不
辜
を
殺
す
は
、
聖
賢
の
爲
さ

ざ
る
所
な
り
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
）
。
貴
國
聖
賢
の
法
を
學
べ
ば
、
則
ち
彼
の
罪
狀
其
の
情
を
得
た
る
か
。 

羅
山
は
、
ま
ず
日
本
と
朝
鮮
の
朝
貢
關
係
を
強
調
し
、
次
に
明
の
洪
武
十
年
（
一
三
七
七
）
に
來
日
し
た
朝
鮮
使
者
の
鄭
夢
周
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。 



五三 

 

鄭
夢
周
（
一
三
三
七
～
一
三
九
二
）
は
、
號
は
圃
隱
、
高
麗
末
期
の
儒
學
者
、
外
交
家
で
あ
り
、
「
朝
鮮
理
學
の
祖
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
四
回
も
使
命
を

帶
び
て
明
朝
に
赴
き
、
一
回
日
本
に
訪
ね
て
、
高
麗
の
外
交
に
大
き
な
貢
獻
を
果
た
し
た
。
一
三
八
八
年
、
李
成
桂
（
一
三
三
五
～
一
四
〇
八
）
が
ク
ー
デ
タ
ー
（
威

化
島
回
軍
）
を
起
こ
し
て
高
麗
の
政
權
を
握
っ
た
。
一
三
九
二
年
、
鄭
夢
周
は
李
成
桂
と
對
立
し
、
死
ん
で
も
屈
し
な
い
心
持
ち
で
、
『
丹
心
歌
』
を
書
き
、
自
分
の

忠
誠
心
を
國
に
さ
さ
げ
た
。 

羅
山
は
鄭
夢
周
に
「
忠
義
の
氣
」
が
あ
る
と
高
く
評
價
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
忠
義
の
人
は
李
氏
朝
鮮
の
君
主
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
不
義
を
行
い
、
無

辜
を
殺
す
の
は
、
君
子
が
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
字
面
か
ら
見
れ
ば
、
羅
山
が
使
者
に
鄭
夢
周
の
罪
状
を
尋
ね
た
が
、
言
外
の
意
は
、
朝
鮮
國
王
が
忠
臣
義
士
を
殺

し
た
の
は
、
聖
人
の
行
爲
と
は
い
え
な
い
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

質
問
五 

 

〔
原
文
〕
本
邦
貴
介
公
子
、
講
武
之
暇
、
頗
愛
放
鷹
。
故
養
飼
之
術
、
不
乏
人
也
。
貴
國
李
爓
所
編
『
鷹
鶻
方
』
書
、
有
「
草
栛
」
、
有
「
栢
部
根
」
、
有
「
胡
王
師

根
」
、
有
「
野
人
乾
水
」
。
想
其
『
郷
藥
集
成
』
有
之
歟
。
是
何
等
藥
物
哉
。
須
據
中
華
之
『
本
草
』
而
告
其
異
名
。
若
其
不
然
、
俟
其
圖
説
、
以
廣
異
聞
。
又
所
謂
「
朱

砂
散
」
所
用
猪
肝
者
、
家
猪
乎
、
野
猪
乎
。
昔
白
香
山
詠
鷹
云
、
「
吾
聞
諸
獵
師
」
。
今
爲
養
鷹
坊
者
、
聊
問
焉
。 

〔
訓
讀
〕
本
邦
の
貴
介
公
子
、
武
を
講
ず
る
の
暇
、
頗
る
放
鷹
を
愛
す
。
故
に
養
飼
の
術
、
人
に
乏
し
か
ら
ざ
る
な
り
。
貴
國
の
李
爓
の
編
む
所
の
『
鷹
鶻
方
』
の
書

に
、
「
草
栛
」
有
り
、
「
栢
部
根
」
有
り
、
「
胡
王
師
根
」
有
り
、
「
野
人
乾
水
」
有
り
。
想
ふ
に
其
の
『
郷
藥
集
成
』
之
有
る
か
。
是
れ
何
等
の
藥
物
な
る
や
。
須
ら

く
中
華
の
『
本
草
』
に
據
り
て
其
の
異
名
を
告
ぐ
べ
し
。
若
し
其
れ
然
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
圖
説
を
俟
ち
て
以
て
異
聞
を
廣
め
ん
。
又
、
所
謂
「
朱
砂
散
」
に
用
ゐ
る
所
の

猪
肝
は
、
家
猪
か
、
野
猪
か
。
昔
、
白
香
山
鷹
を
詠
じ
て
云
く
、
「
吾
れ
こ
れ
を
獵
師
に
聞
く
」
（
白
居
易
「
放
鷹
」
）
と
。
今
養
鷹
坊
の
者
の
爲
に
、
聊
か
こ
れ
を
問

ふ
。 

 

こ
れ
は
、
李
爓
（
一
五
一
八
〜
一
五
五
三
）
著
し
た
『
鷹
鶻
方
』
に
つ
い
て
質
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
の
重
點
は
放
鷹
で
は
な
く
、
本
草
學
に
置
か



五四 

 

れ
て
い
る
。
羅
山
が
思
う
に
、
『
鷹
鶻
方
』
で
言
及
し
て
い
る
「
草
栛
」
「
栢
部
根
」
「
胡
王
師
根
」
「
野
人
乾
水
」
な
ど
の
藥
物
は
、
『
郷
藥
集
成
』
に
見
え
る
。

『
郷
藥
集
成
方
』
は
一
四
三
三
年
に
成
立
し
た
朝
鮮
の
代
表
的
な
醫
學
書
で
あ
る
。
羅
山
は
、
『
鷹
鶻
方
』
で
言
及
さ
れ
た
藥
物
は
、
中
國
の
『
本
草
綱
目
』
に
基
づ

い
て
異
名
を
表
記
し
、
あ
る
い
は
圖
説
す
べ
き
だ
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
の
藥
名
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。 

羅
山
は
本
草
學
に
關
心
が
あ
っ
た
。
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
、
長
崎
で
『
本
草
綱
目
』
を
得
て
、
家
康
に
獻
上
し
た
。
羅
山
の
「
既
見
書
目
」
に
は
『
本
草
綱

目
』
と
い
う
書
名
が
あ
る
。
ま
た
、
『
本
草
序
列
註
』
一
卷
、
『
本
草
綱
目
序
註
』
一
卷
、
『
多
識
編
』
三
卷
な
ど
の
本
草
學
關
係
の
書
籍
を
著
し
た
。
し
か
し
、
彼

は
こ
の
學
問
を
自
然
科
學
と
し
て
探
究
す
る
の
で
は
な
く
、
漢
文
學
や
國
語
學
の
一
部
分
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
羅
山
の
學
問
の
限
界
性
と
觀
念
的

な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
四
）

。 

從
來
の
研
究
で
は
、
羅
山
の
放
鷹
に
關
す
る
質
問
は
、
日
本
人
が
武
力
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
關
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
（
五
）

、
以
上
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
實
は
羅

山
は
放
鷹
に
託
し
て
、
本
草
學
が
含
む
朝
鮮
漢
文
學
の
學
問
研
究
が
嚴
格
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。 

質
問
六 

 

〔
原
文
〕
貴
國
慵
齋
成
文
云
、
「
湯
泉
在
天
地
間
、
自
爲
一
類
。
受
性
本
然
、
未
必
有
待
而
温
也
。
多
在
北
方
寒
凉
深
山
窮
谷
之
間
、
非
由
炎
氣
而
成
矣
。
」
殊
就
貴

國
中
、
往
往
指
示
其
沸
涌
處
、
浴
洗
處
、
以
實
之
。
乃
排
唐
子
西
所
謂
炎
州
地
性
及
硫
黃
礜
石
之
説
。
雖
然
水
中
有
火
、
老
槐
生
火
。
雨
中
有
雷
火
、
野
澤
有
燐
、
蜀
國

井
底
有
火
。
又
火
山
雖
霪
雨
、
火
常
燃
。
焉
知
陰
嶺
塞
谷
土
底
無
硫
黃
哉
。
凡
温
泉
臭
多
而
不
臭
少
、
其
氣
似
硫
黃
、
則
子
西
之
説
、
未
易
輕
詆
也
。
自
憐
耳
目
隘
、
未

測
陰
陽
。
故
請
詳
其
説
。 

 

〔
訓
讀
〕
貴
國
の
慵
齋
成
の
文
に
云
く
、
「
湯
泉
天
地
の
間
に
在
り
、
自
ら
一
類
を
爲
す
。
性
を
受
く
る
こ
と
本
ゝ
然
り
、
未
だ
必
ず
し
も
待
つ
こ
と
有
り
て
温
め
ざ

る
な
り
。
多
く
北
方
寒
凉
の
深
山
窮
谷
の
間
に
在
り
、
炎
氣
に
由
り
て
成
る
に
非
ず
。
」
殊
に
貴
國
の
中
に
就
い
て
、
往
往
に
し
て
其
の
沸
涌
す
る
處
、
浴
洗
す
る
處
を

指
し
示
し
、
以
て
之
を
實
に
す
。
乃
ち
唐
子
西
の
所
謂
炎
州
の
地
性
及
び
硫
黃
礜
石
の
説
を
排
す
。
然
り
と
雖
も
、
水
中
に
火
有
り
、
老
槐
火
を
生
ず
。
雨
中
に
雷
火
有

り
、
野
澤
に
燐
有
り
、
蜀
國
井
底
に
火
有
り
。
又
、
火
山
霪
雨
と
雖
も
、
火
常
に
燃
ゆ
。
焉
ぞ
陰
嶺
塞
谷
土
底
に
硫
黃
無
き
を
知
ら
ん
や
。
凡
そ
温
泉
臭
多
く
し
て
臭
な
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ら
ざ
る
少
し
、
其
の
氣
硫
黃
に
似
れ
ば
、
則
ち
子
西
の
説
、
未
だ
輕
し
く
詆
る
に
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
自
ら
耳
目
の
隘
を
憐
れ
み
、
未
だ
陰
陽
を
測
ら
ず
。
故
に
其
の
説

を
詳
に
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。 

 

慵
齋
は
、
成
俔
（
一
四
三
九
～
一
五
〇
四
）
の
號
で
あ
る
。
李
氏
朝
鮮
初
期
の
學
者
で
、
『
慵
齋
叢
話
』
（
全
十
卷
）
を
著
し
た
。
『
慵
齋
叢
話
』
は
李
氏
朝
鮮
初

期
に
朝
廷
と
民
間
、
及
び
士
大
夫
の
間
に
傳
わ
っ
た
奇
談
や
傳
説
、
風
習
な
ど
を
記
録
し
た
作
品
で
あ
り
、
中
國
文
學
と
緊
密
な
關
係
が
あ
る
（
六
）

。
羅
山
が
引
用
し
た

成
俔
の
説
は
、
『
慵
齋
叢
話
』
卷
九
に
見
え
る
。 

唐
子
西
『
論
（
遊
）
湯
泉
記
』
に
云
く
、
「
或
ひ
と
説
く
、
炎
州
の
地
性
酷
烈
に
し
て
、
故
に
山
谷
に
湯
泉
多
し
。
或
ひ
と
説
く
、
水
硫
黃
よ
り
出
で
、
地
中
即

ち
温
か
く
、
初
め
よ
り
南
北
を
問
は
ず
。
今
、
臨
潼
の
湯
泉
乃
ち
正
西
在
り
て
、
炎
州
の
餘
水
、
未
だ
必
ず
し
も
皆
熱
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
地
性
の
説
固
よ
り
已

に
之
を
失
ふ
。
然
れ
ど
も
硫
黃
を
以
て
水
中
に
置
き
、
水
熱
き
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
硫
黃
の
説
亦
た
未
だ
得
る
と
な
さ
ず
。
吾
意
へ
ら
く
、
湯
泉
は
天
地
の
間
に

在
り
、
自
ら
一
類
と
な
す
。
性
を
受
け
て
本
よ
り
然
り
、
未
だ
必
ず
し
も
待
つ
有
り
て
温
か
な
ら
ざ
る
な
り
。
」
今
、
我
が
國
六
道
、
皆
温
井
有
り
て
、
惟
だ
京

畿
、
全
羅
道
こ
れ
無
し
。
（
中
略
）
今
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
温
泉
多
く
は
北
方
寒
涼
深
山
窮
谷
の
間
に
在
り
、
炎
氣
に
由
り
て
明
を
成
す
に
非
ず
。
水
性
も
亦

た
各
ゝ
類
有
り
、
而
し
て
其
の
理
未
だ
測
料
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
（
唐
子
西
『
論
湯
泉
記
』
云
、
「
或
説
炎
州
地
性
酷
烈
、
故
山
谷
多
湯
泉
。
或
説
水
出
硫
黃
、

地
中
即
温
、
初
不
問
南
北
。
今
臨
潼
湯
泉
乃
在
正
西
、
而
炎
州
餘
水
、
未
必
皆
熱
、
則
地
性
之
説
固
已
失
之
。
然
以
硫
黃
置
水
中
、
水
不
能
熱
、
則
硫
黃
之
説
亦

未
爲
得
。
吾
意
湯
泉
在
天
地
間
、
自
爲
一
類
、
受
性
本
然
、
未
必
有
待
而
温
也
。
」
今
我
國
六
道
、
皆
有
温
井
、
而
惟
京
畿
全
羅
道
無
之
。
（
中
略
）
以
今
觀
之
、

温
泉
多
在
北
方
寒
涼
深
山
窮
谷
之
間
、
非
由
炎
氣
而
成
明
矣
。
水
性
亦
各
有
類
、
而
其
理
未
可
測
料
也
。
）
（
『
大
東
野
乘
』
卷
二
） 

成
俔
は
北
宋
の
詩
人
唐
庚
（
一
〇
七
〇
～
一
一
二
〇
。
字
は
子
西
）
が
著
し
た
『
游
湯
泉
記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
原
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

過
水
北
十
餘
里
、
白
水
山
を
得
。
山
行
一
里
、
佛
跡
院
を
得
る
所
な
り
。
院
中
に
二
泉
湧
く
。
其
の
東
は
所
謂
湯
泉
、
其
の
西
は
雪
如
な
り
。
二
泉
相
去
る
こ
と

歩
武
の
間
に
し
て
、
東
泉
熱
き
こ
と
甚
だ
し
く
、
殆
ん
ど
指
を
觸
る
べ
か
ら
ず
。
西
泉
を
以
て
之
を
解
き
て
、
然
る
後
に
調
適
し
て
浴
す
べ
し
。
意
へ
ら
く
、
山

の
二
泉
を
出
だ
す
は
、
專
ら
浴
者
の
爲
に
計
る
か
。
或
ひ
と
説
く
、
炎
州
の
地
性
酷
烈
に
し
て
、
故
に
山
谷
湯
泉
多
し
と
。
或
ひ
と
説
く
、
水
は
硫
黃
よ
り
出
で
、
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地
中
即
ち
温
か
く
、
初
め
よ
り
南
北
を
問
は
ず
。
今
、
臨
潼
湯
泉
乃
ち
正
西
に
在
り
て
、
炎
州
の
餘
水
、
未
だ
必
ず
し
も
皆
熱
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
地
性
の
説
固

よ
り
已
に
之
を
失
ふ
。
然
れ
ど
も
硫
黃
を
以
て
水
中
に
置
き
、
水
温
泉
か
き
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
硫
黃
の
論
も
亦
た
未
だ
得
と
な
さ
ず
。
吾
意
へ
ら
く
、
湯

泉
天
地
の
間
に
在
り
、
自
ら
一
類
を
な
す
。
性
を
受
く
る
こ
と
本
よ
り
然
り
、
必
ず
し
も
待
つ
有
り
て
然
る
後
に
温
か
な
ら
ざ
る
な
り
。
凡
そ
物
各
ゝ
其
の
類
を

求
め
て
、
水
性
尤
も
耿
介
な
り
。
其
の
類
を
得
れ
ば
、
則
ち
數
千
萬
里
と
雖
も
、
伏
流
に
し
て
相
通
ず
。
其
の
類
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
横
絶
徑
過
、
十
字
旁
午
に

し
て
、
相
入
ら
ず
。
故
に
二
泉
の
間
、
尋
常
を
容
る
る
能
は
ず
し
て
、
炎
凉
の
特
に
異
な
る
こ
と
此
の
如
し
。
蓋
し
亦
た
怪
し
む
に
足
る
無
き
は
、
氣
を
吹
け
ば

寒
と
爲
り
、
氣
を
呵
す
れ
ば
温
と
爲
り
て
、
同
じ
一
口
よ
り
出
づ
。
此
れ
其
の
證
な
り
。
（
過
水
北
十
餘
里
、
得
白
水
山
。
山
行
一
里
、
所
得
佛
跡
院
。
院
中
湧

二
泉
。
其
東
所
謂
湯
泉
、
其
西
雪
如
也
。
二
泉
相
去
歩
武
間
、
而
東
泉
熱
甚
、
殆
不
可
觸
指
。
以
西
泉
解
之
、
然
後
調
適
可
浴
。
意
山
之
出
二
泉
、
專
爲
浴
者
計

哉
。
或
説
炎
州
地
性
酷
烈
、
故
山
谷
多
湯
泉
。
或
説
水
出
硫
黄
、
地
中
即
温
、
初
不
問
南
北
。
今
臨
潼
湯
泉
乃
在
正
西
、
而
炎
州
餘
水
、
未
必
皆
熱
、
則
地
性
之

説
固
已
失
之
。
然
以
硫
黄
置
水
中
、
水
不
能
温
、
則
硫
黄
之
論
亦
未
爲
得
。
吾
意
湯
泉
在
天
地
間
、
自
爲
一
類
。
受
性
本
然
、
不
必
有
待
然
後
温
也
。
凡
物
各
求

其
類
、
而
水
性
尤
耿
介
。
得
其
類
、
則
雖
數
千
萬
里
、
而
伏
流
相
通
。
非
其
類
、
則
横
絶
徑
過
、
十
字
旁
午
、
而
不
相
入
。
故
二
泉
之
間
、
不
能
容
尋
常
、
而
炎

凉
特
異
如
此
。
蓋
亦
無
足
怪
者
、
吹
氣
爲
寒
、
呵
氣
爲
温
。
而
同
出
于
一
口
、
此
其
證
也
。
）
（
『
眉
山
唐
先
生
文
集
』
卷
八
） 

唐
庚
は
、
温
泉
の
成
因
に
つ
い
て
二
つ
の
説
を
舉
げ
て
い
る
。
一
つ
は
「
地
性
の
説
」
で
、
も
う
一
つ
は
「
硫
黃
の
論
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
二
説
と
も

間
違
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
温
泉
が
天
地
の
間
に
み
ず
か
ら
一
類
と
な
り
、
そ
の
性
質
が
本
來
そ
の
よ
う
で
、
他
の
も
の
に
頼
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
二
つ
の
温
度
の
違
う
温
泉
は
、
も
と
よ
り
一
つ
の
口
か
ら
湧
い
て
く
る
。
こ
れ
は
、
息
を
吹
い
た
ら
寒
く
、
息
を
吐
い
た
ら
温
か
い
と
い
う
道
理
と
同
じ
で

あ
る
と
い
う
。 

成
俔
は
、
唐
庚
の
説
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
さ
ら
に
「
今
、
我
が
國
六
道
、
皆
温
井
有
り
て
、
惟
だ
京
畿
、
全
羅
道
こ
れ
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
の
八

道
の
中
に
、
京
畿
道
と
全
羅
道
は
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
半
島
の
中
部
と
南
部
に
あ
る
。
成
俔
は
、
朝
鮮
の
温
泉
が
北
の
寒
冷
地
に
あ
り
、
中
南
部
の
温
暖
と
炎
熱
の
地
域
に

は
な
い
の
で
、
「
地
性
の
説
」
が
間
違
っ
て
い
る
と
論
證
し
て
い
る
。 
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一
方
、
羅
山
は
、
臭
い
温
泉
が
多
く
、
臭
く
な
い
温
泉
が
少
な
く
、
そ
の
匂
い
は
硫
黃
に
似
て
い
る
の
で
、
生
成
の
原
因
は
山
の
中
に
硫
黃
が
あ
る
こ
と
だ
と
主
張

し
て
い
る
。
彼
は
、
唐
庚
が
否
定
し
た
「
硫
黃
の
論
」
を
支
持
し
、
成
俔
が
唐
庚
の
説
を
排
斥
し
た
こ
と
を
責
め
て
い
る
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
羅
山
は
當
時
、
成
俔
の
文
章
を
讀
ん
で
は
い
た
が
、
唐
庚
の
原
文
と
は
對
照
し
て
お
ら
ず
、
「
吾
意
」
は
成
俔
の
見
解
だ
と
誤
解
し
て
い
る
よ
う

で
、
實
際
に
こ
れ
は
唐
子
西
の
見
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
斷
章
取
義
で
、
「
地
性
の
説
」
と
「
硫
黃
の
論
」
は
す
べ
て
唐
子
西
の
説
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
。
彼
は
温

泉
の
成
因
を
究
明
し
た
い
の
で
は
な
く
、
成
俔
が
間
違
っ
た
と
批
判
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

質
問
七 

 

〔
原
文
〕
貴
國
先
儒
退
溪
李
滉
、
專
依
程
、
張
、
朱
子
説
、
作
四
端
七
情
、
分
理
氣
辯
、
以
答
奇
大
升
。
其
意
謂
「
四
端
出
於
理
、
七
情
出
於
氣
。
」
此
乃
朱
子
所
云
、

「
四
端
理
之
發
、
七
情
氣
之
發
也
。
」
末
學
膚
淺
、
豈
容
喙
于
其
間
哉
。
退
溪
辯
尤
可
嘉
也
。
我
曾
見
其
答
、
未
見
其
問
。
是
以
思
之
、
其
分
理
氣
則
曰
、
「
太
極
理
也
、

陰
陽
氣
也
。
」
而
不
能
合
一
、
則
其
弊
至
於
支
離
歟
。
合
理
氣
則
曰
、
「
理
者
、
氣
之
條
理
也
。
氣
者
、
理
之
運
用
也
。
」
而
不
擇
善
惡
、
則
其
弊
至
於
蕩
莾
歟
。
方
寸

之
内
、
所
當
明
辨
也
。
大
升
所
問
果
如
何
。 

 

〔
訓
讀
〕
貴
國
の
先
儒
退
溪
李
滉
、
專
ら
程
、
張
、
朱
子
の
説
に
依
り
て
、
四
端
七
情
を
作
り
て
、
理
氣
を
分
ち
て
辯
じ
、
以
て
奇
大
升
に
答
ふ
。
其
の
意
に
謂
ら
く
、

「
四
端
は
理
よ
り
出
で
て
、
七
情
は
氣
よ
り
出
づ
。
」
此
れ
乃
ち
朱
子
云
ふ
所
の
「
四
端
は
理
の
發
、
七
情
は
氣
の
發
な
り
。
」
末
學
膚
淺
に
し
て
、
豈
に
喙
を
其
の
間

に
容
れ
ん
や
。
退
溪
が
辯
、
尤
も
嘉
す
可
き
な
り
。
我
れ
曾
て
其
の
答
を
見
る
も
、
未
だ
其
の
問
を
見
ず
。
こ
こ
を
以
て
之
を
思
ふ
に
、
其
の
理
氣
を
分
か
ち
て
、
則
ち

「
太
極
は
理
な
り
、
陰
陽
は
氣
な
り
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
二
「
性
情
心
意
等
名
義
」
第
二
十
條
）
と
曰
ひ
て
、
合
一
す
る
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
弊
、
支
離
に
至

る
か
。
理
氣
を
合
し
て
、
則
ち
「
理
は
、
氣
の
條
理
な
り
。
氣
は
、
理
の
運
用
な
り
」
（
『
傳
習
録
』
「
答
陸
原
靜
書
」
）
と
曰
ひ
て
、
善
惡
を
擇
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
其

の
弊
、
蕩
莾
に
至
る
か
。
方
寸
の
内
、
當
に
明
か
に
辨
ず
べ
き
所
な
り
。
大
升
が
問
ふ
所
、
果
し
て
如
何
。 

こ
の
質
問
は
、
朝
鮮
儒
學
史
上
の
有
名
な
四
端
七
情
論
辯
に
關
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
發
端
は
、
李
滉
（
一
五
〇
一
〜
一
五
七
〇
、
號
は
退
溪
）
が
鄭
之
雲
（
一
五
〇
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九
〜
一
五
六
一
、
號
は
秋
巒
）
『
天
命
圖
』
の
「
四
端
は
理
よ
り
發
し
、
七
情
は
氣
よ
り
發
す
」
に
つ
い
て
、
「
四
端
は
理
の
發
、
七
情
は
氣
の
發
」
と
改
め
た
こ
と

に
對
し
て
、
奇
大
升
（
一
五
二
七
〜
一
五
七
二
、
字
は
明
彦
、
號
は
高
峰
）
が
異
論
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
李
滉
と
奇
大
升
は
四
端
七
情
と
理
氣
と
の
關
係
に

つ
い
て
八
年
間
も
論
辯
し
た
（
七
）

。 

 

羅
山
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
に
「
天
命
圖
説
跋
」
三
篇
を
作
っ
た
。
第
三
篇
で
は
、
「
今
、
此
の
『
天
命
圖
説
』
は
、
朝
鮮
の
鄭
、
李
の
手
に
よ
っ
て
成
る
と

雖
も
、
然
れ
ど
も
皆
、
中
國
の
先
儒
の
意
な
れ
ば
、
則
ち
觀
る
可
き
こ
と
有
り
（
今
此
『
天
命
圖
説
』
雖
成
於
朝
鮮
鄭
、
李
之
手
、
然
皆
中
國
先
儒
之
意
也
、
則
有
可

觀
矣
）
」
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
卷
五
十
三
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
圖
説
は
中
國
の
前
代
の
儒
學
者
の
意
思
に
合
致
し
て
い
る
の
で
、
高
く
評
價
す
べ
き
だ
と
い
う
（
八
）

。 

羅
山
は
李
滉
と
奇
大
升
の
論
辯
に
つ
い
て
、
「
曾
て
其
の
答
を
見
て
、
未
だ
其
の
問
ふ
を
見
ず
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
奇
大
升
の
見
解
を
知
ら
な
い
の
か
。 

國
立
公
文
書
館
に
所
藏
さ
れ
た
『
退
溪
先
生
文
集
』
（
寫
本
二
十
八
册
）
は
も
と
も
と
林
家
の
藏
書
で
あ
っ
た
。
『
退
溪
先
生
文
集
』
卷
十
七
「
答
奇
明
彦 

論
四
端

七
情
第
一
書
」
の
後
に
「
附
奇
明
彦
非
四
端
七
情
分
理
氣
辯
」
が
載
っ
て
い
る
。
卷
十
七
「
重
答
奇
明
彦
」
の
別
紙
の
後
に
「
附
奇
明
彦
四
端
七
情
後
説
」
及
び
「
附

奇
明
彦
四
端
七
情
總
説
」
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
文
章
で
は
、
奇
大
升
の
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
で
き
る
。
も
し
羅
山
は
『
退
溪
先
生
文
集
』
を
讀
ん
で
李
滉

の
見
解
を
知
れ
ば
、
奇
大
升
の
見
解
も
知
る
可
能
性
が
あ
る
。 

さ
ら
に
、
朝
鮮
副
使
の
金
世
濂
『
海
槎
録
』
で
は
、
寛
永
十
三
年
の
訪
日
時
の
全
行
程
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
（
十
二
月
）
十
三
日
癸
未
晴
」
の

條
に
、
羅
山
と
の
や
り
取
り
が
見
え
る
。 

是
の
日
、
道
春
至
り
、
經
史
中
の
難
解
の
處
六
十
餘
條
を
拈
出
し
以
て
問
ふ
。
字
畫
文
辭
、
粲
然
と
し
て
觀
る
べ
し
。
遂
に
之
に
答
ふ
。
又
、
理
氣
の
先
後
、
四

端
七
情
の
分
を
論
ず
。
往
復
す
る
こ
と
三
四
た
び
、
辨
論
已
ま
ず
。
辭
少
し
く
屈
す
る
が
若
し
。
乃
ち
曰
く
、
「
李
退
溪
、
奇
高
峰
の
論
ず
る
所
儘
く
好
く
、
高

峰
の
説
や
や
勝
る
。
」
（
是
日
道
春
至
、
拈
出
經
史
中
難
解
處
六
十
餘
條
以
問
。
字
畫
文
辭
、
粲
然
可
觀
。
遂
答
之
。
又
論
理
氣
先
後
、
四
端
七
情
之
分
。
往
復

三
四
、
辨
論
不
已
。
辭
若
少
屈
、
乃
曰
、
「
李
退
溪
、
奇
高
峰
所
論
儘
好
、
高
峰
之
説
較
勝
」
）
（
『
東
溟
集
』
卷
十
） 

金
世
濂
の
記
録
に
よ
る
と
、
理
氣
の
先
後
、
四
端
七
情
に
對
し
て
、
羅
山
は
使
節
何
度
も
辯
論
し
た
上
で
、
「
高
峰
の
説
や
や
勝
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
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彼
は
奇
大
升
の
見
解
を
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
前
述
の
六
つ
の
質
問
を
展
開
す
る
道
筋
に
沿
っ
て
考
え
る
と
、
朝
鮮
使
節
に
四
七
論
辯
の
難
問
を
聞
い
た

羅
山
の
意
圖
が
さ
ら
に
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

第
三
節 

朝
鮮
側
の
記
録 

 

ま
た
、
金
世
濂
『
海
槎
録
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
も
見
え
る
。 

（
道
春
）
又
た
曰
く
、
「
圃
隱
曾
て
命
を
奉
じ
て
此
に
到
る
。
既
に
是
れ
理
學
の
師
宗
な
り
、
王
者
は
、
一
つ
の
辜
あ
ら
ざ
る
を
殺
し
て
、
天
下
を
得
る
を
爲
さ

ず
。
圃
隱
、
其
の
死
を
得
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
」
問
ふ
所
皆
此
の
類
な
り
。
又
た
、
理
學
の
工
夫
を
論
ず
。
其
の
説
、
頓
悟
の
旨
多
し
。
（
中
略
）
仍
つ
て
漢
、
唐
、

南
北
朝
、
金
、
元
、
大
明
の
官
制
を
舉
ぐ
。
論
難
蜂
起
し
、
專
ら
辯
の
博
き
を
以
て
自
ら
高
く
す
。
又
た
、
我
が
國
の
山
川
、
風
俗
、
物
産
を
列
書
し
て
以
て
問

ふ
。
縷
縷
に
し
て
已
ま
ず
。
又
た
、
養
鷹
方
を
以
て
來
て
問
ふ
。
即
ち
我
が
國
の
星
山
李
兆
年
著
す
所
な
り
。
（
又
曰
、
「
圃
隱
曾
奉
命
到
此
、
既
是
理
學
師
宗
、

王
者
殺
一
不
辜
得
天
下
不
爲
。
圃
隱
不
得
其
死
何
歟
。
」
所
問
皆
此
類
。
又
論
理
學
工
夫
、
其
説
多
頓
悟
之
旨
。
（
中
略
）
仍
舉
漢
唐
、
南
北
朝
、
金
、
元
、
大

明
官
制
。
論
難
蜂
起
、
專
以
辯
博
自
高
。
又
列
書
我
國
山
川
、
風
俗
、
物
産
以
問
、
縷
縷
不
已
。
又
以
養
鷹
方
來
問
、
即
我
國
星
山
李
氏
年
所
著
。
）
（
『
東
溟

集
』
卷
十
） 

 

金
世
濂
は
羅
山
の
質
問
を
す
べ
て
記
録
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
答
え
に
く
い
質
問
に
對
し
て
、
「
問
ふ
所
皆
此
の
類
な
り
」
と
省
略
し
た
。
ま
た
、
「
論
難
蜂
起
し
、

專
ら
辯
の
博
き
を
以
て
自
ら
高
く
す
」
、
「
縷
縷
に
し
て
已
ま
ず
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
辯
論
中
の
羅
山
の
し
ぐ
さ
を
見
て
取
れ
る
。 

羅
山
は
使
節
に
會
見
す
る
前
夜
、
つ
ま
り
十
二
月
十
二
日
の
夜
に
、
宗
義
成
は
將
軍
に
謁
見
す
る
儀
禮
に
つ
い
て
使
者
と
相
談
し
て
い
た
。
謁
見
の
禮
儀
作
法
は
日

朝
兩
國
の
外
交
關
係
に
深
い
關
わ
り
が
あ
っ
て
、
愼
重
に
對
應
す
る
の
は
當
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
羅
山
の
意
見
は
使
節
を
怒
ら
せ
た
。
『
海
槎
録
』
「
十
二

日
壬
午
晴
留
江
戸
」
の
條
で
、
金
世
濂
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。 

夜
、
義
成
來
り
て
言
ふ
、
「
諸
執
政
、
大
君
の
前
に
會
し
、
傳
命
の
禮
貌
を
議
定
す
。
大
炊
曰
く
、
『
我
、
大
君
の
命
を
以
て
往
き
て
使
臣
に
見
え
、
朝
鮮
の
揖
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禮
を
行
ふ
。
使
臣
大
君
に
見
ゆ
る
に
、
亦
た
當
に
日
本
の
禮
を
行
ふ
べ
し
』
と
。
道
春
曰
く
、
『
頃
ご
ろ
聞
く
、
我
が
國
の
使
臣
の
朝
鮮
に
往
く
や
、
庭
に
禮
を

行
ふ
と
。
朝
鮮
の
使
臣
我
が
國
に
來
り
て
、
獨
り
庭
に
拜
せ
ざ
る
か
。
宜
し
く
庚
寅
の
故
事
に
仿
ふ
べ
し
。
大
君
當
に
交
椅
に
坐
り
、
使
臣
の
禮
を
行
ふ
を
受
く

べ
し
』
と
。
大
君
、
持
難
の
意
有
り
と
雖
も
、
此
の
人
等
、
再
三
力
爭
し
、
此
の
兩
説
を
以
て
恭
酌
す
。
之
を
定
め
て
曰
く
、
『
朝
鮮
、
毎
に
日
本
を
以
て
禮
を

知
ら
ず
と
爲
す
。
今
、
若
し
仍
つ
て
謬
例
に
循
ひ
、
改
定
を
爲
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
必
ず
未
だ
一
向
に
朝
鮮
に
笑
を
貽
す
を
免
れ
ず
』
と
云
ふ
。
故
に
俺
、
極
め
て

以
て
悶
と
爲
し
、
敢
へ
て
此
に
先
に
告
ぐ
。
」
余
等
曰
く
、
「
貴
國
務
め
て
禮
を
知
ら
ん
と
欲
し
て
、
反
つ
て
未
だ
失
禮
の
歸
を
免
れ
ず
。
亦
た
一
笑
す
る
に
足

る
。
所
謂
庚
寅
の
故
事
は
、
何
れ
の
時
の
事
か
。
家
康
の
定
規
に
法
ら
ず
、
兇
逆
の
秀
吉
に
法
ら
ん
と
欲
す
。
此
れ
禮
を
知
る
と
謂
ふ
べ
き
や
。
若
し
此
の
禮
を

行
へ
ば
、
死
有
る
の
外
、
斷
じ
て
從
ふ
べ
か
ら
ず
。
速
や
か
に
歸
へ
て
報
ず
る
を
爲
し
、
百
年
の
鄰
好
を
壞
す
無
か
れ
。
」
峻
斥
に
し
て
以
て
送
る
。
（
夜
、
義

成
來
言
、
「
諸
執
政
會
于
大
君
前
、
議
定
傳
命
禮
貌
。
大
炊
曰
、
『
我
以
大
君
命
、
往
見
使
臣
、
行
朝
鮮
揖
禮
。
使
臣
見
大
君
、
亦
當
行
日
本
禮
。
』
道
春
曰
、

『
頃
聞
我
國
使
臣
之
往
朝
鮮
也
、
行
禮
於
庭
。
朝
鮮
使
臣
來
我
國
、
獨
不
拜
於
庭
乎
。
宜
仿
庚
寅
故
事
。
大
君
當
坐
交
椅
、
受
使
臣
行
禮
矣
。
』
大
君
雖
有
持
難

之
意
、
此
人
等
再
三
力
爭
、
以
此
兩
説
恭
酌
。
定
之
曰
、
『
朝
鮮
毎
以
日
本
爲
不
知
禮
。
今
若
仍
循
謬
例
、
不
爲
改
定
、
則
必
未
免
一
向
貽
笑
於
朝
鮮
』
云
。
故

俺
極
以
爲
悶
、
敢
此
先
告
。
」
余
等
曰
、
「
貴
國
務
欲
知
禮
、
而
反
未
免
失
禮
之
歸
。
亦
足
一
笑
。
所
謂
庚
寅
故
事
者
、
何
時
事
也
。
不
法
家
康
之
定
規
、
欲
法

兇
逆
之
秀
吉
、
此
可
謂
知
禮
乎
。
若
行
此
禮
、
有
死
之
外
、
斷
不
可
從
。
速
爲
歸
報
、
無
壞
百
年
鄰
好
。
」
峻
斥
以
送
。
）
（
『
東
溟
集
』
卷
十
） 

羅
山
の
言
う
「
庚
寅
故
事
」
と
は
、
庚
寅
年
間
（
一
五
九
○
）
に
朝
鮮
が
豐
臣
秀
吉
の
要
請
に
應
じ
て
、
黃
允
吉
（
一
五
三
六
〜
？
）
、
金
誠
一
（
一
五
三
八
〜
一

五
九
三
）
ら
を
通
信
使
と
し
て
日
本
に
派
遣
し
た
こ
と
で
あ
る
。
來
日
し
た
通
信
使
と
日
本
側
と
の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
摩
擦
が
生
じ
た
。
朝
鮮
側
か
ら
見
れ
ば
、
摩
擦

の
發
生
し
た
原
因
は
日
本
側
の
招
待
が
失
禮
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

十
六
世
紀
中
葉
以
來
、
日
本
は
す
で
に
明
朝
に
朝
貢
し
て
お
ら
ず
、
明
の
皇
帝
に
よ
る
册
封
も
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
秀
吉
の
天
下
統
一
を
果
た
し
た
後
、
明
朝
征

服
を
企
て
て
、
一
五
八
七
年
に
朝
鮮
に
使
者
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
そ
の
實
質
的
な
目
的
は
朝
鮮
を
臣
服
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
、
そ
れ
ま

で
「
小
中
華
」
と
自
任
し
て
い
た
朝
鮮
は
、
自
國
中
心
の
朝
貢
體
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
九
）

。
そ
こ
で
、
日
朝
間
の
も
め
ご
と
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
當
時
、
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羅
山
が
豐
臣
秀
吉
時
代
の
接
待
方
式
を
用
い
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
朝
鮮
に
對
す
る
強
硬
な
姿
勢
を
窺
え
る
。 

「
庚
寅
故
事
」
は
朝
鮮
使
者
に
と
っ
て
は
、
屈
辱
だ
っ
た
の
で
、
使
者
は
憤
然
と
し
て
峻
拒
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
正
使
任
絖
の
『
丙
子
日
本
日
記
』
と
黃

㦿
の
『
東
槎
録
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

要
す
る
に
、
「
寄
朝
鮮
三
官
使
」
で
は
、
羅
山
が
使
者
に
出
し
た
朝
鮮
の
歴
史
、
漢
學
、
本
草
學
、
理
學
な
ど
に
關
す
る
質
問
は
、
中
國
の
文
獻
に
基
づ
い
て
、
朝

鮮
の
學
問
を
反
駁
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
激
し
い
言
葉
遣
い
は
、
彼
自
身
の
博
覽
強
記
と
博
學
多
才
の
側
面
を
示
す
一
方
、
日
本
は
島
國
だ
が
、
輕
視
さ
れ
る
の
を

許
さ
な
い
と
使
者
に
傳
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
羅
山
が
示
し
た
強
硬
な
姿
勢
と
横
柄
な
態
度
は
、
朝
鮮
使
者
の
記
録
か
ら
も
窺
え
る
。 

む
す
び 

通
信
使
外
交
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
と
朝
鮮
と
の
重
要
な
外
交
政
策
で
あ
る
。
初
期
の
徳
川
幕
府
に
と
っ
て
、
朝
鮮
と
の
往
來
は
、
政
治
上
必
要
で
あ
っ
た

だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
文
化
的
繁
榮
と
經
濟
成
長
に
不
可
缺
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
と
違
っ
て
、
日
本
は
昔
か
ら
華
夷
秩
序
の
も
と
で
中
國
と
付
か
ず
離
れ
ず
の
關

係
を
長
年
保
っ
て
い
た
。
中
華
文
明
か
ら
養
分
を
十
分
に
吸
收
し
た
日
本
は
、
徐
々
に
獨
自
の
文
化
を
作
り
出
し
、
自
國
を
中
心
と
す
る
新
た
な
外
交
關
係
と
東
ア
ジ

ア
秩
序
の
構
築
を
圖
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
初
頭
、
幕
府
の
知
識
人
の
代
表
人
物
と
し
て
、
羅
山
は
驚
嘆
す
べ
き
學
識
と
才
能
を
有
し
、
さ
ら
に
高
い
政
治
的
感
受
性

と
外
交
意
識
を
備
え
て
い
た
。
彼
が
朝
鮮
使
者
に
宛
て
た
書
簡
に
見
え
る
高
慢
な
態
度
は
、
彼
の
博
學
多
才
と
幕
府
で
の
高
い
地
位
に
由
來
し
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
る
從
來
の
東
ア
ジ
ア
秩
序
へ
の
挑
戰
、
お
よ
び
日
本
の
國
力
の
充
實
と
文
化
の
繁
榮
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。 

「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
か
ら
み
れ
ば
、
羅
山
の
意
圖
は
、
朝
鮮
の
學
者
よ
り
高
い
學
識
と
才
能
を
見
せ
、
日
本
の
文
教
水
準
を
あ
ら
わ
す
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
質
問
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
中
國
の
思
想
と
歴
史
觀
の
束
縛
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
は
東
ア
ジ
ア
文
化
圈
の
一
員
と
し
て
、
生
活
風
習
や
思
想

文
化
か
ら
、
禮
儀
作
法
や
政
治
意
識
に
至
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
中
華
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
日
本
の
學
問
も
ま
た
中
國
思
想
の
影

響
を
受
け
て
い
た
。
新
秩
序
の
構
築
に
は
、
強
大
な
思
想
體
系
の
支
え
が
必
要
で
あ
る
。
羅
山
の
生
き
た
時
代
は
、
西
洋
思
想
が
ま
だ
浸
透
し
な
い
の
で
、
中
國
の
支
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配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
儒
家
思
想
（
宋
明
理
學
を
含
む
）
は
彼
の
思
想
の
重
要
な
一
部
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
江
戸
の
思
想
文
化
の
發
展
の
黎
明
期
に
お
け

る
羅
山
の
思
想
に
は
、
彼
の
強
い
國
家
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。 

注 （
一
）
三
品
彰
英
『
三
國
遺
事
考
證
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
）
第
三
〇
二
頁
を
參
照
。 

（
二
）
苗
威
「
檀
君
神
話
的
文
化
解
析
」
（
『
東
疆
學
刊
』
第
二
十
三
卷
第
三
期
、
二
〇
〇
六
年
）
第
二
十
七
頁
を
參
照
。 

（
三
）
羅
山
の
第
三
子
の
春
齋
が
ま
と
め
た
羅
山
の
年
譜
（
『
羅
山
林
先
生
集
』
附
録
卷
一
）
に
は
、
羅
山
が
實
見
し
た
書
名
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
「
既

見
書
目
」
と
呼
ば
れ
る
。 

（
四
）
堀
勇
雄
『
林
羅
山
』
（
人
物
叢
書
一
一
八
、
日
本
歴
史
學
會
編
集
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
第
一
三
二
〜
一
三
四
頁
を
參
照
。 

（
五
）
金
仙
熙
の
分
析
に
よ
る
と
、
羅
山
の
『
鷹
鶻
方
』
に
關
す
る
質
問
の
本
質
は
、
日
本
人
が
「
武
」
に
高
い
關
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
日
朝
文
人
の
「
武

の
日
本
」
に
對
す
る
認
識
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
羅
山
の
鷹
の
養
育
法
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
日
本
の
文
教
を
期
待
し
た
朝
鮮
知
識
人
に
と
っ
て
、

そ
の
「
新
し
い
徳
川
時
代
」
と
い
う
先
入
觀
が
崩
さ
れ
た
一
例
だ
と
論
難
し
て
い
る
。
金
仙
熙
「
十
七
世
紀
初
期
～
中
期
日
朝
知
識
人
の
他
者
像
―
林
羅
山
と

朝
鮮
通
信
使
の
筆
談
に
よ
せ
て
―
」
（
廣
島
大
學
大
學
院
教
育
學
研
究
科
紀
要
、
第
二
部
第
五
〇
號
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
。 

（
六
）
李
紅
梅
『
「
慵
齋
叢
話
」
研
究
』
（
延
邊
大
學
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。 

（
七
）
四
端
七
情
論
辯
の
詳
細
に
つ
い
て
、
陳
來
「
略
論
朝
鮮
李
朝
儒
學
李
滉
與
奇
大
升
的
性
情
理
氣
之
辯
」
（
『
北
京
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）
』
、
一
九

八
五
年
第
三
期
、
第
一
〇
六
〜
一
一
二
頁
）
、
劉
長
林
「
論
高
峰
、
退
溪
『
四
端
』
『
七
情
』
之
辯
」
（
『
哲
學
研
究
』
一
九
九
五
年
第
九
期
、
第
五
十
七
〜

六
十
五
頁
）
を
參
照
。 

（
八
）
羅
山
の
思
想
の
中
に
は
、
四
七
論
が
重
要
な
課
題
で
は
あ
る
が
、
彼
の
理
氣
哲
學
の
重
要
な
部
分
は
四
七
論
に
由
來
す
る
も
の
で
は
な
い
。
詳
細
は
、
阿
部
吉

雄
『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
五
年
、
第
二
一
〇
〜
二
一
一
頁
）
を
參
照
。 
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（
九
）
劉
永
連
、
謝
詳
偉
「
華
夷
秩
序
擴
大
化
與
朝
鮮
、
日
本
之
間
相
互
認
識
的
偏
差
―
以
庚
寅
朝
鮮
通
信
日
本
爲
例
」
（
中
國
社
會
科
學
院
世
界
歴
史
研
究
所
『
世

界
歴
史
』
二
〇
一
五
年
第
二
期
）
を
參
照
。 
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第
三
章 

林
鵞
峰
の
『
論
語
集
注
私
考
』 

林
鵞
峰
（
一
六
一
八
〜
一
六
八
〇
）
、
名
は
又
三
郎
、
春
勝
。
後
に
『
論
語
』
里
仁
篇
の
「
忠
恕
之
道
」
に
よ
り
、
恕
と
改
名
し
て
い
る
。
字
は
子
和
、
之
道
。
鵞

峰
は
そ
の
號
。
他
に
春
齋
、
向
陽
軒
と
も
號
す
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
儒
學
者
。
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
の
三
男
。
ま
ず
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
『
鵞
峰

先
生
林
學
士
集
』
（
二
四
〇
卷
）
の
附
録
「
自
敘
譜
略
」
に
よ
っ
て
鵞
峰
の
生
涯
を
概
觀
し
て
お
こ
う
。 

 

元
和
四
年
、
鵞
峰
は
京
都
新
町
に
生
ま
れ
た
。
三
歳
の
時
、
次
兄
の
長
吉
、
十
二
歳
の
時
、
長
兄
の
敬
吉
が
夭
折
し
た
。
羅
山
の
死
去
後
、
そ
の
繼
承
者
と
し
て
徳

川
幕
府
の
文
教
、
外
交
に
關
與
し
て
い
た
。
十
三
歳
の
時
、
五
經
を
習
っ
た
。
羅
山
は
彼
の
た
め
に
『
尚
書
』
『
左
傳
』
な
ど
を
講
じ
た
。
十
四
歳
の
時
、
『
史
記
』

『
漢
書
』
『
十
八
史
略
』
な
ど
の
史
書
を
讀
み
、
十
五
歳
の
時
、
『
大
學
諺
解
』
（
羅
山
著
、
別
名
『
大
學
章
句
解
』
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
寫
本
三
册
有
り
）
及
び

『
論
語
』
『
孟
子
』
『
中
庸
』
『
四
書
大
全
』
な
ど
を
讀
ん
だ
。
十
六
歳
の
時
、
那
波
活
所
（
字
は
道
圓
、
藤
原
惺
窩
の
弟
子
）
が
彼
の
た
め
に
『
孟
子
』
及
び
『
春

秋
胡
氏
傳
』
を
講
じ
た
。
十
八
歳
の
時
、
湯
島
聖
堂
で
『
論
語
』
首
章
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
二
十
三
歳
か
ら
四
十
五
歳
に
か
け
て
、
『
詩
經
集
傳
』
『
書
經
蔡

傳
』
『
春
秋
胡
氏
傳
』
『
禮
記
』
『
易
學
啓
蒙
』
『
周
易
本
義
』
な
ど
を
講
義
し
た
。
四
十
四
歳
の
時
、
父
羅
山
と
同
じ
く
法
印
を
授
か
っ
た
。
二
年
後
の
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
十
二
月
二
十
六
日
、
幕
府
は
唐
の
時
代
の
官
署
「
弘
文
館
」
に
倣
い
、
林
家
の
家
塾
を
「
弘
文
院
」
と
改
稱
し
、
鵞
峰
に
弘
文
院
學
士
の
號
を
賜
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
鵞
峰
は
儒
學
者
と
し
て
仕
官
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
十
七
歳
か
ら
五
十
三
歳
ま
で
、
羅
山
を
手
傳
い
、
漢
文
の
編
年
體
史
書
『
本
朝
通
鑑
』
（
三
一

〇
卷
）
を
編
纂
し
た
。
そ
の
後
、
閲
讀
、
講
書
、
編
著
を
再
開
し
、
六
十
二
歳
ま
で
に
『
詩
經
私
考
』
『
朱
子
感
興
詩
私
考
』
『
本
朝
言
行
録
』
『
論
語
諺
解
』
『
孟

子
諺
解
』
及
び
「
毛
詩
序
私
考
」
「
尚
書
序
私
考
」
「
左
傳
序
私
考
」
等
な
ど
を
著
し
た
。
延
寶
八
年
（
一
六
八
〇
）
、
病
氣
で
逝
去
。
享
年
六
十
三
歳
。
著
書
に
『
羅

山
林
先
生
集
』
一
五
〇
卷
（
附
録
五
卷
）
、
『
鳳
岡
林
先
生
全
集
』
一
二
〇
卷
が
現
存
し
、
國
立
公
文
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。 

國
立
公
文
書
館
所
藏
の
『
論
語
集
注
私
考
』
は
鵞
峰
が
著
し
た
「
論
語
集
注
」
に
關
す
る
漢
文
の
解
釋
書
で
あ
る
。
上
、
中
、
下
三
册
あ
る
。
上
册
は
、
朱
熹
「
論

語
序
説
」
に
對
す
る
解
釋
で
あ
る
。
中
册
は
、
學
而
篇
（
第
一
章
〜
第
四
章
）
、
及
び
爲
政
篇
（
第
一
章
〜
第
三
章
、
第
九
章
〜
第
十
五
章
）
の
解
釋
で
あ
る
。
下
册



六五 

 

は
、
八
佾
篇
（
第
一
章
〜
第
四
章
、
第
十
四
章
〜
第
十
九
章
）
、
及
び
里
仁
篇
（
第
一
章
〜
第
五
章
）
の
解
釋
で
あ
る
。
本
書
は
、
朱
熹
「
論
語
集
注
」
全
體
の
解
釋

で
は
な
く
、
「
論
語
序
説
」
の
全
文
及
び
『
論
語
』
前
四
篇
の
一
部
の
内
容
に
つ
い
て
解
釋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
鵞
峰
は
羅
山
の
息
子
で
そ
の
思
想
に
は
特
色
が
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
宇
野
茂
彦
『
林
羅
山
（
附
）
林
鵞
峰
』
（
明

徳
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
で
は
、
「
鵞
峰
の
學
は
一
言
で
い
え
ば
羅
山
を
繼
承
す
る
の
も
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
思
想
史
の
觀
點
か
ら
見
れ
ば
羅
山
以
上
に
新
味

が
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
文
が
殘
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
紹
介
す
べ
き
も
の
に
乏
し
い
」
と
述
べ
、
鵞
峰
の
學
問
を
高
く
評
價
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
高

く
評
價
で
き
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
、
鵞
峰
の
思
想
に
關
す
る
研
究
は
從
來
少
な
い
。
し
か
し
、
鵞
峰
の
學
問
に
關
す
る
考
察
に
よ
っ
て
、
林
家
の
學
風
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
、
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
本
章
で
は
、
『
論
語
集
注
私
考
』
を
中
心
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
明
代
の
著
作
の
引
用

状
況
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
朱
熹
の
注
釋
と
對
比
し
な
が
ら
、
鵞
峰
の
『
論
語
』
解
釋
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

第
一
節 

明
代
の
著
作
の
引
用
状
況 

『
論
語
集
注
私
考
』
を
讀
む
と
明
代
の
著
作
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
そ
こ
で
、
鵞
峰
は
ど
の
よ
う
な
見
地
か
ら
引
用
し
て
い
る
か
探
る
た

め
に
、
『
論
語
』
の
意
味
、
そ
の
編
纂
者
、
及
び
孔
子
に
つ
い
て
、
鵞
峰
の
解
釋
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。 

（
一
）
『
論
語
』
の
意
味 

『
論
語
』
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
班
固
『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
、
「
『
論
語
』
は
、
孔
子
、
弟
子
・
時
人
に
應
答
し
、
及
び
弟
子
相
と
も
に
言
ひ
て
、
夫
子
に
接

聞
す
る
の
語
な
り
。
當
時
、
弟
子
各
ゝ
記
す
所
有
り
。
夫
子
既
に
卒
し
、
門
人
相
と
も
に
輯
め
て
論
纂
す
。
故
に
之
を
『
論
語
』
と
謂
ふ
（
『
論
語
』
者
、
孔
子
應
答

弟
子
、
時
人
、
及
弟
子
相
與
言
而
接
聞
於
夫
子
之
語
也
。
當
時
弟
子
各
有
所
記
。
夫
子
既
卒
、
門
人
相
與
輯
而
論
篹
、
故
謂
之
『
論
語
』
）
」
と
解
釋
し
て
お
り
、
「
論
」

を
編
輯
、
編
纂
の
意
味
と
し
て
い
る
。
鵞
峰
も
、
「
『
漢
書
』
藝
文
志
に
曰
く
、
論
は
、
撰
な
り
、
次
な
り
。
聖
門
弟
子
、
孔
子
の
問
答
の
語
を
撰
次
す
。
故
に
名
づ

く
る
な
り
（
『
漢
書
』
藝
文
志
曰
、
論
、
撰
也
、
次
也
。
聖
門
弟
子
撰
次
孔
子
問
答
之
語
。
故
名
焉
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
上
册
）
と
述
べ
て
お
り
、
藝
文
志
を
引
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用
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
解
釋
で
引
用
さ
れ
た
の
は
、
藝
文
志
の
原
文
で
は
な
く
、
『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』
（
一
）

（
國
立
公
文
書
館
所
藏
、
二
十
二
册
）
に
載
っ
て

い
る
呉
程
（
生
沒
年
不
詳
）
の
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』
卷
一
「
論
語
集
註
大
全
卷
之
一
」
に
、
「
呉
氏
程
曰
く
、
『
論
は
、
撰
な
り
、
次

な
り
。
孔
子
及
び
弟
子
の
語
を
撰
次
す
る
な
り
』
（
呉
氏
程
曰
、
『
論
、
撰
也
、
次
也
。
撰
次
孔
子
及
弟
子
語
也
』
）
」
と
あ
る
。
鵞
峰
『
論
語
序
説
考
解
』
（
國
立

公
文
書
館
所
藏
）
に
も
、
「
今
按
ズ
ル
ニ
、
呉
程
ガ
説
ハ
、
『
漢
書
』
ニ
本
ヅ
ケ
リ
。
『
論
語
』
二
字
ノ
義
、
是
ヲ
正
説
ト
ス
」
と
述
べ
、
呉
程
の
解
釋
を
正
し
い
説

と
し
て
い
る
。
「
論
」
を
「
撰
」
、
「
次
」
と
解
釋
す
る
の
は
、
呉
程
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
鄭
玄
は
「
論
と
は
、
綸
な
り
、
輪
な
り
、
理
な
り
、
次
な
り
、

撰
な
り
（
論
者
、
綸
也
、
輪
也
、
理
也
、
次
也
、
撰
也
）
」
（
『
論
語
注
疏
』
序
解
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
鵞
峰
は
、
「
按
ズ
ル
ニ
、
呉
程
『
撰
次
』
説
、
『
撰
』
鄭

玄
五
説
而
取
之
也
。
然
モ
「
次
」
ノ
字
ノ
義
不
同
」
（
『
論
語
序
説
考
解
』
）
と
述
べ
、
「
撰
」
の
意
味
は
同
じ
だ
が
、
「
次
」
の
意
味
は
違
う
と
區
別
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
違
う
か
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
な
い
。 

 

『
四
書
大
全
』
は
明
の
永
樂
十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
胡
廣
ら
が
成
祖
の
敕
令
に
よ
り
、
宋
元
の
理
學
者
の
解
釋
を
網
羅
し
編
纂
し
た
注
釋
書
で
あ
り
、
明
代
に
お

い
て
は
、
科
舉
試
驗
の
基
準
と
し
て
重
視
さ
れ
た
が
、
顧
炎
武
（
一
六
一
三
〜
一
六
八
二
）
や
王
夫
之
（
一
六
一
九
〜
一
六
九
二
）
ら
に
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
顧
炎
武

『
日
知
録
』
で
は
、
「
經
學
の
廢
す
る
は
、
實
に
此
よ
り
始
ま
る
（
經
學
之
廢
、
實
自
此
始
）
」
（
卷
十
八
「
四
書
五
經
大
全
」
）
と
批
判
し
、
王
夫
之
『
讀
四
書
大

全
説
』
で
も
、
『
大
全
』
が
朱
熹
『
集
注
』
の
精
神
を
損
な
う
と
批
判
し
て
い
る
（
二
）

。
さ
ら
に
、
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
で
も
、
「
其
の
説
、
皆
、
抵
牾
支
離
な
り
。

書
中
の
問
答
も
、
亦
た
皆
粗
淺
に
し
て
、
朱
子
の
語
に
類
せ
ず
（
其
説
皆
抵
牾
支
離
。
書
中
問
答
、
亦
皆
粗
淺
、
不
類
朱
子
之
語
）
」
と
述
べ
、
編
纂
の
杜
撰
や
剽
竊

の
疑
い
を
指
摘
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
羅
山
は
、
『
四
書
大
全
』
を
朱
熹
『
四
書
章
句
集
注
』
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
強
い
關
心
を
持
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

（
羅
山
先
生
）
又
曰
く
、
朱
子
「
論
語
集
注
」
竝
び
に
『
或
問
』
を
作
り
、
『
學
』
『
庸
』
『
孟
子
』
を
加
へ
て
、
以
て
四
書
と
爲
す
。
今
、
行
ふ
所
の
『
集
注
』

是
れ
な
り
。
歴
代
先
儒
の
注
釋
は
多
々
に
し
て
、
然
れ
ど
も
『
集
注
』
を
超
ゆ
る
こ
と
無
し
。
故
に
明
の
太
宗
、
名
儒
四
十
餘
人
に
命
じ
て
、
『
集
注
』
に
本
づ

い
て
、
諸
家
の
説
を
分
ち
て
附
し
、
『
四
書
大
全
』
を
爲
さ
し
む
。
（
（
羅
山
先
生
）
又
曰
、
朱
子
作
「
論
語
集
注
」
竝
『
或
問
』
、
加
『
學
』
『
庸
』
『
孟
子
』
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以
爲
四
書
、
今
所
行
『
集
注
』
是
也
。
歴
代
先
儒
之
注
釋
多
多
、
然
無
超
於
『
集
注
』
。
故
明
太
宗
命
名
儒
四
十
餘
人
、
本
於
「
集
注
」
、
分
附
諸
家
説
爲
『
四

書
大
全
』
。
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
上
册
） 

 

鵞
峰
も
『
論
語
序
説
考
解
』
で
は
、
「
夫
れ
『
四
書
五
經
大
全
』
と
は
、
永
樂
天
子
の
輯
む
る
所
、
專
ら
程
朱
の
説
を
以
て
主
と
爲
す
。
當
時
の
名
儒
の
公
論
な
り

（
夫
『
四
書
五
經
大
全
』
者
、
永
樂
天
子
之
所
輯
、
專
以
程
朱
之
説
爲
主
、
當
時
名
儒
之
公
論
也
）
」
と
述
べ
て
い
る
。 

羅
山
父
子
は
、
『
四
書
大
全
』
に
つ
い
て
永
樂
帝
の
敕
命
に
よ
り
、
朱
熹
の
説
に
準
じ
た
宋
元
の
名
儒
の
公
正
な
論
議
を
載
せ
た
書
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
『
論

語
集
注
私
考
』
の
全
體
か
ら
み
る
と
、
『
四
書
大
全
』
の
引
用
は
百
箇
所
以
上
も
あ
り
、
鵞
峰
が
こ
の
書
物
を
重
要
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
『
論
語
』

の
意
味
に
つ
い
て
の
解
釋
は
、
『
大
全
』
に
あ
る
呉
程
の
説
を
正
し
い
説
と
し
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
呉
程
の
説
を
鄭
玄
の
注
と
區
別
し
た
の
か
。
鵞
峰
『
論
語
序
説

考
解
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

本
朝
古
來
、
『
論
語
』
ヲ
講
ズ
ル
モ
ノ
、
何
晏
、
邢
昺
ガ
注
疏
ヲ
用
、
朱
子
四
書
ノ
章
句
集
注
傳
來
ノ
後
モ
、
藤
兼
良
公
竝
清
家
ノ
徒
、
『
學
』
『
庸
』
ハ
朱
子

ノ
注
ヲ
用
レ
ド
モ
、
『
論
』
『
孟
』
ハ
、
猶
古
注
ヲ
用
フ
。
先
考
（
羅
山
）
十
八
歳
ノ
時
、
京
都
四
條
町
ノ
宅
ニ
テ
、
始
テ
「
論
語
集
注
」
ヲ
講
ズ
。 

鵞
峰
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
、
初
め
て
朱
熹
「
論
語
集
注
」
を
講
じ
た
人
は
、
父
羅
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
に
、
藤
原
兼
良
や
明
經
道
を
專
攻
し
た
清
原
家
は
、
朱
熹

の
新
注
と
古
注
を
折
衷
し
て
四
書
を
講
じ
た
。
『
大
學
』
と
『
中
庸
』
は
朱
注
で
講
義
し
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
は
古
注
で
講
義
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

朱
熹
『
集
注
』
に
は
『
論
語
』
の
二
字
の
意
味
に
つ
い
て
の
解
釋
が
な
い
た
め
、
羅
山
は
清
原
家
な
ど
の
學
問
と
區
別
す
る
た
め
に
、
『
四
書
大
全
』
に
あ
る
呉
程
の

説
に
從
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

室
町
時
代
以
降
、
大
學
寮
で
經
書
の
講
義
を
擔
當
す
る
清
原
家
で
は
、
朱
熹
の
「
大
學
章
句
」
と
「
中
庸
章
句
」
に
對
し
て
訓
點
を
加
え
て
、
さ
ら
に
『
大
學
抄
』

『
中
庸
抄
』
を
著
し
た
。
一
方
、
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
に
つ
い
て
は
、
朱
熹
の
「
論
語
集
注
」
と
「
孟
子
集
注
」
に
は
依
ら
ず
、
古
注
を
用
い
續
け
た
。
た
だ
し
、

清
原
家
の
『
論
語
抄
』
で
は
、
講
説
の
三
割
程
度
に
朱
注
を
利
用
し
て
い
る
（
三
）

。 
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（
二
）
『
論
語
』
の
編
纂
者 

『
論
語
』
は
誰
の
手
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
か
に
關
し
て
は
諸
説
あ
る
（
四
）

。
上
述
の
『
漢
書
』
藝
文
志
以
外
に
、
ほ
か
の
説
も
あ
る
。
『
論
語
注
疏
』
序
解
で
は
、

「
仲
弓
、
子
游
、
子
夏
ら
撰
定
す
（
仲
弓
、
子
游
、
子
夏
等
撰
定
）
」
と
い
う
鄭
玄
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
中
唐
の
柳
宗
元
は
、
「
蓋
し
樂
正
子
春
、
子
思
の
徒
と

も
に
之
を
爲
す
の
み
（
蓋
樂
正
子
春
、
子
思
之
徒
與
爲
之
爾
）
」
（
『
柳
河
東
集
』
卷
四
「
論
語
辯
」
）
と
言
う
。
南
宋
の
陸
九
淵
は
、
「
王
肅
、
鄭
康
成
謂
へ
ら
く
、

『
論
語
』
は
乃
ち
子
貢
、
子
游
の
編
む
所
な
り
。
亦
た
攷
ふ
べ
き
者
（
こ
と
）
有
り
（
王
肅
、
鄭
康
成
謂
『
論
語
』
乃
子
貢
、
子
游
所
編
、
亦
有
可
攷
者
）
」
（
『
陸

九
淵
集
』
卷
三
十
五
「
語
録
下
」
）
と
言
う
。
朱
熹
は
、
程
伊
川
の
説
を
引
用
し
て
、
「
『
論
語
』
の
書
、
有
子
、
曾
子
の
門
人
に
成
る
。
故
に
其
の
書
、
獨
だ
二
子

の
み
、
子
を
以
て
稱
す
（
『
論
語
』
之
書
、
成
於
有
子
、
曾
子
之
門
人
、
故
其
書
獨
二
子
以
子
稱
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

『
論
語
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

魏
の
何
晏
「
集
解
序
」
に
曰
く
、
「
魯
『
論
語
』
二
十
篇
、
皆
、
孔
子
の
弟
子
の
諸
善
言
な
り
。
」
一
説
に
曰
く
、
「
子
貢
、
子
游
の
輩
、
此
の
書
を
著
す
。
」

宋
の
陸
九
淵
は
此
説
を
取
る
。
然
れ
ど
も
正
證
有
ら
ず
。
或
ひ
と
曰
く
、
「
仲
弓
の
輩
、
之
を
作
る
。
」
柳
宗
元
曰
く
、
「
曾
子
の
門
人
樂
正
子
春
、
子
思
等
、

之
を
集
む
。
」
（
魏
何
晏
「
集
解
序
」
曰
、
「
魯
『
論
語
』
二
十
篇
、
皆
孔
子
弟
子
諸
善
言
也
。
」
一
説
曰
、
「
子
貢
、
子
游
之
輩
（
五
）

著
此
書
。
」
宋
陸
九
淵
取

此
説
。
然
不
有
正
證
。
或
曰
、
「
仲
弓
之
輩
作
之
。
」
柳
宗
元
曰
、
「
曾
子
門
人
樂
正
子
春
、
子
思
等
集
之
。
」
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
上
册
） 

鵞
峰
は
陸
九
淵
の
説
に
證
據
が
な
い
と
評
し
た
が
、
他
の
説
に
評
を
加
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
明
代
の
張
燧
（
生
沒
年
不
詳
）
『
千
百
年
眼
』

を
引
用
し
て
い
る
。 

『
千
百
年
眼
』
に
云
ふ
、
「
『
論
語
』
の
記
す
る
所
は
、
孔
子
と
人
と
の
問
答
な
り
。
門
弟
子
に
比
及
（
い
た
）
つ
て
は
、
皆
、
其
の
名
を
斥
け
、
未
だ
字
を
稱

せ
ざ
る
は
、
顏
、
冉
の
高
弟
と
雖
も
、
亦
た
回
、
雍
と
曰
ふ
。
閔
子
に
至
り
て
、
獨
り
子
騫
と
云
ひ
、
此
の
書
を
終
ふ
る
ま
で
、
名
を
指
す
こ
と
無
し
。
然
ら
ば

則
ち
『
論
語
』
は
、
曾
子
、
有
子
の
門
人
よ
り
出
で
て
、
又
、
安
く
ん
ぞ
閔
氏
の
門
人
よ
り
出
で
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
」
（
『
千
百
年
眼
』
云
、
「
『
論
語
』
所

記
孔
子
與
人
問
答
、
比
及
門
弟
子
、
皆
斥
其
名
、
未
稱
字
者
、
雖
顏
、
冉
高
弟
、
亦
曰
回
、
雍
、
至
閔
子
獨
云
子
騫
、
終
此
書
無
指
名
。
然
則
『
論
語
』
出
於
曾
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子
、
有
子
之
門
人
、
又
安
知
不
出
於
閔
氏
之
門
人
耶
。
」
）
（
同
上
） 

 

こ
の
内
容
は
『
千
百
年
眼
』
（
全
十
二
卷
）
卷
二
「
『
論
語
』
出
閔
子
門
人
手
」
に
見
え
る
。
『
論
語
』
で
は
、
孔
子
の
高
弟
の
顏
淵
、
冉
有
は
名
前
で
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
閔
子
騫
一
人
だ
け
は
字
を
稱
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
論
語
』
の
編
纂
者
は
閔
子
騫
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
。
張
燧
は
程
子
と
朱
熹
の
説
に
反
對
し

て
こ
の
説
を
唱
え
て
い
る
。
『
千
百
年
眼
』
は
清
朝
に
禁
書
と
さ
れ
「
四
庫
全
書
全
燬
書
目
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
程
朱
理
學
に
反
す
る
心
學
的
な
書
物
と
み
な
さ

れ
た
が
、
明
末
清
初
に
日
本
に
傳
來
し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
（
六
）

。 

  

鵞
峰
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
見
地
か
ら
こ
の
著
作
を
引
用
し
た
の
か
。
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
に
は
、
羅
山
の
設
問
に
對
す
る
鵞
峰
の
答
え
が
あ
る
。
彼
は
、
「
此

の
書
（
『
論
語
』
）
の
撰
者
の
諸
説
、
皆
非
な
り
。
程
子
曰
く
、
『
有
子
、
曾
子
の
門
人
に
成
る
。
』
是
れ
を
以
て
正
と
爲
し
て
可
な
り
（
此
書
撰
者
諸
説
皆
非
也
。

程
子
曰
『
成
於
有
子
、
曾
子
之
門
人
。
』
以
是
爲
正
而
可
也
）
」
（
第
五
十
六
卷
「
論
語
」
）
と
述
べ
、
程
子
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
張
燧
の
『
千
百
年

眼
』
に
つ
い
て
、
「
陽
に
朱
子
を
尊
び
、
或
い
は
先
生
と
稱
し
、
或
い
は
夫
子
と
稱
す
る
も
、
而
れ
ど
も
其
の
學
術
を
信
ぜ
ず
。
却
つ
て
象
山
、
陽
明
を
推
舉
し
、
且

つ
老
莊
、
釋
氏
を
以
て
異
端
に
非
ず
と
爲
す
。
其
の
眼
、
何
ん
ぞ
明
ら
か
な
ら
ん
や
。
（
中
略
）
故
に
今
、
一
覽
す
る
後
、
之
を
緘
封
し
篋
底
に
藏
し
、
兒
輩
を
し
て

之
を
見
し
め
ず
（
陽
尊
朱
子
、
或
稱
先
生
、
或
稱
夫
子
、
而
不
信
其
學
術
、
却
推
舉
象
山
、
陽
明
、
且
以
老
莊
、
釋
氏
爲
非
異
端
。
其
眼
何
明
乎
。
（
中
略
）
故
今
一

覽
之
後
、
緘
封
之
藏
於
篋
底
、
不
使
兒
輩
見
之
）
」
（
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
第
四
十
八
卷
「
論
千
百
年
眼
」
）
と
酷
評
し
て
い
る
。
鵞
峰
は
『
論
語
集
注
私
考
』
で

は
『
千
百
年
眼
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
張
燧
の
説
に
は
贊
成
せ
ず
、
心
學
系
の
書
物
と
し
て
排
斥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
三
）
孔
子
に
つ
い
て 

朱
熹
「
論
語
序
説
」
で
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
を
引
用
し
、
「
孔
子
、
名
は
丘
、
字
は
仲
尼
。
其
の
先
は
宋
人
な
り
。
父
は
叔
梁
紇
、
母
は
顏
氏
。
魯
の
襄
公
二
十

二
年
、
庚
戌
の
歳
、
十
一
月
庚
子
を
以
て
、
孔
子
を
魯
の
昌
平
郷
の
陬
邑
に
生
む
（
孔
子
名
丘
、
字
仲
尼
。
其
先
宋
人
。
父
叔
梁
紇
、
母
顏
氏
。
以
魯
襄
公
二
十
二
年
、

庚
戌
之
歳
、
十
一
月
庚
子
、
生
孔
子
於
魯
昌
平
鄉
陬
邑
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
子
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
何
晏
は
、
「
男
子
の
通
稱
」
（
『
論
語
注
疏
』
學
而
篇
）

と
い
う
馬
融
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
解
釋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
羅
山
も
、
「
凡
そ
先
儒
を
指
し
て
『
子
』
と
稱
す
る
は
、
之
を
崇
む
る
な
り
。
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顏
、
曾
、
思
、
孟
、
皆
『
子
』
と
稱
す
。
且
つ
後
世
の
董
子
、
韓
子
の
類
、
周
、
程
、
張
、
朱
、
皆
『
子
』
稱
す
る
は
、
皆
是
れ
師
を
尊
ぶ
の
詞
な
り
（
凡
指
先
儒
稱

『
子
』
者
、
崇
之
也
。
顏
、
曾
、
思
、
孟
皆
稱
『
子
』
。
且
後
世
董
子
、
韓
子
之
類
、
周
、
程
、
張
、
朱
皆
稱
『
子
』
者
、
皆
是
師
尊
之
詞
也
）
」
（
『
論
語
集
注
私

考
』
上
册
）
と
説
い
て
、
「
子
」
を
先
師
の
尊
稱
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

『
孔
聖
全
書
』
に
曰
く
、
「
孔
氏
は
子
姓
よ
り
出
づ
。
契
よ
り
湯
に
至
る
ま
で
、
湯
よ
り
微
子
啓
に
至
る
ま
で
、
啓
よ
り
正
考
父
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
三
十
七
世
、

皆
子
姓
に
從
ふ
。
考
父
の
子
の
孔
父
嘉
、
別
に
公
族
と
爲
る
。
其
の
子
孫
、
遂
に
孔
を
以
て
氏
と
爲
す
。
故
に
孔
子
、
嘗
て
自
ら
謂
ひ
て
曰
く
、
『
丘
、
殷
人
な

り
。
』
」
（
『
孔
聖
全
書
』
曰
、
「
孔
氏
出
自
子
姓
。
自
契
至
湯
、
自
湯
至
微
子
啓
、
自
啓
至
正
考
父
、
凡
三
十
七
世
、
皆
從
子
姓
。
考
父
之
子
孔
父
嘉
（
七
）

別
爲

公
族
、
其
子
孫
遂
以
孔
爲
氏
。
故
孔
子
嘗
自
謂
曰
『
丘
、
殷
人
也
。
』
」
）
（
同
上
） 

 

『
孔
聖
全
書
』
は
明
代
の
蔡
復
賞
（
生
沒
年
不
詳
）
撰
。
彼
は
「
子
」
を
敬
稱
で
は
な
く
、
孔
子
の
姓
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
で
は
、

こ
の
書
物
に
つ
い
て
、
「
其
の
間
、
鄙
俚
荒
唐
し
、
厖
雜
割
裂
な
り
。
鬼
神
怪
誕
の
語
、
優
伶
褻
諢
の
詞
、
載
入
せ
ざ
る
無
し
。
之
を
聖
人
を
侮
る
と
謂
ひ
て
可
な
り

（
其
間
鄙
俚
荒
唐
、
龐
雜
割
裂
。
鬼
神
怪
誕
之
語
、
優
伶
褻
諢
之
詞
、
無
不
載
入
、
謂
之
侮
聖
人
可
也
）
」
と
酷
評
し
て
い
る
。 

ま
た
、
『
史
記
』
に
は
、
「
紇
は
顏
氏
の
女
と
野
合
し
て
孔
子
を
生
む
（
紇
與
顏
氏
女
野
合
而
生
孔
子
）
」
と
あ
る
。
司
馬
貞
『
史
記
索
隱
』
に
よ
る
と
、
「
野
合
」

は
、
禮
儀
に
合
わ
な
い
婚
姻
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
鵞
峰
は
、
「
按
ず
る
に
、
『
孔
子
通
紀
』
に
曰
く
、
野
合
は
蓋
し
年
相
當
せ
ざ
る
を
指
す
の
み
（
按
『
孔
子

通
紀
』
曰
、
野
合
蓋
指
年
不
相
當
耳
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
潘
府
『
孔
子
通
紀
』
も
明
代
の
著
作
で
あ
る
。
潘
府
（
一
四
五
三
〜
一
五
二
五
）
は
『
史
記
』
の
記
載
の

誤
り
を
指
摘
し
て
、
「
『
史
記
』
の
傳
ふ
る
所
は
、
『
叔
梁
紇
は
顏
氏
の
女
と
野
合
し
て
孔
子
を
生
む
。
』
其
の
説
、
謬
る
こ
と
甚
し
き
こ
と
、
益
々
見
る
べ
し
。
或

ひ
と
云
ふ
、
『
野
合
は
、
蓋
し
年
相
當
せ
ざ
る
を
指
す
の
み
。
』
未
だ
是
否
を
知
ら
ず
（
『
史
記
』
所
傳
『
叔
梁
紇
與
顏
氏
野
合
而
生
孔
子
』
、
其
説
謬
甚
、
益
可
見

矣
。
或
云
、
『
野
合
蓋
指
年
不
相
當
耳
。
』
未
知
是
否
）
」
（
『
孔
子
通
紀
』
卷
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
鵞
峰
は
潘
府
の
説
に
從
っ
て
い
る
。 

全
體
か
ら
み
る
と
、
『
論
語
集
注
私
考
』
で
は
、
上
述
し
た
著
作
の
ほ
か
、
陳
鎬
『
闕
里
誌
』
、
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
、
張
居
正
『
四
書
直
解
』
な
ど
、
數
多
く
の

明
代
の
著
作
を
引
用
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
中
國
の
後
世
の
學
者
か
ら
高
く
評
價
さ
れ
た
書
物
も
あ
る
が
、
酷
評
さ
れ
禁
書
と
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
『
論
語
集
注
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私
考
』
で
引
用
し
た
明
代
の
著
作
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
全
部
肯
定
的
に
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
「
夫
の
粗
低
の
書
、
新
奇
の
説
の
若
き
は
、
其
の
多

聞
を
廣
ぐ
る
の
み
（
若
夫
粗
低
書
、
新
奇
之
説
、
廣
其
多
聞
耳
）
」
（
『
鵞
峰
林
學
士
文
集
』
第
十
二
卷
「
論
語
諺
解
跋
」
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
引
用
し
た
の
は
、

知
識
を
廣
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
中
國
か
ら
傳
來
し
た
新
し
い
學
問
に
強
い
關
心
を
示
す
一
方
で
、
反
朱
子
學
的
な
著
作
に
は
批
判
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
注

目
す
べ
き
點
は
、
彼
が
明
代
の
著
作
を
屡
々
引
用
し
た
一
つ
の
目
的
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
林
家
の
學
問
が
新
古
注
折
衷
の
清
原
家
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た

め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
二
節 

林
鵞
峰
の
『
論
語
』
解
釋
の
特
徴 

 

朱
子
學
を
信
奉
し
た
鵞
峰
は
、
『
論
語
』
を
解
釋
す
る
際
、
忠
實
に
朱
注
に
從
っ
た
の
か
、
獨
自
の
見
地
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
次
に
、
「
學
而
時
習
之
」
章
、
「
其

爲
人
也
孝
弟
」
章
、
「
吾
與
回
言
終
日
」
章
、
及
び
「
子
入
大
廟
」
章
を
取
り
上
げ
て
、
朱
熹
の
説
と
對
比
し
な
が
ら
、
鵞
峰
の
解
釋
を
分
析
し
て
み
た
い
。 

（
一
）
學
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章
の
解
釋 

學
而
篇
の
第
一
章
に
、
「
學
ん
で
時
に
之
を
習
ふ
、
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。
朋
有
り
遠
方
よ
り
來
る
、
亦
た
樂
し
か
ら
ず
や
。
人
知
ら
ず
し
て
慍
ら
ず
、
亦
た
君

子
な
ら
ず
や
（
學
而
時
習
之
、
不
亦
說
乎
。
有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
。
人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
）
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。
こ
の
章
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
解
釋
が
あ
る
（
八
）

。
朱
熹
は
、
「
學
」
に
つ
い
て
、
「
學
の
言
爲
る
效
（
な
ら
）
ふ
な
り
。
人
の
性
は
皆
、
善
な
り
、
而
れ
ど
も
覺
（
さ
と
）
る
に
先
後
有

り
。
後
覺
者
は
必
ず
先
覺
の
爲
す
所
に
效
へ
ば
、
乃
ち
以
て
善
を
明
ら
か
に
し
て
其
の
初
に
復
す
可
き
な
り
（
學
之
爲
言
效
也
。
人
性
皆
善
而
覺
有
先
後
。
後
覺
者
必

效
先
覺
之
所
爲
、
乃
可
以
明
善
而
復
其
初
也
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解
釋
し
、
「
學
」
は
「
效
」
で
あ
り
、
後
覺
者
が
先
覺
者
に
倣
っ
て
、
善
を
明
ら
か
に
し
て

自
分
自
身
の
本
來
の
善
性
に
復
歸
す
る
行
爲
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
朱
熹
は
、
人
の
性
を
本
然
の
性
と
氣
質
の
性
の
二
つ
に
分
け
る
（
九
）

。
本
然
の
性
は
人
々
が
生
ま

れ
つ
き
持
っ
て
い
る
純
粹
至
善
な
も
の
で
あ
る
が
、
各
人
の
受
け
た
氣
の
清
濁
に
よ
り
差
異
が
あ
る
。
氣
が
清
で
あ
れ
ば
、
至
善
な
性
は
そ
の
ま
ま
顯
現
で
き
る
が
、

濁
で
あ
れ
ば
、
そ
の
性
は
暗
く
な
る
の
で
、
「
學
」
に
よ
っ
て
本
然
の
性
へ
復
歸
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
學
」
は
、
朱
子
の
工
夫
論
に
關
わ
っ
て
い
る
。
朱
子
は
ま
た
、
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「
學
ん
で
習
ひ
、
習
ひ
て
説
ぶ
。
凡
そ
學
は
皆
然
り
。
大
小
を
以
て
間
（
へ
だ
）
つ
る
有
ら
ざ
る
な
り
（
學
而
習
、
習
而
說
、
凡
學
皆
然
。
不
以
大
小
而
有
間
也
。
且

灑
掃
應
對
之
事
、
正
門
人
小
子
所
宜
先
也
。
聖
人
豈
略
之
哉
）
」
（
『
論
語
或
問
』
卷
一
・
學
而
第
一
）
と
述
べ
、
「
學
」
と
「
習
」
、
そ
し
て
「
説
」
は
、
一
切
の

學
問
を
貫
く
の
で
、
大
學
と
小
學
を
隔
て
る
こ
と
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
學
」
の
實
踐
性
を
重
視
し
て
、
「
『
學
』
と
い
う
字
は
も
と
も
と
定
ま
ら
な

い
字
だ
。
も
し
た
だ
「
仁
」
と
言
う
だ
け
な
ら
、
次
第
に
無
形
體
に
な
っ
て
し
ま
う
。
い
わ
ゆ
る
『
學
』
と
は
、
一
つ
一
つ
の
物
事
を
學
ぶ
べ
き
だ
。
そ
う
す
れ
ば
着

實
に
な
る
（
『
學
』
字
本
是
無
定
底
字
、
若
止
云
仁
、
則
漸
入
無
形
體
去
了
。
所
謂
『
學
』
者
、
毎
事
皆
當
學
、
便
實
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
論
語
二
「
學
而
時
習
之

章
」
第
五
十
七
條
）
と
述
べ
、
仁
だ
け
を
學
ぶ
こ
と
に
反
對
し
、
具
體
的
な
事
毎
に
「
學
」
を
實
現
さ
せ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
對
し
て
、
鵞
峰
は
羅
山
の
説
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

羅
山
先
生
曰
く
、
「
夫
れ
學
と
は
、
唯
だ
書
を
讀
み
文
字
を
知
る
の
み
に
非
ら
ず
。
人
の
性
、
本
も
と
善
な
り
。
聖
賢
と
雖
も
、
異
な
る
無
し
。
然
れ
ど
も
氣
稟

の
拘
す
る
所
、
人
欲
の
蔽
ふ
所
と
爲
る
。
故
に
性
善
を
知
ら
ず
。
古
の
聖
賢
は
、
學
ん
で
覺
る
。
其
の
覺
る
は
己
を
先
す
。
己
も
亦
た
性
善
を
明
ら
か
に
し
て
仁

義
有
る
を
知
れ
ば
、
則
ち
其
の
初
に
復
す
る
な
り
。
是
れ
學
な
り
。
」
（
羅
山
先
生
曰
、
「
夫
學
者
、
非
唯
讀
書
知
文
字
。
人
性
本
善
、
雖
聖
賢
無
異
。
然
爲
氣

稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
故
不
知
性
善
。
古
聖
賢
學
而
覺
、
其
覺
先
於
己
。
己
亦
明
性
善
而
知
有
仁
義
、
則
復
其
初
也
。
是
學
也
。
」
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
中

册
） 

朱
熹
の
解
釋
と
比
べ
て
み
る
と
、
羅
山
の
場
合
、
「
學
」
は
、
善
を
明
ら
か
に
し
て
仁
義
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
本
を
讀
ん
で
字
を
知
る
だ
け
と
い
う
低
い
段
階
で

止
ま
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
羅
山
は
朱
熹
よ
り
道
徳
を
學
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
鵞
峰
も
羅
山
の
説
に
從
っ
て
、
「
『
學
』
の
字
、
『
説
命
』
よ
り
出
づ
。

今
、
按
ず
る
に
學
に
大
人
、
小
人
の
學
有
り
。
此
の
學
は
、
則
ち
大
人
の
學
な
り
（
「
『
學
』
字
出
於
『
説
命
』
。
今
按
學
有
大
人
、
小
人
之
學
、
此
學
則
大
人
之
學
」

（
同
上
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
『
尚
書
』
商
書
・
説
命
下
に
は
、
傅
説
が
武
丁
に
「
學
」
に
つ
い
て
進
言
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
鵞
峰
は
こ
れ
を
「
學
」
の
出
處

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
、
「
學
」
の
意
味
は
灑
掃
、
應
對
な
ど
を
教
え
る
「
小
人
の
學
」
で
は
な
く
、
修
己
治
人
の
道
を
教
え
る
「
大
人
の
學
」
、
つ
ま
り
先

王
や
聖
賢
の
學
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。 
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ま
た
、
「
慍
」
に
つ
い
て
、
何
晏
の
注
に
は
、
「
慍
は
、
怒
な
り
（
慍
、
怒
也
）
」
と
あ
る
が
、
朱
熹
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
怒
り
を
含
む
意
（
含
怒
意
）
」
と

注
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
熹
は
「
慍
ら
ず
と
は
、
非
常
に
怒
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
心
に
不
平
不
滿
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
が
慍
る
と
い
う
こ
と
だ
（
不

慍
、
不
是
大
故
怒
、
但
心
裏
略
有
些
不
平
底
意
思
、
便
是
慍
了
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
論
語
二
「
學
而
時
習
之
章
」
第
四
十
七
條
）
と
い
い
、
「
慍
る
は
、
か
っ
と
怒

り
出
す
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
た
だ
少
し
不
愉
快
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
（
慍
、
非
勃
然
而
怒
之
謂
、
只
有
些
小
不
快
活
處
便
是
）
」
（
同
上
、
第
四
十
九

條
）
と
い
う
。
朱
熹
に
よ
る
と
、
君
子
は
人
に
知
ら
れ
な
く
て
も
、
ほ
ん
の
少
し
も
不
滿
を
持
た
な
い
。
朱
注
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

今
按
ず
る
に
、
「
慍
」
の
字
は
怒
り
の
外
に
發
せ
ざ
る
を
示
す
。
故
に
朱
子
は
「
含
」
の
字
を
以
て
注
し
、
且
つ
「
意
」
を
加
ふ
れ
ば
、
則
ち
怒
り
の
發
せ
ざ
る

こ
と
觀
る
可
き
な
り
。
（
今
按
「
慍
」
字
示
怒
之
不
發
於
外
。
故
朱
子
以
「
含
」
字
注
、
且
加
「
意
」
、
則
怒
之
不
發
可
觀
也
。
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
中
册
） 

朱
熹
が
「
含
」
と
「
意
」
を
加
え
た
の
で
、
「
慍
」
の
意
味
は
怒
り
を
外
に
出
さ
な
い
と
い
う
。
鵞
峰
は
「
怒
り
を
含
む
意
」
と
讀
ん
で
、
已
發
未
發
論
に
よ
っ
て

「
慍
」
を
解
釋
し
て
い
る
。
朱
熹
に
よ
る
と
、
「
性
」
は
未
發
で
あ
り
、
皆
善
で
あ
る
。
「
情
」
は
已
發
で
あ
り
、
善
と
惡
の
區
別
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
性
」
は
「
體
」

で
あ
り
、
靜
か
で
動
か
な
い
。
「
情
」
は
「
用
」
で
あ
り
、
動
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
怒
」
は
「
性
」
に
對
す
る
「
情
」
の
一
つ
と
し
て
、
外
に
發
す
る
も
の
で

あ
る
。
鵞
峰
は
朱
熹
の
説
を
敷
衍
し
て
解
釋
し
て
い
る
。 

（
二
）
學
而
篇
「
其
爲
人
也
孝
弟
」
章
の
解
釋 

學
而
篇
の
第
二
章
に
、
「
有
子
曰
く
、
其
の
人
と
爲
り
や
孝
弟
に
し
て
、
上
を
犯
す
を
好
む
者
は
鮮
し
。
上
を
犯
す
を
好
ま
ず
し
て
、
亂
を
作
す
を
好
む
者
は
、
未

だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
。
君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
ず
。
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
（
有
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。
不

好
犯
上
、
而
好
作
亂
者
、
未
之
有
也
。
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
）
」
と
あ
る
。
こ
の
章
は
、
「
孝
弟
」
と
「
仁
」
の
關
係
を
論
じ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
解
釋
が
あ
る
（
十
）

。
「
孝
弟
」
は
「
仁
の
本
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
仁
を
爲
す
」
本
な
の
か
。
ま
た
、
「
仁
」
を
「
人
」

の
意
味
に
捉
え
て
、
「
孝
弟
」
が
「
人
の
本
」
或
い
は
「
人
と
爲
り
の
本
」
と
解
釋
す
る
の
か
。
漢
代
か
ら
六
朝
に
か
け
て
、
孝
弟
は
根
本
的
な
道
徳
と
み
な
さ
れ
て
、

仁
は
孝
弟
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
生
じ
て
く
る
。
し
か
し
、
宋
代
に
至
っ
て
は
、
孝
弟
は
具
體
的
な
徳
目
で
あ
り
、
一
方
、
仁
は
形
而
上
と
形
而
下
の
兩
面
性
を
與
え
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ら
れ
て
、
各
學
派
は
仁
を
め
ぐ
っ
て
自
説
を
展
開
し
て
い
る
（
十
一
）

。 
朱
熹
は
、
「
論
語
集
注
」
で
「
仁
は
、
愛
の
理
、
心
の
徳
な
り
。
仁
を
爲
す
は
、
猶
ほ
仁
を
行
ふ
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
（
中
略
）
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君
子
は
凡
事
に

專
ら
力
を
根
本
に
用
ひ
、
根
本
既
に
立
て
ば
、
則
ち
其
の
道
自
ら
生
ず
。
上
文
の
所
謂
孝
弟
の
若
き
は
、
乃
ち
是
れ
仁
を
爲
す
の
本
な
り
。
學
者
此
に
務
む
れ
ば
、
則

ち
仁
道
此
に
よ
り
し
て
生
ず
る
な
り
（
仁
者
、
愛
之
理
、
心
之
徳
也
。
爲
仁
、
猶
曰
行
仁
。
（
中
略
）
言
君
子
凡
事
專
用
力
於
根
本
、
根
本
既
立
、
則
其
道
自
生
。
若

上
文
所
謂
孝
弟
、
乃
是
爲
仁
之
本
、
學
者
務
此
、
則
仁
道
自
此
而
生
也
）
」
と
解
説
し
、
程
子
の
解
釋
を
引
用
し
て
、
「
孝
弟
は
、
順
徳
な
り
。
故
に
上
を
犯
す
を
好

ま
ざ
れ
ば
、
豈
に
復
た
理
に
逆
ら
ひ
常
を
亂
す
の
事
有
ら
ん
や
。
徳
に
本
有
り
、
本
立
て
ば
則
ち
其
の
道
充
大
す
。
孝
弟
、
家
に
行
は
れ
て
、
後
に
仁
愛
物
に
及
ぶ
。

所
謂
親
を
親
し
み
て
民
を
仁
（
い
つ
く
）
し
む
な
り
。
故
に
仁
を
爲
す
は
、
孝
弟
を
以
て
本
と
爲
す
。
性
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
仁
を
以
て
孝
弟
の
本
と
爲
す
（
孝
弟
、

順
徳
也
。
故
不
好
犯
上
、
豈
復
有
逆
理
亂
常
之
事
。
徳
有
本
、
本
立
則
其
道
充
大
。
孝
弟
行
於
家
、
而
後
仁
愛
及
於
物
。
所
謂
親
親
而
仁
民
也
。
故
爲
仁
以
孝
弟
爲
本
。

論
性
、
則
以
仁
爲
孝
弟
之
本
。
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
論
語
集
注
」
で
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

或
ひ
と
問
ふ
、
「
孝
弟
は
仁
を
爲
す
の
本
な
り
。
此
れ
是
れ
孝
弟
に
由
り
て
以
て
仁
に
至
る
可
き
や
否
や
。
」
曰
く
、
「
非
な
り
。
仁
を
行
ふ
は
孝
弟
自
り
始
む

る
を
謂
ふ
。
孝
弟
は
是
れ
仁
の
一
事
な
り
。
之
を
仁
を
行
ふ
の
本
と
謂
ふ
は
則
ち
可
な
り
。
是
れ
仁
の
本
な
り
と
謂
ふ
は
則
ち
不
可
な
り
。
蓋
し
仁
は
是
れ
性
な

り
、
孝
弟
は
是
れ
用
な
り
。
性
の
中
に
只
だ
箇
の
仁
義
禮
智
の
四
者
有
る
の
み
。
曷
ぞ
嘗
て
孝
弟
有
り
て
來
ら
ん
。
然
れ
ど
も
仁
は
愛
を
主
と
し
、
愛
は
親
を
愛

す
る
よ
り
も
大
い
な
る
は
莫
し
。
故
に
曰
く
、
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
。
」
（
或
問
、
「
孝
弟
爲
仁
之
本
、
此
是
由
孝
弟
可
以
至
仁
否
。
」
曰
、

「
非
也
。
謂
行
仁
自
孝
弟
始
、
孝
弟
是
仁
之
一
事
。
謂
之
行
仁
之
本
則
可
、
謂
是
仁
之
本
則
不
可
。
蓋
仁
是
性
也
、
孝
弟
是
用
也
、
性
中
只
有
箇
仁
、
義
、
禮
、

智
四
者
而
已
、
曷
嘗
有
孝
弟
來
。
然
仁
主
於
愛
、
愛
莫
大
於
愛
親
。
故
曰
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
。
」
） 

朱
熹
は
程
子
の
説
を
繼
承
し
、
本
體
と
作
用
の
概
念
を
用
い
て
、
孝
弟
が
仁
の
根
本
で
は
な
く
、
仁
を
行
う
根
本
で
あ
り
、
「
性
（
理
）
」
か
ら
み
れ
ば
、
仁
こ
そ

孝
弟
の
根
本
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仁
は
孝
弟
の
本
體
で
あ
り
、
仁
を
實
踐
す
る
孝
弟
は
仁
の
作
用
で
あ
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
、 
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本
朝
の
古
注
本
は
、
「
爲
」
の
字
無
し
。
是
れ
書
寫
の
脱
落
の
誤
り
な
り
。
按
ず
る
に
『
漢
書
』
に
曰
く
、
「
傳
に
曰
く
、
『
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
。
』
」
師

古
の
注
に
曰
く
、
「
傳
は
、
『
論
語
』
を
謂
ふ
。
」
是
れ
由
り
之
を
見
れ
ば
、
「
爲
」
の
字
を
脱
す
る
こ
と
知
る
可
し
。
況
ん
や
程
子
曰
く
、
「
孝
弟
は
即
ち
是

れ
仁
の
本
と
謂
ふ
に
非
ず
。
蓋
し
仁
を
爲
す
の
本
を
謂
ふ
か
。
」
（
本
朝
古
注
本
無
「
爲
」
字
、
是
書
寫
脱
落
之
誤
也
。
按
『
漢
書
』
曰
、
「
傳
曰
『
其
爲
仁
之

本
與
。
』
」
師
古
注
曰
「
傳
、
謂
『
論
語
』
。
」
由
是
見
之
、
脱
「
爲
」
字
可
知
。
況
於
程
子
曰
、
「
非
謂
孝
弟
即
是
仁
之
本
、
蓋
謂
爲
仁
之
本
乎
。
」
）
（
『
論

語
集
注
私
考
』
中
册
） 

と
述
べ
て
お
り
、
『
漢
書
』
及
び
程
子
の
説
を
引
用
し
、
日
本
の
古
注
本
に
「
爲
」
の
字
が
な
い
の
は
書
寫
の
際
に
脱
落
し
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
古
注
本

は
、
足
利
本
『
論
語
』
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
古
注
本
に
從
う
と
、
孝
弟
は
仁
の
根
本
と
な
り
、
仁
は
孝
弟
よ
り
低
い
位
置
に
置
か
ら
れ
て
し
ま
い
、
朱

熹
が
唱
え
た
仁
の
重
要
性
と
一
致
し
な
い
。
さ
ら
に
、
鵞
峰
は
、
こ
の
章
に
お
け
る
「
仁
」
を
「
人
」
と
讀
む
こ
と
を
否
定
し
、
焦
竑
（
字
は
弱
侯
）
の
説
の
一
例
を

舉
げ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

按
ず
る
に
焦
弱
侯
『
筆
乘
』
に
曰
く
、
「
『
爲
仁
』
は
『
爲
人
』
に
作
る
。
」
羅
山
先
生
曰
く
、
「
疑
ふ
に
夫
れ
漢
儒
の
書
寫
の
誤
り
な
り
。
然
れ
ど
も
雍
也
篇

に
曰
く
、
『
井
に
仁
有
り
。
』
仁
は
、
人
な
り
。
若
し
之
に
從
へ
ば
、
則
ち
孝
弟
を
以
て
人
と
爲
る
の
本
な
り
。
是
な
ら
ず
と
雖
も
、
多
聞
に
備
ふ
。
」
（
按
焦

弱
侯
『
筆
乘
』
曰
、
「
爲
仁
」
作
「
爲
人
」
（
十
二
）

。
羅
山
先
生
曰
、
「
疑
夫
漢
儒
書
寫
之
誤
也
。
然
雍
也
篇
曰
、
『
井
有
仁
。
』
仁
、
人
也
。
若
從
之
、
則
以
孝

弟
爲
人
之
本
也
。
雖
不
是
、
備
多
聞
。
」
）
（
同
上
） 

 

羅
山
に
よ
る
と
、
「
仁
」
を
「
人
」
と
讀
む
の
は
、
漢
代
儒
學
者
の
誤
り
で
あ
る
。
雍
也
篇
に
「
井
に
仁
有
り
」
の
「
仁
」
に
つ
い
て
、
何
晏
『
論
語
集
解
』
で
は
、

孔
安
國
の
説
を
引
用
し
て
、
「
仁
人
井
に
墮
つ
る
（
仁
人
墮
井
）
」
と
あ
り
、
仁
徳
の
あ
る
人
が
井
戸
に
落
ち
て
い
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
朱
熹
「
論
語
集
注
」
で
は
、

「
劉
聘
君
曰
く
、
『
仁
有
り
の
仁
は
、
當
に
人
に
作
る
べ
し
。
』
今
、
之
に
從
ふ
（
劉
聘
君
曰
、
『
有
仁
之
仁
、
當
作
人
。
』
今
從
之
）
」
と
解
釋
し
、
「
仁
」
を
「
人
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
の
意
味
か
ら
い
う
と
、
「
仁
」
を
「
人
」
と
し
た
ら
、
孝
弟
が
人
と
な
る
の
根
本
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
解
説
は
間
違
っ
て
い
る
と

し
て
い
る
。 
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（
三
）
爲
政
篇
「
吾
與
回
言
終
日
」
章
の
解
釋 

爲
政
篇
に
、
「
吾
と
回
と
言
ふ
に
、
終
日
、
違
は
ざ
る
こ
と
愚
な
る
が
如
し
。
退
い
て
其
の
私
を
省
れ
ば
、
亦
た
以
て
發
す
る
に
足
る
。
回
や
愚
な
ら
ず
（
吾
與
回

言
終
日
、
不
違
如
愚
。
退
而
省
其
私
、
亦
足
以
發
。
回
也
不
愚
）
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
違
は
ず
と
は
、
意
相
ひ
背
か
ず
聽
受

有
り
て
問
難
無
き
な
り
。
私
と
は
、
燕
居
獨
處
を
謂
ひ
、
進
見
請
問
の
時
に
非
ず
。
發
と
は
、
言
ふ
所
の
理
を
發
明
す
る
を
謂
ふ
（
不
違
者
、
意
不
相
背
、
有
聽
受
而

無
問
難
也
。
私
、
謂
燕
居
獨
處
、
非
進
見
請
問
之
時
。
發
、
謂
發
明
所
言
之
理
）
」
と
解
釋
し
、
「
私
」
は
、
顏
回
が
孔
子
に
お
會
い
し
て
質
問
し
て
い
る
時
で
は
な

く
、
一
人
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
時
を
指
し
て
い
る
と
い
う
。
「
退
」
と
「
省
」
に
つ
い
て
、
「
論
語
集
注
」
で
は
詳
し
く
言
及
し
て
い
な
い
が
、
『
論
語
或
問
』
で
は
、

「
程
子
、
退
省
の
二
字
に
於
い
て
、
意
は
亦
た
同
じ
か
ら
ず
。
前
説
は
以
て
孔
子
之
を
省
み
る
と
爲
し
て
、
後
説
は
以
て
顏
子
の
自
省
と
爲
す
。
恐
ら
く
當
に
前
説
を

以
て
正
と
爲
す
べ
し
（
程
子
於
退
省
二
字
、
意
亦
不
同
。
前
説
以
爲
孔
子
省
之
、
而
後
説
以
爲
顏
子
之
自
省
、
恐
當
以
前
説
爲
正
）
」
（
卷
二
「
爲
政
第
二
」
）
と
述

べ
て
お
り
、
孔
子
が
顏
回
の
こ
と
を
觀
察
す
る
、
及
び
顏
回
が
自
分
で
反
省
す
る
と
い
う
二
つ
の
説
を
舉
げ
て
、
孔
子
が
顏
回
を
觀
察
す
る
ほ
う
が
正
し
い
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
『
朱
子
語
類
』
で
は
、
「
こ
れ
は
、
夫
子
が
退
い
て
、
顏
回
の
自
分
一
人
で
い
る
の
を
觀
察
す
る
と
い
う
こ
と
だ
（
此
夫
子
退
而
省
察
顏
子
之
私
如
此
）
」

（
『
朱
子
語
類
』
論
語
六
「
吾
與
回
言
章
」
第
七
條
）
と
明
言
し
、
孔
子
が
退
室
し
て
か
ら
顏
回
の
こ
と
を
觀
察
す
る
と
し
て
い
る
。 

一
方
、
『
論
語
集
注
私
考
』
で
は
、
羅
山
の
解
釋
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

惺
齋
（
藤
原
惺
窩
）
、
羅
山
先
生
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
退
省
は
、
孔
子
の
省
み
る
所
か
。
ま
た
顏
子
の
省
み
る
所
か
。
」
先
生
曰
く
、
「
『
大
全
』
に
據
れ
ば
、

則
ち
兩
説
存
す
。
然
れ
ど
も
朱
注
を
熟
讀
す
れ
ば
、
則
ち
顏
子
を
以
て
之
を
見
て
可
な
り
。
」
惺
齋
曰
く
、
「
朱
子
は
、
『
燕
居
獨
處
』
を
以
て
之
を
注
す
。
然

れ
ど
も
疑
ひ
無
き
に
非
ざ
る
な
り
。
」
（
惺
齋
謂
羅
山
先
生
曰
、
「
退
省
、
孔
子
之
所
省
乎
。
抑
顏
子
所
省
乎
。
」
先
生
曰
、
「
據
『
大
全
』
則
兩
説
存
。
然
熟

讀
朱
注
、
則
以
顏
子
見
之
而
可
也
。
」
惺
齋
曰
、
「
朱
子
以
『
燕
居
獨
處
』
注
之
、
然
非
無
疑
也
。
」
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
中
册
） 

惺
窩
の
質
問
に
對
し
て
、
羅
山
は
朱
熹
の
注
釋
に
よ
っ
て
顏
回
が
自
分
で
反
省
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、
惺
窩
は
朱
熹
の
「
燕
居
獨
處
」
と
い
う
注
釋
に
疑
問
を
抱

い
て
い
る
。 
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で
は
、
鵞
峰
は
「
退
」
と
「
省
」
に
つ
い
て
ど
う
解
釋
し
て
い
る
の
か
。
『
論
語
集
注
私
考
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
三
つ
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。 

①
『
大
全
』
に
曰
く
、
「
私
と
は
、
他
人
知
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
回
自
ら
知
る
者
な
り
。
夫
子
能
く
之
を
察
す
。
」
又
曰
く
、
「
此
れ
、
夫
子
退
い
て
、
顏
子
の

私
を
省
察
す
る
な
り
。
」
（
『
大
全
』
曰
、
「
私
者
、
他
人
所
不
知
而
回
自
知
者
、
夫
子
能
察
之
。
」
又
曰
、
「
此
夫
子
退
而
省
察
顏
子
之
私
也
。
」
） 

②
致
堂
胡
氏
曰
く
、
「
夫
子
、
久
し
く
已
に
顏
子
の
愚
な
ら
ざ
る
を
知
り
、
必
ず
其
（
顏
子
）
の
私
を
退
省
す
る
を
曰
ふ
は
、
以
て
無
證
の
空
言
に
非
ざ
る
を
見

（
し
め
）
す
。
且
つ
以
て
進
徳
の
功
を
明
ら
か
に
し
、
必
ず
内
外
相
ひ
符
し
、
隱
顯
一
致
に
す
る
に
由
る
。
學
者
の
其
の
獨
を
愼
む
を
欲
す
る
な
り
。
」
（
致
堂

胡
氏
曰
、
「
夫
子
久
已
知
顏
子
之
不
愚
、
必
曰
退
省
其
私
者
、
以
見
非
無
證
之
空
言
。
且
以
明
進
徳
之
功
、
必
由
内
外
相
符
、
隱
顯
一
致
、
欲
學
者
之
謹
其
獨
也
。
」
） 

③
『
蒙
引
』
に
曰
く
、
「
退
く
は
、
即
ち
孔
子
退
く
な
り
。
『
吾
』
の
字
を
承
け
來
り
て
顏
子
の
退
く
を
謂
へ
ば
、
則
ち
下
に
『
私
』
の
字
有
る
在
り
。
」
（
『
蒙

引
』
曰
、
「
退
、
即
孔
子
退
也
。
承
『
吾
』
字
來
謂
顏
子
退
、
則
下
有
『
私
』
字
在
。
」
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
中
册
） 

①
は
『
四
書
大
全
』
に
お
け
る
朱
熹
の
言
葉
で
あ
る
が
、
鵞
峰
は
明
示
し
て
い
な
い
。
②
は
『
四
書
大
全
』
で
引
用
さ
れ
た
胡
寅
（
號
は
致
堂
）
の
説
で
あ
る
。
③

は
蔡
清
『
四
書
蒙
引
』
の
原
文
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
説
は
、
前
述
し
た
『
論
語
或
問
』
と
『
朱
子
語
類
』
に
お
け
る
朱
熹
の
見
解
と
一
致
し
て
、
孔
子
が
退
室
し
て

顏
回
が
一
人
で
い
る
と
こ
ろ
を
觀
察
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
鵞
峰
の
解
説
は
羅
山
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
ら
に
、
羅
山
は
佛
教
や
老
莊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。 

或
る
人
は
羅
山
先
生
に
問
ひ
て
曰
く
、
「
老
子
、
智
を
棄
つ
る
な
り
（
『
道
徳
經
』
）
。
『
史
記
』
に
老
子
は
孔
子
に
告
げ
て
曰
く
、
『
君
子
、
盛
徳
に
し
て
、

容
貌
愚
な
る
が
若
し
』
（
「
老
子
韓
非
列
傳
」
）
。
莊
子
、
顏
子
の
坐
忘
を
以
て
、
聰
明
を
黜
（
し
り
ぞ
）
く
と
爲
す
（
『
莊
子
』
大
宗
師
）
。
此
の
章
の
『
愚

な
る
が
如
し
』
と
、
同
異
如
何
。
」
先
生
曰
く
、
「
（
中
略
）
顏
子
、
深
濳
純
粹
を
以
て
、
自
ら
睿
智
有
り
て
、
聖
人
と
違
は
ず
。
故
に
愚
な
る
が
如
し
。
（
中

略
）
夫
の
老
莊
智
を
棄
て
、
佛
氏
私
を
立
て
、
一
默
無
言
（
『
維
摩
經
』
）
を
以
て
之
を
論
ず
る
者
の
若
き
は
、
豈
に
孔
子
の
無
言
（
陽
貨
篇
）
、
顏
子
の
違
は

ざ
る
こ
と
愚
な
る
が
如
し
と
竝
べ
て
之
を
論
ぜ
ん
や
。
」
（
或
人
問
羅
山
先
生
曰
、
「
老
子
棄
智
也
。
『
史
記
』
老
子
告
孔
子
曰
、
『
君
子
盛
徳
、
容
貌
若
愚
。
』

莊
子
以
顏
子
坐
忘
爲
黜
聰
明
。
與
此
章
『
如
愚
』
、
同
異
如
何
。
」
先
生
曰
、
「
（
中
略
）
顏
子
以
深
潛
純
粹
、
自
有
睿
智
、
與
聖
人
不
違
、
故
如
愚
。
（
中
略
）
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若
夫
老
莊
棄
智
、
佛
氏
立
私
、
以
一
默
無
言
論
之
者
、
豈
與
孔
子
無
言
、
顏
子
不
違
如
愚
竝
論
之
哉
。
」
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
中
册
） 

 

老
子
や
釋
迦
は
孔
子
や
顏
回
の
よ
う
な
聖
人
と
同
列
に
論
じ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
こ
こ
に
、
儒
教
を
信
奉
し
て
老
莊
と
佛
教
を
排
撃
す
る
羅
山
の
思
想
の
一
端

が
窺
え
る
。 

（
四
）
八
佾
篇
「
子
入
大
廟
」
章
の
解
釋 

八
佾
篇
に
、
「
子
、
大
廟
に
入
り
て
、
事
毎
に
問
ふ
。
或
ひ
と
曰
く
、
『
孰
れ
か
鄹
人
（
す
う
ひ
と
）
の
子
を
、
禮
を
知
る
と
謂
ふ
や
。
大
廟
に
入
り
て
、
事
毎
に

問
ふ
。
』
子
、
之
を
聞
き
て
曰
く
、
『
是
れ
禮
な
り
。
』
（
子
入
大
廟
、
毎
事
問
。
或
曰
、
『
孰
謂
鄹
人
之
子
知
禮
乎
。
入
大
廟
、
毎
事
問
。
』
子
聞
之
曰
、
『
是
禮

也
。
』
）
」
と
あ
る
。
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
孔
子
少
き
よ
り
禮
を
知
る
を
以
て
聞
こ
ゆ
。
故
に
或
る
人
此
れ
に
因
り
て
之
を
譏
る
。
孔
子
の
『
是
れ
禮
な
り
』
と

言
ふ
は
、
敬
謹
の
至
り
、
乃
ち
禮
を
爲
す
所
以
な
り
（
孔
子
自
少
以
知
禮
聞
、
故
或
人
因
此
而
譏
之
。
孔
子
言
『
是
禮
者
』
、
敬
謹
之
至
、
乃
所
以
爲
禮
也
）
」
と
解

釋
し
、
さ
ら
に
、
尹
焞
の
「
禮
と
は
、
敬
の
み
。
知
る
と
雖
も
亦
た
問
ふ
は
、
謹
み
の
至
り
な
り
。
其
の
敬
爲
る
こ
と
、
此
れ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
之
を
禮
を
知
ら

ず
と
謂
ふ
者
は
、
豈
に
以
て
孔
子
を
知
る
に
足
ら
ん
や
（
禮
者
、
敬
而
已
矣
。
雖
知
亦
問
、
謹
之
至
也
。
其
爲
敬
莫
大
於
此
。
謂
之
不
知
禮
者
、
豈
足
以
知
孔
子
哉
）
」

（
「
論
語
集
注
」
）
と
い
う
見
解
を
引
用
し
て
い
る
。
朱
熹
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
事
毎
に
問
う
た
の
は
、
實
際
に
禮
を
知
ら
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
謹
ん
で
質
問
し
た

の
で
あ
る
。
孔
子
が
禮
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
鵞
峰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

①
『
大
全
』
に
曰
く
、
「
（
中
略
）
孟
僖
子
病
み
、
相
禮
す
る
に
能
は
ず
。
二
子
を
し
て
夫
子
に
禮
を
學
ば
し
む
。
齊
の
黎
彌
曰
く
、
『
孔
某
、
禮
を
知
り
て
、

勇
無
し
。
』
則
ち
夫
子
、
禮
を
知
る
を
以
て
聞
こ
ゆ
る
こ
と
知
る
可
し
。
」
（
『
大
全
』
曰
、
「
（
中
略
）
孟
僖
子
病
、
不
能
相
禮
。
使
二
子
學
禮
於
夫
子
。
齊

黎
彌
曰
、
『
孔
某
知
禮
而
無
勇
。
』
則
夫
子
以
知
禮
聞
、
可
知
亦
。
」
） 

②
又
曰
く
、
「
知
り
て
更
に
審
問
し
、
方
に
聖
人
の
自
足
せ
ざ
る
處
を
見
る
べ
し
。
」
（
又
曰
、
「
知
底
更
審
問
、
方
見
聖
人
不
自
足
處
。
」
） 

③
『
論
語
或
問
』
に
曰
く
、
「
『
夫
子
、
既
に
問
ふ
の
後
、
又
大
廟
に
入
り
、
則
ち
復
た
之
を
問
ふ
か
。
』
朱
子
曰
く
、
『
否
、
知
り
て
之
を
問
へ
ば
、
則
ち
僞

に
近
し
。
若
し
問
は
ざ
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
之
を
問
ふ
な
り
。
』
」
（
『
論
語
或
問
』
曰
、
「
『
夫
子
既
問
之
後
又
入
大
廟
、
則
復
問
之
乎
。
』
朱
子
曰
、
『
否
、
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知
而
問
之
則
近
僞
。
若
有
所
不
問
、
則
問
之
也
。
』
」
） 

④
『
直
解
』
に
曰
く
、
「
此
の
章
と
堯
の
欽
明
、
舜
の
好
ん
で
問
い
、
好
ん
で
邇
言
を
察
す
と
は
、
同
意
な
り
。
」
（
『
直
解
』
曰
、
「
此
章
與
堯
之
欽
明
、
舜

好
問
而
好
察
邇
言
同
意
。
」
）
（
『
論
語
集
注
私
考
』
下
册
） 

 

①
『
四
書
大
全
』
の
引
用
文
は
、
『
左
傳
』
昭
公
七
年
と
定
公
十
年
の
記
載
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
書
の
記
録
に
よ
っ
て
、
孔
子
が
禮
を
知
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
②
「
又
曰
く
」
の
内
容
も
『
四
書
大
全
』
に
引
か
れ
た
朱
熹
の
説
で
、
③
『
或
問
』
の
問
答
と
同
樣
に
、
孔
子
に
知
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
、
人
に
質
問
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
④
張
居
正
『
四
書
直
解
』
を
引
用
し
、
孔
子
が
事
毎
に
問
う
の
は
、
堯
、
舜
の
賢
明
さ
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
褒
め

て
い
る
。 

さ
ら
に
、
『
論
語
集
注
私
考
』
で
は
、
楊
時
（
號
は
龜
山
）
と
王
陽
明
の
説
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。 

異
説
に
曰
く
、
楊
龜
山
曰
く
、
「
曾
子
、
君
子
の
貴
ぶ
所
の
三
道
を
舉
げ
て
曰
く
、
『
籩
豆
の
事
は
、
則
ち
有
司
存
す
。
』
」
王
陽
明
も
亦
た
曰
く
、
「
聖
人
の

生
れ
な
が
ら
知
る
は
、
義
理
を
以
て
之
を
言
ふ
。
籩
豆
の
事
に
於
い
て
は
、
則
ち
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
（
十
三
）

。
世
儒
皆
、
之
に
從
ふ
。
羅
山
先
生
曰
く
、
「
『
中

庸
』
に
曰
く
、
『
聖
人
と
雖
も
亦
た
知
ら
ざ
る
所
有
り
、
能
は
ざ
る
所
有
り
。
』
故
に
楊
、
王
に
從
ふ
者
は
、
粗
（
ほ
ぼ
）
之
有
り
。
然
れ
ど
も
籩
豆
の
事
は
、

則
ち
有
位
者
の
爲
す
所
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
如
何
ぞ
初
め
に
其
の
名
物
を
知
ら
ず
し
て
、
太
廟
に
入
り
て
事
毎
に
之
を
問
は
ん
や
。
故
に
『
集
注
』
之
を
取
ら
ず
。
」

（
異
説
曰
、
楊
龜
山
曰
、
「
曾
子
舉
君
子
所
貴
三
道
、
而
曰
籩
豆
之
事
、
則
有
司
存
。
」
王
陽
明
亦
曰
、
「
聖
人
生
知
者
、
以
義
理
言
之
。
於
籩
豆
之
事
、
則
非

所
知
也
。
」
世
儒
皆
從
之
。
羅
山
先
生
曰
、
「
『
中
庸
』
曰
、
雖
聖
人
亦
有
所
不
知
、
有
所
不
能
。
故
從
楊
、
王
者
粗
有
之
乎
。
然
籩
豆
之
事
、
則
有
位
者
非
所

爲
也
。
如
何
初
不
知
其
名
物
、
而
入
太
廟
毎
事
問
之
乎
。
故
『
集
注
』
不
取
之
。
」
）
（
同
上
） 

 

楊
時
と
王
陽
明
は
、
曾
子
の
説
及
び
『
中
庸
』
の
語
に
從
い
、
聖
人
に
も
知
ら
な
い
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、
孔
子
が
禮
器
の
竝
び
方
な
ど
の
こ
ま

か
い
禮
の
作
法
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
羅
山
は
、
名
物
を
知
ら
ず
に
事
毎
に
そ
れ
を
問
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
反
駁
し
て
い
る
。 

朱
熹
『
論
語
或
問
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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程
子
至
れ
り
。
尹
氏
發
明
し
、
意
尤
も
詳
備
す
。
呂
氏
、
周
氏
の
説
、
恐
ら
く
亦
た
或
い
は
此
の
意
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
本
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
范
氏
、
宗
廟

を
立
つ
る
を
以
て
民
に
孝
を
教
ふ
る
と
爲
す
は
、
則
ち
國
を
有
つ
者
の
其
の
親
を
思
念
す
る
の
誠
心
に
本
づ
か
ず
。
事
毎
に
問
ふ
を
以
て
鬼
神
を
敬
ふ
と
爲
す
は
、

則
ち
又
、
聖
人
の
其
の
事
を
敬
愼
す
る
の
本
意
に
非
ら
ず
。
謝
氏
の
説
の
如
き
は
、
則
ち
是
れ
聖
人
、
本
も
と
是
れ
を
以
て
其
の
詆
訐
を
當
時
に
於
い
て
肆
（
ほ

し
い
ま
ま
）
に
せ
ん
と
欲
し
、
既
に
し
て
又
、
敬
愼
の
説
に
託
し
て
以
て
之
を
文
（
か
ざ
）
る
な
り
。
其
れ
必
ず
然
ら
ざ
ら
ん
。
楊
氏
以
へ
ら
く
、
籩
豆
の
事
、

夫
子
眞
に
知
ら
ざ
る
所
あ
り
、
恐
ら
く
亦
た
未
だ
安
ら
か
な
ら
ず
。
夫
の
籩
豆
の
事
、
特
だ
に
有
位
者
の
當
に
、
其
の
間
に
察
す
べ
き
所
な
る
の
み
に
非
ず
。
豈

に
以
て
初
め
に
其
の
名
物
を
識
ら
ず
し
て
、
必
ず
廟
に
入
る
を
待
ち
て
、
後
に
問
ふ
べ
し
と
謂
は
ん
や
。
侯
氏
、
蓋
し
兼
ね
て
程
子
、
呂
氏
の
意
を
引
く
。
然
れ

ど
も
亦
た
雜
な
り
。
（
程
子
至
矣
。
尹
氏
發
明
、
意
尤
詳
備
。
呂
氏
、
周
氏
之
説
、
恐
亦
或
有
此
意
。
然
非
其
本
也
。
范
氏
以
立
宗
廟
爲
教
民
孝
、
則
不
本
於
有

國
者
思
念
其
親
之
誠
心
。
以
毎
事
問
爲
敬
鬼
神
、
則
又
非
聖
人
敬
愼
其
事
之
本
意
。
如
謝
氏
之
説
、
則
是
聖
人
本
欲
以
是
肆
其
詆
訐
於
當
時
、
既
而
又
託
於
敬
愼

之
説
以
文
之
也
。
其
必
不
然
矣
。
楊
氏
以
籩
豆
之
事
、
夫
子
眞
所
不
知
、
恐
亦
未
安
。
夫
籩
豆
之
事
、
特
非
有
位
者
所
當
察
於
其
間
耳
。
豈
謂
可
以
初
不
識
其
名

物
、
必
待
入
廟
而
後
問
耶
。
侯
氏
蓋
兼
引
程
子
、
呂
氏
之
意
、
然
亦
雜
矣
。
）
（
『
論
語
或
問
』
卷
三
「
八
佾
第
三
」
） 

 

朱
熹
は
楊
龜
山
の
説
以
外
に
、
呂
祖
謙
、
周
伯
忱
、
范
淳
夫
、
謝
良
佐
、
侯
師
聖
の
五
人
の
説
も
列
舉
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
指
摘
し
、
程
子
と
尹

焞
の
解
釋
を
支
持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鵞
峰
と
羅
山
は
、
『
或
問
』
で
言
及
さ
れ
た
楊
龜
山
の
解
釋
に
王
陽
明
の
説
を
わ
ざ
わ
ざ
加
え
、
異
説
と
し
て
批
判
し
て

い
る
。
明
ら
か
に
、
朱
子
學
尊
重
の
立
場
か
ら
陽
明
學
を
排
斥
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

む
す
び 

本
章
で
は
、
『
論
語
集
注
私
考
』
の
學
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章
と
「
其
爲
人
也
孝
弟
」
章
、
爲
政
篇
「
吾
與
回
言
終
日
」
章
、
及
び
八
佾
篇
「
子
入
大
廟
」
章
を

取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
こ
の
四
章
は
、
勉
學
、
道
徳
、
禮
儀
な
ど
に
か
か
わ
り
、
代
表
性
を
有
し
て
い
る
。
鵞
峰
は
林
家
の
繼
承
者
と
し
て
、
そ
の
思
想
や
學
風
は

父
羅
山
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
朱
熹
「
論
語
集
注
」
に
基
づ
い
て
『
論
語
』
を
解
釋
し
た
一
方
、
明
代
の
著
作
に
對
し
て
強
い
關
心
を
示
し
、
大
量
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に
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
點
は
、
本
書
に
お
け
る
最
も
顯
著
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
が
引
用
し
た
明
代
の
著
作
に
は
、
清
代
の
儒
學
者
に
批
判
さ
れ
る
作
品
が
少

な
く
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
明
代
の
著
作
の
受
容
、
及
び
日
中
兩
國
の
學
問
上
の
差
異
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

數
多
く
の
程
朱
學
關
係
の
朝
鮮
本
を
讀
ん
だ
羅
山
と
鵞
峰
の
學
問
形
成
に
つ
い
て
、
例
え
ば
阿
部
吉
雄
の
よ
う
に
朝
鮮
の
朱
子
學
一
色
に
染
め
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
（
十
四
）

、
中
國
か
ら
輸
入
さ
れ
た
書
籍
を
渉
獵
し
、
明
代
の
學
問
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
鵞
峰
が
明
代
の
儒
學
者
の
解
釋
を
し
ば
し

ば
引
用
し
た
理
由
は
、
新
渡
來
の
思
想
や
知
識
へ
の
關
心
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
儒
學
草
創
期
の
幕
府
の
官
僚
と
し
て
、
清
原
家
の
學
問
と
一
線
を
畫
し
、
朱
子
學
を
幕

府
の
統
治
に
根
付
か
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
熹
の
解
釋
と
少
し
違
い
が
あ
る
が
、
全
體
か
ら
み
れ
ば
、
や
は
り
朱
熹
の
『
論
語
』
解
釋
を
踏
襲
し
て
、

佛
教
や
道
教
の
異
學
を
排
撃
し
、
陸
王
學
と
峻
別
し
て
い
る
。
羅
山
を
繼
い
だ
鵞
峰
が
朱
子
學
を
主
と
し
て
經
學
を
解
釋
し
た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
朱
子

學
の
官
學
化
及
び
日
本
儒
學
の
發
展
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
。 

羅
山
や
鵞
峰
の
よ
う
な
江
戸
前
期
の
儒
學
者
は
明
代
の
理
學
、
特
に
朱
子
學
を
積
極
的
に
受
容
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
明
末
に
は
政
治
腐
敗
や
經
濟
崩
壞
に

直
面
し
、
農
民
反
亂
が
各
地
で
蜂
起
し
た
。
朱
子
學
は
空
論
に
走
り
、
讀
書
人
が
出
世
し
て
功
名
を
求
め
る
手
段
と
な
っ
た
。
明
朝
滅
亡
の
大
變
動
を
目
に
し
た
思
想

家
、
例
え
ば
、
王
夫
之
、
顧
炎
武
ら
は
、
明
代
の
心
學
に
筆
誅
を
加
え
、
思
想
や
學
問
に
治
世
上
の
有
用
性
を
求
め
る
實
學
を
掲
げ
た
。 

一
方
、
日
本
で
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
佛
教
が
主
流
の
思
想
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
徳
川
將
軍
は
實
權
を
握
っ
た
が
、
名
目
上
、
天
皇
は
國

家
の
君
主
で
あ
っ
て
、
中
國
の
よ
う
な
易
姓
革
命
に
よ
る
政
治
的
大
變
動
は
な
か
っ
た
。
幕
府
は
社
會
の
安
定
や
秩
序
の
構
築
を
保
つ
た
め
に
、
朱
子
學
を
體
制
秩
序

を
擁
護
す
る
穩
健
な
思
想
と
し
て
尊
重
し
官
學
化
し
た
。
羅
山
と
鵞
峰
は
明
代
の
著
作
を
渉
獵
し
、
朱
子
學
を
普
及
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。 

注 （
一
）
『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』
は
、
胡
廣
編
『
四
書
大
全
』
（
徐
九
一
太
史
訂
正
、
金
閶
五
雲
居
藏
版
、
永
樂
十
三
年
刊
行
）
の
和
刻
本
（
藤
原
惺
窩
輯
、
鵜
飼
石

齋
訓
點
、
刊
行
年
未
詳
。
國
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
）
で
あ
り
、
内
容
に
他
の
版
本
と
異
同
が
あ
る
。
鵞
峰
は
こ
の
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版
本
を
參
考
し
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
『
四
書
大
全
』
を
言
う
場
合
は
、
全
て
『
鼇
頭
評
註
四
書
大
全
』
を
指
し
て
い
る
。 

（
二
）
佐
藤
錬
太
郎
「
王
夫
之
『
讀
四
書
大
全
説
』
―
『
集
注
』
支
持
と
『
集
註
大
全
』
批
判
―
」
（
松
川
健
二
編
『
論
語
の
思
想
史
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）

を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
三
）
清
原
家
の
經
學
の
詳
細
は
、
水
上
雅
晴
「
清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
―
清
原
宣
賢
を
中
心
に
―
」
（
『
北
海
道
大
學
文
學
研
究
科
紀
要
』
第
一
二
五
號
、
六
五

〜
一
一
八
頁
、
二
〇
〇
八
年
）
及
び
「
清
原
宣
賢
の
經
學
―
古
注
の
護
持
と
新
注
の
受
容
―
」
（
『
琉
球
大
學
教
育
學
部
紀
要
』
第
七
六
集
、
五
一
〜
六
五
頁
、

二
〇
一
〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
四
）
詳
し
く
は
、
伊
東
倫
厚
「
『
論
語
』
の
成
立
と
傳
承
」
（
松
川
健
二
編
『
論
語
の
思
想
史
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
五
）
底
文
「
等
」
を
改
め
た
。 

（
六
）
『
千
百
年
眼
』
の
日
本
に
與
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
朱
志
先
「
張
燧
『
千
百
年
眼
』
在
日
本
的
傳
播
與
接
受
」
（
『
史
志
學
刊
』
第
四
期
、
二
〇
一
五
年
八

月
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
七
）
『
孔
聖
全
書
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
刊
本
、
三
十
五
卷
）
卷
一
に
「
孔
嘉
父
」
を
作
る
が
、
鵞
峰
は
「
孔
父
嘉
」
に
改
め
た
。 

（
八
）
「
學
而
時
習
之
」
章
の
解
釋
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
錬
太
郎
「
『
論
語
』
學
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
斯
文
』
一
二
三
號
、

二
〇
一
三
年
九
月
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
九
）
朱
熹
の
人
性
論
に
つ
い
て
、
詳
細
は
山
井
湧
「
朱
子
の
哲
學
に
お
け
る
『
氣
』
」
（
『
明
清
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
年
）
を
參
照
さ

れ
た
い
。 

（
十
）
詳
し
く
は
、
黄
懷
信
『
論
語
彙
校
集
釋
（
全
二
册
）
』
上
册
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
十
一
）
孝
弟
と
仁
を
め
ぐ
る
解
釋
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
十
二
）
『
焦
氏
筆
乘
』
卷
三
「
人
字
」
に
、
「
孝
弟
即
仁
也
。
謂
孝
弟
爲
仁
本
、
終
屬
未
通
。
若
如
豐
説
、
則
以
孝
弟
爲
立
人
之
道
、
於
義
爲
長
」
と
あ
る
。 
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（
十
三
）
王
陽
明
『
傳
習
録
』
「
答
顧
東
橋
書
」
に
「
曾
子
曰
、
『
君
子
所
貴
乎
道
者
三
、
籩
豆
之
事
、
則
有
司
存
也
。
』
（
中
略
）
謂
聖
人
爲
生
知
者
、
專
指
義
理

而
言
、
而
不
以
禮
樂
名
物
之
類
、
則
是
禮
樂
名
物
之
類
無
關
於
作
聖
之
功
矣
」
と
あ
る
。 

（
十
四
）
羅
山
と
朝
鮮
儒
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
一
年
、
一
四
九
〜
二
二
八
頁
）
を

參
照
さ
れ
た
い
。 
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第
二
部 

陽
明
學
派 

第
四
章 

中
江
藤
樹
の
『
文
武
問
答
』 

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
〜
一
六
四
八
）
は
、
諱
は
原
、
字
は
惟
命
、
通
稱
は
與
右
衞
門
。
藤
樹
は
そ
の
號
で
、
他
に
嘿
軒
、
顧
軒
と
い
う
號
も
あ
る
。
日
本
陽
明
學

の
始
祖
と
さ
れ
る
。
近
江
國
（
今
の
滋
賀
縣
）
出
身
で
、
世
に
近
江
聖
人
と
稱
せ
ら
れ
る
。
ま
ず
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
五
册
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
所
收
の

「
藤
樹
先
生
年
譜
」
（
岡
田
氏
本
）
に
よ
っ
て
、
藤
樹
の
生
涯
を
概
觀
し
て
お
こ
う
。 

慶
長
十
三
年
三
月
に
高
島
郡
小
川
村
に
生
ま
れ
、
九
歳
の
時
に
祖
父
吉
長
の
養
子
と
な
り
、
翌
年
伊
予
國
（
今
の
愛
媛
県
）
大
洲
に
移
住
し
た
。
十
五
歳
の
時
祖
父

の
代
り
に
大
洲
藩
に
仕
え
た
。
十
七
の
時
、
京
都
か
ら
來
た
禪
師
（
名
は
未
詳
）
に
『
論
語
』
を
學
び
、
明
の
胡
廣
ら
が
敕
命
に
よ
っ
て
編
纂
し
た
『
四
書
大
全
』
を

通
讀
し
た
。
二
十
一
歳
の
時
に
、
『
四
書
大
全
』
の
『
大
學
』
の
部
分
に
基
づ
い
て
『
大
學
啓
蒙
』
を
著
し
た
。
二
十
七
の
時
、
母
へ
の
孝
行
に
よ
り
致
仕
を
願
っ
た

が
許
さ
れ
ず
、
脱
藩
し
て
近
江
に
戻
っ
た
。
母
に
事
え
な
が
ら
、
私
塾
を
開
き
、
學
問
を
講
じ
た
。
五
經
を
熟
讀
し
、
三
十
一
歳
の
時
に
『
持
敬
圖
説
』
と
『
原
人
』

を
著
し
た
。
三
十
三
歳
の
時
『
王
龍
溪
語
録
』
を
讀
み
、
禪
語
に
似
て
い
る
と
疑
っ
た
が
、
三
十
七
歳
で
『
王
陽
明
全
書
』
を
入
手
し
、
朱
子
學
か
ら
陽
明
學
へ
轉
向

し
た
。
門
下
に
熊
澤
蕃
山
（
一
六
一
九
〜
一
六
九
一
）
、
淵
岡
山
（
一
六
一
七
〜
一
六
八
六
）
ら
の
弟
子
が
い
る
。 

本
章
で
取
り
上
げ
る
『
文
武
問
答
』
は
、
藤
樹
が
著
し
た
『
翁
問
答
』
の
拔
粹
本
で
あ
り
、
上
野
國(

今
の
群
馬
縣)

安
中
の
藩
士
嚴
井
任
重
（
一
八
〇
四
〜
一
八
七

八
、
別
名
は
重
遠
）
が
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
『
翁
問
答
』
は
藤
樹
が
『
王
龍
溪
語
録
』
を
讀
ん
だ
歳
、
つ
ま
り
三
十
三
歳
（
寛
永
十
七
年
）

の
著
作
で
あ
る
。
そ
の
後
、
思
想
の
變
化
に
と
も
な
い
、
『
翁
問
答
』
に
滿
足
で
き
ず
、
三
十
九
歳
の
時
か
ら
『
翁
問
答
』
の
改
正
篇
を
書
き
は
じ
め
た
が
、
最
後
ま

で
完
成
で
き
ず
に
死
去
し
た
。
ま
た
、
慶
安
三
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
翁
問
答
』
改
正
篇
に
附
し
た
門
人
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
藤
樹
三
十
四
歳
（
寛
永
十
八
年
）
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の
著
作
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
『
翁
問
答
』
は
藤
樹
が
陽
明
學
を
學
び
始
め
た
時
期
の
著
作
で
あ
る
。 

『
翁
問
答
』
は
上
下
二
卷
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
上
卷
に
「
上
卷
之
本
」
と
「
上
卷
之
末
」
、
下
卷
に
「
下
卷
之
本
」
と
「
下
卷
之
末
」
が
あ
る
。
「
年
譜
」
の
「
十

七
年
庚
辰 
先
生
三
十
三
歳
」
の
條
で
は
、
藤
樹
の
次
の
考
え
を
記
録
し
て
い
る
。 

（
藤
樹
）
曰
、
上
卷
ハ
『
孝
經
』
ニ
觸
發
シ
テ
其
意
ヲ
寫
シ
書
ス
。
故
ニ
其
論
穩
當
ナ
リ
。
下
卷
ハ
世
ヲ
憤
リ
弊
ヲ
矯
ム
。
是
ヲ
以
テ
其
説
抑
揚
大
過
ア
ル
コ
ト

ヲ
免
レ
ズ
。
故
ニ
先
ヅ
下
卷
ヲ
改
ン
ト
欲
ス
ト
。 

つ
ま
り
、
上
卷
に
對
し
て
大
體
滿
足
し
て
い
る
が
、
下
卷
で
は
世
間
を
貶
し
た
り
、
褒
め
た
り
す
る
間
違
い
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
下
卷
を
改
正
し
た
い
と

述
べ
て
い
る
。
『
文
武
問
答
』
は
、
『
翁
問
答
』
「
上
卷
之
末
」
の
問
答
一
か
ら
問
答
十
五
ま
で
を
そ
の
ま
ま
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
質
問
者
と
し
て
設

定
し
た
「
體
充
」
を
削
除
し
て
い
る
。
因
み
に
、
『
翁
問
答
』
の
改
正
篇
に
は
、
上
卷
之
末
の
改
正
が
な
い
。 

『
文
武
問
答
』
で
は
、
文
武
だ
け
に
限
ら
ず
、
軍
法
や
才
徳
、
法
度
、
儒
學
な
ど
に
つ
い
て
幅
廣
く
論
じ
て
い
る
。
書
名
の
「
文
武
問
答
」
は
、
お
そ
ら
く
冒
頭
の

文
と
武
に
關
す
る
問
答
に
由
來
す
る
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
本
書
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
に
は
井
上
哲
次
郎
、
有
馬
祐
政
共
編
『
武
士
道
叢
書
』
卷
上
（
一
九
〇
五
年
）
、
『
日
本
教
育
文
庫
』
訓
誡
篇
（
一

九
一
〇
年
）
、
日
本
國
粹
全
書
刊
行
會
編
『
日
本
國
粹
全
書
』
第
十
一
輯
（
一
九
一
六
年
）
な
ど
の
鉛
版
翻
刻
が
あ
る
（
一
）

。
藤
樹
の
思
想
を
示
す
著
作
と
し
て
は
、
明

治
以
降
に
も
武
士
道
や
教
育
な
ど
の
研
究
領
域
上
に
お
い
て
『
文
武
問
答
』
は
重
要
視
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
藤
樹
に
關
す
る
研
究
で
は
、
本

書
を
中
心
資
料
と
す
る
研
究
は
ま
だ
な
い
。
本
章
で
は
、
『
文
武
問
答
』
を
中
心
資
料
と
し
て
、
文
武
論
、
軍
法
論
、
臣
下
論
を
檢
討
し
た
上
で
、
『
翁
問
答
』
を
執

筆
し
た
時
の
藤
樹
の
政
治
論
及
び
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
孝
を
重
視
す
る
の
は
藤
樹
の
思
想
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
（
二
）

。
そ
こ
で
、

孝
と
政
治
論
と
の
關
係
性
に
つ
い
て
、
『
翁
問
答
』
を
取
り
上
げ
て
確
認
し
て
み
た
い
。
な
お
、
本
章
に
お
け
る
藤
樹
の
文
章
は
、
特
に
明
記
し
て
い
な
い
場
合
、
『
藤

樹
先
生
全
集
』
第
三
册
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
所
收
の
『
文
武
問
答
』
と
『
翁
問
答
』
を
底
本
と
す
る
。 
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第
一
節 

文
武
論 

『
文
武
問
答
』
の
冒
頭
で
は
、
文
と
武
の
關
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
質
問
し
て
い
る
。 

問
て
曰
く
、
「
文
武
は
車
の
兩
輪
、
鳥
の
兩
翼
の
ご
と
し
と
申
な
ら
は
し
候
得
ば
、
文
と
武
と
は
二
色
に
て
御
座
候
や
。
又
い
か
や
う
な
る
も
の
を
文
武
と
は
申

候
や
。
」 

文
と
武
は
車
の
兩
輪
、
鳥
の
兩
翼
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
が
缺
け
て
は
な
ら
な
い
と
よ
く
い
う
が
、
文
と
武
は
二
つ
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
文
武
と
い
う
の
か
。
こ
の
質
問
に
對
し
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
世
間
の
人
は
間
違
え
て
文
武
を
理
解
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

文
と
武
と
世
俗
大
き
な
る
心
得
そ
こ
な
ひ
候
。
世
俗
は
歌
を
よ
み
詩
を
つ
く
り
文
章
に
達
し
、
氣
だ
て
も
の
や
は
ら
か
に
花
車
な
る
を
文
と
い
ひ
、
弓
馬
兵
法
軍

法
を
な
ら
ひ
し
り
、
氣
だ
て
た
け
く
い
か
つ
な
る
を
武
と
い
ひ
な
ら
は
せ
り
。
み
な
似
た
る
事
の
に
ぬ
事
に
て
候
。
（
『
文
武
問
答
』
） 

 

世
の
中
の
人
々
は
歌
を
詠
み
、
詩
を
作
り
、
文
章
を
書
く
な
ど
の
柔
ら
か
く
上
品
な
も
の
を
文
と
い
い
、
弓
馬
、
兵
法
、
軍
法
な
ど
の
氣
象
が
勇
猛
で
嚴
格
な
も
の

を
武
と
い
う
。
み
な
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
實
は
そ
う
で
は
な
い
。
藤
樹
は
文
武
を
區
別
す
る
考
え
を
否
定
し
、
文
武
一
徳
と
い
う
見
地
か
ら
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

元
來
文
武
は
一
徳
に
し
て
、
各
別
な
る
も
の
に
て
は
な
く
候
。
天
地
の
造
化
一
氣
に
し
て
、
陰
陽
の
し
や
べ
つ
あ
る
如
く
、
人
性
の
感
通
一
徳
に
し
て
、
文
武
の

差
別
あ
れ
ば
、
武
な
き
文
は
眞
實
の
文
に
あ
ら
ず
、
文
な
き
武
は
眞
實
の
武
に
あ
ら
ず
。
陰
は
陽
の
根
と
な
り
、
陽
は
陰
の
根
と
な
る
如
く
、
文
は
武
の
根
と
な

り
、
武
は
文
の
根
と
成
な
る
。
（
同
上
） 

 

そ
も
そ
も
文
武
は
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
徳
で
あ
る
。
天
地
の
造
化
は
一
氣
で
、
陰
陽
の
區
別
が
あ
る
よ
う
に
、
人
間
が
共
感
し
て
理
解
す
る
の
も
一
つ

の
徳
で
あ
る
。
文
武
の
區
別
が
有
る
な
ら
ば
、
武
の
な
い
文
は
本
當
の
文
で
は
な
く
、
文
の
な
い
武
は
本
當
の
武
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
陰
は
陽
の
根
本
で
あ
り
、

陽
は
陰
の
根
本
で
あ
る
よ
う
に
、
文
は
武
の
根
本
で
あ
り
、
武
は
文
の
根
本
で
あ
る
と
い
う
。 

周
敦
頤
（
一
〇
一
七
〜
一
〇
七
三
）
『
太
極
圖
説
』
で
は
、
「
太
極
動
き
て
陽
を
生
ず
、
動
く
こ
と
極
ま
り
て
靜
。
靜
に
し
て
陰
を
生
ず
。
靜
な
る
こ
と
極
ま
り
て



八七 

 

復
た
動
く
。
一
動
一
靜
、
互
い
に
そ
の
根
と
な
る
（
太
極
動
而
生
陽
、
動
極
而
靜
、
靜
而
生
陰
。
靜
極
復
動
。
一
動
一
靜
、
互
爲
其
根
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
藤
樹
は

周
敦
頤
の
説
を
踏
ま
え
て
、
文
武
も
陰
陽
と
同
樣
に
互
い
の
根
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

で
は
、
文
武
に
關
す
る
世
間
一
般
の
文
武
區
別
論
を
否
定
し
た
藤
樹
は
、
ど
の
よ
う
に
文
と
武
を
定
義
し
て
い
る
の
か
。
『
文
武
問
答
』
で
は
、 

天
を
經
と
し
地
を
緯
と
し
て
、
天
下
國
家
を
よ
く
治
め
て
、
五
倫
の
道
を
正
し
う
す
る
を
文
と
云
。
天
命
を
恐
れ
ず
、
さ
も
惡
ぎ
や
く
無
道
の
も
の
あ
り
て
、
文

道
を
さ
ま
た
ぐ
る
時
は
、
或
は
刑
罰
に
て
懲
し
、
あ
る
ひ
は
軍
を
お
こ
し
征
伐
し
、
天
下
一
統
の
治
を
な
す
を
武
と
云
。
し
か
る
故
に
、
戈
を
止
と
い
ふ
二
字
を

あ
は
せ
て
、
武
の
字
を
つ
く
り
た
り
。
文
道
を
お
こ
な
は
ん
た
め
の
武
道
な
れ
ば
、
武
道
の
根
は
文
な
り
。
武
道
の
威
を
も
ち
ひ
て
治
む
る
文
道
な
れ
ば
、
文
道

の
根
は
武
な
り
。
そ
の
外
萬
事
に
文
武
の
二
は
は
な
れ
ざ
る
も
の
な
り
。 

と
解
釋
し
て
い
る
。
文
と
は
、
天
と
地
が
定
め
た
永
遠
に
變
わ
ら
な
い
法
則
や
眞
理
に
よ
っ
て
、
天
下
國
家
を
う
ま
く
治
め
て
、
五
倫
の
道
を
正
し
く
す
る
こ
と
で
あ

る
。
武
と
は
、
天
の
命
令
を
恐
れ
ず
、
惡
逆
無
道
の
こ
と
を
す
る
人
が
い
て
、
文
道
を
妨
げ
る
時
は
、
刑
罰
で
懲
ら
し
た
り
、
軍
を
起
こ
し
征
伐
し
た
り
し
て
、
天
下

を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
は
道
徳
を
も
っ
て
國
を
治
め
る
こ
と
で
、
武
は
刑
罰
や
軍
隊
を
も
っ
て
國
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
戈

（
ほ
こ
）
と
止
と
い
う
二
字
を
合
わ
せ
て
、
武
の
字
を
作
っ
た
。
文
道
を
行
う
爲
の
武
道
な
の
で
、
武
道
の
根
本
は
文
で
あ
る
。
武
道
の
威
力
を
使
っ
て
治
め
る
文
道

な
の
で
、
文
道
の
根
本
は
武
で
あ
る
。
萬
事
に
文
と
武
と
は
一
體
で
あ
る
と
い
う
。 

 

藤
樹
は
、
文
道
と
武
道
は
互
い
に
根
本
と
な
り
、
文
道
の
中
に
武
道
が
あ
り
、
武
道
の
中
に
文
道
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
結
局
、
武
道
は
文
道
が
行
わ
れ
な
い
時

に
使
う
も
の
な
の
で
、
文
道
が
武
道
よ
り
優
位
を
占
め
、
武
道
は
文
道
が
行
わ
れ
る
た
め
の
保
障
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
樹
は
、 

文
は
仁
道
の
異
名
、
武
は
義
道
の
異
名
な
り
。
仁
と
義
は
同
じ
く
人
性
の
一
徳
な
る
に
よ
つ
て
、
文
武
も
お
な
じ
く
一
徳
に
し
て
、
各
別
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

仁
義
の
徳
を
よ
く
さ
と
り
て
、
文
武
の
沙
汰
を
あ
き
ら
む
べ
し
。
（
『
文
武
問
答
』
） 

と
述
べ
て
い
る
。
文
武
は
仁
義
の
異
名
で
あ
り
、
仁
義
は
一
つ
の
徳
目
な
の
で
、
文
武
も
一
つ
の
徳
目
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
周
敦
頤
『
太
極
圖
説
』
で
は
『
易
』
説

卦
傳
を
引
い
て
、
「
天
の
道
を
立
て
て
、
陰
と
陽
と
曰
ふ
。
地
の
道
を
立
て
て
、
柔
と
剛
と
曰
ふ
。
人
の
道
を
立
て
て
仁
と
義
と
曰
ふ
（
立
天
之
道
、
曰
陰
與
陽
。
立
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地
之
道
、
曰
柔
與
剛
。
立
人
之
道
、
曰
仁
與
義
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
陰
陽
、
柔
剛
、
仁
義
は
そ
れ
ぞ
れ
天
の
道
、
地
の
道
、
人
の
道
で
あ
る
。
藤
樹
は
こ
れ
に
依
據

し
て
、
陰
陽
＝
文
武
＝
仁
義
と
い
う
説
を
立
て
て
い
る
。 

 

因
み
に
、
朱
熹
は
、
「
仁
義
禮
智
は
、
皆
天
の
與
へ
る
所
の
良
貴
な
り
。
而
し
て
仁
は
、
天
地
の
物
を
生
ず
る
の
心
に
し
て
、
之
を
得
る
こ
と
最
も
先
に
し
て
、
四

者
を
兼
ね
統
ぶ
（
仁
義
禮
智
、
皆
天
所
與
之
良
貴
。
而
仁
者
天
地
生
物
之
心
、
得
之
最
先
、
而
兼
統
四
者
）
」
（
「
孟
子
集
注
」
公
孫
丑
章
句
上
）
と
述
べ
て
い
る
。

仁
義
禮
智
の
四
つ
は
み
な
天
か
ら
與
え
ら
れ
た
寶
物
（
道
徳
）
で
あ
る
が
、
仁
は
天
地
の
萬
物
を
創
造
す
る
心
で
、
人
が
最
も
早
く
得
る
も
の
で
、
四
者
を
統
率
す
る

と
い
う
。
特
に
仁
を
重
視
し
た
朱
熹
は
、
藤
樹
の
よ
う
に
仁
と
義
を
一
つ
の
徳
と
見
な
し
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
文
武
に
道
徳
と
藝
能
（
技
能
）
と
の
本
末
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

扨
ま
た
文
武
に
徳
と
藝
と
の
本
末
あ
り
。
仁
は
文
の
徳
に
し
て
、
文
藝
の
根
本
な
り
。
文
學
（
三
）

、
禮
樂
、
書
數
は
藝
に
し
て
、
文
徳
の
枝
葉
な
り
。
義
は
武
の
徳

に
し
て
、
武
藝
の
根
本
な
り
。
軍
法
、
射
御
、
兵
法
な
ど
は
藝
に
し
て
、
武
徳
の
枝
葉
な
り
。
根
本
の
徳
を
第
一
に
つ
と
め
學
び
、
枝
葉
の
藝
を
第
二
に
な
ら
ひ
、

本
末
か
ね
備
は
り
、
文
武
合
一
な
る
を
、
眞
實
の
文
武
と
い
ひ
、
眞
實
の
儒
者
と
い
ふ
な
り
。
（
『
文
武
問
答
』
） 

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
文
と
武
に
は
そ
れ
ぞ
れ
道
徳
と
藝
能
が
あ
る
。
道
徳
は
根
本
で
、
藝
能
は
枝
葉
で
あ
る
。
文
の
徳
は
仁
で
、
武
の
徳
は
義
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し

て
、
技
術
面
で
の
文
學
、
禮
樂
、
書
法
、
算
數
な
ど
は
文
の
藝
能
で
、
軍
法
、
射
御
、
兵
法
な
ど
は
武
の
藝
能
で
あ
る
。
本
當
の
儒
者
は
、
文
武
の
本
末
を
す
べ
て
備

え
て
合
一
す
る
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
樹
は
、 

本
を
す
て
ゝ
、
末
ば
か
り
を
求
め
學
ぶ
が
、
ひ
が
ご
と
な
り
と
い
ふ
事
に
て
候
。
根
本
の
仁
義
を
立
て
ゝ
の
う
へ
に
、
文
藝
武
藝
に
長
じ
ぬ
る
は
、
本
末
か
ね
そ

な
は
る
多
能
の
君
子
に
て
、
世
俗
の
諺
に
も
い
へ
る
、
花
も
實
も
あ
る
人
な
り
。
（
同
上
） 

と
述
べ
て
お
り
、
根
本
の
仁
義
を
捨
て
て
、
藝
能
ば
か
り
を
求
め
る
の
は
、
間
違
っ
た
こ
と
で
、
仁
義
の
徳
を
確
立
し
た
上
で
文
藝
と
武
藝
に
長
じ
た
人
が
本
末
を
兼

備
し
た
君
子
で
あ
る
と
説
き
、
仁
義
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
藤
樹
の
場
合
、
文
と
武
は
儒
者
が
備
え
る
べ
き
道
徳
と
藝
能
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
國
を
統
治
す
る
政
治
的
な
概
念
で
あ
る
。 
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第
二
節 

軍
法
論 

續
い
て
、
藤
樹
に
お
け
る
軍
法
論
に
檢
討
を
加
え
る
。 

藤
樹
は
、
「
軍
法
は
大
將
の
し
ら
で
叶
は
ぬ
事
に
て
候
。
大
將
の
軍
法
を
知
ら
ざ
る
は
、
譬
ば
、
矢
は
ぎ
の
矢
を
は
ぐ
法
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
」
（
『
文
武
問
答
』
）

と
述
べ
て
お
り
、
軍
法
は
大
將
に
と
っ
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
軍
法
を
知
ら
な
い
大
將
は
、
矢
を
作
る
方
法
を
知
ら
な
い
矢
師
と
同
じ
だ
と
い
い
、

大
將
に
と
っ
て
は
、
軍
法
は
必
要
不
可
缺
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
文
武
問
答
』
に
は
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
る
。 

問
て
曰
、
「
儒
門
の
心
學
を
き
は
め
ず
し
て
も
、
軍
法
に
達
し
、
軍
功
を
立
て
、
そ
の
名
高
き
大
將
、
和
漢
共
に
古
來
多
く
御
座
候
へ
ば
、
心
學
の
磨
き
な
く
て

も
、
軍
法
の
學
び
は
成
申
べ
く
候
。
然
る
に
ま
づ
儒
門
の
心
學
を
き
は
め
て
後
に
、
軍
法
を
學
び
た
る
が
よ
し
と
仰
ら
れ
候
は
、
不
審
に
ぞ
ん
じ
候
。
」 

儒
家
の
心
學
を
極
め
な
く
て
も
、
軍
法
に
達
し
、
軍
功
を
立
て
た
有
名
な
大
將
は
、
日
本
と
中
國
に
昔
か
ら
多
く
い
た
の
で
、
心
學
を
究
め
な
く
て
も
、
軍
法
の
學

び
が
で
き
る
と
言
え
る
の
に
、
ま
ず
儒
家
の
心
學
を
極
め
て
か
ら
、
軍
法
を
學
ん
だ
ほ
う
が
良
い
と
い
う
の
は
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
、
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
こ
れ
に

對
し
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

大
將
の
才
を
逞
し
く
生
れ
つ
き
た
る
人
は
、
心
學
の
み
が
き
な
く
て
も
、
軍
法
に
達
し
、
軍
功
を
立
る
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
徳
な
き
ゆ
へ
に
、
才
の
逞
し
き
に
ま

よ
ひ
、
必
ず
人
を
殺
す
事
を
こ
の
み
、
不
義
不
道
の
ふ
る
ま
ひ
あ
れ
ば
、
萬
民
そ
の
毒
に
あ
た
り
、
な
げ
き
か
な
し
む
に
よ
つ
て
、
終
に
は
天
罰
を
蒙
り
、
其
身

も
亡
び
、
國
も
か
な
ら
ず
絶
滅
す
る
も
の
な
り
。
其
證
據
は
も
ろ
こ
し
に
て
も
、
我
朝
に
て
も
、
そ
の
徳
な
く
て
才
（
四
）

の
み
逞
し
き
大
將
に
、
其
身
に
難
な
く
、

子
孫
繁
昌
し
た
る
人
ま
れ
な
り
。
和
漢
の
史
書
に
て
考
へ
み
る
べ
し
。
（
同
上
） 

 

生
ま
れ
つ
き
大
將
の
才
能
を
持
つ
人
は
、
心
學
を
究
め
な
く
て
も
、
軍
法
に
達
し
、
軍
功
を
立
て
て
も
、
道
徳
が
な
い
た
め
、
自
分
の
才
能
に
迷
い
、
必
ず
人
を
殺

す
こ
と
を
好
ん
で
、
道
徳
や
義
理
に
背
く
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
民
衆
は
被
害
を
受
け
て
悲
嘆
す
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
人
は
最
後
に
は
天
罰
を
蒙
り
、

身
も
亡
び
、
國
も
必
ず
滅
亡
す
る
。
そ
の
證
據
は
中
國
に
も
日
本
に
も
あ
る
。
徳
が
な
く
才
能
だ
け
が
優
れ
た
大
將
の
中
で
、
自
分
自
身
が
災
難
に
遭
わ
ず
、
子
孫
が

繁
盛
し
た
と
い
う
人
は
め
っ
た
に
い
な
い
。
中
國
と
日
本
の
史
書
を
調
べ
た
ら
わ
か
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
い
く
ら
才
能
に
惠
ま
れ
た
と
し
て
も
、
心
學
を
學
ば
ず
、
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道
徳
が
な
い
人
は
、
必
ず
身
も
國
も
滅
ぼ
し
、
後
世
や
民
衆
に
も
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
軍
隊
の
統
率
者
は
道
徳
を
備
え
る
べ
き
だ
と
藤
樹
は
力
説
し
て
い
る
。 

さ
て
、
藤
樹
の
い
う
「
儒
門
の
心
學
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
翁
問
答
』
「
上
卷
之
本
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

四
書
五
經
に
心
と
迹
と
訓
詁
と
三
つ
の
し
や
べ
つ
あ
り
。
聖
賢
の
口
に
の
べ
た
ま
ふ
辭
と
、
身
に
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
事
と
の
二
つ
を
迹
と
云
。
そ
の
口
に
の
べ
、

身
に
お
こ
な
ひ
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
本
意
の
至
善
を
心
と
い
ふ
也
。
心
は
無
方
、
無
體
、
無
聲
、
無
臭
に
し
て
、
書
付
る
事
あ
た
は
ざ
る
ゆ
へ
に
、
只
あ
と
ば
か
り

を
か
き
つ
け
て
、
そ
の
あ
と
の
う
ち
に
ふ
く
み
そ
な
へ
て
、
後
世
の
を
し
へ
と
な
せ
り
。
そ
の
あ
と
の
う
ち
に
そ
な
は
り
た
る
心
を
四
書
五
經
の
こ
ゝ
ろ
と
い
ふ

な
り
。
そ
の
あ
と
を
か
き
の
せ
る
四
書
五
經
の
文
字
の
こ
と
は
り
を
訓
詁
と
云
な
り
。
其
の
訓
詁
を
ま
な
び
、
其
あ
と
を
よ
く
わ
き
ま
へ
、
そ
の
心
を
よ
く
と
り

も
ち
ひ
て
、
わ
が
心
の
師
範
と
な
し
、
意
を
誠
に
し
、
心
を
た
ゞ
し
く
す
れ
ば
、
聖
賢
の
心
す
な
は
ち
わ
が
心
と
な
り
、
我
心
す
な
わ
ち
せ
い
け
ん
の
心
に
た
が

は
ず
。
心
聖
賢
の
心
に
た
が
は
ざ
れ
ば
、
言
行
す
な
は
ち
聖
賢
時
中
の
言
行
に
そ
む
か
ず
。
か
や
う
に
ま
な
ぶ
を
正
眞
の
が
く
も
ん
と
云
な
り
。
聖
賢
四
書
五
經

の
心
を
か
ゞ
み
と
し
て
、
我
心
を
た
ゞ
し
く
す
る
は
、
始
終
こ
と
ご
と
く
心
の
う
へ
の
學
な
れ
ば
、
心
學
と
も
云
な
り
。 

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
四
書
五
經
に
心
と
迹
と
訓
詁
と
の
三
つ
の
區
別
が
あ
る
。
聖
賢
の
言
葉
と
行
爲
は
迹
で
あ
る
。
そ
の
迹
の
本
意
の
至
善
を
心
と
い
い
、
迹
を
記
録

す
る
四
書
五
經
の
文
字
の
道
理
を
訓
詁
と
い
う
。
聖
賢
の
心
は
無
形
で
、
書
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
迹
だ
け
を
書
い
て
、
後
世
の
教
え
と
し
た
。
故

に
、
訓
詁
を
學
び
、
迹
を
わ
き
ま
え
て
、
聖
賢
の
心
を
把
握
し
、
自
分
の
心
の
師
範
と
な
す
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
自
分
の
心
は
聖
賢
の
心
と
一
致
し
て
、
自
分
の

言
行
も
聖
賢
の
言
行
に
違
わ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
心
學
と
は
、
四
書
五
經
の
裏
に
あ
る
聖
賢
の
心
の
至
善
を
學
び
、
自
分
の
心
を
正
し
く
す
る
心
の
上
の
學
問
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
み
れ
ば
、
藤
樹
の
所
謂
「
心
學
」
は
、
陽
明
學
が
唱
え
た
「
心
即
理
」
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
心
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。 

藤
樹
は
『
王
龍
溪
語
録
』
を
得
た
頃
、
『
翁
問
答
』
を
執
筆
し
た
。
「
年
譜
」
で
は
、
「
（
寛
永
十
七
年
）
冬
、
『
王
龍
溪
語
録
』
ヲ
得
タ
リ
。
始
コ
レ
ヲ
讀
ト
キ
、

其
觸
發
ス
ル
コ
ト
ノ
多
キ
コ
ト
ヲ
悦
ブ
。
然
レ
ド
モ
其
佛
語
ヲ
間
雜
シ
禪
學
ニ
近
コ
ト
ヲ
恐
ル
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
藤
樹
は
ま
だ
陽
明
學
に
傾
倒
し
て

い
な
い
が
、
王
陽
明
の
弟
子
、
王
龍
溪
の
説
に
觸
發
さ
れ
て
、
心
を
重
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、
藤
樹
は
心
の
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
士
を
上
中
下
の
三
つ
の
等
級
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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根
本
さ
ぶ
ら
い
の
品
、
上
中
下
の
三
だ
ん
あ
り
。
明
徳
十
分
に
あ
き
ら
か
に
、
名
利
私
欲
の
累
な
く
、
仁
義
の
大
勇
有
て
、
文
武
か
ね
そ
な
は
り
た
る
を
上
と
す
。

十
分
に
明
徳
は
明
か
な
ら
ね
ど
も
、
財
寶
利
欲
の
ま
よ
ひ
な
く
、
功
名
節
義
を
身
に
か
へ
て
守
り
ぬ
る
を
中
と
す
。
お
も
て
む
き
計
り
義
理
た
て
を
し
て
、
心
に

は
財
寶
利
欲
立
身
を
の
み
む
さ
ぶ
り
ぬ
る
を
下
と
す
。
此
下
品
の
く
せ
も
の
、
澤
山
に
と
き
め
く
と
み
へ
た
り
。
君
た
る
人
の
御
用
心
あ
る
べ
き
事
に
て
候
。（
『
文

武
問
答
』
） 

上
段
の
武
士
と
は
、
明
徳
を
十
分
に
明
ら
か
に
し
、
名
利
や
私
欲
に
煩
わ
さ
れ
ず
、
仁
義
の
大
勇
が
あ
っ
て
、
文
武
兼
備
の
人
で
あ
る
。
中
段
の
武
士
と
は
、
十
分

に
明
徳
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
お
金
や
利
欲
に
迷
わ
ず
、
功
名
節
義
に
身
命
を
か
け
て
守
る
人
で
あ
る
。
下
段
の
武
士
と
は
、
表
面
だ
け
で
義
理
立
て
を
し
て
、

心
の
中
に
は
お
金
や
利
欲
、
立
身
だ
け
を
欲
す
る
人
で
あ
る
。
君
主
は
こ
の
よ
う
な
下
品
の
武
士
に
用
心
す
べ
き
だ
と
戒
め
て
い
る
。 

第
三
節 

臣
下
論 

 

次
い
で
、
藤
樹
の
臣
下
論
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
た
い
。
『
文
武
問
答
』
で
は
、
「
問
て
曰
、
臣
下
を
ば
い
か
や
う
に
つ
か
ひ
た
る
が
よ
く
御
座
候
や
」
と
い
う
質

問
に
對
し
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

主
君
の
臣
下
を
さ
し
つ
か
ふ
本
意
は
、
公
明
博
愛
（
五
）

の
心
を
本
と
し
て
、
か
り
初
に
も
人
を
え
ら
び
す
て
ず
、
賢
、
智
、
愚
、
不
肖
そ
の
分
々
、
相
應
の
用
捨
に

私
な
く
、
道
徳
才
智
あ
る
賢
人
を
ば
高
位
に
あ
げ
、
し
お
き
萬
事
の
談
合
ば
し
ら
と
し
、
才
徳
な
き
愚
不
肖
に
も
、
か
な
ら
ず
得
た
る
こ
と
あ
る
も
の
な
り
。
其

得
た
る
所
を
よ
く
見
し
り
、
段
々
相
應
の
位
に
お
き
て
、
さ
し
つ
か
ひ
ぬ
れ
ば
、
人
間
に
用
に
た
ゝ
ぬ
も
の
は
な
き
も
の
に
て
候
。
つ
か
ひ
や
う
あ
し
き
に
よ
つ

て
、
よ
き
も
の
を
用
に
た
ゝ
ぬ
と
心
得
べ
し
。
大
工
の
家
を
た
つ
る
材
木
の
つ
か
ひ
や
う
に
て
、
合
點
有
べ
し
。
ま
た
才
智
拔
群
な
る
人
に
も
、
無
得
手
な
る
事

必
あ
る
も
の
な
り
。
そ
れ
も
見
わ
け
て
得
ぬ
事
に
は
さ
し
つ
か
は
ぬ
が
宜
し
く
候
。
（
『
文
武
問
答
』
） 

藤
樹
は
、
人
材
の
登
用
に
お
い
て
、
君
主
は
公
明
博
愛
の
心
を
本
と
し
て
、
人
の
道
徳
や
能
力
に
應
じ
て
、
適
切
な
地
位
を
與
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
道
徳

や
才
能
の
あ
る
賢
人
に
高
位
を
與
え
る
が
、
愚
か
な
人
や
不
肖
の
人
に
も
、
必
ず
役
に
立
ち
、
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
才
智
拔
群
の
人
に
も
、
不
得
意
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な
こ
と
が
必
ず
あ
る
。
君
主
は
人
間
そ
れ
ぞ
れ
の
價
値
を
見
分
け
て
使
う
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
、
道
徳
や
能
力
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
人
を
有
效
活
用
す
る
視
點
か
ら

臣
下
の
能
力
に
應
じ
て
適
材
適
所
の
人
材
配
置
を
行
う
べ
き
だ
と
提
唱
し
て
い
る
。 

で
は
、
な
ぜ
「
愚
」
と
「
不
肖
」
も
登
用
す
る
の
か
。
『
翁
問
答
』
「
上
卷
之
末
」
問
答
二
十
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

聖
賢
の
ご
と
く
に
智
慧
の
あ
き
ら
か
な
ら
ざ
る
を
愚
癡
と
す
。
せ
い
け
ん
の
ご
と
く
に
才
能
の
達
せ
ざ
る
を
不
肖
と
す
。
愚
癡
不
肖
と
い
へ
ど
も
、
良
知
良
能
あ

り
。
そ
の
良
知
良
能
を
う
し
な
は
ざ
れ
ば
、
愚
癡
不
肖
も
善
人
の
徒
な
り
。
愚
癡
不
肖
を
そ
の
ま
ゝ
あ
く
に
ん
と
云
べ
き
こ
と
は
り
な
し
。
才
あ
る
も
才
な
き
も
、

知
あ
る
も
知
な
き
も
、
形
氣
の
邪
欲
に
お
ぼ
れ
、
本
心
の
良
知
を
う
し
な
ふ
も
の
を
お
し
な
べ
て
惡
人
と
は
云
な
れ
ば
、
た
と
ひ
才
智
、
藝
能
す
ぐ
れ
た
り
と
も

邪
欲
ふ
か
く
し
て
良
知
く
ら
き
は
あ
く
に
ん
な
り
。 

愚
癡
と
不
肖
に
は
聖
賢
の
よ
う
な
智
慧
や
才
能
が
な
い
け
れ
ど
も
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
良
知
良
能
が
あ
る
。
こ
の
良
知
良
能
を
失
わ
な
け
れ
ば
、
愚

癡
と
不
肖
は
聖
賢
と
同
樣
に
善
人
で
あ
る
。
肉
體
的
な
邪
欲
に
溺
れ
、
良
知
を
失
え
ば
、
た
と
え
才
能
が
優
れ
て
も
、
惡
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
藤
樹
の
所
謂
「
良
知
」

は
、
『
孟
子
』
盡
心
上
に
、
「
人
の
學
ば
ず
し
て
能
く
す
る
所
の
者
は
、
其
の
良
能
な
り
。
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
、
其
の
良
知
な
り
（
人
之
所
不
學
而
能
者
、

其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
）
」
に
よ
る
も
の
で
、
王
陽
明
が
性
善
説
の
觀
點
か
ら
唱
え
た
良
知
説
と
似
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
藤
樹
は
朱
熹
の
「
人
と
生
物
の
生
ま
れ
つ
き
に
、
精
と
粗
の
差
異
が
あ
る
（
人
物
之
生
、
有
精
粗
之
不
同
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
一
「
人
物
之
性
氣

質
之
性
」
第
四
十
一
條
）
と
い
う
説
に
依
據
し
て
、 

い
づ
れ
の
も
の
も
そ
の
物
の
う
ち
に
て
精
な
る
も
の
は
、
そ
の
物
の
か
な
め
と
な
り
、
主
た
り
。
粗
は
そ
の
精
に
し
た
が
ふ
も
の
な
り
。
し
か
る
に
よ
つ
て
に
ん

げ
ん
の
精
を
う
け
た
る
聖
賢
君
子
は
、
愚
癡
不
肖
の
主
君
と
し
て
、
愚
不
肖
を
お
さ
め
て
教
給
ふ
。
粗
を
う
け
た
る
愚
不
肖
は
、
聖
賢
君
子
の
臣
下
と
し
て
、
聖

賢
の
下
知
に
し
た
が
ふ
、
天
命
の
本
然
な
り
。
（
『
翁
問
答
』
「
上
卷
之
末
」
問
答
十
九
） 

と
述
べ
て
お
り
、
聖
賢
君
子
は
人
の
精
で
あ
り
、
愚
癡
不
肖
は
人
の
粗
で
あ
る
。
粗
は
精
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
聖
賢
君
子
は
主
君
と
し
て
愚
癡
不
肖
を
治

め
、
愚
癡
不
肖
は
臣
下
と
し
て
聖
賢
君
子
に
し
た
が
う
こ
と
は
、
「
天
命
の
本
然
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
藤
樹
は
、
精
と
粗
の
差
異
に
よ
っ
て
、
統
治
者
と
被
統
治
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者
に
差
別
を
つ
け
て
、
封
建
的
身
分
を
固
定
さ
せ
る
。
ま
た
、
藤
樹
は
、
君
主
の
臣
下
の
任
用
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。 

主
君
の
臣
下
を
さ
し
つ
か
ふ
は
、
た
と
へ
ば
、
磁
石
の
針
を
す
ふ
が
ご
と
し
。
火
は
か
は
け
る
に
つ
き
、
水
は
う
る
ほ
へ
る
に
な
が
る
ゝ
こ
と
は
り
な
れ
ば
、
磁

石
の
く
ろ
が
ね
な
ら
で
は
す
は
ざ
る
ご
と
く
、
君
主
の
心
と
同
じ
き
人
な
ら
で
は
、
つ
か
ひ
給
は
ぬ
も
の
な
り
。
心
の
暗
き
君
主
は
、
何
程
よ
き
士
を
あ
つ
め
置

て
も
、
そ
れ
を
ば
用
ひ
ず
、
只
君
の
心
に
ひ
と
し
く
暗
き
く
せ
も
の
ば
か
り
を
、
さ
し
つ
か
ひ
給
ふ
も
の
也
。
し
か
る
ゆ
へ
に
、
よ
き
士
そ
の
家
中
に
有
て
も
、

無
に
同
じ
。
主
君
の
心
あ
き
ら
か
な
れ
ば
、
そ
の
こ
ゝ
ろ
に
能
か
な
ひ
た
る
よ
き
士
な
ら
で
は
、 

さ
し
つ
か
ひ
た
ま
は
ぬ
ゆ
へ
に
、
く
せ
も
の
も
、
よ
く
に
耽
り
、

惡
を
は
ぢ
て
、
い
つ
と
な
く
よ
く
な
る
も
の
な
れ
ば
、
あ
し
き
く
せ
も
の
其
家
中
に
あ
り
て
も
、
な
き
に
ひ
と
し
。
臣
下
の
よ
き
も
あ
し
き
も
、
國
の
亂
る
ゝ
も

治
る
も
、
畢
竟
主
君
の
心
ひ
と
つ
に
あ
り
。
誠
に
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
る
べ
き
事
に
て
候
。
（
『
文
武
問
答
』
） 

君
主
が
臣
下
を
使
う
の
は
、
磁
石
が
鐵
の
針
を
吸
い
付
け
る
の
と
同
じ
道
理
で
あ
る
。
磁
石
が
鐵
し
か
吸
い
付
け
な
い
よ
う
に
、
君
主
は
自
分
と
同
じ
心
を
持
つ
人

し
か
使
わ
な
い
。
心
の
暗
い
君
主
は
、
ど
ん
な
に
優
秀
な
臣
下
を
集
め
置
い
て
も
使
わ
ず
、
同
じ
く
心
が
暗
い
人
だ
け
使
う
。
心
が
明
ら
か
な
君
主
は
、
良
い
臣
下
を

使
う
の
で
、
惡
人
な
ど
は
周
り
に
い
て
も
差
し
障
り
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
良
い
臣
下
も
惡
い
臣
下
も
、
國
の
治
ま
る
こ
と
も
亂
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
す
べ
て
は
君

主
の
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
藤
樹
は
、
爲
政
に
お
け
る
君
主
の
心
を
絶
對
視
し
て
い
る
。
彼
は
、 

し
お
き
法
度
に
も
本
末
あ
り
。
君
の
心
明
に
し
て
、
道
を
行
ひ
國
中
の
手
本
か
ゞ
み
と
定
め
給
ふ
が
、
政
の
根
本
な
り
。
法
度
の
ヶ
條
は
政
の
枝
葉
な
り
。
君
の

好
む
事
を
ば
、
そ
の
下
々
み
な
ま
ね
を
す
る
も
の
な
れ
ば
、
君
の
心
明
か
に
道
を
行
ひ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
法
度
は
な
く
て
も
、
お
の
づ
か
ら
人
の
心
よ
く
な
る
も
の

な
り
。
（
同
上
） 

と
述
べ
て
お
り
、
君
の
心
を
政
治
の
根
本
と
し
、
法
律
を
枝
葉
と
す
る
。
君
の
心
さ
え
明
ら
か
な
ら
ば
、
法
律
は
な
く
て
も
民
心
が
自
か
ら
安
定
す
る
こ
と
に
な
る
と

主
張
し
て
い
る
。
今
か
ら
み
れ
ば
、
君
主
の
道
徳
や
裁
斷
を
法
律
に
凌
駕
さ
せ
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
が
、
當
時
社
會
の
安
定
を
促
進
す
る
の
に
有
用
な
思
想
で
あ

る
と
言
え
る
。
因
み
に
、
朱
熹
は
、
「
天
下
の
こ
と
に
は
、
大
き
な
根
本
が
あ
り
、
小
さ
な
根
本
も
あ
る
。
君
の
心
を
正
す
こ
と
は
大
き
な
根
本
で
あ
る
（
天
下
事
有

大
根
本
、
有
小
根
本
。
正
君
心
是
大
本
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
朱
子
五
「
論
治
道
」
第
二
條
）
と
述
べ
、
君
の
心
を
正
す
こ
と
を
天
下
の
大
き
な
根
本
で
あ
る
と
し
て
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い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
藤
樹
は
朱
熹
の
説
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

第
四
節 
孝
論 

孝
は
藤
樹
の
思
想
に
お
い
て
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
藤
樹
は
『
孝
經
講
釋
聞
書
』
（
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
二
册
）
で
は
、
「
孝
ハ
天
君
、
大
虚
、
圓
神
、
皇
上

帝
、
無
始
無
終
、
廓
然
大
公
、
無
雙
ノ
靈
寶
。
此
主
徳
ヲ
至
徳
要
道
ト
云
」
と
述
べ
て
い
る
。
孝
は
、
子
の
親
に
仕
え
る
具
體
的
な
倫
理
規
範
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

の
唯
一
の
靈
妙
な
寶
で
あ
り
、
最
高
で
最
重
要
の
徳
で
あ
る
。
孝
に
つ
い
て
は
、
『
文
武
問
答
』
で
言
及
し
て
い
な
い
が
、
藤
樹
の
統
治
論
と
の
關
連
性
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
『
翁
問
答
』
に
基
づ
い
て
檢
討
し
て
み
た
い
。 

藤
樹
三
十
三
歳
の
時
、
「
夏
、
『
孝
經
』
ヲ
讀
デ
愈
味
深
長
ナ
ル
コ
ト
ヲ
覺
フ
。
コ
レ
ヨ
リ
毎
朝
拜
誦
ス
」
（
「
年
譜
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
年
の
秋
、
友
人

の
求
め
に
よ
っ
て
『
翁
問
答
』
を
執
筆
し
始
め
た
。
彼
は
、
「
上
卷
ハ
『
孝
經
』
ニ
觸
發
シ
テ
其
意
ヲ
寫
シ
書
ス
。
故
ニ
其
論
穩
當
ナ
リ
」
（
同
上
）
と
語
っ
て
い
る
。

藤
樹
は
二
十
八
歳
の
時
、
明
代
の
江
元
祚
が
編
輯
し
た
『
孝
經
大
全
』
（
一
六
三
三
刊
）
を
入
手
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
『
孝
經
大
全
』
に
は
明
代
の
心

學
的
解
釋
が
收
録
さ
れ
て
い
る
（
六
）

。 

王
陽
明
は
道
釋
二
教
と
決
別
し
た
三
十
一
歳
の
時
、
祖
母
と
父
を
想
っ
て
、
「
此
の
念
は
孩
提
よ
り
生
ず
。
此
の
念
去
る
べ
く
ん
ば
、
是
れ
種
性
を
斷
滅
せ
ん
（
此

念
生
於
孩
提
。
此
念
可
去
、
是
斷
滅
種
性
矣
）
」
（
『
王
文
成
公
全
書
』
卷
三
十
二
「
年
譜
」
）
と
悟
っ
た
。
ま
た
、
三
年
靜
坐
し
た
禪
僧
に
對
し
て
、
親
を
愛
す
る

こ
と
が
人
の
本
性
だ
と
指
摘
し
、
禪
僧
は
坐
禪
を
や
め
て
家
に
歸
っ
た
と
い
う
。
陽
明
は
門
人
の
た
め
に
、
心
即
理
や
知
行
合
一
、
致
良
知
を
説
明
す
る
時
、
例
證
と

し
て
し
ば
し
ば
孝
を
あ
げ
る
。
例
え
ば
、
『
傳
習
録
』
上
第
三
條
に
「
心
は
即
ち
理
な
り
。
（
中
略
）
此
の
天
理
に
純
な
る
の
心
を
以
て
、
之
を
發
し
て
父
に
事
ふ
れ

ば
便
ち
是
れ
孝
な
り
（
心
即
理
也
。
（
中
略
）
以
此
純
乎
天
理
之
心
、
發
之
事
父
便
是
孝
）
」
と
あ
る
。
同
第
五
條
に
、
「
就
ち
某
人
孝
を
知
り
、
某
人
弟
を
知
る
と

稱
す
る
が
ご
と
き
も
、
必
ず
是
れ
其
の
人
已
に
曾
て
孝
を
行
ひ
弟
を
行
ひ
て
、
方
に
他
孝
を
知
り
弟
を
知
る
と
稱
す
べ
し
（
就
如
稱
某
人
知
孝
、
某
人
知
弟
。
必
是
其

人
已
曾
行
孝
行
弟
、
方
可
稱
他
知
孝
知
弟
）
」
と
あ
る
。
同
中
卷
「
答
聶
文
蔚
」
に
「
故
に
此
の
良
知
の
眞
誠
惻
怛
を
致
し
て
以
て
親
に
事
ふ
れ
ば
便
ち
是
れ
孝
な
り
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（
故
致
此
良
知
之
眞
誠
惻
怛
以
事
親
便
是
孝
）
」
と
あ
る
。
王
陽
明
は
孝
を
重
視
し
て
い
る
が
、
や
は
り
忠
、
信
、
悌
な
ど
と
同
じ
よ
う
な
具
體
的
な
徳
目
と
見
な
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
『
孝
經
』
に
つ
い
て
特
に
論
じ
て
は
お
ら
ず
、
孝
を
萬
物
の
根
源
と
は
し
て
い
な
い
。 

さ
て
、
『
翁
問
答
』
で
藤
樹
が
孝
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
『
翁
問
答
』
最
初
の
問
答
で
は
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。 わ

れ
人
の
身
の
う
ち
に
、
至
徳
要
道
と
い
へ
る
天
下
無
雙
の
靈
寶
あ
り
。
こ
の
た
か
ら
を
用
て
、
心
に
ま
も
り
身
に
お
こ
な
ふ
要
領
と
す
る
也
。
此
寶
は
上
天
道

に
通
じ
、
下
四
海
に
あ
き
ら
か
な
る
も
の
也
。
し
か
る
ゆ
へ
に
、
此
た
か
ら
を
も
ち
い
て
五
倫
に
ま
じ
は
り
ぬ
れ
ば
、
五
倫
み
な
和
睦
し
て
う
ら
み
な
し
。
（
『
翁

問
答
』
「
上
卷
之
本
」
問
答
一
） 

人
に
は
孝
と
い
う
唯
一
無
二
の
至
徳
要
道
が
あ
る
。
孝
は
心
に
守
り
、
身
に
行
う
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
天
道
に
通
じ
、
四
方
に
普
く
廣
が
る
も
の
で
あ
る
。
孝
は

ま
た
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
の
五
倫
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
人
の
具
有
す
る
至
高
の
道
徳
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
藤
樹
は
ま
た
、
『
孝
經
』
に

基
づ
い
て
、 

此
寶
を
よ
く
ま
も
れ
ば
、
天
子
は
な
が
く
四
海
の
富
を
た
も
ち
、
諸
侯
は
な
が
く
一
國
の
榮
花
を
う
け
、
卿
太
夫
は
そ
の
家
を
お
こ
し
、
士
（
さ
ぶ
ら
い
）
は
名

を
あ
ら
は
し
位
を
あ
が
り
、
庶
人
は
財
穀
を
つ
み
た
く
は
へ
て
、
其
樂
を
た
の
し
む
も
の
也
。
（
同
上
） 

と
述
べ
て
い
る
。
『
孝
經
』
で
は
、
天
子
、
諸
侯
、
卿
大
夫
、
士
、
庶
人
と
い
う
五
つ
の
章
が
あ
っ
て
、
身
分
の
尊
卑
貴
賤
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
孝
の
意
味
を
解
釋
し

て
い
る
。
そ
も
そ
も
天
子
、
諸
侯
、
卿
大
夫
、
士
、
庶
人
と
は
周
代
の
身
分
階
層
で
あ
っ
た
が
、
藤
樹
は
こ
の
身
分
階
層
を
そ
の
ま
ま
當
時
日
本
の
身
分
制
度
に
當
て

は
め
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

人
間
尊
卑
の
位
だ
ん
あ
り
。
天
子
一
等
、
諸
侯
一
等
、
卿
太
夫
一
等
、
士
一
等
、
庶
人
一
等
、
す
べ
て
五
等
也
。
て
ん
し
は
天
下
を
し
ろ
し
め
す
御
門
の
御
く
ら

ゐ
な
り
。
諸
侯
は
國
を
お
さ
む
る
大
名
の
く
ら
ゐ
也
。
卿
太
夫
は
て
ん
し
諸
侯
の
下
知
を
う
け
て
國
天
下
の
ま
つ
り
ご
と
を
す
る
位
也
。
士
は
卿
太
夫
に
つ
き
そ

ひ
て
政
の
諸
役
を
つ
と
む
る
、
さ
ぶ
ら
ひ
の
く
ら
ゐ
也
。
物
作
を
農
と
い
ひ
、
し
よ
く
に
ん
を
工
と
云
、
あ
き
人
を
商
と
云
。
こ
の
農
工
商
の
三
は
お
し
な
べ
て
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庶
人
の
く
ら
ゐ
な
り
。
孝
徳
は
同
一
體
な
れ
ど
も
、
位
に
よ
つ
て
事
に
大
小
高
下
あ
る
ゆ
へ
に
、
そ
の
く
ら
ゐ
く
ら
ゐ
の
分
際
相
應
の
道
理
を
、
後
世
凡
夫
の
た

め
に
分
弁
を
と
き
あ
き
ら
め
給
ふ
。
（
『
翁
問
答
』
「
上
卷
之
本
」
問
答
四
） 

天
子
は
天
下
を
統
治
す
る
天
皇
で
あ
り
、
諸
侯
は
大
名
で
あ
る
。
卿
大
夫
は
天
皇
と
大
名
の
命
令
を
受
け
る
人
で
あ
り
、
士
は
下
級
の
侍
で
あ
る
。
そ
し
て
、
農
、

工
、
商
の
三
つ
は
庶
人
で
あ
る
。
人
は
誰
で
も
孝
徳
を
持
っ
て
い
る
が
、
身
分
や
社
會
地
位
に
よ
っ
て
上
下
關
係
が
あ
る
た
め
に
、
自
分
の
身
分
に
應
じ
て
行
動
す
べ

き
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、 

た
と
へ
ば
孝
徳
は
大
海
の
ご
と
し
、
五
等
の
く
ら
ゐ
は
器
の
ご
と
し
。
器
に
て
水
を
汲
に
、
大
小
方
圓
の
も
よ
う
は
か
は
れ
ど
も
、
水
は
お
な
じ
水
な
る
が
ご
と

し
。
（
同
上
） 

と
述
べ
て
お
り
、
孝
徳
と
身
分
を
そ
れ
ぞ
れ
海
水
と
器
物
に
喩
え
て
、
器
物
は
形
が
異
な
る
が
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
水
は
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
、
人
は
地
位
の
尊

卑
が
あ
る
が
、
同
じ
孝
徳
を
備
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

王
陽
明
は
、
商
人
方
節
庵
の
た
め
に
著
し
た
「
節
庵
方
公
墓
表
」
で
は
、
「
古
は
四
民
業
を
異
に
し
て
道
を
同
じ
く
す
。
其
の
心
を
盡
く
す
は
一
な
り
。
士
は
以
て

治
を
修
め
、
農
は
以
て
養
に
具
へ
、
工
は
以
て
器
を
利
く
し
、
商
は
以
て
貨
を
通
ず
。
各
お
の
其
の
資
の
近
き
所
、
力
の
及
ぶ
所
の
者
に
就
き
て
こ
れ
を
業
と
し
、
以

て
其
の
心
を
盡
す
を
求
む
。
其
の
歸
要
は
、
生
人
の
道
に
有
益
な
る
に
在
れ
ば
、
則
ち
一
の
み
。
（
中
略
）
故
に
曰
く
、
四
民
は
業
を
異
に
し
て
道
を
同
じ
く
す
（
古

者
四
民
異
業
而
同
道
、
其
盡
心
焉
一
也
。
士
以
修
治
、
農
以
具
養
、
工
以
利
器
、
商
以
通
貨
、
各
就
其
資
之
所
近
、
力
之
所
及
者
而
業
焉
、
以
求
盡
其
心
。
其
歸
要
在

於
有
益
於
生
人
之
道
、
則
一
而
已
（
中
略
）
故
曰
、
四
民
異
業
而
同
道
）
」
（
『
王
文
成
公
全
集
』
卷
二
十
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
士
農
工
商
と
い
う
職

業
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
心
（
理
）
を
盡
く
す
こ
と
は
同
じ
で
あ
り
、
「
道
」
の
も
と
で
は
、
四
民
は
平
等
で
あ
る
。
藤
樹
は
、
王
陽
明
と
同
樣
に
、
人
が
職
業
や
身

分
を
超
え
た
本
質
的
な
道
徳
を
具
有
す
る
と
説
い
て
い
る
が
、
王
陽
明
よ
り
も
身
分
制
度
を
強
化
す
る
意
識
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
藤
樹
は
、 

天
地
ば
ん
ぶ
つ
、
み
な
神
明
靈
光
の
う
ち
に
造
化
す
る
も
の
な
る
に
よ
つ
て
、
わ
が
心
の
孝
徳
あ
き
ら
か
な
れ
ば
、
神
明
に
通
じ
、
四
海
に
あ
き
ら
か
な
る
ゆ
へ

に
、
て
ん
ち
ば
ん
ぶ
つ
み
な
わ
が
本
心
孝
徳
の
う
ち
に
あ
る
も
の
な
り
。
ま
よ
へ
る
人
は
、
心
は
身
の
う
ち
に
ば
か
り
あ
る
と
思
へ
ど
も
、
根
本
は
心
の
内
に
生
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れ
出
た
る
身
な
り
。
（
『
翁
問
答
』
「
上
卷
之
本
」
問
答
十
三
） 

と
述
べ
て
い
る
。
天
地
萬
物
は
す
べ
て
心
の
本
體
の
孝
徳
が
創
り
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
來
、
心
の
中
に
あ
る
。
心
の
孝
徳
が
明
ら
か
な
ら
ば
、
神
明
に
通
じ
、

世
の
中
に
明
ら
か
で
あ
る
。
心
は
身
體
の
中
に
あ
る
が
、
實
は
身
體
も
萬
物
と
同
樣
に
心
の
中
か
ら
生
み
出
し
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
藤

樹
の
心
學
的
特
徴
は
よ
り
い
っ
そ
う
明
白
に
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、
藤
樹
は
、
心
の
中
に
あ
る
愛
敬
の
孝
徳
を
治
國
に
お
け
る
中
心
的
な
原
則
と
し
て
、
「
愛
敬
の
孝
徳
を
天
下
に
明
に
す
る
を
、
天
子
の
孝
行
と
す
」
、
「
愛

敬
の
孝
徳
を
そ
の
國
に
あ
き
ら
か
に
す
る
が
諸
侯
の
孝
行
な
り
」
、
「
其
位
の
職
分
に
愛
敬
の
孝
徳
を
あ
き
ら
か
に
す
る
が
卿
太
夫
の
孝
行
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、

天
子
、
諸
侯
、
卿
太
夫
は
愛
敬
の
孝
徳
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
士
の
孝
行
に
つ
い
て
、
「
か
り
そ
め
に
も
二
心
な
く
、
わ
が
身
を
す
て
ゝ
、

君
を
愛
敬
す
る
心
を
う
し
な
は
ず
」
と
説
き
、
庶
人
の
孝
行
に
つ
い
て
、
「
我
身
妻
子
の
こ
と
を
ば
第
二
と
し
、
父
母
の
衣
服
食
物
を
第
一
に
お
も
ひ
入
（
る
）
」
（
『
翁

問
答
』
「
上
卷
之
本
」
問
答
六
〜
十
）
と
説
い
て
い
る
。
孝
徳
は
、
天
皇
（
將
軍
）
、
大
名
、
武
士
、
農
工
商
の
す
べ
て
の
階
層
を
貫
く
道
徳
と
さ
れ
て
、
政
治
や
民

生
に
關
わ
る
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
藤
樹
は
、
本
來
具
體
的
道
徳
規
範
の
孝
を
根
本
化
、
普
遍
化
さ
せ
て
、
治
國
に
お
け
る
孝
徳
の
重
要
性
を
強

調
す
る
徳
治
主
義
者
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。 

む
す
び 

本
章
で
は
、
上
野
國
安
中
の
藩
士
嚴
井
任
重
が
抄
録
し
た
『
文
武
問
答
』
を
中
心
資
料
と
し
て
、
文
武
論
、
軍
法
論
、
臣
下
論
を
檢
討
し
、
藤
樹
の
政
治
論
及
び
執

筆
し
た
時
の
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
孝
論
と
政
治
論
と
の
關
係
性
に
つ
い
て
、
『
翁
問
答
』
を
取
り
上
げ
て
確
認
し
た
。 

文
と
武
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
、
陰
と
陽
は
互
い
に
そ
の
根
で
あ
る
と
い
う
周
敦
頤
の
説
を
踏
ま
え
て
、
文
と
武
も
陰
と
陽
と
同
樣
に
互
い
の
根
本
で
あ
り
、
一
つ
の

徳
と
し
て
い
る
。
文
は
道
徳
を
も
っ
て
國
を
治
め
る
こ
と
で
、
武
は
刑
罰
や
軍
隊
を
も
っ
て
國
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。
治
國
に
お
い
て
は
、
文
道
は
武
道
よ
り
優

位
に
占
め
、
武
道
は
文
道
の
行
わ
れ
る
保
障
で
あ
る
と
し
、
文
道
を
偏
重
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
と
武
に
は
そ
れ
ぞ
れ
仁
義
の
道
徳
と
文
學
や
軍
法
の
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藝
能
が
あ
り
、
道
徳
は
根
本
で
、
藝
能
は
枝
葉
で
あ
る
と
し
て
、
道
徳
を
重
視
し
て
い
る
。
陰
陽
＝
文
武
＝
仁
義
と
い
う
思
考
で
、
文
と
武
は
儒
者
が
備
わ
る
べ
き
道

徳
と
藝
能
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
國
を
統
治
す
る
政
治
的
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

軍
法
に
つ
い
て
は
、
軍
隊
の
統
率
者
に
と
っ
て
、
軍
法
は
必
要
不
可
缺
な
も
の
で
あ
る
が
、
儒
家
の
心
學
を
學
ば
な
け
れ
ば
、
身
も
國
も
必
ず
亡
び
る
と
述
べ
、
道

徳
を
備
え
る
べ
き
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
藤
樹
の
所
謂
「
心
學
」
は
、
陽
明
學
が
唱
え
た
「
心
即
理
」
と
異
な
っ
て
い

る
が
、
心
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。 

人
材
登
用
に
つ
い
て
は
、
君
主
は
公
明
博
愛
の
心
を
本
と
し
て
、
道
徳
や
能
力
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
人
材
の
有
效
活
用
の
視
點
か
ら
適
材
適
所
の
配
置
を
提
唱
し

て
い
る
。
ま
た
、
孟
子
の
「
良
知
良
能
」
説
に
依
據
し
て
、
愚
癡
と
不
肖
に
も
良
知
良
能
が
あ
る
と
し
て
い
る
一
方
、
朱
熹
の
説
に
よ
っ
て
、
人
を
精
と
粗
に
分
け
て

お
り
、
聖
賢
は
人
の
精
で
統
治
者
で
あ
る
。
愚
癡
と
不
肖
は
人
の
粗
で
被
統
治
者
で
あ
る
。
粗
は
精
に
從
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
治
者
と
被
統
治
者
の
身
分
を
固
定
さ

せ
る
。
さ
ら
に
、
爲
政
や
治
國
に
お
け
る
君
主
の
心
を
絶
對
視
し
、
君
主
の
道
徳
や
裁
斷
は
法
律
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

孝
を
重
視
す
る
藤
樹
は
、
『
孝
經
』
に
お
け
る
周
代
の
身
分
階
層
を
そ
の
ま
ま
當
時
日
本
の
身
分
制
度
に
當
て
は
め
て
、
孝
を
職
業
や
身
分
を
超
え
た
根
源
的
な
徳

と
し
な
が
ら
も
、
治
國
に
お
け
る
中
心
的
な
原
則
と
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
地
萬
物
は
、
心
の
中
に
あ
る
孝
徳
か
ら
創
り
出
さ
れ
、
そ
の
徳
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
心
學
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
藤
樹
の
孝
論
が
、
陽
明
學
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。 

上
述
の
よ
う
に
、
『
文
武
問
答
』
（
『
翁
問
答
』
）
を
執
筆
し
た
時
、
藤
樹
は
道
徳
を
基
準
と
す
る
朱
子
學
的
修
己
治
人
論
を
是
認
す
る
一
方
で
、
明
代
の
著
作
，

特
に
『
王
龍
溪
語
録
』
や
『
孝
經
大
全
』
を
讀
む
こ
と
を
通
じ
て
陽
明
學
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
『
文
武
問
答
』
の
最
後
の
問
答
で
藤
樹
は
、
「
天
下
國
家
を
治
る
政

は
、
明
徳
神
通
妙
用
の
要
領
に
て
候
ゆ
へ
に
、
政
は
明
徳
を
明
か
に
す
る
の
學
問
、
が
く
も
ん
は
天
下
國
家
を
治
る
政
な
り
。
本
來
一
つ
に
し
て
二
、
二
（
七
）

に
し
て
一

な
る
も
の
と
心
得
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
政
治
と
學
問
の
二
者
は
一
體
不
離
の
關
係
で
、
武
力
で
は
な
く
、
道
徳
を
治
國
の
根
本
と
す
る
徳
治
主
義
者
で
あ
っ

た
。
君
主
の
徳
を
重
視
す
る
朱
子
學
的
統
治
論
と
孝
を
重
視
す
る
陽
明
學
的
徳
治
論
と
が
混
然
一
體
と
な
っ
て
い
る
。 

注 
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（
一
）
高
橋
俊
乘
「
文
武
問
答
解
題
」
（
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
三
册
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
、
五
〇
二
頁
）
を
參
照
。 

（
二
）
加
地
伸
行
「
『
孝
經
啓
蒙
』
の
諸
問
題
」
（
『
日
本
思
想
大
系 

二
十
九 

中
江
藤
樹
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
四
三
七
頁
）
で
は
、
「
藤
樹
の
『
孝
經
』

研
究
は
、
生
涯
ず
っ
と
關
わ
り
續
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
晶
が
『
孝
經
啓
蒙
』
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
張
崑
將
『
徳
川
日
本
「
忠
」
「
孝
」
概

念
的
形
成
與
發
展
―
以
兵
學
與
陽
明
學
爲
中
心
』
（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
四
頁
）
で
は
、
「
藤
樹
は
日
本
陽
明
學
の
開
祖
で
あ
り
、

そ
の
思
想
の
核
心
は
『
孝
』
に
あ
り
、
『
孝
』
を
宗
教
の
精
神
的
據
り
所
と
し
て
い
る
（
藤
樹
是
日
本
陽
明
學
的
開
祖
、
而
其
核
心
的
思
想
即
在
於
『
孝
』
、

竝
以
『
孝
』
作
爲
宗
教
的
精
神
依
託
）
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
三
）
底
本
は
「
文
樂
」
を
作
る
が
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
の
編
者
に
よ
っ
て
、
『
翁
問
答
』
の
「
文
學
」
に
從
っ
て
改
め
た
。 

（
四
）
底
本
は
「
身
」
を
作
る
が
、
『
翁
問
答
』
に
は
「
才
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
め
た
。 

（
五
）
底
本
は
「
轉
變
」
を
作
る
が
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
の
編
者
に
よ
っ
て
、
『
翁
問
答
』
の
「
博
愛
」
に
從
っ
て
改
め
た
。 

（
六
）
加
地
伸
行
「
『
孝
經
啓
蒙
』
の
諸
問
題
」
（
『
日
本
思
想
大
系
二
十
九 

中
江
藤
樹
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
四
三
五
〜
四
三
六
、
四
四
五
〜
四
四
六

頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
加
地
伸
行
に
よ
れ
ば
、
『
孝
經
大
全
』
に
は
『
宗
傳
圖
』
『
孝
經
彙
録
』
『
孝
經
彙
註
』
と
い
う
著
作
が
見
え
る
。
虞
淳
熙
が
著
し

た
『
宗
傳
圖
』
で
は
、
朱
熹
を
傍
流
と
し
て
、
王
陽
明
を
中
央
線
に
書
い
て
道
統
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
朱
鴻
が
編
集
し
た
『
孝
經
彙
録
』
で
は
、

心
學
的
特
徴
の
あ
る
明
人
の
解
釋
を
收
録
し
て
い
る
。
江
元
祚
が
朱
鴻
、
虞
淳
熙
、
孫
本
の
三
人
の
著
作
を
合
注
し
て
『
孝
經
彙
註
』
と
名
付
け
た
著
作
は
、

藤
樹
の
陽
明
學
的
思
考
に
影
響
を
與
え
、
日
本
に
お
け
る
陽
明
學
の
展
開
の
上
で
大
き
な
關
わ
り
が
あ
る
と
い
う
。 

（
七
）
底
本
は
「
三
」
を
作
る
が
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
の
編
者
に
よ
っ
て
、
『
翁
問
答
』
の
「
二
」
に
從
っ
て
改
め
た
。 
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第
五
章 

熊
澤
蕃
山
の
『
大
學
和
解
』
と
『
大
學
小
解
』 

 

熊
澤
蕃
山
（
一
六
一
九
〜
一
六
九
一
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
。
名
は
伯
繼
、
字
は
了
介
、
號
は
蕃
山
、
息
遊
軒
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
、
野
尻
一
利

の
長
男
と
し
て
京
都
で
生
ま
れ
る
。
八
歳
の
時
、
外
祖
父
熊
澤
守
久
の
養
子
と
な
り
、
熊
澤
姓
に
從
う
こ
と
と
な
っ
た
。
陽
明
學
の
祖
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
〜
一
六

四
八
）
に
師
事
す
る
。
「
熊
澤
蕃
山
年
譜
」
（
一
）

に
よ
れ
ば
、
蕃
山
十
六
歳
の
時
、
板
倉
重
昌
（
一
五
八
八
〜
一
六
三
八
）
と
京
極
高
通
（
一
六
〇
三
〜
一
六
六
六
）
の

推
薦
に
よ
っ
て
岡
山
藩
へ
出
仕
し
た
。
島
原
の
亂
（
一
六
三
七
〜
一
六
三
八
）
の
後
、
致
仕
し
て
江
州
桐
原
（
今
の
滋
賀
縣
）
に
隱
遁
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
十
二

歳
の
時
、
朱
熹
『
四
書
章
句
集
注
』
を
讀
み
、
翌
年
、
藤
樹
の
門
下
で
『
孝
經
』
『
大
學
』
『
中
庸
』
を
學
ん
だ
。
正
保
元
年
（
一
六
四
五
）
、
二
十
七
歳
の
蕃
山
は

再
び
岡
山
藩
に
出
仕
し
、
藩
主
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
〜
一
六
八
二
）
に
重
用
さ
れ
た
。
蕃
山
は
藩
内
で
仁
政
を
施
し
、
學
校
を
設
置
し
て
、
儒
學
の
振
興
を
圖
っ
た
。

さ
ら
に
、
治
山
治
水
事
業
を
指
導
し
て
、
岡
山
藩
の
危
機
を
救
っ
た
經
世
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
巨
勢
直
幹
（
？
〜
一
七
〇
一
）
『
熊
澤
先
生
行
状
』
（
『
蕃
山

全
集
』
第
六
册
附
録
所
收
）
で
は
、
「
慶
安
二
年
己
丑
（
一
六
四
九
）
、
公
（
光
政
）
に
從
ひ
、
東
都
（
江
戸
）
に
在
る
。
公
侯
卿
大
夫
、
先
生
を
禮
接
す
。
其
の
業

を
受
く
る
者
は
數
百
を
以
て
す
。
是
を
以
て
名
聲
籍
甚
す
（
慶
安
二
年
己
丑
、
從
公
在
東
都
。
公
侯
卿
大
夫
、
禮
接
先
生
、
受
其
業
者
以
數
百
。
以
是
名
聲
籍
甚
）
」

と
記
載
し
て
い
る
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
、
日
本
最
古
の
庶
民
學
校
・
閑
谷
學
校
の
前
身
で
あ
る
花
園
會
を
創
建
し
た
。  

 

蕃
山
の
官
途
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
學
問
の
對
立
に
よ
っ
て
、
當
時
、
幕
府
の
御
用
儒
學
者
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
の
批
判
を
受
け
た
。
羅
山
は
『
草

賊
前
後
記
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
）
を
執
筆
し
、
「
妖
術
を
以
て
聾
盲
を
誣
ふ
。
（
中
略
）
大
底
耶
蘇
の
變
法
な
り
（
以
妖
術
誣
聾
盲
。
（
中
略
）
大
底
耶
蘇
之
變

法
也
）
」
と
蕃
山
を
中
傷
し
た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
、
三
十
九
歳
の
蕃
山
は
致
仕
し
て
京
都
に
歸
っ
た
。
後
に
河
州
、
城
州
、
播
州
へ
次
々
に
轉
居
し
、
最
後

に
總
州
古
河
（
今
の
茨
城
縣
）
に
住
み
、
幕
府
に
古
河
城
内
の
頼
政
廓
で
禁
錮
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
禁
錮
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
（
二
）

。
元
祿
四
年
卒
、
享

年
七
十
三
歳
。
蕃
山
の
著
述
生
活
は
、
大
體
京
都
に
隱
居
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
。
代
表
作
『
集
義
和
書
』
初
版
は
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
、
蕃
山
五
十
四
歳
の
時

に
刊
行
さ
れ
た
。 
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蕃
山
の
學
問
と
學
派
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
代
表
的
な
見
解
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
井
上
哲
次
郎
は
、
蕃
山
の
學
問
と
素
養
は
す
べ
て
藤
樹
門
下

に
得
た
も
の
で
、
彼
が
陽
明
學
派
に
屬
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
三
）

。
相
良
亨
は
、
蕃
山
は
朱
子
學
の
研
究
を
通
し
て
、
藤
樹
の
思
想
を
止
揚
し
、

獨
自
の
思
想
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
蕃
山
を
武
門
出
身
の
儒
學
者
及
び
政
治
體
驗
者
と
位
置
づ
け
て
、
彼
の
政
治
的
才
能
を
強
調
し
て
い
る
（
四
）

。
友
枝
龍
太

郎
は
尾
藤
正
英
の
見
解
を
支
持
し
、
蕃
山
を
朱
子
學
と
陽
明
學
の
中
間
的
立
場
の
人
物
と
評
價
し
て
い
る
（
五
）

。 

蕃
山
の
儒
學
思
想
と
學
問
を
究
明
す
る
た
め
に
、
彼
の
『
大
學
』
に
關
す
る
解
釋
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
蕃
山
の
『
大

學
』
思
想
に
關
す
る
研
究
が
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
本
章
で
は
、
『
蕃
山
全
集
』
（
全
六
册
、
正
宗
敦
夫
編
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一

九
四
一
年
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
『
大
學
和
解
』
と
『
大
學
小
解
』
を
中
心
資
料
と
し
て
取
り
あ
げ
て
、
『
大
學
』
八
條
目
の
「
誠
意
」
と
「
致
知
」
に
つ
い
て
蕃
山

と
藤
樹
の
解
釋
を
對
比
し
な
が
ら
、
蕃
山
の
思
想
の
特
徴
と
學
問
の
形
成
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
藤
樹
の
解
釋
に
關
す
る
資
料
の
引
用
は
全
て
、
『
藤
樹
先
生

全
集
』
（
全
五
册
、
加
藤
誠
一
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
に
よ
る
。 

蕃
山
の
『
大
學
』
に
關
す
る
解
釋
書
『
大
學
和
解
』
と
『
大
學
小
解
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
と
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
、
即
ち
古
河
に
禁
錮
さ

れ
た
年
）
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
（
六
）

。
『
大
學
和
解
』
は
、
『
大
學
』
全
文
で
は
な
く
、
經
文
「
子
曰
…
…
此
謂
知
本
」
と
い
う
一
節
ま
で
解
釋
を
加
え
て
い
る
。 

ま
ず
、
蕃
山
の
藤
樹
學
に
對
す
る
評
價
に
つ
い
て
檢
討
し
、
次
に
『
大
學
和
解
』
及
び
『
大
學
小
解
』
を
中
心
と
し
て
、
藤
樹
の
陽
明
學
に
轉
じ
た
後
の
『
大
學
』

に
關
す
る
學
説
と
比
較
し
な
が
ら
分
析
し
て
み
た
い
。 

第
一
節 

藤
樹
學
へ
の
評
價 

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
、
蕃
山
は
三
十
四
歳
の
藤
樹
を
二
回
訪
ね
て
、
入
門
を
許
さ
れ
た
（
七
）

。
寛
永
二
十
年
四
月
、
父
の
江
戸
出
仕
の
た
め
、
蕃
山
は
母
と
兄

弟
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
桐
原
に
歸
っ
た
。
藤
樹
の
膝
下
で
教
え
を
受
け
た
時
間
は
長
く
な
か
っ
た
が
、
藤
樹
は
蕃
山
の
學
問
形
成
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
。
蕃
山

は
、
「
家
き
は
め
て
貧
に
て
、
獨
學
す
る
事
五
年
な
り
き
。
（
中
略
）
其
比
中
江
氏
、
王
子
の
書
を
見
て
、
良
知
の
旨
を
よ
ろ
こ
び
、
予
に
も
亦
さ
と
さ
れ
き
。
こ
れ
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に
よ
り
て
大
に
心
法
の
力
を
得
た
り
。
朝
夕
一
所
に
を
る
傍
輩
に
も
、
學
問
し
た
る
こ
と
を
し
ら
れ
ず
、
書
を
見
ず
し
て
心
法
を
ね
る
こ
と
三
年
な
り
」
（
『
集
義
外

書
』
卷
六
「
脱
論
三
」
）
と
述
懷
し
、
家
が
貧
乏
だ
っ
た
が
、
恩
師
の
教
え
を
忘
れ
ず
に
獨
學
し
、
心
法
を
錬
り
續
け
て
い
た
と
い
う
。
心
法
と
は
、
本
來
、
佛
教
用

語
で
、
心
を
鍛
錬
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
對
應
で
き
る
能
力
を
備
え
る
た
め
の
精
神
力
の
訓
練
で
あ
る
。
蕃
山
の
學
問
で
は
、
心
法
は
修
養
の
方
法
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
天
道
自
然
、
道
徳
倫
理
な
ど
の
思
想
に
關
は
る
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
治
國
を
も
貫
く
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
心
法
の
思
想
の
根
源
は
、
藤
樹
に
傳

授
さ
れ
た
良
知
の
旨
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

藤
樹
は
三
十
七
歳
の
時
、
つ
ま
り
蕃
山
が
歸
郷
し
た
翌
年
、
『
陽
明
全
書
』
を
讀
ん
で
悟
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
四
十
一
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。
蕃
山
は
、
「
中

江
氏
は
生
付
て
氣
質
に
君
子
の
風
あ
り
、
徳
業
を
備
へ
た
る
所
あ
る
人
な
り
き
。
學
は
未
熟
に
て
、
異
學
の
つ
い
ゑ
も
あ
り
き
。
五
年
命
の
び
た
ら
ま
し
か
ば
、
學
も

至
所
に
至
べ
き
所
あ
り
し
な
り
」
（
『
集
義
外
書
』
卷
六
「
脱
論
三
」
）
と
感
慨
し
、
藤
樹
が
君
子
の
風
格
を
持
ち
、
道
徳
と
學
識
を
兼
備
し
て
い
る
と
稱
贊
す
る
一

方
、
學
問
が
熟
達
せ
ず
、
無
駄
に
異
端
邪
説
を
學
ん
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
蕃
山
と
同
じ
く
藤
樹
の
門
下
で
學
ん
だ
西
川
季
格
（
生
沒
年
不
詳
）
は
、
蕃
山
が
自
分
と

先
師
と
を
同
じ
よ
う
な
地
位
で
論
じ
る
こ
と
を
非
難
し
て
、
そ
の
發
言
を
「
皆
高
慢
至
極
の
言
詞
」
と
酷
評
し
、
蕃
山
を
「
狼
疾
の
人
」
（
『
集
義
和
書
顯
非
』
卷
下
）

と
攻
撃
し
て
い
る
。 

先
師
藤
樹
の
學
問
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
『
集
義
和
書
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

心
友
問
、
先
生
は
先
師
中
江
氏
の
言
を
用
ひ
ず
し
て
、
自
の
是
を
立
給
へ
る
は
高
慢
也
と
申
者
あ
り
。 

云
、
予
が
先
師
に
受
て
た
が
は
ざ
る
も
の
は
實
義
也
。
學
術
言
行
の
未
熟
な
る
と
、
時
所
位
に
應
ず
る
と
は
、
日
を
か
さ
ね
て
熟
し
、
時
に
當
て
變
通
す
べ
し
。

予
が
後
の
人
も
又
予
が
學
の
未
熟
を
補
ひ
、
予
が
言
行
の
後
の
時
に
不
叶
を
ば
あ
ら
た
む
べ
し
。
大
道
の
實
義
に
を
い
て
は
先
師
と
予
と
一
毛
も
た
が
ふ
事
あ
た

は
ず
。
予
が
後
の
人
も
亦
同
じ
。
其
變
に
通
じ
て
民
人
う
む
こ
と
な
き
の
知
も
ひ
と
し
。
言
行
跡
の
不
同
を
見
て
異
同
を
爭
ふ
は
道
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
（
『
集

義
和
書
』
卷
十
三
「
義
論
之
六
」
） 

蕃
山
は
、
自
分
が
藤
樹
の
も
と
で
修
道
し
、
先
師
の
教
え
に
悖
る
こ
と
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
「
未
熟
」
は
、
時
間
・
場
所
・
地
位
の
變
化
に
よ
っ
て
學
術
や
言
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動
な
ど
を
變
通
さ
せ
、
日
々
高
め
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
師
の
學
問
は
向
上
さ
せ
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、
彼
自
身
の
學
問
も
後
世
の
人
に
時
に
よ
っ
て
絶
え

ず
補
正
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
大
道
の
意
義
は
人
々
が
み
な
同
じ
な
の
で
、
表
面
に
現
れ
た
言
動
の
差
異
を
爭
う
の
は
、
道
理
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
先
師
へ
の
感
謝
と
追
懷
の
情
を
示
し
て
い
る
。 

未
熟
の
言
を
用
て
先
師
を
贔
負
す
る
も
の
を
悅
ぶ
の
凡
心
有
べ
か
ら
ず
。
先
師
存
生
の
時
變
ぜ
ざ
る
も
の
は
志
ば
か
り
に
て
、
學
術
は
日
々
月
々
に
進
て
一
所
に

固
滯
せ
ざ
り
き
。
其
至
善
を
期
す
る
の
志
を
繼
て
、
日
々
に
新
に
す
る
の
徳
業
を
受
た
る
人
あ
ら
ば
、
眞
の
門
人
成
べ
し
。
古
よ
り
民
三
に
生
ず
。
父
母
生
じ
君

養
ひ
師
教
ゆ
と
い
へ
り
。
恩
ひ
と
し
き
故
に
共
に
三
年
の
喪
を
つ
と
め
き
。
予
が
先
師
に
を
け
る
も
、
其
恩
君
父
に
同
じ
。
子
よ
く
父
の
家
を
起
し
臣
よ
く
君
の

徳
を
ひ
ろ
め
、
門
人
よ
く
師
の
學
を
新
に
せ
ば
、
と
も
に
恩
を
報
ず
る
也
。
（
『
集
義
和
書
』
卷
十
三
「
義
論
之
六
」
） 

蕃
山
は
、
淺
薄
な
言
葉
で
先
師
を
贔
屓
し
、
私
心
を
抱
い
た
弟
子
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
藤
樹
の
一
貫
し
た
志
を
繼
承
し
、
學
問
と
徳
業
を
進
め
て
い
く
人

は
眞
の
弟
子
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
師
恩
が
君
父
の
恩
と
同
じ
で
、
藤
樹
の
學
問
の
向
上
に
心
を
盡
く
し
て
恩
返
し
を
す
る
と
語
っ
て
い
る
。
「
未
熟
」
は
蕃

山
の
藤
樹
批
判
の
言
辭
で
、
藤
樹
か
ら
離
脱
し
た
明
確
な
宣
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
（
八
）

、
實
は
藤
樹
學
を
繼
承
し
、
自
分
の
學
問
を
内
省
し
進
め
て
い
く
と
い
う
立

場
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
蕃
山
は
こ
の
よ
う
な
志
を
持
っ
て
、
藤
樹
の
思
想
を
岡
山
藩
な
い
し
全
國
に
廣
め
て
い
っ
た
。 

第
二
節 

藤
樹
『
大
學
』
思
想
の
繼
承 

前
述
の
よ
う
に
、
蕃
山
は
藤
樹
の
門
に
入
る
前
に
、
朱
熹
の
『
四
書
章
句
集
注
』
か
ら
儒
學
へ
關
心
を
持
ち
始
め
た
。
藤
樹
も
朱
子
學
の
信
奉
者
か
ら
陽
明
學
に
轉

向
し
た
。
藤
樹
の
思
想
體
系
で
は
、
『
大
學
』
は
重
要
な
役
割
を
擔
っ
て
い
る
。
「
藤
樹
先
生
年
譜
」
（
岡
田
氏
本
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
五
册
所
收
）
に
よ
れ
ば
、

藤
樹
は
十
七
歳
の
時
、
『
四
書
大
全
』
の
『
大
學
』
の
部
分
を
百
回
も
讀
ん
で
、
『
大
學
』
の
教
え
を
通
し
て
『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
學
ん
だ
。
二
十
歳
か
ら
專
ら

朱
子
學
を
信
仰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
十
三
歳
の
時
、
『
王
龍
溪
語
録
』
を
得
た
が
、
そ
の
中
に
佛
語
が
混
じ
っ
て
い
て
、
禪
學
に
近
い
と
考
え
た
。
陽
明
學
に
定

着
し
た
の
は
、
三
十
七
歳
の
時
、
『
陽
明
全
書
』
を
讀
ん
で
、
太
虚
一
貫
の
道
を
悟
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。 
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次
に
、
蕃
山
の
『
大
學
』
解
釋
に
お
け
る
藤
樹
思
想
の
繼
承
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
る
。
ま
ず
、
『
大
學
』
古
本
と
朱
熹
の
改
訂
本
に
關
し
て
は
、
藤
樹
の
見
解
を

見
て
お
こ
う
。 

 

『
大
學
』
は
『
禮
記
』
の
一
章
を
獨
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
朱
熹
は
、
そ
の
中
に
錯
簡
や
誤
脱
が
あ
る
た
め
、
經
文
と
傳
文
を
分
け
て
改
訂
し
、
「
大
學
章
句
」

を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
王
陽
明
は
、
古
本
『
大
學
』
を
定
本
と
し
て
、
全
て
經
文
で
あ
る
と
主
張
し
、
朱
熹
の
見
解
に
反
對
し
て
い
る
。
藤
樹
は
、
王
陽
明

と
同
樣
に
古
本
『
大
學
』
を
定
本
と
し
て
い
る
が
、
經
文
と
傳
文
が
あ
る
と
い
う
朱
熹
の
説
も
支
持
し
て
い
る
。
『
大
學
考
』
で
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

古
本
ヲ
主
ト
シ
テ
文
理
意
路
通
ゼ
ズ
ド
モ
、
改
易
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
疑
ヲ
闕
テ
可
也
。
況
ヤ
文
理
ヨ
ク
通
ジ
、
意
路
分
明
ナ
ル
ヲ
ヤ
。
是
以
今
陽
明
ニ
從
ヒ
、
古
本

ヲ
以
定
本
ト
ス
。
陽
明
ハ
此
經
一
篇
ノ
文
字
ニ
シ
テ
、
經
傳
ノ
差
別
ナ
シ
ト
ス
。
朱
子
ハ
經
傳
ノ
差
別
ア
リ
ト
ス
。
今
竊
ニ
考
フ
ル
ニ
經
一
章
ノ
後
五
ノ
所
謂
ヲ

以
端
ヲ
更
メ
、
經
ノ
要
語
ヲ
掲
テ
詳
ニ
其
意
ヲ
論
ジ
、
其
末
ニ
又
經
語
ヲ
舉
テ
結
語
ト
ス
。
且
十
三
經
ノ
内
、
別
ニ
如
此
ノ
文
法
ナ
シ
。
五
ノ
所
謂
ノ
論
決
定
傳

文
ナ
ル
コ
ト
分
明
也
。
故
ニ
今
朱
子
ニ
從
テ
經
傳
ノ
差
別
ヲ
立
テ
此
經
ノ
定
本
ト
ス
。
（
『
大
學
考
』
） 

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
古
本
『
大
學
』
は
む
や
み
に
改
め
て
は
い
け
な
い
。
文
脈
が
明
瞭
で
あ
り
、
意
味
も
通
じ
る
所
は
な
お
さ
ら
改
め
て
は
い
け
な
い
。
一
方
、
そ
の

内
容
を
詳
細
に
讀
ん
で
、
十
三
經
の
文
法
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
經
文
と
傳
文
を
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
『
大
學
』
の
第
一
章
は
經
文
で
、
そ
の
後
の
五
つ
の
「
所
謂
」

か
ら
始
ま
っ
た
内
容
は
經
文
に
對
す
る
解
釋
の
傳
文
で
、
最
後
に
經
文
を
舉
げ
て
結
語
と
す
る
と
い
う
。
藤
樹
が
朱
熹
と
王
陽
明
の
説
を
折
衷
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
蕃
山
の
解
釋
で
も
見
ら
れ
る
。 

蕃
山
の
『
大
學
小
解
』
は
、
古
本
『
大
學
』
に
基
づ
い
て
、
原
文
を
章
區
切
り
で
謄
冩
し
、
解
釋
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
大
學
和
解
』
で
は
、
蕃
山
は
『
大
學
』

の
原
文
「
所
謂
誠
其
意
…
…
愼
其
獨
也
」
を
書
き
冩
し
て
、
「
所
謂
の
二
字
を
以
、
傳
の
義
を
あ
ら
わ
せ
り
」
（
『
大
學
和
解
』
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼

は
、
古
本
に
經
傳
の
差
別
が
あ
る
と
い
う
藤
樹
の
見
解
を
受
け
繼
い
で
、
「
所
謂
」
が
傳
文
を
提
示
す
る
言
葉
と
し
て
い
る
。 

朱
熹
は
、
『
大
學
』
の
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
齊
家
、
治
國
、
平
天
下
と
い
う
八
つ
の
項
目
を
「
八
條
目
」
と
規
定
し
て
い
る
。
誠
意
と
致
知
に
關

し
て
、
ど
の
よ
う
に
解
釋
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
各
學
派
の
論
爭
の
的
と
な
っ
て
い
て
、
朱
子
學
と
陽
明
學
の
對
立
す
る
焦
點
の
一
つ
で
あ
る
。
朱
子
學
で
は
、
誠
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意
は
修
養
論
で
、
人
間
の
道
徳
修
養
を
高
め
る
手
段
で
あ
る
。
致
知
は
心
が
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
（
作
用
）
の
中
に
存
在
す
る
理
（
本
體
）
を
認
識
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
陽
明
學
で
は
誠
意
と
致
知
と
も
に
心
の
修
養
法
と
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
誠
意
と
致
知
に
關
す
る
解
釋
を
檢
討
し
、
蕃
山
の
藤
樹
思
想
の
繼
承
の
實

態
を
究
明
す
る
。 

（
一
）
誠
意
に
つ
い
て 

誠
意
に
つ
い
て
は
、
程
頤
は
學
者
の
進
修
の
術
に
「
正
心
誠
意
よ
り
先
な
る
は
莫
し
（
莫
先
於
正
心
誠
意
）
」
（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
十
八
）
と
述
べ
て
い
る
。

朱
熹
は
「
誠
は
、
實
な
り
。
意
は
、
心
の
發
す
る
所
な
り
。
其
の
心
の
發
す
る
所
を
實
に
し
、
其
の
善
に
一
に
し
て
自
ら
欺
く
こ
と
無
き
を
欲
す
る
な
り
（
誠
、
實
也
。

意
者
、
心
之
所
發
也
。
實
其
心
之
所
發
、
欲
其
一
於
善
而
無
自
欺
也
）
」
（
『
四
書
章
句
集
注
』
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
か
ら
發
し
た
「
意
」
を
皆
善
に

し
て
惡
に
さ
せ
な
い
。 

王
陽
明
は
誠
意
を
修
養
工
夫
の
最
も
主
要
な
段
階
と
し
て
、
「
『
大
學
』
の
工
夫
、
只
だ
是
れ
誠
意
な
り
（
『
大
學
』
工
夫
只
是
誠
意
）
」
（
『
傳
習
録
』
上
）
と

説
き
、
「
誠
意
の
説
の
如
き
、
自
ら
是
れ
聖
門
、
人
に
功
を
用
ひ
る
を
教
ふ
る
第
一
義
な
り
（
若
誠
意
之
説
、
自
是
聖
門
教
人
用
功
第
一
義
）
」
（
『
傳
習
録
』
中
「
答

顧
東
橋
書
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
心
の
發
す
る
所
は
便
ち
是
れ
意
な
り
。
意
の
本
體
は
便
ち
是
れ
知
な
り
。
意
の
在
る
所
は
便
ち
是
れ
物
な
り
（
心
之
所
發

便
是
意
、
意
之
本
體
便
是
知
、
意
之
所
在
便
是
物
）
」
（
『
傳
習
録
』
上
）
と
述
べ
、
意
は
、
心
か
ら
發
す
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
意
に
は
善
も
惡
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
誠
意
が
人
を
「
著
實
に
意
を
用
ひ
て
善
を
好
み
惡
を
惡
ま
し
む
（
著
實
用
意
去
好
善
惡
惡
）
」
（
同
上
）
と
解
釋
す
る
王
陽
明
は
、
善
を
し
て
惡
を
憎
む
と
い

う
人
間
本
來
の
天
性
を
實
現
す
る
時
に
、
意
識
の
働
き
を
強
調
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
王
陽
明
は
、
「
意
と
良
知
と
は
分
別
し
て
明
白
に
す
べ
し
。
凡
そ
物
に
應
じ
て
念
を
起
こ
す
處
、
皆
之
を
意
と
謂
ふ
。
意
あ
れ
ば
、
則
ち
是
有
り
非
有
り
。

能
く
意
の
是
と
非
と
を
知
得
す
る
者
は
、
則
ち
之
を
良
知
と
謂
ふ
。
良
知
を
依
得
す
れ
ば
、
即
ち
不
是
有
る
無
し
（
意
與
良
知
當
分
別
明
白
。
凡
應
物
起
念
處
、
皆
謂

之
意
。
意
則
有
是
有
非
、
能
知
得
意
之
是
與
非
者
、
則
謂
之
良
知
。
依
得
良
知
、
即
無
有
不
是
矣
）
」
（
「
答
魏
師
説
」
）
と
述
べ
、
是
非
を
判
別
で
き
る
良
知
を
體

得
し
て
い
れ
ば
、
是
も
非
も
あ
る
意
は
、
必
ず
是
だ
け
に
な
る
と
力
説
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
意
は
、
物
事
に
接
す
る
時
に
心
か
ら
發
す
る
是
と
非
の
あ
る
思
念
で
あ
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る
一
方
、
良
知
は
、
意
の
善
と
惡
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
判
斷
力
で
あ
る
。 

朱
熹
と
王
陽
明
の
解
釋
に
は
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
か
ら
發
起
す
る
意
は
善
も
有
り
惡
も
有
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
藤
樹
は
誠
意
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

誠
は
、
純
一
無
雜
、
眞
實
無
妄
の
謂
ひ
な
り
。
意
は
、
心
の
倚
る
所
、
好
惡
の
執
滯
、
是
非
の
素
定
な
り
。
一
切
の
將
迎
（
『
莊
子
』
外
篇
・
知
北
游
）
、
及
び

一
毫
の
適
莫
（
『
論
語
』
里
仁
篇
）
、
皆
是
れ
な
り
。
其
の
意
念
の
倚
る
所
、
雜
な
る
所
を
省
察
克
治
し
、
本
來
の
純
一
無
雜
の
眞
心
を
復
す
る
は
、
此
れ
誠
意

と
謂
ふ
。
（
誠
（
者
）
、
純
一
無
雜
、
眞
實
無
妄
之
謂
也
。
意
者
、
心
之
所
倚
、
好
惡
之
執
滯
、
是
非
之
素
定
。
一
切
將
迎
、
及
一
毫
適
莫
、
皆
是
也
。
省
察
克

治
其
意
念
之
所
倚
所
雜
、
復
本
來
純
一
無
雜
之
眞
心
、
此
謂
誠
意
。
）
（
『
古
本
大
學
全
解
』
） 

 

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
意
は
心
の
寄
り
か
か
る
所
で
あ
り
、
好
き
嫌
い
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
是
非
善
惡
を
先
入
觀
で
定
ま
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
藤
樹
は
、
「
心
の
本

體
、
鑑
空
衡
平
の
如
き
な
り
、
所
謂
明
徳
是
れ
な
り
（
心
之
本
體
、
如
鑑
空
衡
平
、
所
謂
明
徳
是
也
）
」
（
『
古
本
大
學
全
解
』
）
と
説
き
、
心
の
本
體
は
何
で
も
映

し
出
す
鏡
で
あ
り
、
平
衡
を
保
つ
天
秤
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
明
徳
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
意
の
發
起
に
よ
っ
て
、
心
の
本
來
の
状
態
が
壞
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
雜
駁
で
僞
り
の
意
念
を
無
く
し
て
、
純
粹
な
眞
心
を
回
復
す
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
誠
意
な
の
で
あ
る
。 

『
論
語
』
子
罕
篇
に
は
、
「
子
絶
四
。
毋
意
、
毋
必
、
毋
固
、
毋
我
」
と
あ
る
。
藤
樹
は
、
次
の
よ
う
に
誠
意
の
「
意
」
は
孔
子
の
絶
ち
切
っ
た
「
意
」
と
同
義
で

あ
る
と
し
て
い
る
。 

誠
意
の
意
、
子
の
絶
四
の
意
と
同
じ
。
聖
人
の
聖
た
る
所
爲
は
、
他
無
し
。
意
毋
く
て
明
徳
明
ら
か
な
る
の
み
。
學
者
の
學
ぶ
所
も
、
亦
た
他
無
し
。
意
を
絶
ち

て
明
徳
の
本
然
に
復
す
る
の
み
な
り
。
然
れ
ど
も
初
學
の
人
遽
に
絶
た
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
弊
無
き
こ
と
能
は
ず
。
故
に
意
を
絶
つ
と
曰
は
ず
し
て
、
意
を
誠

に
す
と
曰
ふ
。
立
言
甚
だ
精
妙
な
る
か
な
。
（
誠
意
之
意
、
與
子
絶
四
意
同
。
聖
人
所
爲
聖
無
他
、
毋
意
而
明
徳
明
而
已
。
學
者
所
學
亦
無
他
、
絶
意
而
復
明
徳

本
然
而
已
。
然
出
初
學
人
遽
欲
絶
、
則
不
能
無
弊
。
故
不
曰
絶
意
、
曰
誠
意
。
立
言
甚
精
妙
哉
。
）
（
『
古
本
大
學
全
解
』
） 

 

藤
樹
が
言
っ
た
「
意
」
と
は
、
孔
子
が
絶
ち
切
っ
た
「
私
意
」
で
あ
る
。
誠
意
は
、
も
と
も
と
意
が
な
い
と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
は
、
「
意
者
、
萬
欲
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百
惡
ノ
淵
源
ナ
リ
」
（
『
大
學
考
』
）
と
述
べ
、
意
を
全
て
の
欲
望
や
邪
惡
の
根
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
誠
意
は
『
大
學
』
の
工
夫
を
す
る
重
要

な
條
目
と
し
て
、
「
『
大
學
』
ニ
ハ
用
力
工
程
上
ニ
言
ヲ
立
ル
故
ニ
誠
意
ト
イ
ヘ
リ
」
（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。 

な
お
、
古
本
『
大
學
』
で
は
、
格
物
致
知
の
傳
文
が
缺
け
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
質
問
に
對
し
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

陽
明
既
ニ
此
意
ヲ
發
明
ス
。
蓋
八
目
ノ
工
程
、
誠
意
ヲ
主
ト
ス
。
而
意
ヲ
誠
ニ
ス
ル
工
程
、
即
格
物
致
知
也
。
格
致
ノ
後
又
別
ニ
誠
意
ノ
工
夫
ア
ル
ニ
非
ズ
。
（
中

略
）
誠
意
ノ
傳
ノ
ミ
單
ニ
一
件
ヲ
掲
出
シ
、
正
心
以
下
ノ
傳
ハ
兩
件
兼
舉
ル
ヲ
見
テ
、
傳
者
ノ
意
可
知
矣
。
コ
ノ
傳
ノ
中
、
愼
獨
ヲ
以
、
工
夫
ノ
眼
目
ト
ス
。
獨

ハ
即
良
知
ノ
別
名
、
愼
ハ
即
格
致
ノ
義
ナ
レ
バ
、
格
致
ノ
傳
這
裏
ニ
分
明
ナ
リ
。
何
ゾ
剩
語
ヲ
用
ン
ヤ
。
（
『
大
學
考
』
） 

 

藤
樹
に
よ
る
と
、
『
大
學
』
八
條
目
で
は
、
格
物
と
致
知
が
誠
意
の
工
夫
で
あ
る
。
誠
意
の
工
夫
の
着
眼
點
は
愼
獨
で
あ
り
、
愼
の
字
は
す
な
わ
ち
格
物
致
知
の
意

味
で
あ
る
。
そ
し
て
、
誠
意
の
傳
文
で
は
、
格
物
と
致
知
の
二
條
目
の
解
説
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
贅
言
す
る
必
要
が
な
い
と
論
じ
て
い
る
。 

 

蕃
山
も
誠
意
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
彼
は
、
「
誠
意
は
、
聖
學
の
淵
源
、
心
法
の
起
る
處
な
り
」
（
『
大
學
小
解
』
）
、
「
問
、
『
大
學
』
工
夫
の
實
地
は
い
づ

れ
の
所
ぞ
。
曰
、
誠
意
な
り
」
（
『
集
義
和
書
』
卷
九
「
義
論
之
二
」
）
と
述
べ
て
お
り
、
誠
意
を
『
大
學
』
工
夫
の
實
效
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
藤

樹
と
同
樣
に
、
「
條
目
は
あ
れ
ど
も
、
格
物
致
知
は
誠
意
の
工
夫
受
用
な
れ
ば
、
別
に
傳
な
し
。
誠
意
の
内
に
備
れ
り
」
（
『
大
學
和
解
』
）
と
言
い
、
格
物
致
知
は

誠
意
の
工
夫
で
あ
る
た
め
、
傳
文
が
な
い
と
解
説
し
て
い
る
。
蕃
山
は
意
に
つ
い
て
藤
樹
の
解
釋
を
敷
衍
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

意
は
不
常
往
來
の
念
な
り
。
無
事
の
時
は
間
（
閑
）
思
と
な
り
、
有
事
の
時
は
雜
慮
と
な
る
。
赤
子
の
心
に
こ
れ
な
し
、
聖
人
の
こ
ゝ
ろ
に
こ
れ
な
し
。
凡
心
に

は
此
意
念
の
み
に
し
て
、
至
誠
無
息
の
性
は
な
き
が
ご
と
く
な
り
。
（
『
大
學
和
解
』
） 

意
は
、
心
の
中
に
閑
思
や
雜
慮
な
ど
の
常
に
變
化
し
て
い
る
思
考
で
あ
る
。
凡
庸
な
人
の
心
に
は
、
意
だ
け
が
存
在
し
、
至
誠
の
性
が
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
と

い
う
。
意
に
關
し
て
は
、
蕃
山
は
藤
樹
と
同
樣
に
、
性
（
善
）
と
正
反
對
の
意
味
に
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
「
意
は
明
惑
の
機
な
り
。
教
學
の
よ
っ
て
お

こ
る
處
な
り
」
（
同
上
）
と
説
い
て
お
り
、
意
は
明
察
と
疑
惑
が
分
れ
る
契
機
で
あ
り
、
教
學
が
起
こ
る
き
っ
か
け
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

蕃
山
は
、
「
聖
人
の
心
は
空
ゝ
如
た
り
。
意
の
動
な
し
。
寂
然
不
動
に
し
て
感
じ
て
通
ず
る
の
み
。
大
賢
の
心
も
近
し
。
聖
人
の
心
、
天
と
同
躰
な
る
事
を
う
ら
や
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み
て
、
俄
に
意
を
な
く
せ
ん
と
欲
す
る
時
は
病
を
生
ず
。
誠
に
す
る
の
工
夫
を
以
て
、
自
然
に
意
な
き
に
至
る
べ
し
」
（
『
大
學
小
解
』
）
と
述
べ
て
お
り
、
聖
人
の

心
そ
の
も
の
は
天
理
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
意
の
動
き
が
な
く
、
誠
意
の
工
夫
を
す
る
必
要
も
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
凡
人
は
、
突
如
と
し
て
意
を
な

く
そ
う
と
し
た
ら
病
氣
に
な
る
の
で
、
誠
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
自
然
に
意
が
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
蕃
山
は
意
を
、
「
聖
凡
の
別
る
ゝ
處
に
し
て
、
明
暗
の
さ
か

ひ
な
り
」
（
『
大
學
和
解
』
）
と
見
な
し
た
上
に
、
人
の
疾
病
や
國
の
動
亂
な
ど
に
も
關
わ
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
『
大
學
和
解
』
で
は
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

聖
人
は
す
で
に
意
な
し
。
意
な
き
時
は
惑
な
し
。
惑
な
け
れ
ば
教
な
し
。
教
な
け
れ
ば
聖
賢
の
名
な
し
。
是
を
大
古
神
聖
の
至
治
の
代
と
い
ふ
。
心
上
に
始
な
か

り
し
意
と
い
ふ
も
の
生
じ
て
よ
り
人
に
惑
あ
り
。
惑
あ
つ
て
後
人
に
病
疾
あ
り
、
世
に
治
亂
あ
り
。
教
な
く
政
な
き
事
あ
た
は
ず
。
〔
し
〕
か
る
が
ゆ
へ
に
大
學

の
始
教
誠
意
を
本
と
す
。 

 

蕃
山
に
よ
れ
ば
、
大
古
神
聖
の
至
治
の
代
で
は
、
意
念
・
困
惑
・
教
育
・
聖
賢
の
な
い
治
世
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
實
社
會
で
疾
病
や
動
亂
な
ど
が
發
生
す
る
の
は
、

人
間
の
心
か
ら
發
起
し
た
意
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
『
大
學
』
の
教
え
は
誠
意
を
根
本
と
し
て
い
る
と
い
う
。
蕃
山
は
病
氣
や
社
會
現
象
の
發
生
の
原
因

を
主
觀
的
意
識
に
歸
し
て
、
客
觀
的
要
素
を
忽
略
し
た
が
、
現
實
社
會
に
對
し
て
關
心
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
大
學
』
の
「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
愼
其
獨
也
」
と
い
う
原
文
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
意
を
王
陽
明
の

良
知
説
と
關
連
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

不
學
し
て
知
、
不
習
し
て
よ
く
す
る
の
良
知
良
能
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
不
義
を
惡
み
、
惡
を
恥
る
の
靈
明
、
我
に
有
を
云
也
。
是
聖
學
の
主
本
也
。
故
に

良
知
の
知
處
の
善
を
な
し
、
良
知
の
に
く
む
處
の
惡
を
去
ば
、
誰
か
好
人
た
ら
ざ
ら
ん
。
只
み
づ
か
ら
欺
て
せ
ざ
る
の
み
。
自
欺
に
依
て
意
馬
奔
走
す
。
不
欺
と

き
は
を
の
づ
か
ら
意
な
し
。
心
の
發
す
る
所
、
性
命
の
正
に
隨
て
自
欺
の
意
念
な
け
れ
ば
、
心
躰
虚
明
に
し
て
、
惡
を
に
く
む
事
は
惡
臭
を
に
く
む
ご
と
く
、
善

を
好
む
事
は
好
色
を
こ
の
む
ご
と
く
に
し
て
不
能
已
也
。
（
『
大
學
小
解
』
） 

良
知
良
能
は
人
間
が
先
天
的
に
持
っ
て
い
る
是
非
善
惡
を
判
斷
す
る
道
徳
的
能
力
で
あ
る
。
蕃
山
は
王
陽
明
の
説
を
受
け
繼
い
で
、
良
知
を
聖
學
の
根
本
と
し
て
い
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る
。
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
良
知
に
よ
っ
て
、
善
を
爲
し
惡
を
去
る
工
夫
を
す
れ
ば
、
誰
で
も
善
人
に
な
れ
る
。
良
知
の
判
斷
に
從
っ
て
行
動
し
、
自
欺

し
な
れ
ば
、
も
と
も
と
明
澄
な
心
の
本
體
が
そ
の
ま
ま
現
れ
て
、
意
念
が
自
然
に
な
く
な
る
と
い
う
。 

（
二
）
致
知
に
つ
い
て 

致
知
に
關
し
て
は
、
鄭
玄
は
、
「
知
は
、
善
惡
吉
凶
の
終
始
す
る
所
を
知
る
を
謂
ふ
な
り
（
知
、
謂
知
善
惡
吉
兇
之
所
終
始
也
）
」
（
『
禮
記
注
疏
』
大
學
卷
六
十
）

と
注
釋
し
て
い
る
が
、
致
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
朱
熹
「
大
學
章
句
」
で
は
、
「
致
は
、
推
し
極
む
る
な
り
。
知
は
、
猶
ほ
識
の
ご
と
き
な
り
。
吾
の
知
識
を

推
し
極
む
る
は
、
其
の
知
る
所
の
盡
く
さ
ざ
る
こ
と
無
き
を
欲
す
る
な
り
（
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
）
」
と
解
釋
し
て

い
る
。
王
陽
明
は
朱
熹
の
解
釋
に
反
對
し
、
「
致
は
、
至
な
り
。
（
中
略
）
致
知
と
云
ふ
者
は
、
後
儒
の
所
謂
、
其
の
知
識
を
充
擴
す
る
の
謂
ひ
の
ご
と
き
に
非
ら
ざ

る
な
り
。
吾
が
心
の
良
知
を
焉
に
致
す
の
み
な
り
（
致
者
、
至
也
。
（
中
略
）
致
知
云
者
、
非
若
後
儒
所
謂
充
擴
其
知
識
之
謂
也
、
致
吾
心
之
良
知
焉
耳
）
」
（
『
大

學
問
』
）
と
述
べ
て
お
り
、
致
知
は
良
知
を
致
す
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

藤
樹
は
朱
熹
と
王
陽
明
の
説
を
折
衷
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

蓋
竊
ニ
惟
ミ
ル
ニ
知
ノ
字
ノ
解
、
朱
子
已
ニ
解
シ
徳
性
ノ
知
ト
ナ
ス
。
或
問
、
所
謂
知
則
心
之
神
明
、
妙
衆
理
宰
萬
物
者
也
ト
ハ
是
也
。
然
ル
ヲ
後
學
集
注
知
猶

識
ノ
解
ニ
泥
テ
、
知
ヲ
認
テ
識
ト
ナ
シ
テ
、
朱
子
ノ
本
意
ヲ
不
察
、
而
遂
ニ
支
離
ニ
入
ヌ
。
（
中
略
）
朱
子
支
離
ノ
誤
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
慮
テ
、
或
問
ニ
於
テ
直
チ

ニ
指
出
シ
テ
本
體
ノ
知
ト
解
シ
メ
サ
レ
タ
リ
。
陽
明
モ
此
弊
ヲ
憂
ヒ
テ
良
知
ヲ
以
、
知
ノ
字
ヲ
解
ス
。
此
解
ニ
ヨ
ツ
テ
致
知
ノ
義
愈
眞
切
明
白
ナ
リ
。
朱
王
ノ
解

如
此
一
理
ナ
ル
コ
ト
ヲ
不
辨
、
而
諸
儒
紛
紜
ノ
説
ア
リ
。
皆
不
可
采
用
。
（
『
大
學
考
』
） 

 

藤
樹
に
よ
れ
ば
、
朱
熹
は
、
「
大
學
章
句
」
で
知
を
知
識
と
解
釋
し
た
が
、
人
が
知
識
だ
け
求
め
、
道
徳
的
修
養
を
顧
ず
に
、
支
離
の
弊
害
に
陷
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
『
大
學
或
問
』
で
本
體
の
知
が
心
の
神
明
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
學
が
知
識
と
い
う
解
釋
に
こ
だ
わ
っ
て
、
朱
熹
の
眞
意
を
察
知
し
な
か
っ
た
。

王
陽
明
は
、
朱
熹
と
同
樣
に
顧
慮
し
て
、
良
知
を
致
す
と
解
釋
し
て
い
る
と
い
う
。
藤
樹
は
、
王
陽
明
の
良
知
説
を
支
持
す
る
の
と
同
時
に
、
朱
熹
の
説
も
尊
重
し
て

い
る
。 
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致
知
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
次
の
よ
う
な
解
釋
を
し
て
い
る
。 

致
ハ
至
也
。
知
ハ
、
良
知
ナ
リ
。
孩
提
ノ
愛
ヲ
シ
リ
、
敬
ヲ
シ
リ
、
成
人
ノ
四
端
及
意
念
ナ
キ
時
、
眞
是
ヲ
シ
リ
、
眞
非
ヲ
知
ル
。
皆
良
知
不
昧
ノ
端
的
ナ
リ
。

此
良
知
ヲ
主
ト
シ
テ
意
念
ノ
己
一
作
私
。

ニ
克
ヲ
知
ニ
致
ル
ト
云
。
（
『
大
學
解
』
） 

 

藤
樹
は
王
陽
明
の
致
良
知
説
に
從
い
、
成
人
は
幼
兒
の
よ
う
に
愛
と
敬
を
知
り
、
仁
義
禮
智
の
四
端
や
意
が
な
く
な
っ
た
時
に
、
本
當
の
是
非
を
明
辨
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
明
澄
な
良
知
そ
の
も
の
で
あ
る
。
致
知
は
、
意
念
の
私
を
克
服
し
、
良
知
を
心
に
主
宰
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
善
無
惡
の
本
體
の
心
を
回

復
し
、
良
知
に
よ
っ
て
是
非
善
惡
を
判
斷
し
て
、
私
欲
を
取
り
除
く
。
ま
た
、
程
朱
の
説
と
王
陽
明
の
説
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
次
の
問
答
で
答
え
て
い
る
。 

或
曰
、
吾
子
ノ
説
ノ
如
キ
ハ
、
程
朱
ニ
背
テ
、
陽
明
ニ
信
從
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。
モ
シ
然
ラ
バ
則
程
朱
ハ
非
ナ
ル
歟
。 

曰
、
世
俗
黨
同
伐
異
ノ
私
言
ニ
シ
テ
、
至
當
ノ
公
論
ニ
非
ズ
。
蓋
程
朱
、
陽
明
同
ジ
ク
吾
道
ノ
先
覺
ナ
レ
バ
、
其
緒
論
雖
如
異
、
其
道
ハ
惟
同
ジ
。
故
ニ
後
覺
ノ

先
覺
ヲ
宗
師
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
中
庸
ノ
至
道
ヲ
尊
信
ス
ル
ヲ
以
、
至
極
眞
實
ノ
信
從
ト
ス
。
是
非
ヲ
不
擇
、
妄
ニ
其
説
話
ノ
ミ
ニ
從
フ
ハ
、
信
從
ニ
似
テ
信
從
ニ
ア

ラ
ズ
。
黨
同
ノ
僻
事
ナ
リ
。
故
ニ
朱
子
ノ
二
程
ヲ
尊
信
メ
サ
ル
ゝ
コ
ト
甚
篤
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
説
話
ニ
於
テ
ハ
妄
ニ
不
從
。
此
ニ
於
テ
其
眞
ヲ
可
觀
。
（
中
略
）

蓋
程
朱
、
陽
明
皆
先
覺
ナ
リ
。
吾
何
ゾ
偏
ム
キ
ニ
袒
ヌ
グ
所
ア
ラ
ン
ヤ
。
（
『
大
學
考
』
） 

 

藤
樹
は
、
自
分
の
説
が
程
子
と
朱
熹
に
背
い
て
、
王
陽
明
に
信
じ
て
從
う
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
程
子
、
朱
熹
、
王
陽
明
は
皆
聖
賢
の
道
の
先
覺
者
で
あ
っ

て
、
論
述
に
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
道
理
は
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
後
學
は
先
學
を
宗
師
と
し
て
、
中
庸
の
至
道
を
尊
信
し
、
そ
の
學
説
の
一
方
に
偏

ら
ず
し
て
、
眞
諦
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
と
言
い
、
學
派
間
の
爭
い
を
し
て
は
い
け
な
い
と
教
戒
し
て
い
る
。 

 

蕃
山
は
、
致
知
を
致
良
知
と
直
接
に
解
釋
し
て
い
な
い
。
『
大
學
』
の
原
文
「
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
」
に
つ
い
て
、
彼
は
、 

意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
其
知
の
本
然
の
明
を
み
が
き
出
さ
ん
と
す
。
知
明
ら
か
に
成
て
、
心
に
惑
ひ
な
き
時
は
、
大
〔
太
〕
陽
東
に
出
れ
ば
狐
狸
衆
邪
の

が
れ
て
跡
な
き
が
如
し
。
知
を
明
ら
か
に
せ
ず
し
て
、
意
妄
を
さ
ら
む
と
す
る
は
、
闇
夜
に
狐
狸
を
か
る
が
如
し
。
東
に
滅
し
て
、
西
に
生
ず
る
の
み
。
（
『
大

學
小
解
』
） 
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と
述
べ
て
い
る
。
致
知
は
心
を
本
來
の
清
明
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
修
養
工
夫
で
あ
る
。
致
知
は
誠
意
の
前
提
で
あ
る
た
め
、
知
を
明
ら
か
に
し
て
は
じ
め
て
、
困
惑

が
な
く
な
り
、
意
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
實
現
で
き
る
。
つ
ま
り
、
知
が
暗
く
な
っ
た
ら
、
妄
意
を
根
絶
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
意
を
誠
に
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
と
い
う
。 

 

さ
ら
に
、
『
大
學
』
の
原
文
「
致
知
在
格
物
」
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

格
物
の
功
至
て
精
義
入
神
者
は
知
明
ら
か
な
れ
ば
也
。
學
も
不
學
も
、
士
た
る
者
盜
を
せ
ざ
る
心
は
死
に
至
る
ま
で
變
ぜ
ず
。
是
一
つ
は
生
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
、

自
然
に
格
物
し
て
精
義
神
に
入
た
れ
ば
也
。
故
に
夢
に
も
盜
を
し
た
る
事
は
み
ず
。
是
一
つ
は
聖
人
に
無
夢
所
に
至
れ
り
。
こ
こ
に
お
ゐ
て
心
躰
空
々
如
（
『
論

語
』
子
罕
篇
）
の
本
眞
を
さ
と
る
べ
し
。
（
『
大
學
小
解
』
） 

 

す
な
わ
ち
、
人
が
格
物
の
工
夫
に
よ
っ
て
義
に
精
通
し
神
の
よ
う
な
境
地
に
い
た
る
の
は
、
先
天
的
に
知
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
武
士
が
竊
盜
を
し
な
い

だ
け
で
は
な
く
、
竊
盜
す
る
夢
さ
え
見
な
い
の
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
是
非
善
惡
を
辨
え
る
能
力
を
備
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
聖
人
は
夢
を
見
る
こ
と
が
な
く
、
心

體
が
空
々
如
で
あ
る
の
は
、
心
に
何
も
な
く
て
、
本
來
の
眞
實
が
そ
の
ま
ま
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
陽
明
が
唱
え
た
良
知
と
同
じ
旨
意
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
蕃
山
の
解
釋
は
心
學
的
な
特
質
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
、
蕃
山
は
特
に
武
士
の
道
徳
的
修
養
を
強
調
し
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
蕃
山
の
高
弟
北
小
路
石
見
（
一
六
四
二
〜
一
七
一
八
）
が
編
集
し
た
『
集
義
義
論
聞
書
』
（
第
三
册
）
（
九
）

「
甲
子
歳
十
月
二
日
隱
士
上
京
主
杉
山
氏
之

家
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
蕃
山
と
友
人
と
の
問
答
を
記
載
し
て
い
る
。 

問
、
格
物
致
知
ノ
知
ト
良
知
ト
如
何
。
云
、
一
ツ
也
。
問
、
良
知
至
テ
ハ
、
意
ハ
無
之
哉
。
云
、
良
知
ハ
、
意
を
照
し
候
也
。
（
『
集
義
義
論
聞
書
』
三
） 

 

蕃
山
は
、
格
物
致
知
の
知
は
良
知
で
あ
り
、
良
知
に
至
る
は
、
良
知
が
意
を
照
ら
し
て
、
「
大
陽
東
に
出
れ
ば
狐
狸
衆
邪
の
が
れ
て
跡
な
き
が
如
」
く
、
意
が
な
く

な
る
状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
致
知
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
王
陽
明
と
藤
樹
の
致
良
知
説
を
繼
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

あ
る
人
は
蕃
山
の
格
物
致
知
に
つ
い
て
の
解
釋
が
王
陽
明
と
類
似
で
あ
ろ
う
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

愚
は
朱
子
に
も
と
ら
ず
王
陽
明
に
も
と
ら
ず
。
た
ゞ
古
の
聖
人
に
取
て
用
ひ
侍
る
な
り
。
道
統
の
傳
の
よ
り
來
る
こ
と
朱
王
共
に
同
じ
。
其
言
は
時
に
よ
つ
て
發



一一二 

 

す
る
成
べ
し
。
其
眞
に
お
い
て
は
符
節
を
合
せ
た
る
が
ご
と
し
。
又
朱
王
ま
で
も
各
別
に
あ
ら
ず
。
朱
子
は
時
の
弊
を
た
む
べ
き
が
た
め
に
、
理
を
窮
め
惑
を
辨

る
の
上
に
重
し
。
自
反
愼
獨
の
功
な
き
に
あ
ら
ず
。
王
子
も
時
の
弊
に
よ
つ
て
自
反
愼
獨
の
功
に
重
し
。
窮
理
の
學
な
き
に
あ
ら
ず
。
（
『
集
義
和
書
』
卷
八
「
義

論
之
一
」
） 

 

蕃
山
は
、
格
物
致
知
に
つ
い
て
朱
熹
と
王
陽
明
の
解
釋
を
取
ら
な
く
、
古
の
聖
人
の
解
釋
を
取
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
熹
と
王
陽
明
は
と
も
に
聖
賢
の
道

を
繼
承
し
、
窮
理
と
自
反
愼
獨
を
兼
ね
て
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
當
時
の
社
會
の
弊
害
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
發
言
の
重
點
も
異
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
『
集
義
和
書
』
で
は
、
蕃
山
は
自
分
の
解
釋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

愚
拙
自
反
愼
獨
の
功
の
、
内
に
向
て
受
用
と
成
事
は
陽
明
の
良
智
〔
知
〕
の
發
起
に
取
、
惑
を
辨
る
の
事
は
朱
子
窮
理
の
學
に
よ
り
侍
り
。
朱
王
の
世
、
學
者
の

ま
ど
ひ
異
な
り
。
地
を
易
ば
同
じ
か
る
べ
し
。
窮
理
と
て
事
々
物
々
の
理
と
空
に
い
ひ
て
は
、
人
の
う
た
が
ひ
あ
り
。
た
ゞ
學
者
の
心
の
ま
ど
ひ
あ
る
所
の
事
物

に
よ
り
て
其
理
を
窮
る
な
り
。
さ
れ
ば
是
は
初
學
の
時
の
事
な
り
。
大
意
心
に
知
得
す
れ
ば
、
い
ま
だ
不
辨
不
知
の
事
、
千
萬
の
事
物
前
に
來
る
と
い
へ
ど
も
、

ま
ど
ふ
べ
き
こ
と
な
し
。
（
同
上
） 

 

こ
の
内
容
は
、
『
集
義
外
書
』
に
も
見
え
る
。
蕃
山
は
自
分
の
學
説
に
は
王
陽
明
の
良
知
説
と
朱
熹
の
窮
理
を
兼
備
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蕃
山
が

朱
・
王
兼
修
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
十
）

。
し
か
し
、
蕃
山
の
主
張
に
よ
る
と
、
心
が
道
理
を
よ
く
知
り
得
た
上
で
、
萬
事
萬
物
に
直
面
す
る
時
に
惑
う
こ
と
が
な

い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
言
っ
た
窮
理
の
理
は
、
決
し
て
外
物
の
理
で
は
な
く
、
心
の
理
で
あ
る
と
言
え
る
。 

西
川
季
格
は
『
集
義
和
書
顯
非
』
で
次
の
よ
う
に
蕃
山
を
酷
評
し
て
い
る
。 

此
答
不
實
ノ
至
リ
ナ
リ
。
彼
中
年
中
江
氏
藤
樹
先
生
ノ
門
人
ト
成
テ
教
ヲ
聞
ク
、
則
良
知
ノ
至
教
ヲ
受
テ
、
少
ク
明
ヲ
開
ク
コ
ト
ア
リ
。
其
ヨ
リ
知
略
開
ケ
テ
、

如
此
ノ
和
書
等
ヲ
モ
説
述
タ
ル
ナ
リ
。
是
皆
師
ノ
恩
ナ
リ
。
藤
樹
先
生
ハ
王
陽
明
ノ
書
ニ
依
テ
、
良
知
ノ
説
ヲ
聞
、
孔
門
一
貫
ノ
道
ヲ
知
得
シ
テ
、
門
人
ニ
教
示

セ
リ
。
若
微
王
陽
明
、
藤
樹
先
生
、
此
學
術
ヲ
聞
コ
ト
ア
タ
ハ
ジ
、
然
ル
ニ
高
恩
ノ
師
且
王
陽
明
ヲ
外
ニ
シ
テ
、
「
愚
ハ
只
古
ノ
聖
人
ニ
取
テ
用
ヒ
侍
ル
ナ
リ
」

ト
云
ハ
、
何
ゾ
ヤ
。
只
我
一
人
虚
譽
ヲ
取
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
苟
ニ
不
實
高
滿
ノ
極
、
此
ニ
シ
ク
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
。
（
『
集
義
和
書
顯
非
』
卷
上
） 
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西
川
季
格
は
、
蕃
山
は
藤
樹
の
弟
子
に
な
っ
て
、
王
陽
明
の
良
知
説
を
學
ん
で
か
ら
、
開
明
し
て
『
集
義
和
書
』
な
ど
を
著
す
こ
と
に
な
っ
た
。
然
れ
ど
も
、
彼
は

古
の
聖
人
の
説
を
取
り
上
げ
て
用
い
る
だ
け
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
實
は
た
だ
虚
榮
を
張
る
言
葉
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
藤
樹
の
解
釋
に

つ
い
て
の
檢
討
に
よ
れ
ば
、
蕃
山
の
こ
の
よ
う
な
朱
・
王
折
衷
の
思
想
も
藤
樹
の
影
響
で
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。 

む
す
び 

 

以
上
の
考
察
か
ら
、
『
大
學
』
に
つ
い
て
蕃
山
は
藤
樹
の
解
釋
を
繼
承
し
て
い
る
。
ま
ず
、
『
大
學
』
の
定
本
に
關
し
て
は
、
蕃
山
は
藤
樹
と
同
樣
に
、
王
陽
明
が

唱
え
た
古
本
を
定
本
と
し
て
い
る
が
、
朱
熹
の
「
大
學
章
句
」
に
從
っ
て
經
文
と
傳
文
を
區
別
し
て
い
る
。
次
に
、
彼
は
藤
樹
の
説
を
踏
襲
し
、
誠
意
の
「
意
」
を
孔

子
が
絶
ち
切
っ
た
「
私
意
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
ま
た
、
致
知
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
藤
樹
の
よ
う
に
「
致
良
知
」
と
い
う
言
葉
で
直
接
に
解
釋
し
て
い
な
い
が
、
良
知

と
同
じ
旨
意
で
解
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
子
學
と
陽
明
學
の
分
岐
に
關
し
て
は
、
彼
は
藤
樹
に
從
い
、
批
判
を
加
え
な
く
、
折
衷
し
た
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
井

上
哲
次
郎
が
評
價
し
て
い
る
よ
う
に
、
蕃
山
は
他
の
陽
明
學
者
の
よ
う
に
王
陽
明
を
尊
崇
し
て
、
朱
熹
を
輕
侮
す
る
偏
狹
固
陋
の
人
で
は
な
く
、
却
っ
て
朱
熹
と
王
陽

明
の
各
々
の
長
所
を
取
り
、
宋
の
理
學
と
明
の
心
學
と
、
い
ず
れ
も
そ
の
自
分
に
裨
益
が
あ
る
こ
と
を
知
る
者
で
あ
る
（
十
一
）

。
要
す
る
に
、
『
大
學
』
の
解
釋
方
法
か

ら
學
問
の
姿
勢
ま
で
、
蕃
山
は
藤
樹
思
想
の
忠
實
な
繼
承
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

蕃
山
の
學
問
に
つ
い
て
、
門
人
巨
勢
直
幹
は
次
の
よ
う
に
評
價
し
て
い
る
。 

先
生
壯
歳
に
し
て
、
藤
樹
に
學
ぶ
よ
り
易
簀
に
至
る
ま
で
、
殆
ど
四
十
有
余
な
り
。
事
に
應
じ
物
に
接
し
、
視
聽
言
動
は
、
日
に
新
し
く
月
に
熟
せ
り
。
朱
王
の

學
を
貴
び
、
天
下
の
理
を
窮
め
、
陷
格
拘
外
の
弊
を
矯
め
、
書
淫
徒
善
の
惑
を
解
す
。
藤
原
惺
窩
既
に
王
道
の
學
を
興
し
、
然
れ
ど
も
未
だ
自
反
心
得
の
實
、
氣

質
變
化
の
論
、
水
土
時
位
の
權
を
言
は
ず
。
藤
樹
は
創
め
て
之
を
發
明
し
、
先
生
は
續
け
て
之
を
恢
弘
し
、
是
に
於
い
て
聖
學
大
完
す
。
且
つ
又
た
世
人
は
儒
を

以
て
一
藝
事
と
爲
し
、
公
侯
大
夫
士
は
學
ぶ
所
以
を
知
ら
ず
。
藤
、
蕃
の
兩
師
の
出
で
て
、
以
て
人
人
の
日
用
す
べ
き
の
心
法
を
明
ら
か
に
す
る
に
依
り
、
始
め

て
國
家
の
急
務
を
知
れ
り
。
（
中
略
）
識
る
者
は
、
藤
樹
を
以
て
周
濂
溪
に
比
へ
、
蕃
山
を
以
て
程
伊
川
に
擬
ふ
と
云
ふ
。
（
先
生
壯
歳
、
自
學
藤
樹
至
易
簀
、
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殆
四
十
有
余
。
應
事
接
物
、
視
聽
言
動
、
日
新
月
熟
。
貴
朱
王
之
學
、
窮
天
下
之
理
、
矯
陷
格
拘
外
之
弊
、
解
書
淫
徒
善
之
惑
。
藤
原
惺
窩
既
興
王
道
之
學
、
然

未
言
自
反
心
得
之
實
、
氣
質
變
化
之
論
、
水
土
時
位
之
權
。
藤
樹
創
發
明
之
、
先
生
續
恢
弘
之
、
於
是
聖
學
大
完
。
且
又
世
人
以
儒
爲
一
藝
事
、
公
侯
大
夫
士
不

知
所
以
學
。
依
藤
、
蕃
兩
師
出
、
以
明
人
人
可
日
用
之
心
法
、
始
知
國
家
急
務
矣
。
（
中
略
）
識
者
以
藤
樹
比
周
濂
溪
、
以
蕃
山
擬
程
伊
川
云
。
）
（
『
熊
澤
先

生
行
状
』
） 

 

巨
勢
直
幹
の
評
論
に
よ
る
と
、
蕃
山
の
學
問
で
は
次
の
四
つ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
蕃
山
の
學
問
は
日
々
新
し
く
な
り
、
成
熟
し
て
い
っ
た
。

次
に
、
彼
の
學
風
に
は
朱
子
學
と
陽
明
學
を
兼
備
し
、
天
下
の
物
事
の
理
を
窮
め
る
と
と
も
に
、
外
物
に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
陷
る
弊
害
を
矯
正
し
、
書
籍
に
溺
れ
て
、

ひ
た
す
ら
善
を
求
め
る
迷
い
を
解
消
し
た
。
さ
ら
に
、
蕃
山
は
藤
樹
が
唱
え
た
自
反
心
得
や
氣
質
の
變
化
、
水
土
時
位
（
十
二
）

な
ど
の
思
想
を
發
展
し
、
儒
學
を
完
成
さ

せ
た
。
最
後
に
、
藤
樹
と
蕃
山
は
、
儒
學
を
技
藝
と
す
る
と
い
う
既
成
觀
念
を
破
り
、
心
法
が
實
用
的
な
治
國
の
道
で
あ
る
こ
と
を
世
の
中
に
廣
め
た
。
な
お
、
巨
勢

直
幹
は
藤
樹
と
蕃
山
を
そ
れ
ぞ
れ
周
敦
頤
と
程
頤
に
擬
え
て
高
く
評
價
し
て
い
る
。 

 

蕃
山
の
學
問
は
理
論
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
や
教
育
の
有
用
性
を
求
め
て
い
る
。
當
時
の
社
會
状
況
に
基
づ
い
て
、
『
大
學
或
問
』
を
著
し
、
幕
府
に
經
世
濟

民
の
策
を
提
案
し
た
。
彼
は
、
君
主
が
仁
政
を
行
い
、
臣
下
が
諫
め
て
補
佐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
、
河
川
の
整
備
、
飢
饉
や
災
害
の
援
助
、
貿
易
の
振
興
、

大
名
の
財
政
健
全
化
、
及
び
民
生
の
安
定
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
建
言
を
申
し
立
て
た
り
し
て
、
社
會
へ
の
強
い
關
心
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
幕
政
を
批
判
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
古
河
に
禁
錮
さ
れ
た
。
こ
の
『
大
學
或
問
』
は
、
徳
川
時
代
の
經
世
書
中
、
最
も
優
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
後
代
の
儒
者
が
と
り
あ
げ
た
さ
ま
ざ

ま
な
政
治
的
社
會
的
問
題
の
ほ
と
ん
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
十
三
）

。
陽
明
學
で
は
、
實
踐
を
重
要
視
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
蕃
山
は
岡
山
藩
政
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
『
大
學
』
思
想
を
貫
徹
し
た
か
、
そ
し
て
蕃
山
の
政
治
論
と
教
育
論
で
は
、
『
大
學
』
が
ど
ん
な
役
割
を
擔
っ
て
い
る
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
引
き
續
き

研
究
を
行
い
た
い
。 

注 



一一五 

 

（
一
）
宮
崎
道
生
『
熊
澤
蕃
山
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
を
參
照
。 

（
二
）
蕃
山
が
禁
錮
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
蕃
山
先
生
状
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
六
册
附
録
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）
に
、
「
冬
十
月
、
上
表
演
政

事
、
忤
旨
乃
禁
錮
」
と
あ
る
。
井
上
通
泰
「
蕃
山
片
影
」
で
は
、
ま
ず
次
の
三
説
（
以
下
要
約
）
を
舉
げ
る
。
一
、
時
事
上
に
關
す
る
上
書
が
幕
府
の
旨
に
忤

っ
た
と
い
う
説
。
二
、
蕃
山
の
著
述
中
に
幕
府
の
某
の
問
に
答
え
た
一
節
が
老
中
の
目
に
掛
っ
た
の
で
咎
め
ら
れ
た
と
い
う
説
。
三
、
田
中
孫
十
郎
が
蕃
山
の

著
書
『
大
學
或
問
』
を
老
中
に
呈
し
た
た
め
幕
府
の
忌
諱
に
觸
れ
た
と
い
う
説
。
ま
た
別
に
、
古
河
藩
士
筒
井
某
の
覺
書
を
據
り
所
と
し
て
禁
錮
さ
れ
た
と
も

言
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
井
上
通
泰
「
蕃
山
片
影
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
六
册
附
録
、
五
十
五
〜
五
十
七
頁
）
を
參
照
。 

（
三
）
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
』
（
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
年
）
を
參
照
。 

（
四
）
相
良
亨
『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
譜
系
』
（
理
想
社
、
一
九
六
五
年
）
を
參
照
。 

（
五
）
友
枝
龍
太
郎
「
熊
澤
蕃
山
と
中
國
思
想
」
（
『
日
本
思
想
大
系 

三
〇 

熊
澤
蕃
山
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
を
參
照
。 

（
六
）
『
大
學
和
解
』
と
『
大
學
小
解
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
正
宗
敦
夫
「
大
學
小
解
・
同
和
解
・
同
或
問
解
題
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
三
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、

一
九
四
一
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
七
）
蕃
山
入
門
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
九
年
と
い
う
一
説
も
あ
る
。
井
上
通
泰
「
蕃
山
片
影
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
六
册
附
録
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九

四
一
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
「
蕃
山
先
生
狀
」
（
同
上
）
、
秋
山
弘
道
「
慕
賢
録
」
（
同
上
）
、
及
び
「
藤
樹
先
生
年
譜
」
（
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
五
册
、

岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
で
は
、
皆
寛
永
十
八
年
と
し
て
い
る
。 

（
八
）
宮
崎
道
生
『
熊
澤
蕃
山
―
人
物
・
事
蹟
・
思
想
』
（
新
人
物
往
來
社
、
一
九
九
五
年
）
を
參
照
。 

（
九
）
『
集
義
義
論
聞
書
』
全
三
册
で
あ
る
が
、
今
傳
本
で
は
第
一
册
が
缺
け
て
、
第
二
、
三
册
が
『
蕃
山
全
集
』
（
第
六
册
）
に
收
録
さ
れ
て
い
る
。
編
者
に
よ
れ

ば
、
第
三
册
は
蕃
山
著
書
の
拔
書
の
よ
う
な
も
の
で
、
蕃
山
の
學
説
の
斷
片
的
な
も
の
を
集
め
て
、
蕃
山
の
思
想
を
示
し
た
重
要
な
著
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

正
宗
敦
夫
「
集
義
義
論
聞
書
解
題
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
六
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）
を
參
照
。 

（
十
）
友
枝
龍
太
郎
「
熊
澤
蕃
山
と
中
國
思
想
」
（
前
掲
）
を
參
照
。 

（
十
一
）
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
』
（
前
掲
）
を
參
照
。 
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（
十
二
）
水
土
時
位
と
は
、
蕃
山
が
『
易
』
の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
き
、
日
本
の
中
世
以
來
の
神
國
思
想
、
及
び
師
藤
樹
か
ら
繼
承
し
た
時
處
位
論
を
取
り
入
れ
て
確

立
し
た
思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
崎
道
生
『
熊
澤
蕃
山
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。 

（
十
三
）
相
良
亨
『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
系
譜
』
（
理
想
社
、
一
九
六
五
年
）
を
參
照
。 
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第
六
章 

熊
澤
蕃
山
の
『
論
語
小
解
』 

 

『
論
語
小
解
』
は
、
蕃
山
五
十
五
歳
か
ら
六
十
八
歳
ま
で
の
間
に
出
來
た
著
述
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
一
）

。
蕃
山
の
思
想
に
關
わ
る
研
究
に
お
い
て
、
『
論
語

小
解
』
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
從
來
の
研
究
で
は
ま
だ
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
、
『
論
語
小
解
』
を
取
り
上
げ
て
、
朱
熹
「
論
語
集
注
」

及
び
明
代
の
四
書
注
釋
書
『
四
書
大
全
』
と
の
關
連
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
朱
熹
の
解
釋
と
對
比
し
な
が
ら
、
蕃
山
の
存
在
論
、
人
性
論
、
修
養
論
、
統
治
論
及

び
時
所
位
論
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
、
彼
の
『
論
語
』
解
釋
の
特
徴
を
檢
討
し
て
み
た
い
。 

第
一
節 

『
集
注
』
と
『
四
書
大
全
』
へ
の
支
持 

 

『
論
語
小
解
』
は
蕃
山
が
『
論
語
』
二
十
章
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
蕃
山
は
自
分
の
解
釋
を
省
略
し
て
、
「
集
注
に
見
え
た
り
」
「
集
注
備

れ
り
」
「
集
注
大
全
に
見
え
た
り
」
「
集
注
大
全
つ
ま
び
ら
か
也
」
な
ど
の
言
葉
を
し
ば
し
ば
使
っ
て
い
る
。
「
集
注
」
は
、
無
論
、
朱
熹
の
「
論
語
集
注
」
（
『
四

書
章
句
集
注
』
に
所
収
）
で
あ
る
が
、
「
集
注
大
全
」
は
明
代
に
胡
廣
ら
敕
命
を
奉
じ
て
編
纂
し
た
『
四
書
章
句
集
注
』
に
關
す
る
注
釋
書
『
四
書
大
全
』
（
『
論
語
』

の
部
分
）
を
指
し
て
い
る
。 

 

『
論
語
小
解
』
で
「
論
語
集
注
」
と
『
四
書
大
全
』
の
解
釋
に
言
及
し
た
「
集
注
に
み
え
た
り
」
「
集
注
大
全
に
み
え
た
り
」
な
ど
の
言
葉
の
頻
度
を
集
計
し
て
み

る
と
、
學
而
篇
以
外
の
す
べ
て
の
篇
で
「
論
語
集
注
」
に
言
及
し
、
そ
の
中
で
も
最
も
多
い
の
が
憲
問
篇
（
二
十
三
箇
所
）
で
あ
る
。
ま
た
、
學
而
篇
と
爲
政
篇
以
外

は
『
四
書
大
全
』
に
も
言
及
し
て
お
り
、
郷
黨
篇
と
憲
問
篇
で
は
、
「
論
語
集
注
」
と
『
四
書
大
全
』
兩
者
併
せ
て
計
三
十
箇
所
ほ
ど
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
そ
の
他
、
『
四
書
大
全
』
の
書
名
で
な
く
と
も
、
「
饒
氏
云
」
（
衞
靈
公
篇
「
子
曰
賜
也
」
章
）
、
「
楊
氏
の
説
、
是
に
近
し
」
（
子
張
篇
「
子
游
曰
吾
友
張

也
」
章
）
な
ど
、
明
ら
か
に
『
四
書
大
全
』
所
收
の
説
を
引
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。 
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「
論
語
集
注
」
と
『
四
書
大
全
』
の
解
釋
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
一
概
に
認
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
理
解
し
に
く
い
解
釋
や
妥
當
で
な
い
見
解
な
ど
を
批
判
的
に
指
摘

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
公
冶
長
篇
「
子
曰
孰
謂
微
生
高
直
」
章
で
は
「
こ
の
章
の
義
、
集
注
大
全
の
旨
得
が
た
し
」
、
泰
伯
篇
「
子
曰
三
年
學
」
章
で
は
「
此
章
、
集

注
の
旨
も
得
が
た
し
、
重
て
考
ふ
べ
し
」
と
述
べ
、
「
論
語
集
注
」
と
『
四
書
大
全
』
の
主
旨
を
把
握
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
先
進
篇
「
子

曰
由
之
瑟
」
章
で
は
、
「
集
注
大
全
に
、
家
語
、
説
苑
等
を
引
〔
く
〕
と
い
へ
ど
も
、
附
會
の
説
と
見
え
た
り
」
と
評
し
、
顏
淵
篇
「
子
張
問
崇
徳
辨
惑
」
章
の
「
誠

不
以
富
、
亦
祇
以
異
」
に
つ
い
て
、
「
解
、
集
注
に
見
え
た
り
。
楊
氏
の
説
、
用
ゆ
べ
か
ら
ず
」
、
同
「
子
張
問
士
」
章
で
は
「
解
、
集
注
に
見
え
た
り
。
尹
氏
の
説

不
可
用
」
、
同
「
樊
遲
從
遊
於
舞
雩
之
下
」
章
で
は
「
解
、
集
注
に
見
え
た
り
。
其
中
、
麁
鄙
近
利
の
説
不
可
用
」
、
衞
靈
公
篇
「
子
曰
直
哉
史
魚
」
章
で
は
「
解
、

集
注
大
全
に
見
え
た
り
。
楊
氏
の
説
い
か
が
」
な
ど
と
注
釋
し
、
不
適
切
と
思
う
解
釋
に
つ
い
て
は
批
判
し
て
い
る
。 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
修
正
的
解
釋
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
全
體
か
ら
み
れ
ば
、
「
論
語
集
注
」
と
『
四
書
大
全
』
の
解
釋
を
參
考
し
た
各
章
の
中
で
、
蕃
山
が
自

分
の
解
説
を
加
え
な
い
箇
所
は
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、
「
論
語
集
注
」
と
『
四
書
大
全
』
に
つ
い
て
直
截
な
批
判
的
言
辭
も
見
當
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
蕃

山
は
『
論
語
小
解
』
を
執
筆
す
る
時
に
、
朱
熹
の
「
論
語
集
注
」
及
び
胡
廣
ら
が
編
纂
し
た
『
四
書
大
全
』
を
參
考
に
し
、
そ
の
解
釋
を
大
體
支
持
し
て
い
る
と
い
え

る
。 ち

な
み
に
、
『
集
義
外
書
』
で
「
朱
子
は
賢
人
か
」
と
い
う
質
問
に
對
し
て
、
蕃
山
は
、 

大
儒
と
い
ふ
も
の
な
ら
ん
。
又
賢
也
。
經
傳
の
注
に
を
き
て
は
、
古
今
一
人
の
名
人
也
。
古
人
の
心
に
叶
た
る
と
、
叶
は
ぬ
と
は
あ
れ
共
、
先
は
初
學
の
手
を
く

だ
し
よ
き
樣
に
手
ぢ
か
く
義
理
の
聞
ゆ
る
注
な
り
。
此
一
色
は
後
生
の
者
大
に
恩
を
得
た
り
。
（
卷
六
「
脱
論
三
」
） 

と
回
答
し
て
い
る
。
朱
熹
は
大
儒
で
賢
人
で
あ
り
、
經
書
を
注
釋
す
る
名
手
で
あ
る
と
稱
贊
し
て
い
る
。
朱
熹
の
注
釋
は
初
學
者
に
と
っ
て
着
手
し
や
す
く
、
道
理
の

あ
る
注
釋
で
あ
り
、
後
代
の
學
者
に
大
き
な
恩
惠
を
與
え
た
と
高
く
評
價
し
て
い
る
。 

さ
て
、
他
の
章
で
も
蕃
山
は
朱
熹
の
説
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
藤
樹
の
弟
子
と
し
て
蕃
山
に
は
心
學
的
な
解
釋
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
論
語
小

解
』
に
お
け
る
蕃
山
の
解
釋
を
詳
細
に
分
析
し
て
み
よ
う
。 
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第
二
節 

存
在
論 

 

ま
ず
、
子
罕
篇
「
子
在
川
上
」
章
と
里
仁
篇
「
朝
聞
道
」
章
の
解
釋
を
取
り
上
げ
て
、
朱
熹
「
論
語
集
注
」
と
比
べ
な
が
ら
、
蕃
山
の
存
在
論
を
檢
討
し
て
み
た
い
。 

（
一
）
子
罕
篇
「
子
在
川
上
」
章
の
解
釋 

子
罕
篇
に
「
子
、
川
の
上
に
在
り
て
曰
く
、
逝
く
者
は
斯
の
如
き
か
。
晝
夜
を
舍
（
お
）
か
ず
（
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舍
晝
夜
）
」
と
あ
る
。 

朱
熹
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
天
地
の
化
は
、
往
く
者
は
過
ぎ
、
來
る
者
は
續
き
、
一
息
の
停
る
こ
と
無
し
。
乃
ち
道
體
の
本
然
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
指
し
て
見

易
か
る
可
き
者
は
、
川
の
流
れ
に
如
く
は
莫
し
。
故
に
此
に
於
い
て
發
し
て
、
以
て
人
に
示
す
。
學
者
時
時
に
省
察
し
て
、
毫
髮
の
間
斷
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な

り
（
天
地
之
化
、
往
者
過
、
來
者
續
、
無
一
息
之
停
。
乃
道
體
之
本
然
也
。
然
其
可
指
而
易
見
者
、
莫
如
川
流
。
故
於
此
發
、
以
示
人
。
欲
學
者
時
時
省
察
、
而
無
毫

髮
之
間
斷
也
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
程
子
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。 

程
子
曰
く
、
「
此
れ
道
體
な
り
。
天
運
り
て
已
ま
ず
。
日
往
け
ば
則
ち
月
來
り
、
寒
往
け
ば
則
ち
暑
來
る
。
水
流
れ
て
息
ま
ず
、
物
生
じ
て
窮
ま
ら
ず
。
皆
道
と

體
を
爲
す
。
晝
夜
に
運
り
て
、
未
だ
嘗
て
已
ま
ず
。
是
を
以
て
君
子
之
に
法
り
て
、
自
ら
強
め
て
息
ま
ず
。
其
の
至
れ
る
に
及
ぶ
や
、
純
な
れ
ど
も
亦
已
ま
ず
。
」

又
曰
く
、
「
漢
よ
り
以
來
、
儒
者
皆
此
の
義
を
識
ら
ず
。
此
れ
聖
人
の
心
、
純
な
れ
ど
も
亦
已
ま
ざ
る
を
見
る
な
り
。
純
な
れ
ど
も
亦
已
ま
ざ
る
は
、
乃
ち
天
の

徳
な
り
。
天
の
徳
有
り
て
、
便
ち
王
道
を
語
る
可
し
。
其
の
要
は
只
だ
獨
を
謹
む
に
在
り
。
」
（
程
子
曰
、
「
此
道
體
也
。
天
運
而
不
已
。
日
往
則
月
來
、
寒
往

則
暑
來
。
水
流
而
不
息
、
物
生
而
不
窮
。
皆
與
道
爲
體
。
運
乎
晝
夜
、
未
嘗
已
也
。
是
以
君
子
法
之
、
自
強
不
息
。
及
其
至
也
、
純
亦
不
已
焉
。
」
又
曰
、
「
自

漢
以
來
、
儒
者
皆
不
識
此
義
。
此
見
聖
人
之
心
、
純
亦
不
已
也
。
純
亦
不
已
、
乃
天
徳
也
。
有
天
徳
、
便
可
語
王
道
。
其
要
只
在
謹
獨
。
」
）
（
「
論
語
集
注
」
） 

蕃
山
は
『
論
語
小
解
』
で
程
朱
の
説
を
敷
衍
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
逝
」
者
は
「
道
體
」
也
。
水
を
指
に
あ
ら
ず
。
「
斯
」
字
、
水
を
指
て
の
た
ま
ふ
也
。
「
維
天
之
命
（
こ
れ
て
ん
の
め
い
）
、
於
穆
不
已
（
あ
あ
や
ま
ず
）
。
」

「
上
天
（
之
）
載
（
じ
や
う
て
ん
の
こ
と
）
、
無
聲
無
臭
。
」
是
「
道
體
」
な
り
。
天
理
流
行
し
ば
ら
く
も
間
斷
な
し
。
其
人
心
に
か
く
る
ゝ
者
は
見
が
た
し
。
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指
て
見
易
き
者
は
川
流
に
し
く
は
な
し
。
故
に
孔
夫
子
水
に
よ
つ
て
嘆
じ
給
へ
り
。
流
て
本
の
水
に
あ
ら
ず
、
道
體
中
に
流
行
す
。
我
心
氣
も
道
體
中
に
流
行
す
。

少
も
人
欲
あ
る
時
は
流
行
を
と
ゞ
む
、
水
ふ
さ
が
り
て
不
流
が
ご
と
し
。
故
に
『
易
』
乾
卦
象
傳
云
、
「
天
行
健
、
君
子
以
自
強
不
息
」
と
い
へ
り
。 

孔
夫
子
の
此
傳
な
か
り
せ
ば
、
乾
の
六
畫
誰
か
心
法
た
る
こ
と
を
し
ら
ん
や
。
天
地
の
造
化
と
共
に
、
道
體
に
及
ば
む
こ
と
を
欲
す
。
日
往
と
き
は
月
來
る
、

寒
往
と
き
は
暑
來
る
。
萬
物
生
々
し
て
や
ま
ず
、
吾
心
の
知
覺
運
動
日
と
し
て
生
ぜ
ず
と
云
こ
と
な
し
。
皆
道
體
中
に
流
行
す
る
こ
と
泉
流
の
ご
と
し
。 

孟
子
「
浩
然
の
氣
を
養
ふ
」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
）
の
受
用
こ
ゝ
に
本
付
も
の
か
。
吾
人
の
氣
、
耳
目
呼
吸
に
通
じ
て
、
天
地
の
氣
と
同
體
也
。
造
化
と
共

に
流
行
す
る
事
、
川
流
の
ご
と
し
。
私
欲
の
ふ
さ
が
り
な
き
時
は
、
「
至
大
至
剛
に
し
て
、
天
地
の
間
に
ふ
さ
が
る
も
の
」
（
同
上
）
也
。
「
直
を
以
て
養
ふ
」

（
同
上
）
は
、
「
敬
以
直
内
」
「
愼
獨
」
の
義
也
。
不
愼
獨
と
き
は
隱
微
の
地
に
を
い
て
間
斷
あ
り
。
間
斷
あ
る
時
は
、
川
流
に
あ
ら
ず
、
洪
然
に
あ
ら
ず
。 

問
、
「
何
を
か
人
心
に
か
く
る
と
云
や
。
」
云
、
「
人
心
則
天
徳
の
寓
す
る
處
な
り
。
」
（
『
論
語
小
解
』
子
罕
第
九
） 

蕃
山
の
解
釋
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
し
て
み
る
と
、
「
道
體
」
「
間
斷
な
し
」
「
指
て
見
易
き
者
」
「
天
地
の
（
造
）
化
」
と
い
う
言
葉
は
、
朱
熹
の
解
釋
に
見
え
る
。

ま
た
、
「
自
強
不
息
」
「
日
往
と
き
は
月
來
る
、
寒
往
と
き
は
暑
來
る
」
「
愼
獨
（
謹
獨
）
」
は
、
程
子
の
解
釋
に
見
え
る
。 

蕃
山
は
「
逝
者
」
に
つ
い
て
程
朱
の
「
道
體
」
説
を
採
っ
て
、
常
に
運
行
す
る
、
無
聲
無
臭
の
天
命
・
天
理
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
朱
熹
の
「
心
は
萬
理

を
包
む
（
心
包
萬
理
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
學
三
「
論
知
行
」
第
四
十
五
條
）
を
踏
ま
え
て
、
「
道
體
」
は
人
の
心
に
隱
れ
て
お
り
、
見
え
に
く
い
た
め
、
孔
子
が
水

に
喩
え
て
説
明
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
心
有
れ
ば
則
ち
自
ら
知
覺
有
り
（
有
心
則
自
有
知
覺
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
孟
子
十
「
盡
其
心
者
章
」
第
五
十
四
條
）
、

「
知
覺
を
爲
し
、
運
動
を
爲
す
者
は
、
此
れ
氣
な
り
（
爲
知
覺
、
爲
運
動
者
、
此
氣
也
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
一
「
人
物
之
性
氣
質
之
性
」
第
十
七
條
）
に
基
づ

き
、
理
氣
二
元
論
の
立
場
か
ら
、
心
の
氣
の
知
覺
運
動
が
天
地
萬
物
と
同
樣
に
道
體
の
中
に
流
行
す
る
と
説
い
て
い
る
。
最
後
に
、
「
敬
」
と
「
愼
獨
」
を
修
養
法
と

し
て
、
天
理
の
流
行
を
塞
ぐ
人
欲
を
取
り
除
く
こ
と
を
唱
え
て
い
る
。
朱
熹
は
「
孟
子
章
句
集
注
」
で
「
浩
然
の
氣
」
を
「
天
地
の
正
氣
に
し
て
、
人
の
得
て
以
て
生

じ
る
者
な
り
（
天
地
之
正
氣
、
而
人
得
以
生
者
）
」
と
解
釋
し
、
「
直
を
以
て
養
ふ
」
を
「
自
ら
反
み
て
縮
（
な
ほ
）
し
（
自
反
而
縮
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
「
一
も
私
意
の
蔽
ふ
所
と
爲
れ
ば
、
則
ち
欿
然
と
し
て
餒
ゑ
、
却
つ
て
甚
だ
小
な
り
（
一
爲
私
意
所
蔽
、
則
欿
然
而
餒
、
却
甚
小
也
）
」
と
説
き
、
私
意
を
無
く



一二一 

 

す
こ
と
を
唱
え
て
い
る
。
蕃
山
は
そ
れ
を
繼
承
し
つ
つ
、
程
子
が
引
い
た
「
自
強
不
息
」
と
い
う
『
易
』
乾
卦
の
言
葉
を
心
法
と
見
な
し
、
心
の
體
用
を
重
視
し
て
い

る
。
こ
の
章
の
理
、
氣
、
心
に
關
す
る
蕃
山
の
解
釋
は
朱
子
學
か
ら
離
脱
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

（
二
）
里
仁
篇
「
朝
聞
道
」
章
の
解
釋 

 

里
仁
篇
に
、
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
（
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
）
」
（
二
）

と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。 

朱
熹
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
道
と
は
、
事
物
當
然
の
理
な
り
。
苟
も
之
を
聞
く
を
得
ば
、
則
ち
生
き
て
は
順
ひ
死
し
て
は
安
ん
じ
、
復
た
遺
恨
無
し
。
朝
夕
と
は
、

其
の
時
の
近
き
を
甚
だ
し
く
言
ふ
所
以
な
り
（
道
者
、
事
物
當
然
之
理
。
苟
得
聞
之
、
則
生
順
死
安
、
無
復
遺
恨
矣
。
朝
夕
、
所
以
甚
言
其
時
之
近
）
」
と
解
釋
し
て

い
る
。
朝
に
道
理
を
知
れ
ば
、
生
き
て
い
る
時
も
死
ぬ
時
も
、
心
安
ら
か
に
對
處
で
き
て
、
悔
い
が
な
い
と
い
う
。 

周
知
の
よ
う
に
、
朱
子
學
で
は
、
太
極
、
理
、
道
は
同
一
の
範
疇
に
屬
す
る
。
『
朱
子
語
類
』
理
氣
上
「
太
極
天
地
上
」
第
四
條
に
、
「
太
極
は
只
だ
是
れ
一
箇
の

理
の
字
な
り
（
太
極
只
是
一
箇
理
字
）
」
と
あ
る
。
『
朱
子
語
類
』
中
庸
一
「
第
一
章
」
第
二
十
九
條
に
、
「
物
の
理
、
乃
ち
道
な
り
（
物
之
理
、
乃
道
也
）
」
と
あ

る
。
『
朱
文
公
文
集
』
卷
五
十
八
「
答
黄
道
夫
」
に
、
「
理
な
る
者
は
、
形
而
上
の
道
な
り
、
物
を
生
ず
る
の
本
な
り
（
理
也
者
、
形
而
上
之
道
也
、
生
物
之
本
也
）
」

と
あ
る
。
朱
熹
は
、
「
事
々
物
々
、
各
々
定
理
有
ら
ざ
る
莫
し
（
事
事
物
物
、
莫
不
各
有
定
理
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
大
學
一
「
經
上
」
第
六
十
條
）
と
述
べ
、
萬
事

萬
物
に
理
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
生
と
死
に
つ
い
て
は
、
「
人
の
生
死
、
亦
た
只
だ
是
れ
陰
陽
二
氣
の
屈
伸
往
來
の
み
（
人
之
生
死
、
亦
只
是
陰
陽
二
氣
屈
伸

往
來
耳
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
易
四
「
乾
上
」
第
十
八
條
）
と
述
べ
て
い
る
。
朱
熹
は
理
を
根
本
と
し
て
、
生
死
（
氣
）
よ
り
道
（
太
極
、
理
）
を
重
視
し
、
事
々
物

々
の
理
を
窮
め
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。 

因
み
に
、
王
陽
明
は
、
心
の
外
に
理
が
な
い
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
、
「
心
は
即
ち
道
、
道
は
即
ち
天
な
り
。
心
を
知
れ
ば
則
ち
道
を
知
り
天
を
知
る
（
心
即
道
、

道
即
天
。
知
心
則
知
道
知
天
）
」
（
『
傳
習
録
』
上
、
第
六
十
七
條
）
と
述
べ
、
心
、
道
、
天
を
同
一
で
あ
り
、
心
を
知
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

蕃
山
は
、
『
論
語
小
解
』
で
は
「
道
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

天
地
人
物
、
日
月
星
辰
、
山
川
河
海
も
道
中
の
一
物
也
。
四
時
の
運
行
、
陰
陽
五
行
、
歳
月
日
時
も
道
の
流
行
に
あ
ら
ず
と
云
こ
と
な
し
。
風
雷
水
火
、
雨
露
霜



一二二 

 

雪
も
道
の
用
に
あ
ら
ず
と
云
こ
と
な
し
。
象
形
の
中
、
日
月
よ
り
明
な
る
は
な
く
、
人
よ
り
靈
な
る
は
な
し
。
人
の
人
た
る
人
は
聖
人
な
り
。
聖
人
の
教
は
人
倫

を
明
に
す
る
を
初
と
す
。
人
倫
明
に
し
て
、
天
地
の
化
育
を
助
く
べ
し
。
道
則
我
也
、
我
則
道
也
、
則
堯
舜
其
人
な
り
。
（
『
論
語
小
解
』
里
仁
第
四
） 

天
や
人
を
含
め
て
す
べ
て
の
形
の
あ
る
も
の
は
道
の
中
の
一
物
で
あ
る
。
こ
の
萬
物
の
中
に
最
も
靈
妙
な
の
は
人
で
あ
り
、
人
の
中
に
最
も
優
れ
た
の
は
聖
人
で
あ

る
。
聖
人
の
教
は
人
倫
を
明
ら
か
に
し
て
、
天
地
の
萬
物
を
創
造
し
育
て
る
こ
と
を
助
け
る
と
い
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
點
は
、
蕃
山
が
道
即
ち
我
、
我
即
ち
道
、

即
ち
堯
舜
だ
と
述
べ
、
道
と
我
と
堯
舜
を
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
天
地
萬
物
は
「
我
」
の
中
の
も
の
に
な
り
、
陰
陽
五
行
や
季
節
時
間
の
變

化
、
そ
し
て
風
雷
水
火
、
雨
露
霜
雪
な
ど
本
來
自
然
に
關
わ
る
も
の
も
「
我
」
の
流
行
や
作
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蕃
山
の
言
う
「
我
」
は
肉
體
的
人
間
で

は
な
く
、
主
宰
的
、
形
而
上
的
な
も
の
で
あ
る
。 

蕃
山
は
『
集
義
和
書
』
卷
三
で
は
、
「
人
は
天
地
の
徳
、
神
明
の
舍
と
も
い
へ
り
。
心
の
臟
の
虚
中
、
お
の
づ
か
ら
一
太
極
あ
り
。
又
腹
中
に
あ
り
と
云
も
害
あ
ら

ず
。
心
に
内
外
な
き
事
は
本
よ
り
の
義
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
腹
中
に
あ
る
心
は
一
つ
の
太
極
で
あ
り
、
内
外
の
區
別
が
な
く
、
人
間
の
體
も
含
め
て
萬
物
を
創
造

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
論
語
小
解
』
雍
也
第
六
「
季
氏
使
閔
子
騫
」
章
で
は
、
蕃
山
は
「
吾
心
の
誠
よ
り
世
界
を
造
化
し
出
す
也
」
と
も
明
言
し
て
い
る
。 

王
陽
明
は
良
知
に
つ
い
て
、
「
良
知
の
虚
は
便
ち
是
れ
天
の
太
虚
に
し
て
、
良
知
の
無
は
便
ち
是
れ
太
虚
の
無
形
な
り
。
日
月
風
雷
、
山
川
民
物
、
凡
そ
貌
象
形
色

有
る
も
の
は
、
皆
太
虚
無
形
の
中
に
在
り
て
發
用
流
行
し
、
未
だ
嘗
て
天
の
障
礙
を
作
（
な
）
さ
ず
。
聖
人
は
只
だ
是
れ
其
の
良
知
の
發
用
に
順
ひ
、
天
地
萬
物
は
俱

に
我
が
良
知
の
發
用
流
行
の
中
に
在
り
。
何
ぞ
嘗
て
又
た
一
物
の
良
知
の
外
に
超
え
て
、
能
く
障
礙
を
作
す
有
ら
ん
や
（
良
知
之
虚
便
是
天
之
太
虚
、
良
知
之
無
便
是

太
虚
之
無
形
。
日
月
風
雷
、
山
川
民
物
、
凡
有
貌
象
形
色
、
皆
在
太
虚
無
形
中
發
用
流
行
、
未
嘗
作
得
天
的
障
礙
。
聖
人
只
是
順
其
良
知
之
發
用
、
天
地
萬
物
俱
在
我

良
知
的
發
用
流
行
中
、
何
嘗
又
有
一
物
超
於
良
知
之
外
能
作
得
障
礙
）
」
（
『
傳
習
録
』
下
、
第
六
十
九
條
）
と
述
べ
て
い
る
。
良
知
の
虚
無
は
天
の
太
虚
無
形
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
我
が
良
知
に
あ
っ
て
働
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
主
體
と
し
て
の
「
人
」
を
重
視
す
る
蕃
山
の
所
謂
「
我
」
は
、
王
陽

明
の
良
知
説
と
相
似
性
が
あ
る
。
蕃
山
は
、
良
知
を
「
天
」
「
太
極
（
天
理
）
」
を
「
我
」
の
中
の
一
物
と
見
な
し
て
い
る
。
王
陽
明
の
説
い
た
「
心
即
理
」
「
心
外

無
理
」
（
『
傳
習
録
』
上
、
第
三
條
、
第
三
十
三
條
）
と
異
な
ら
な
い
。 
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蕃
山
は
「
我
」
を
萬
物
の
根
源
と
主
宰
と
し
て
い
る
が
、
「
禮
は
理
也
。
理
は
萬
事
萬
物
に
散
在
す
」
（
『
論
語
小
解
』
雍
也
篇
「
君
子
博
學
於
文
」
章
）
と
述
べ
、

朱
熹
が
程
子
か
ら
繼
承
し
た
「
禮
即
理
也
」
「
理
一
分
殊
」
（
『
朱
子
語
類
』
論
語
二
十
三
「
顏
淵
問
仁
章
」
第
八
十
六
條
、
理
氣
上
「
太
極
天
地
上
」
第
八
條
）
の

説
も
支
持
し
て
い
る
。 

生
死
に
つ
い
て
は
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

此
道
を
き
く
と
き
は
、
い
ま
だ
至
所
に
い
た
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
人
鬼
幽
明
二
あ
ら
ず
、
晝
夜
に
通
じ
て
死
生
を
知
、
う
た
が
ひ
な
く
迷
ひ
な
し
。
故
に
夕
に
死

す
と
も
可
也
。
し
か
れ
ど
も
一
日
も
生
あ
ら
ん
に
は
是
に
て
た
れ
り
と
思
ふ
も
道
體
に
あ
ら
ず
。
又
長
生
を
願
ひ
此
分
に
て
は
殘
お
ほ
き
と
お
も
ふ
も
道
理
に
あ

ら
ず
。
死
生
は
天
地
の
理
也
、
造
物
者
の
な
さ
ん
ま
ゝ
た
り
。
生
あ
ら
ば
や
む
べ
か
ら
ず
、
死
せ
ば
遺
恨
な
か
る
べ
し
。
ゆ
く
者
と
と
も
に
ゆ
く
べ
き
の
み
。
（
『
論

語
小
解
』
里
仁
第
四
） 

蕃
山
に
よ
る
と
生
死
は
、
人
鬼
、
幽
明
、
晝
夜
と
同
樣
に
一
體
で
あ
る
。
こ
の
道
を
聞
い
た
ら
、
究
極
の
と
こ
ろ
に
到
達
で
き
な
い
と
し
て
も
、
生
死
に
對
し
て
疑

い
や
迷
い
が
な
い
。
一
日
で
も
生
き
て
い
る
だ
け
で
滿
足
し
た
り
、
長
生
き
し
た
い
な
ど
と
思
う
の
も
道
理
で
は
な
い
。
生
死
は
天
地
の
理
で
あ
り
、
造
物
者
の
な
る

ま
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
死
は
造
物
者
が
決
め
る
こ
と
で
、
天
地
萬
物
を
主
宰
す
る
「
心
」
を
持
つ
人
間
で
も
、
生
死
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
蕃
山
は
、
道

教
で
唱
え
ら
れ
た
萬
物
を
創
造
す
る
造
物
者
が
人
の
生
と
死
を
支
配
し
て
い
る
（
三
）

と
考
え
て
い
る
。 

『
集
義
和
書
』
卷
三
で
は
、
「
明
に
は
五
倫
あ
り
、
幽
に
は
五
行
あ
り
。
明
も
造
物
者
と
友
た
り
、
幽
も
造
物
者
の
友
た
り
。
生
に
は
人
心
あ
り
、
死
に
は
人
心
な

し
。
人
の
字
に
心
を
つ
け
候
へ
ば
明
白
な
る
事
に
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
心
は
永
遠
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
が
生
き
て
い
る
時
に
心
が
あ
る
が
、
人
が
死
ぬ

と
と
も
に
心
は
無
く
な
る
。 

蕃
山
は
「
道
」
を
解
釋
す
る
前
半
で
は
、
「
我
」
を
萬
物
の
主
宰
と
し
て
い
る
が
、
生
死
を
解
釋
す
る
後
半
で
は
、
道
教
の
よ
う
に
造
物
者
が
人
の
生
死
を
支
配
す

る
と
し
て
い
る
。 
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第
三
節 

人
性
論 

 

續
い
て
、
陽
貨
篇
「
性
相
近
」
章
と
季
氏
篇
「
生
而
知
之
者
」
章
の
解
釋
か
ら
蕃
山
の
人
性
論
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
る
。 

（
一
）
陽
貨
篇
「
性
相
近
」
章
の
解
釋 

 

陽
貨
篇
で
は
、
孔
子
が
人
の
性
質
と
學
習
や
習
慣
に
つ
い
て
、
「
性
相
近
し
、
習
ひ
相
遠
し
（
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
、

朱
熹
は
、
「
此
に
謂
ふ
所
の
性
は
、
氣
質
を
兼
ね
て
言
ふ
者
な
り
。
氣
質
の
性
、
固
よ
り
美
惡
の
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
初
を
以
て
言
へ
ば
、
則
ち
皆

甚
だ
し
く
は
相
遠
か
ら
ざ
る
な
り
。
但
だ
、
善
を
習
へ
ば
則
ち
善
な
り
、
惡
を
習
へ
ば
則
ち
惡
な
り
。
是
に
於
て
始
め
て
相
遠
き
の
み
。
（
此
所
謂
性
、
兼
氣
質
而
言

者
也
。
氣
質
之
性
、
固
有
美
惡
之
不
同
矣
。
然
以
其
初
而
言
、
則
皆
不
甚
相
遠
也
。
但
習
於
善
則
善
、
習
於
惡
則
惡
、
於
是
始
相
遠
耳
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解

釋
し
て
い
る
。 

 

朱
熹
は
張
載
と
二
程
の
説
を
受
け
繼
い
で
、
人
の
性
を
天
命
の
性
（
本
然
の
性
、
天
地
の
性
と
も
い
う
）
と
氣
質
の
性
と
分
類
し
て
い
る
。
「
大
本
は
、
天
命
の
性
、

天
下
の
理
皆
此
よ
り
出
で
、
道
の
體
な
り
（
大
本
者
、
天
命
之
性
、
天
下
之
理
皆
由
此
出
、
道
之
體
也
）
」
（
「
中
庸
章
句
」
）
と
い
う
句
に
つ
い
て
、
「
氣
質
の
稟

く
る
は
、
各
お
の
清
濁
有
り
（
氣
質
之
稟
、
各
有
清
濁
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
一
「
人
物
之
性
氣
質
之
性
」
第
五
十
條
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
命
の
性

が
根
本
の
「
道
體
」
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
世
界
中
の
理
が
出
て
來
る
が
、
氣
質
の
性
は
受
け
た
氣
の
清
濁
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
。
朱
熹
は
、
氣
質
の
清
濁
に
つ
い

て
、
「
人
の
稟
く
る
所
に
就
い
て
言
へ
ば
、
又
た
昏
明
、
清
濁
の
異
な
る
有
り
。
故
に
上
知
生
知
の
資
は
、
是
れ
氣
の
清
明
純
粹
に
し
て
、
一
毫
の
昏
濁
無
し
。
所
以

に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
り
、
安
ら
か
に
し
て
行
ひ
、
學
ぶ
を
待
た
ず
し
て
能
く
す
。
堯
舜
の
如
き
是
れ
な
り
（
然
就
人
之
所
稟
而
言
、
又
有
昏
明
清
濁
之
異
。
故

上
知
生
知
之
資
、
是
氣
清
明
純
粹
、
而
無
一
毫
昏
濁
。
所
以
生
知
安
行
、
不
待
學
而
能
。
如
堯
舜
是
也
）
」
（
同
第
四
十
一
條
）
と
述
べ
て
い
る
。
堯
舜
の
よ
う
な
聖

人
は
、
清
く
明
る
い
氣
質
を
受
け
て
い
る
た
め
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
「
上
知
」
「
生
知
」
の
氣
質
で
あ
る
と
い
う
。
朱
熹
は
、
程
子
の
「
聖
人
の
心
は
止
水

の
如
し
（
聖
人
之
心
如
止
水
）
」
（
『
二
程
遺
書
』
卷
十
八
）
と
い
う
説
を
『
近
思
録
』
に
收
録
し
、
聖
人
の
心
は
止
ま
っ
て
靜
か
に
た
た
え
る
水
の
よ
う
で
あ
る
と
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し
て
、
靜
か
で
動
か
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
蕃
山
は
「
性
相
近
」
章
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

氣
質
の
性
、
清
濁
動
靜
の
異
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
赤
子
よ
り
三
才
に
至
る
ま
で
、
惡
と
云
べ
き
者
な
し
。
清
善
に
し
て
濁
惡
な
ら
ず
、
靜
是
に
し
て
動
非
な
ら
ず
。

清
な
る
者
、
藝
術
な
ど
に
器
用
に
て
、
道
に
本
づ
か
ざ
る
時
は
卻
て
惡
に
近
き
者
あ
り
。
濁
な
る
者
、
左
道
な
ど
に
迷
て
愚
癡
に
な
る
時
は
、
惡
に
近
き
者
あ
り
。

動
な
る
者
浮
躁
に
な
り
、
靜
な
る
者
思
慮
多
し
て
病
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
。
共
に
非
に
近
し
。
是
習
の
い
た
す
處
也
。
（
『
論
語
小
解
』
陽
貨
第
十
七
） 

 

つ
ま
り
、
氣
質
の
性
に
は
、
清
と
濁
、
動
と
靜
の
違
い
が
あ
る
が
、
赤
ん
坊
か
ら
三
歳
に
な
る
ま
で
、
惡
い
と
言
え
る
性
は
な
い
。
清
は
善
、
濁
は
惡
、
靜
は
是
、

動
は
非
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
性
の
清
い
人
は
、
技
藝
が
優
秀
で
も
道
を
根
本
と
し
な
い
時
は
、
か
え
っ
て
惡
に
近
い
人
が
出
て
く
る
。
性
が
濁
っ
て
い
る
人
は
、

邪
道
な
ど
に
迷
っ
て
、
無
知
愚
昧
に
な
る
時
は
、
惡
に
近
い
人
が
出
て
く
る
。
動
く
人
は
、
落
ち
着
か
な
い
。
靜
か
な
人
は
考
え
す
ぎ
て
病
氣
に
な
る
。
ど
ち
ら
も
非

に
近
い
。
つ
ま
り
、
氣
質
の
清
濁
動
靜
は
、
絶
對
的
な
善
惡
是
非
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
道
（
理
）
を
根
本
と
し
て
學
習
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
蕃
山
は
朱
熹

と
同
樣
に
氣
質
の
性
に
清
濁
、
動
靜
の
差
異
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
清
と
靜
を
善
、
濁
と
動
を
惡
と
は
認
め
ず
、
「
習
」
の
工
夫
を
重
視
し
て
い
る
。 

 

蕃
山
は
ま
た
、
「
天
理
人
欲
な
ら
び
不
立
、
天
理
は
本
よ
り
人
の
性
也
。
固
有
の
本
然
な
り
と
い
へ
ど
も
人
欲
主
と
成
て
後
是
を
失
へ
り
。
故
に
天
理
の
本
眞
に
歸

ら
ん
と
お
も
ふ
者
は
是
其
人
欲
を
去
也
」
（
『
論
語
小
解
』
雍
也
第
六
「
樊
遲
問
知
」
章
）
と
述
べ
、
性
善
説
の
立
場
か
ら
、
「
天
理
を
存
し
、
人
欲
を
去
る
」
工
夫

を
支
持
し
、
氣
質
の
性
か
ら
本
然
の
性
に
復
歸
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
基
本
的
に
朱
熹
の
復
初
説
を
支
持
し
て
い
る
。 

（
二
）
季
氏
篇
「
生
而
知
之
者
」
章
の
解
釋 

 

季
氏
篇
に
は
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
は
、
上
な
り
。
學
ん
で
之
を
知
る
者
は
、
次
な
り
。
困
し
ん
で
之
を
學
ぶ
は
、
又
其
の
次
な
り
。
困
し
ん
で

學
ば
ず
、
民
斯
れ
を
下
と
爲
す
（
生
而
知
之
者
、
上
也
。
學
而
知
之
者
、
次
也
。
困
而
學
之
、
又
其
次
也
。
困
而
不
學
、
民
斯
爲
下
矣
）
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見

え
る
。
朱
熹
は
、
「
困
は
、
通
ぜ
ざ
る
所
有
る
を
謂
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
人
の
氣
質
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
大
約
此
の
四
等
有
り
（
困
、
謂
有
所
不
通
。
言
人
之
氣

質
不
同
、
大
約
有
此
四
等
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解
釋
し
、
人
に
氣
質
の
違
い
に
よ
っ
て
區
別
を
つ
け
る
。
「
其
れ
是
の
四
等
有
る
所
以
の
者
は
何
ぞ
や
（
其
所
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以
有
是
四
等
者
何
也
）
」
と
い
う
質
問
を
受
け
て
、
朱
熹
は
「
論
語
或
問
」
（
『
四
書
或
問
』
卷
十
六
）
の
中
で
こ
の
四
等
の
人
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
詳
し
く

解
説
し
て
い
る
。 

朱
熹
は
、
ま
ず
「
生
知
」
の
聖
人
に
つ
い
て
、 

人
の
生
ま
る
る
や
、
氣
質
の
清
明
純
粹
を
禀
け
、
絶
え
て
査
滓
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
性
に
於
い
て
間
隔
す
る
所
無
し
。
而
し
て
凡
そ
義
理
の
當
然
、
學
ぶ
を

待
た
ず
し
て
胸
中
に
了
然
た
る
者
有
る
は
、
所
謂
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
聖
人
な
り
。
（
人
之
生
也
、
氣
質
之
稟
清
明
純
粹
、
絶
無
査
滓
、
則
於
天
地

之
性
無
所
間
隔
。
而
凡
義
理
之
當
然
、
有
不
待
學
而
了
然
於
胸
中
者
、
所
謂
生
而
知
之
聖
人
也
。
） 

と
解
説
し
て
い
る
。
次
に
、
「
學
知
」
の
賢
者
に
つ
い
て
、 

其
の
此
れ
に
及
ば
ざ
る
者
は
、
則
ち
昏
明
、
清
濁
、
正
偏
、
純
駁
の
多
少
を
以
て
勝
負
し
て
差
と
爲
し
、
其
の
或
い
は
清
明
純
粹
を
得
れ
ど
も
、
少
し
の
査
滓
無

き
能
は
ざ
る
者
は
、
則
ち
未
だ
小
さ
く
間
隔
有
る
を
免
れ
ず
と
雖
も
、
而
し
て
其
の
間
は
達
し
易
く
、
其
の
碍
は
通
じ
易
し
。
故
に
其
の
未
だ
通
ぜ
ざ
る
所
の
者

に
於
い
て
、
必
ず
學
び
て
以
て
之
に
通
ず
る
を
知
る
。
而
し
て
其
の
學
ぶ
や
、
則
ち
亦
た
達
せ
ざ
る
無
し
。
所
謂
學
び
て
之
を
知
る
大
賢
な
り
。
（
其
不
及
此
者
、

則
以
昏
明
、
清
濁
、
正
偏
、
純
駁
之
多
少
勝
負
爲
差
、
其
或
得
於
清
明
純
粹
、
而
不
能
無
少
査
滓
者
、
則
雖
未
免
乎
小
有
間
隔
、
而
其
間
易
達
、
其
碍
易
通
。
故

於
其
所
未
通
者
、
必
知
學
以
通
之
。
而
其
學
也
、
則
亦
無
不
達
矣
。
所
謂
學
而
知
之
大
賢
也
。
） 

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
困
知
」
の
衆
人
に
つ
い
て
、 

或
い
は
昏
濁
偏
駁
を
得
る
こ
と
の
多
く
し
て
、
少
し
の
清
明
純
粹
無
き
能
は
ざ
る
者
は
、
則
ち
必
ず
其
れ
窒
塞
し
て
通
ぜ
ず
、
然
る
後
に
學
ぶ
を
知
る
。
其
の
學
、

又
た
未
だ
必
ず
し
も
通
ぜ
ざ
る
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
所
謂
困
し
ん
で
之
を
學
ぶ
衆
人
な
り
。
（
或
得
於
昏
濁
偏
駁
之
多
、
而
不
能
無
少
清
明
純
粹
者
、
則

必
其
窒
塞
不
通
、
然
後
知
學
。
其
學
、
又
未
必
無
不
通
也
。
所
謂
困
而
學
之
衆
人
也
。
） 

と
述
べ
て
い
る
。
最
下
位
の
「
不
學
」
の
民
に
つ
い
て
は
、 

昏
濁
偏
駁
又
た
甚
し
く
て
、
復
た
少
し
も
清
明
純
粹
の
氣
有
る
無
き
に
至
つ
て
は
、
則
ち
通
ぜ
ざ
る
有
り
と
雖
も
、
而
し
て
懵
然
と
し
て
覺
る
莫
し
。
以
て
當
然
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と
爲
し
、
終
に
學
び
て
以
て
其
の
通
ず
る
を
求
む
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
此
れ
則
ち
下
民
な
る
の
み
。
」
（
至
於
昏
濁
偏
駁
又
甚
、
而
無
復
少
有
清
明
純
粹
之
氣
、

則
雖
有
不
通
、
而
懵
然
莫
覺
。
以
爲
當
然
、
終
不
知
學
以
求
其
通
也
。
此
則
下
民
而
已
矣
。
）
（
『
四
書
或
問
』
卷
十
六
「
論
語
或
問
」
） 

と
述
べ
て
い
る
。
朱
熹
に
よ
れ
ば
、
第
一
等
の
人
は
、
純
粹
清
明
な
氣
質
を
持
っ
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
聖
人
で
あ
る
。
第
二
等
の
人
は
、
氣
質
に
少
し
濁

り
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
學
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
通
達
で
き
る
大
賢
で
あ
る
。
第
三
等
の
人
は
、
氣
質
に
濁
る
部
分
が
多
く
て
清
明
な
部
分
が
少
な
く
、
困
し
ん
で
學
ぶ
衆

人
で
あ
る
。
最
下
等
の
人
は
、
氣
質
が
完
全
に
濁
っ
て
い
て
、
純
粹
清
明
な
氣
質
が
ま
っ
た
く
な
い
た
め
、
學
ぶ
こ
と
を
知
ら
な
い
下
民
で
あ
る
。 

朱
熹
は
こ
の
よ
う
に
人
を
聖
人
、
賢
人
、
一
般
人
、
下
民
の
四
等
に
分
け
て
、
さ
ら
に
、
「
人
の
氣
を
稟
け
て
、
富
貴
、
貧
賤
、
長
短
、
皆
定
數
其
の
中
に
寓
す
る

こ
と
有
り
（
人
之
稟
氣
、
富
貴
、
貧
賤
、
長
短
、
皆
有
定
數
寓
其
中
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
性
理
一
「
人
物
之
性
氣
質
之
性
」
第
百
條
）
と
述
べ
て
お
り
、
人
は
生
ま

れ
つ
き
持
っ
て
い
る
氣
質
に
よ
っ
て
身
分
差
別
が
予
め
定
ま
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
蕃
山
は
、
朱
熹
と
は
異
な
り
、
氣
質
の
性
と
い
う
觀
點
か
ら
生
知
、
學
知
、
困
知
を
區
別
す
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。
『
論
語
小
解
』
で
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。 

生
知
、
學
知
、
困
知
は
、
多
所
に
付
て
の
た
ま
へ
り
。
生
知
と
い
へ
共
、
學
知
、
困
知
を
か
ね
ざ
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
禮
を
學
び
、
樂
を
習
は
、
學
知
也
。
堯
舜

も
病
る
仁
政
の
至
は
、
困
知
也
。
困
知
と
い
へ
ど
も
、
不
學
し
て
知
の
良
知
あ
り
、
不
習
し
て
能
す
る
良
能
あ
り
、
況
や
學
知
を
や
。
三
品
と
も
に
皆
樂
み
あ
り
。

聖
賢
の
樂
み
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
困
知
の
樂
み
は
、
學
で
時
に
習
の
悦
な
り
。
た
と
へ
ば
詩
哥
（
歌
）
の
ご
と
し
。
句
の
不
出
は
困
知
に
似
た
り
、
句
を
得
て
悦

は
樂
に
似
た
り
、
樂
を
知
て
後
よ
く
學
で
至
る
べ
し
。
下
民
の
ご
と
き
は
不
知
不
通
惑
へ
る
事
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
學
問
し
て
解
む
こ
と
を
不
欲
。
夢
の
ご
と

く
に
し
て
有
生
し
、
夢
の
ご
と
く
に
し
て
死
亡
す
。
恥
を
恥
と
思
は
ざ
れ
ば
恥
な
き
が
ご
と
し
。
（
『
論
語
小
解
』
） 

 

蕃
山
に
よ
れ
ば
、
生
知
は
學
知
と
困
知
を
兼
ね
て
い
る
。
禮
樂
を
學
ぶ
の
は
、
學
知
で
あ
る
。
堯
舜
と
い
う
聖
人
で
さ
え
仁
政
を
憂
慮
す
る
の
は
、
困
知
で
あ
る
。

困
知
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
孟
子
の
言
う
學
ば
な
く
て
も
知
る
良
知
が
あ
り
、
習
わ
な
く
て
も
で
き
る
良
能
が
あ
る
。
ま
し
て
學
ん
で
知
る
の
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
各
人
の
受
け
た
氣
の
清
濁
に
關
わ
ら
ず
、
人
は
皆
、
天
賦
の
良
知
（
生
知
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
學
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
聖
賢
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
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る
。
た
だ
、
學
ぶ
意
欲
の
な
い
下
民
は
、
聖
人
に
な
れ
る
埒
外
に
置
か
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
蕃
山
は
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
良
知
の
働
き
を
認
め
、
學
習
の
工
夫
を
す
れ
ば
聖
賢
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。

王
陽
明
は
『
傳
習
録
』
で
「
良
知
は
人
人
皆
有
り
（
良
知
人
人
皆
有
）
」
（
下
第
二
十
一
條
）
、
「
吾
が
心
の
良
知
は
、
即
ち
所
謂
天
理
な
り
（
吾
心
之
良
知
、
即
所

謂
天
理
也
）
」
（
中
「
答
顧
東
橋
書
」
）
の
立
場
か
ら
「
故
に
凡
人
と
雖
も
、
學
を
爲
す
を
肯
ん
じ
、
此
の
心
を
し
て
天
理
に
純
な
ら
し
め
ば
、
則
ち
亦
た
聖
人
と
爲

る
べ
し
（
故
雖
凡
人
、
而
肯
爲
學
、
使
此
心
純
乎
天
理
、
則
亦
可
爲
聖
人
）
」
（
上
第
百
條
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
「
上
智
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
」
か
と

い
う
と
、
「
是
れ
移
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ず
、
只
だ
是
れ
移
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
の
み
（
不
是
不
可
移
、
只
是
不
肯
移
）
」
（
上
第
百
十
條
）
だ
か
ら
だ
と
述
べ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
下
民
に
も
良
知
が
あ
り
、
學
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
學
ぼ
う
と
し
な
い
だ
け
だ
と
解
釋
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
が
先
天
的
良
知
を
有
し
て
お
り
、

誰
も
が
聖
賢
に
な
れ
る
が
、
民
は
學
ぼ
う
と
し
な
い
、
と
い
う
蕃
山
の
解
釋
は
、
王
陽
明
と
似
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。 

第
四
節 

修
養
論 

 

蕃
山
の
修
養
論
に
つ
い
て
は
、
學
而
篇
「
學
而
時
習
」
章
と
述
而
篇
「
三
人
行
必
有
我
師
」
の
章
の
解
釋
に
つ
い
て
朱
熹
「
論
語
集
注
」
と
對
比
し
な
が
ら
分
析
し

て
み
よ
う
。 

（
一
）
學
而
篇
「
學
而
時
習
」
章
の
解
釋 

學
而
篇
の
冒
頭
に
は
、
孔
子
の
「
學
ん
で
時
に
之
を
習
ふ
、
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
（
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
）
」
と
い
う
有
名
な
句
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

朱
熹
は
、
「
學
の
言
爲
る
效
（
な
ら
）
ふ
な
り
。
人
の
性
は
皆
、
善
な
り
、
而
れ
ど
も
覺
る
に
先
後
有
り
。
後
覺
者
は
必
ず
先
覺
の
爲
す
所
に
效
へ
ば
、
乃
ち
以
て
善

を
明
ら
か
に
し
て
其
の
初
に
復
す
可
き
な
り
（
學
之
爲
言
效
也
。
人
性
皆
善
、
而
覺
有
先
後
、
後
覺
者
必
效
先
覺
之
所
爲
、
乃
可
以
明
善
而
復
其
初
也
）
」
（
「
論
語

集
注
」
）
と
注
釋
し
、
「
學
」
は
「
效
」
で
あ
り
、
後
覺
者
は
先
覺
者
に
な
ら
い
、
善
を
明
ら
か
に
し
て
自
分
自
身
の
本
然
の
善
性
に
復
歸
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

「
習
」
に
つ
い
て
、
「
習
は
、
鳥
の
數
々
（
し
ば
し
ば
）
飛
ぶ
な
り
。
之
を
學
び
て
已
ま
ず
、
鳥
の
數
々
飛
ぶ
が
ご
と
き
な
り
（
習
、
鳥
數
飛
也
。
學
之
不
已
、
如
鳥
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數
飛
也
）
」
と
注
釋
し
、
「
習
」
は
、
鳥
が
何
度
も
羽
ば
た
く
よ
う
に
繰
り
返
し
て
練
習
す
る
意
味
に
解
釋
し
て
い
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
次
の
よ
う
に
解

釋
し
て
い
る
。 

學
は
覺
也
。
義
理
を
知
な
り
。
習
は
其
學
び
た
る
義
理
を
心
に
用
ひ
身
に
行
也
。
説
は
悦
也
。
本
心
の
悦
也
。
君
子
の
學
は
初
學
よ
り
心
に
悦
あ
る
こ
と
を
知
べ

し
。
（
中
略
）
其
中
五
倫
の
交
り
、
五
典
十
義
重
し
。
父
に
を
い
て
は
孝
を
習
ひ
、
子
に
は
慈
を
な
ら
ひ
、
君
に
お
ゐ
て
は
忠
を
な
ら
ひ
、
臣
に
は
仁
を
な
ら
ひ
、

兄
に
お
ゐ
て
は
敬
を
な
ら
ひ
、
弟
に
は
愛
を
習
ひ
、
婦
に
お
ゐ
て
は
和
義
を
習
ひ
、
夫
に
は
貞
順
を
習
ひ
、
朋
友
互
に
信
を
な
ら
ふ
。
五
典
十
義
共
に
一
心
の
神

通
妙
用
に
し
て
、
一
徳
の
條
理
也
。
外
よ
り
す
る
に
非
ず
。
（
『
論
語
小
解
』
學
而
第
一
） 

蕃
山
は
、
朱
熹
の
「
效
ふ
」
と
い
う
解
釋
を
取
ら
ず
、
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
に
「
學
、
覺
也
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
學
は
覺
で
あ
る
と
し
、
義
理
を
知
る
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
義
理
と
は
、
父
子
、
君
臣
、
兄
弟
、
夫
婦
、
朋
友
の
五
倫
に
お
け
る
孝
、
慈
、
忠
、
仁
、
敬
、
愛
、
和
義
、
貞
順
、
信
と
い
う
五
典
十
義
の
徳
目

で
あ
る
。
五
典
十
義
は
心
の
外
で
行
う
も
の
で
は
な
く
、
心
自
體
の
神
妙
な
作
用
で
あ
る
。
ま
た
、
習
に
つ
い
て
は
、
朱
熹
の
い
う
反
復
練
習
の
意
味
に
取
ら
ず
、
心

身
を
も
っ
て
義
理
を
實
行
す
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
蕃
山
は
、
習
に
實
踐
的
な
意
味
を
與
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
君
子
の
學
は
、
心
に
存
在
す
る
道
理
を
知
り
、
外
に

向
け
て
實
踐
躬
行
し
て
常
に
悦
ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釋
は
、
明
ら
か
に
心
の
工
夫
を
重
視
す
る
陽
明
心
學
に
傾
斜
し
て
い
る
。 

蕃
山
は
、
『
集
義
外
書
』
の
中
で
、
「
書
は
た
と
へ
ば
雪
中
の
兔
の
足
跡
也
。
兔
は
心
な
り
。
聖
經
賢
實
は
皆
我
心
の
注
な
り
。
兔
を
得
て
後
足
跡
は
用
な
し
。
心

を
得
て
後
書
は
用
な
し
」
（
卷
六
「
脱
論
三
」
）
と
述
べ
て
お
り
、
書
は
兔
の
足
跡
の
よ
う
で
、
兔
を
得
た
後
、
足
跡
は
要
ら
な
い
。
聖
賢
の
經
實
が
す
べ
て
自
分
の

心
の
注
釋
で
、
心
を
體
得
し
た
後
、
書
籍
は
無
用
に
な
る
と
い
う
心
の
主
體
性
を
保
持
す
る
修
養
論
を
提
示
し
て
い
る
。
因
み
に
、
陸
象
山
は
「
六
經
、
皆
我
が
注
脚

な
り
（
六
經
皆
我
注
脚
）
」
（
『
陸
象
山
全
集
』
卷
三
十
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
王
陽
明
は
そ
の
説
を
受
け
繼
い
で
、
「
六
經
と
は
、
吾
が
心
の
記
籍
な
り
。
而
し
て

六
經
の
實
は
、
則
ち
吾
が
心
に
具
わ
る
（
六
經
者
、
吾
心
之
記
籍
也
。
而
六
經
之
實
、
則
具
於
吾
心
）
」
（
「
尊
經
閣
記
」
）
と
述
べ
、
經
書
は
我
が
心
の
書
籍
で
あ

り
、
そ
の
眞
實
は
心
に
備
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。 
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（
二
）
述
而
篇
「
三
人
行
必
有
我
師
」
章
の
解
釋 

 

述
而
篇
に
は
、
「
三
人
行
へ
ば
、
必
ず
我
が
師
有
り
。
其
の
善
き
者
を
擇
び
て
之
に
從
ひ
、
其
の
善
か
ら
ざ
る
者
は
之
を
改
む
（
三
人
行
、
必
有
我
師
焉
。
擇
其
善

者
而
從
之
、
其
不
善
者
而
改
之
）
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
三
人
同
じ
く
行
う
は
、
其
一
は
我
な
り
。
彼
の
二
人
の
者
は
、
一

は
善
、
一
は
惡
な
れ
ば
、
則
ち
我
其
の
善
に
從
い
て
其
の
惡
を
改
む
。
是
の
二
人
の
者
は
、
皆
我
が
師
な
り
（
三
人
同
行
、
其
一
我
也
。
彼
二
人
者
、
一
善
一
惡
、
則

我
從
其
善
而
改
其
惡
焉
。
是
二
人
者
皆
我
師
也
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解
釋
し
、
自
分
、
善
人
、
惡
人
の
三
人
が
同
じ
行
動
を
す
る
時
に
、
善
を
手
本
と
し
て
見

習
っ
て
惡
を
改
め
る
。
善
人
で
も
惡
人
で
も
皆
自
分
の
師
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

一
方
、
蕃
山
は
、
次
の
よ
う
に
師
が
我
が
心
に
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。 

天
下
に
人
三
人
あ
り
。
善
者
數
千
人
と
い
へ
ど
も
、
我
に
對
す
る
時
は
一
人
也
。
惡
者
數
萬
人
と
い
へ
ど
も
、
我
に
對
し
て
一
人
也
。
其
一
人
は
我
也
。
善
な
る

者
を
え
ら
び
、
己
を
す
て
て
人
に
し
た
が
ひ
、
不
善
な
る
者
は
凡
情
の
通
病
、
人
に
あ
れ
ば
己
に
も
あ
り
。
故
に
人
の
不
善
を
に
く
む
心
を
反
し
て
、
己
が
不
善

を
改
む
べ
し
。
夫
善
人
を
み
て
善
と
知
〔
る
〕
心
、
則
我
身
に
善
を
行
ふ
べ
き
師
也
。
惡
人
を
見
て
惡
と
知
〔
る
〕
心
、
則
我
身
の
惡
を
あ
ら
た
め
去
〔
る
〕
べ

き
師
な
り
。
師
外
に
あ
ら
ず
、
我
心
に
あ
り
。
人
に
有
〔
る
〕
だ
に
如
此
、
況
や
我
に
有
〔
る
〕
の
善
惡
は
、
念
慮
の
微
と
い
へ
ど
も
、
一
念
の
き
ざ
し
に
を
い

て
是
を
知
〔
る
〕
の
神
明
あ
り
。
不
遠
し
て
復
す
る
（
『
易
』
復
卦
）
時
は
、
身
の
罪
過
と
な
ら
ず
。
是
心
法
の
始
也
。
（
『
論
語
小
解
』
述
而
第
七
） 

世
の
中
に
は
善
人
と
惡
人
と
自
分
と
い
う
三
種
類
の
人
が
い
る
。
善
人
と
惡
人
が
數
千
數
萬
い
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
は
一
人
の
善
人
と
一
人
の
惡
人
だ
け
で
あ
る
。

善
を
選
ん
で
自
我
を
捨
て
て
善
人
に
從
う
べ
き
で
あ
る
。
不
善
は
、
凡
人
の
感
情
に
共
通
の
缺
點
で
あ
っ
て
、
他
人
に
あ
れ
ば
自
分
に
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
他
人
の

不
善
を
憎
む
心
を
反
省
し
て
、
自
分
の
不
善
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
善
人
を
見
て
善
だ
と
知
る
心
は
、
自
身
に
と
っ
て
善
を
行
う
た
め
の
師
で
あ
る
。
惡
人
を
見

て
惡
だ
と
知
る
心
は
、
自
身
の
惡
を
改
め
て
去
る
た
め
の
師
で
あ
る
。
こ
の
師
は
、
心
外
に
あ
る
の
で
な
く
、
自
分
の
心
に
あ
る
。
蕃
山
の
場
合
は
、
師
は
他
の
人
間

で
は
な
く
、
自
分
の
心
に
他
な
ら
な
い
。
人
は
善
と
惡
を
見
て
自
分
の
心
を
師
と
し
て
、
正
し
い
判
斷
を
下
し
て
、
善
を
行
い
、
惡
を
取
り
除
く
の
だ
と
解
釋
し
て
い

る
。
こ
の
章
で
は
蕃
山
の
心
學
的
解
釋
の
特
徴
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。 
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因
み
に
、
王
陽
明
は
、
「
道
は
即
ち
是
れ
良
知
な
り
。
良
知
は
原
も
と
是
れ
完
完
全
全
な
り
。
是
な
る
的
（
も
の
）
は
他
（
か
れ
）
に
是
を
還
し
、
非
な
る
的
は
他

に
非
を
還
す
。
是
非
只
だ
他
に
依
著
す
れ
ば
、
更
に
不
是
の
處
有
る
無
し
。
這
の
良
知
は
還
た
是
れ
你
の
明
師
な
り
（
道
即
是
良
知
。
良
知
原
是
完
完
全
全
。
是
的
還

他
是
、
非
的
還
他
非
。
是
非
只
依
著
他
、
更
無
有
不
是
處
。
這
良
知
還
是
你
的
明
師
）
」
（
『
傳
習
録
』
下
、
第
六
十
五
條
）
と
述
べ
て
お
り
、
道
は
良
知
で
あ
り
、

良
知
に
よ
っ
て
是
非
を
判
斷
す
れ
ば
、
誤
り
は
起
こ
ら
な
い
。
さ
ら
に
良
知
は
明
師
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

第
五
節 

政
治
論 

仁
政
は
、
儒
學
者
が
標
榜
す
る
重
要
な
政
治
思
想
で
あ
る
。
そ
の
根
本
は
孔
子
が
唱
え
た
仁
の
思
想
で
あ
り
、
『
論
語
』
に
頻
出
す
る
。
岡
山
藩
政
に
參
與
し
、
豐

か
な
經
驗
を
有
す
る
蕃
山
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治
論
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
蕃
山
の
政
治
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。 

（
一
）
里
仁
篇
「
不
仁
者
不
可
以
久
處
約
」
章
の
解
釋 

 

里
仁
篇
の
「
不
仁
者
は
、
以
て
久
し
く
約
に
處
る
可
か
ら
ず
。
以
て
長
く
樂
し
き
に
處
る
可
か
ら
ず
。
仁
者
は
仁
に
安
ん
じ
、
知
者
は
仁
を
利
と
す
（
不
仁
者
不
可

以
久
處
約
、
不
可
以
長
處
樂
。
仁
者
安
仁
、
知
者
利
仁
）
」
と
い
う
章
に
對
し
て
、
朱
熹
は
、
「
不
仁
の
人
は
、
其
の
本
心
を
失
ふ
。
久
し
く
約
な
れ
ば
必
ず
濫
れ
、

久
し
く
樂
な
れ
ば
必
ず
淫
す
。
惟
だ
仁
者
の
み
則
ち
其
の
仁
に
安
ん
じ
て
、
適
く
と
し
て
然
ら
ざ
る
無
し
。
知
者
は
則
ち
仁
を
利
し
て
、
守
る
所
を
易
へ
ず
。
蓋
し
深

淺
は
之
れ
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
皆
外
物
の
能
く
奪
ふ
所
に
非
ざ
る
な
り
（
不
仁
之
人
、
失
其
本
心
。
久
約
必
濫
、
久
樂
必
淫
。
惟
仁
者
則
安
其
仁
、
而
無

適
不
然
。
知
者
則
利
於
仁
、
而
不
易
所
守
。
蓋
雖
深
淺
之
不
同
、
然
皆
非
外
物
所
能
奪
矣
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仁
者
は
人
の
本
心

を
保
っ
て
失
わ
な
い
の
で
あ
る
。
仁
の
程
度
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
外
物
に
奪
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。 

仁
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
仁
は
、
愛
の
理
、
心
の
徳
な
り
（
仁
者
、
愛
之
理
、
心
之
徳
也
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
定
義
し
、
「
仁
は
、
義
、
禮
、
智
の
三
者

を
包
む
（
仁
包
義
、
禮
、
智
三
者
）
」
（
『
朱
子
語
類
』
孟
子
九
「
仁
人
心
也
章
」
第
三
十
三
條
）
、
「
蓋
し
仁
な
る
は
、
五
常
の
首
な
り
て
、
四
者
を
包
む
。
惻
隱

の
體
に
し
て
、
四
端
を
貫
く
（
蓋
仁
也
者
、
五
常
之
首
也
、
而
包
四
者
。
惻
隱
之
體
也
、
而
貫
四
端
）
」
（
『
四
書
或
問
』
卷
十
六
「
論
語
或
問
」
）
と
述
べ
て
お
り
、
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仁
は
義
、
禮
、
智
を
包
含
し
、
五
常
の
首
位
で
あ
り
、
四
端
を
貫
く
と
し
て
い
る
。
朱
熹
に
あ
っ
て
は
、
仁
は
最
高
の
徳
目
で
あ
る
。 

 

一
方
、
蕃
山
は
、
仁
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
身
分
を
固
定
化
さ
せ
る
根
據
と
し
て
い
る
。 

仁
者
は
人
我
の
へ
だ
て
な
き
の
み
な
ら
ず
、
天
地
、
陰
陽
、
風
雨
、
寒
暑
、
己
に
あ
ら
ず
と
云
こ
と
な
し
。
富
貴
、
貧
賤
、
通
達
、
窮
困
、
幽
明
、
死
生
、
己
に

あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
故
に
貧
賤
に
居
て
は
貧
賤
の
道
を
行
ひ
、
富
貴
に
居
て
は
富
貴
の
道
を
行
ふ
。
夏
は
か
た
び
ら
を
着
し
、
冬
は
小
袖
を
着
す
る
が
ご

と
し
。
死
生
は
晝
夜
の
ご
と
し
、
入
〔
人
〕
と
し
て
自
得
せ
ず
と
云
事
な
し
。
是
を
一
貫
の
心
法
と
云
。
不
仁
者
は
こ
れ
に
反
せ
り
。
故
に
窮
困
に
居
て
は
、
約

窮
を
外
の
物
と
し
て
い
と
ひ
に
く
め
り
、
久
し
く
居
が
た
き
所
也
。
又
仁
者
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
堪
忍
の
力
つ
よ
く
て
よ
く
處
も
あ
り
。
富
貴
を
得
て
は
己
一
人
の

榮
華
と
し
、
淫
樂
を
以
て
事
と
し
、
驕
奢
を
き
は
む
。
終
に
は
身
を
亡
し
、
國
家
を
失
へ
り
。
是
又
久
く
居
が
た
き
所
也
。
（
『
論
語
小
解
』
里
仁
第
四
） 

 

蕃
山
に
し
て
み
れ
ば
、
仁
は
、
自
分
と
他
人
と
の
間
に
間
隔
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
天
地
、
陰
陽
な
ど
の
自
然
現
象
や
富
貴
、
貧
賤
、
死
生
な
ど
の
社
會
現
象
も
す

べ
て
自
分
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
仁
者
は
、
貧
賤
に
せ
よ
富
貴
に
せ
よ
、
現
状
の
ま
ま
に
安
ん
じ
て
生
き
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
貧
賤

に
生
ま
れ
た
人
は
貧
賤
に
不
滿
を
持
た
ず
、
富
貴
に
生
ま
れ
た
人
は
自
得
し
て
つ
つ
し
み
、
贅
澤
で
だ
ら
し
な
い
生
活
を
送
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
蕃
山
は
、
あ

く
ま
で
仁
の
思
想
を
利
用
し
て
、
統
治
階
級
の
立
場
か
ら
當
時
の
幕
府
の
身
分
秩
序
を
保
っ
て
、
社
會
の
安
定
化
を
圖
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

ま
た
、
蕃
山
は
、
「
一
貫
は
仁
也
。
（
中
略
）
好
惡
す
る
處
あ
る
は
不
仁
也
。
一
貫
な
ら
ず
」
（
『
論
語
小
解
』
里
仁
第
四
）
、
「
た
だ
天
下
に
お
い
て
好
惡
す
る

と
こ
ろ
な
く
、
義
と
共
に
し
た
が
っ
て
無
心
な
る
時
、
初
て
仁
な
る
べ
し
」
（
『
集
義
和
書
』
卷
十
三
「
義
論
之
六
」
）
と
述
べ
、
一
貫
は
仁
で
あ
る
と
定
義
し
、
天

下
萬
物
に
對
し
て
好
き
嫌
い
が
な
く
、
道
理
に
し
た
が
う
本
心
の
状
態
（
無
心
）
は
、
仁
で
あ
り
、
一
貫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
因
み
に
、
王
陽
明
は
、
「
然
れ
ど
も

心
の
本
體
は
原
も
と
一
物
無
き
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
一
向
に
着
意
し
て
善
を
好
み
惡
を
惡
み
去
（
ゆ
）
け
ば
、
便
ち
又
這
の
分
の
意
思
を
多
と
し
て
、
便
ち
是
れ
廓

然
大
公
な
ら
ず
。
『
書
』
に
所
謂
『
好
を
作
し
惡
を
作
す
こ
と
有
る
無
し
』
と
は
、
方
に
是
れ
本
體
な
り
（
然
不
知
心
之
本
體
原
無
一
物
、
一
向
着
意
去
好
善
惡
惡
、

便
又
多
了
這
分
意
思
、
便
不
是
廓
然
大
公
。
『
書
』
所
謂
『
無
有
作
好
作
惡
』
、
方
是
本
體
）
」
（
『
傳
習
録
』
上
、
第
百
二
十
條
）
と
述
べ
て
お
り
、
心
の
本
體
は

も
と
も
と
何
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
善
を
好
ん
で
惡
を
憎
む
の
は
、
廣
い
公
平
な
心
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
蕃
山
は
王
陽
明
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。 
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（
二
）
顏
淵
篇
「
子
貢
問
政
」
章
の
解
釋 

顏
淵
篇
に
、
門
人
子
貢
が
政
治
に
つ
い
て
孔
子
に
尋
ね
る
と
い
う
章
が
あ
る
。
孔
子
は
食
糧
と
軍
備
と
民
の
信
頼
の
三
つ
を
舉
げ
て
、
「
食
を
足
し
、
兵
を
足
せ
ば
、

民
之
を
信
ず
（
足
食
、
足
兵
、
民
信
之
矣
）
」
と
答
え
た
。
子
貢
が
、
「
必
ず
已
む
を
得
ず
し
て
去
ら
ば
、
斯
の
三
者
に
於
い
て
何
を
か
先
に
せ
ん
（
必
不
得
已
而
去
、

於
斯
三
者
何
先
）
」
と
尋
ね
る
と
、
孔
子
は
、
「
兵
を
去
ら
ん
（
去
兵
）
」
と
答
え
た
。
子
貢
が
さ
ら
に
、
「
必
ず
已
む
を
得
ず
し
て
去
ら
ば
、
斯
の
二
者
に
於
い
て

何
を
か
先
に
せ
ん
（
必
不
得
已
而
去
、
於
斯
二
者
何
先
）
」
と
尋
ね
る
と
、
孔
子
は
、
「
食
を
去
ら
ん
。
古
よ
り
皆
死
有
り
。
民
、
信
無
く
ん
ば
立
た
ず
（
去
食
。
自

古
皆
有
死
、
民
無
信
不
立
）
」
と
答
え
た
。
つ
ま
り
、
政
治
に
お
い
て
は
、
最
も
重
要
な
の
は
民
が
爲
政
者
を
信
頼
す
る
こ
と
で
あ
る
と
。 

朱
熹
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
愚
謂
へ
ら
く
、
人
情
を
以
て
言
へ
ば
、
則
ち
兵
食
足
り
て
、
而
る
後
に
吾
が
信
以
て
民
に
孚
（
ま
こ
と
）
と
せ
ら
る
可
し
。
民
徳
を

以
て
言
へ
ば
、
則
ち
信
は
本
よ
り
人
の
固
有
す
る
所
に
し
て
、
兵
食
の
得
て
先
ん
ず
る
所
に
非
ず
。
是
を
以
て
爲
政
者
は
、
當
に
身
ら
其
の
民
を
率
ゐ
て
、
死
を
以
て

之
を
守
る
べ
し
。
危
急
を
以
て
棄
つ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
愚
謂
、
以
人
情
而
言
、
則
兵
食
足
、
而
後
吾
之
信
可
以
孚
於
民
。
以
民
徳
而
言
、
則
信
本
人
之
所
固
有
、
非

兵
食
所
得
而
先
也
。
是
以
爲
政
者
、
當
身
率
其
民
、
而
以
死
守
之
。
不
以
危
急
而
可
棄
也
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
朱
熹
は
、
人
情
と
民
徳
と
の
二
つ
の
方
面
か
ら
論

じ
て
い
る
。
人
情
か
ら
す
れ
ば
、
軍
備
と
食
糧
は
優
先
す
る
が
、
民
徳
か
ら
す
れ
ば
、
信
は
人
の
固
有
す
る
道
徳
で
あ
り
、
軍
備
と
食
糧
よ
り
先
に
あ
る
。
ゆ
え
に
、

爲
政
者
は
民
を
死
守
す
べ
き
で
あ
る
と
要
求
し
て
い
る
。 

蕃
山
は
、
食
と
兵
よ
り
信
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

人
生
の
重
事
、
政
の
備
、
此
三
よ
り
大
な
る
は
な
し
。
食
の
中
に
衣
服
、
屋
居
、
器
物
等
こ
も
れ
り
。
他
は
食
あ
り
て
後
の
物
な
れ
ば
な
り
。
兵
は
諸
の
兵
具
弓

馬
の
術
を
か
ね
た
り
。
信
は
吾
人
の
本
心
也
。
民
信
之
と
は
、
萬
人
固
有
の
天
眞
を
不
失
也
。
士
大
夫
以
上
は
い
ふ
に
及
ば
ず
。
是
上
の
徳
を
本
と
し
て
教
化
の

道
あ
り
、
信
於
我
不
離
叛
こ
と
は
其
中
に
あ
り
。
先
ず
る
處
に
あ
ら
ず
。
曰
去
兵
と
は
三
の
者
、
一
も
か
く
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
不
得
已
し
て
去
べ
き
は
兵

也
。
食
足
て
信
か
た
く
ば
、
杖
を
制
て
秦
楚
の
堅
甲
利
兵
を
う
た
し
む
べ
き
道
あ
り
。
水
は
至
柔
の
物
な
れ
ど
も
、
和
し
て
一
な
る
故
に
、
堤
を
破
り
、
大
石
を

う
ご
か
す
。
仁
者
に
は
敵
な
し
。
王
者
の
兵
は
必
ず
し
も
堅
甲
利
兵
を
不
賴
。
曰
去
食
と
は
、
人
生
れ
て
食
に
よ
り
て
長
ず
、
教
あ
り
て
固
有
の
信
を
存
す
、
萬
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物
の
靈
た
る
所
也
。
人
老
衰
し
て
兵
去
食
つ
き
て
死
す
。
た
だ
信
の
み
亡
び
ず
。
信
な
く
て
生
た
る
は
鳥
獸
な
り
、
生
な
き
に
は
し
か
ず
。
形
あ
る
者
一
度
は
死

す
。
た
と
ひ
天
下
を
盡
し
て
死
せ
し
む
と
も
、
信
は
か
く
べ
か
ら
ず
、
是
伯
夷
の
心
な
り
。
仁
を
求
て
仁
を
得
た
る
處
也
。
（
『
論
語
小
解
』
顏
淵
第
十
二
） 

 

食
と
兵
と
信
と
は
、
人
生
と
政
治
に
お
い
て
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
本
來
、
先
後
の
區
別
が
な
い
。
兵
は
、
仁
政
を
施
す
君
主
の
治
國
に
お
い
て
は
、
必
ず
し

も
頼
る
必
要
が
な
い
た
め
、
取
り
除
い
て
も
良
い
。
食
は
、
人
間
の
成
長
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
動
物
と
區
別
を
つ
け
る
象
徴
で
は
な
い
た
め
、
取
り
除
い

て
も
良
い
。
た
だ
信
だ
け
が
、
人
の
生
ま
れ
つ
き
の
本
心
で
あ
り
、
永
遠
に
存
在
す
る
超
時
間
的
な
も
の
で
あ
る
。
蕃
山
は
、
信
を
爲
政
者
の
備
え
る
べ
き
道
徳
と
し

て
、
民
に
信
頼
さ
れ
る
の
が
教
化
の
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

信
に
つ
い
て
、
蕃
山
は
『
集
義
和
書
』
卷
六
「
心
法
圖
解
」
で
、
「
信
は
至
誠
無
息
の
天
理
に
し
て
、
仁
義
禮
智
み
な
信
あ
り
。
故
に
四
端
み
な
眞
實
無
妄
な
り
。

天
道
に
元
亨
利
貞
を
云
て
誠
を
不
言
が
如
し
。
四
時
皆
土
用
あ
る
が
如
し
。
誠
は
天
の
道
な
り
、
誠
を
思
ふ
は
人
の
道
な
り
。
故
に
信
を
中
に
書
す
」
と
述
べ
て
お
り
、

信
を
天
理
と
し
、
人
道
の
中
心
と
し
て
い
る
。
仁
義
禮
智
の
四
端
に
は
す
べ
て
信
が
あ
る
。
蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
信
は
人
道
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。 

さ
ら
に
、
『
論
語
小
解
』
で
は
、
治
國
に
お
け
る
禮
樂
と
軍
備
に
つ
い
て
次
の
問
答
が
見
ら
れ
る
。 

問
、
國
を
治
る
に
は
禮
樂
を
以
す
。
兵
の
み
の
給
ふ
は
何
ぞ
や
。 

云
、
知
を
上
に
し
、
力
を
下
に
せ
ざ
れ
ば
治
ら
ず
。
兵
其
備
也
。
其
上
兵
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
人
と
禽
獸
と
を
わ
か
つ
こ
と
あ
た
は
ず
。
禽
獸
に
は
人
よ
り
も
力
つ

よ
く
猛
き
者
あ
り
。
兵
を
以
て
し
た
が
へ
て
人
倫
尊
し
。
初
て
禮
樂
起
る
べ
し
。
（
中
略
）
道
を
失
ふ
と
は
、
愚
を
上
に
し
、
知
を
下
に
す
。
一
人
を
以
て
一
國

を
治
め
し
め
ず
し
て
、
一
國
を
以
て
一
人
に
與
へ
て
、
士
民
を
困
窮
せ
し
む
。
主
奢
り
、
民
困
窮
す
る
時
は
、
武
事
に
懈
る
も
の
也
。
（
『
論
語
小
解
』
顏
淵
第

十
二
） 

 

す
な
わ
ち
、
知
者
を
支
配
者
と
し
て
武
力
で
制
御
す
れ
ば
、
國
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
力
に
よ
っ
て
人
倫
が
尊
く
な
っ
て
、
は
じ
め
て
禮
樂
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
も
し
愚
者
を
上
の
支
配
者
に
し
て
、
知
者
を
下
の
被
支
配
者
に
す
れ
ば
、
道
理
に
背
く
こ
と
に
な
り
、
兵
士
や
民
は
困
窮
し
、
軍
事
も
怠
っ
て
し
ま
う
。
蕃



一三五 

 

山
は
、
知
慧
の
あ
る
人
が
軍
隊
を
統
制
す
る
と
い
う
文
官
優
位
の
政
治
思
想
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
三
）
學
而
篇
「
其
爲
人
也
孝
弟
」
章
の
解
釋 

 

學
而
篇
に
、
孔
子
の
門
人
、
有
若
の
「
君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
ず
。
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
を
爲
す
の
本
か
（
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也

者
、
其
爲
仁
之
本
與
）
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
古
來
、
孝
は
百
善
の
本
で
あ
り
、
重
要
な
徳
目
と
し
て
い
る
。
宋
代
以
降
に
孝
と
仁
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
解

釋
が
現
れ
て
、
論
議
は
深
化
し
て
き
た
。 

こ
の
章
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
仁
は
、
愛
の
理
、
心
の
徳
な
り
。
仁
を
爲
す
は
、
猶
ほ
仁
を
行
ふ
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
（
中
略
）
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
君
子
は
凡
事

に
專
ら
力
を
根
本
に
用
ひ
、
根
本
既
に
立
て
ば
、
則
ち
其
の
道
自
ら
生
ず
。
上
文
の
所
謂
孝
弟
の
若
き
は
、
乃
ち
是
れ
仁
を
爲
す
の
本
な
り
。
學
者
此
に
務
む
れ
ば
、

則
ち
仁
道
此
に
よ
り
し
て
生
ず
る
な
り
（
仁
者
、
愛
之
理
、
心
之
徳
也
。
爲
仁
、
猶
曰
行
仁
。
（
中
略
）
言
君
子
凡
事
專
用
力
於
根
本
、
根
本
既
立
、
則
其
道
自
生
。

若
上
文
所
謂
孝
弟
、
乃
是
爲
仁
之
本
。
學
者
務
此
、
則
仁
道
自
此
而
生
也
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
朱
熹
は
、
仁
の
本
體
を
「
愛
の
理
、
心
の
徳
」

と
規
定
し
、
孝
弟
は
「
仁
の
本
と
爲
す
」
と
い
う
古
注
に
從
わ
ず
、
「
仁
を
爲
す
の
本
」
と
讀
み
、
孝
弟
を
仁
の
作
用
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

蕃
山
は
、
孝
弟
と
仁
に
つ
い
て
、 

此
君
子
は
在
位
有
徳
か
ね
て
い
へ
り
。
有
徳
の
人
、
上
に
立
時
は
天
下
國
家
の
政
教
に
本
あ
る
こ
と
を
知
て
、
是
を
務
る
也
。
本
立
と
き
は
人
倫
明
に
し
て
人
道

生
ず
。
仁
は
萬
物
一
體
の
生
理
也
。
孝
弟
は
親
子
兄
弟
一
體
の
心
を
あ
げ
て
五
倫
に
交
る
と
き
は
五
倫
一
體
也
。
天
下
に
及
し
て
一
體
な
ら
ず
と
云
事
な
し
。
天

下
一
體
な
る
と
き
は
順
逆
一
致
に
し
て
、
好
惡
な
し
、
始
て
仁
を
云
べ
し
。
是
を
以
て
君
子
の
政
教
、
本
立
て
道
大
な
る
こ
と
を
知
べ
し
。
（
『
論
語
小
解
』
學

而
第
一
） 

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
統
治
者
の
位
に
い
て
徳
を
有
す
る
君
子
は
、
國
家
政
教
の
中
に
根
本
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
そ
れ
に
務
め
る
。
こ
の
仁
と
い
う
根
本
が
立

て
ば
、
人
の
倫
理
道
徳
は
實
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蕃
山
の
場
合
、
親
に
孝
行
を
盡
く
し
、
兄
を
敬
愛
す
る
と
い
う
孝
弟
の
心
で
仁
義
禮
智
信
を
實
踐
す
る
時
は
、

五
倫
が
一
體
に
な
り
、
天
下
も
一
體
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
孝
弟
の
心
を
も
っ
て
、
天
下
に
及
ぼ
せ
ば
、
萬
物
一
體
の
仁
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
蕃
山
は
、
孝
弟
と
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仁
の
先
後
輕
重
に
つ
い
て
論
述
せ
ず
、
國
家
を
統
治
す
る
角
度
か
ら
仁
を
血
縁
的
倫
理
の
根
本
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

因
み
に
、
蕃
山
は
、
こ
の
よ
う
な
「
仁
は
萬
物
一
體
の
生
理
也
」
と
い
い
、
「
孝
は
天
地
萬
物
一
體
の
理
也
」
（
『
孝
經
小
解
』
一
）
と
も
い
う
。
孝
と
仁
に
つ
い

て
、
彼
は
、
「
孝
と
仁
と
別
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
と
も
に
心
の
徳
な
り
。
仁
を
體
と
し
孝
を
用
と
す
る
は
、
先
天
の
理
の
ご
と
し
。
孝
を
體
と
し
仁
を
用
と
す
る
は
後

天
の
義
の
ご
と
し
。
故
に
孝
を
徳
の
本
と
す
る
時
は
、
仁
義
禮
智
も
孝
の
條
理
也
。
た
だ
人
性
の
み
な
ら
ず
、
元
亨
利
貞
の
天
の
四
徳
も
孝
の
時
也
」
（
『
孝
經
外
實

或
問
』
一
之
上
）
と
述
べ
、
孝
と
仁
と
を
心
の
徳
と
見
な
し
て
、
先
天
の
理
と
後
天
の
義
の
よ
う
に
、
本
體
と
作
用
が
相
互
に
變
換
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
「
本
立
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。 

本
立
と
云
は
、
君
有
極
を
立
て
、
明
徳
を
天
下
に
明
に
す
る
也
。
人
極
を
立
て
天
地
に
配
す
る
こ
と
は
賢
良
を
得
る
を
先
と
す
。
堯
舜
の
知
も
物
に
あ
ま
ね
か
ら

ず
、
先
務
に
急
な
り
と
い
へ
る
是
な
り
。
孝
弟
の
教
も
賢
良
を
し
て
つ
か
さ
ど
ら
し
め
ざ
れ
ば
、
其
中
間
人
情
事
變
に
通
ぜ
ず
し
て
教
廢
す
る
こ
と
あ
り
。
「
離
」

象
傳
云
、
「
明
兩
作
離
、
大
人
以
繼
明
照
四
方
」
と
い
へ
り
。
六
五
は
君
の
明
也
。
六
二
は
臣
の
明
な
り
。
明
兩
作
と
は
、
明
の
か
た
が
た
な
る
は
、
其
明
孤
り

に
し
て
匱
（
と
ぼ
）
し
、
六
五
そ
の
明
に
不
衿
し
て
、
繼
に
六
二
の
明
を
以
て
す
。
聖
主
、
賢
佐
を
得
て
明
徳
を
天
下
に
明
か
に
す
る
こ
と
、
日
の
普
く
萬
物
を

照
す
が
如
し
。
是
を
「
明
を
繼
て
四
方
を
照
す
」
と
い
へ
り
。
離
は
日
な
り
。
今
日
東
に
生
じ
、
明
日
も
又
東
に
生
ず
。
日
新
又
日
新
な
り
。
明
々
相
繼
て
終
始

不
忒
。
人
主
治
體
の
本
は
知
な
り
。
知
の
實
は
人
を
知
、
是
な
り
。
是
君
子
本
を
務
て
大
道
生
ず
る
處
な
り
。
（
『
論
語
小
解
』
學
而
第
一
） 

 

「
君
有
極
を
立
て
」
に
つ
い
て
、
『
尚
書
』
洪
範
篇
に
、
「
皇
、
其
の
有
極
を
建
つ
（
皇
建
其
有
極
）
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
朱
熹
の
弟
子
、

蔡
沈
（
一
一
六
七
〜
一
二
三
〇
）
が
著
し
た
『
書
經
集
注
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
、
別
名
『
書
集
傳
』
）
で
は
、
「
皇
は
、
君
な
り
。
建
は
、
立
な
り
。
極
は
、
猶

ほ
北
極
の
極
の
ご
と
し
。
至
極
の
義
、
標
準
の
名
。
中
立
に
し
て
四
方
の
正
を
取
る
所
の
者
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
人
君
は
當
に
人
倫
の
至
を
盡
く
す
べ
し
（
皇
、

君
。
建
、
立
也
。
極
、
猶
北
極
之
極
。
至
極
之
義
、
標
準
之
名
。
中
立
而
四
方
之
所
取
正
焉
者
也
。
言
人
君
當
盡
人
倫
之
至
）
」
（
卷
六
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
君
主
は
中
正
な
基
準
を
制
定
し
、
人
倫
の
至
極
を
盡
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。 

 

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
堯
舜
の
よ
う
な
聖
人
の
知
慧
さ
え
完
全
無
缺
で
は
な
い
の
で
、
「
本
立
」
に
は
、
賢
良
な
人
材
を
登
用
す
る
の
が
優
先
で
急
務
で
あ
る
。
賢
良
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の
人
に
孝
弟
の
教
え
を
把
握
さ
せ
れ
ば
、
人
情
事
變
に
通
じ
て
教
え
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
蕃
山
は
さ
ら
に
『
易
』
離
卦
の
象
傳
を
引
用
し
、
君
主
と
臣
下
を
明

の
雙
方
と
し
て
、
い
ず
れ
も
缺
け
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
、
聖
明
な
君
主
は
賢
良
な
臣
下
の
補
佐
を
得
て
、
そ
の
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
強
調
し
、
人
材
登
用
を
治
國
の
根
本
と
し
て
い
る
。 

 

で
は
、
蕃
山
が
ど
の
よ
う
な
人
材
登
用
論
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
次
に
顏
淵
篇
「
哀
公
問
於
有
若
」
章
の
解
釋
を
檢
討
し
て
み
る
。 

（
四
）
顏
淵
篇
「
哀
公
問
於
有
若
」
章
の
解
釋 

 

魯
の
哀
公
が
饑
饉
對
策
に
つ
い
て
有
若
に
、
「
年
饑
ゑ
て
、
用
足
た
ら
ず
。
之
を
如
何
せ
ん
（
年
饑
、
用
不
足
、
如
之
何
）
」
と
質
問
し
た
時
、
有
若
は
、
「
盍
ぞ

徹
せ
ざ
る
や
（
盍
徹
乎
）
」
と
答
え
、
民
の
賦
税
を
輕
減
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
哀
公
は
税
率
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
不
足
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
、
「
二
だ
も
、

吾
猶
ほ
足
た
ら
ず
。
之
を
如
何
ぞ
其
れ
徹
せ
ん
や
（
二
、
吾
猶
不
足
。
如
之
何
其
徹
也
）
」
と
問
い
詰
め
た
。
こ
れ
に
對
し
て
有
若
は
、
「
百
姓
足
ら
ば
、
君
孰
と
與

に
か
足
ら
ざ
ら
ん
。
百
姓
足
ら
ざ
れ
ば
、
君
孰
と
與
に
か
足
ら
ん
（
百
姓
足
、
君
孰
與
不
足
。
百
姓
不
足
、
君
孰
與
足
）
」
と
回
答
し
、
君
主
の
滿
足
は
民
の
滿
足
に

基
づ
く
と
答
え
た
。
朱
熹
「
論
語
集
注
」
で
は
、
「
民
富
め
ば
則
ち
君
獨
り
貧
し
き
に
至
ら
ず
。
民
貧
し
け
れ
ば
則
ち
君
獨
り
富
む
こ
と
能
は
ず
。
有
若
深
く
君
民
一

體
の
意
を
言
い
、
以
て
公
の
厚
斂
を
止
む
。
人
の
上
爲
る
者
は
、
宜
し
く
深
く
念
ふ
べ
き
所
な
り
（
民
富
則
君
不
至
獨
貧
。
民
貧
則
君
不
能
獨
富
。
有
若
深
言
君
民
一

體
之
意
、
以
止
公
之
厚
斂
。
爲
人
上
者
、
所
宜
深
念
也
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。 

蕃
山
は
、
當
時
日
本
の
徴
税
制
度
に
關
し
て
、
「
哀
公
の
時
分
は
農
兵
也
。
農
兵
に
て
十
が
二
は
多
し
。
今
日
本
に
て
四
分
六
分
と
い
ふ
は
甚
過
た
り
。
農
と
兵
と

わ
か
れ
た
る
故
也
。
今
も
農
兵
に
て
二
に
せ
ば
、
四
分
六
分
よ
り
は
多
き
積
り
也
」
と
指
摘
し
、
哀
公
の
時
代
は
農
兵
な
の
で
税
率
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
税
と
し
て

は
、
農
兵
分
離
の
日
本
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
重
い
税
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
を
廢
止
し
て 

民
間
足
時
は
飢
寒
す
る
こ
と
稀
也
。
民
足
、
兵
強
け
れ
ば
、
四
方
恐
る
。
此
方
よ
り
手
出
し
せ
ね
ば
方
々
へ
出
る
軍
用
の
費
も
な
し
。
彼
是
大
に
違
ふ
こ
と
な
れ

ば
君
臣
士
民
と
も
に
富
足
て
不
足
あ
る
べ
か
ら
ず
。
天
地
の
造
化
を
取
る
事
は
聖
人
大
賢
の
事
と
の
み
思
ひ
て
、
有
徳
な
ら
で
も
、
才
知
を
以
て
助
く
る
道
あ
る

こ
と
を
不
知
故
に
、
士
民
困
窮
し
、
饑
饉
も
度
々
に
て
、
一
入
用
た
ら
ず
。
（
『
論
語
小
解
』
顏
淵
第
十
二
） 
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と
述
べ
、
民
に
用
が
足
り
て
兵
が
強
け
れ
ば
、
國
の
軍
用
に
充
て
る
費
用
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
君
主
や
臣
下
、
武
士
が
豐
か
に
な
れ
る
前
提
は
、
民
が
豐
か
に

な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
點
は
、
道
徳
よ
り
才
知
を
優
位
に
置
く
と
い
う
蕃
山
が
唱
え
た
人
材
登
用
論
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
も
し
聖
賢
し
か
政
治

を
行
え
な
い
と
考
え
て
、
道
徳
が
な
く
と
も
才
能
あ
る
人
を
登
用
す
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
國
が
困
窮
し
、
災
害
も
た
び
た
び
起
き
て
、
い
っ
そ
う
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
た
り
な
く
な
る
。 

朱
熹
の
場
合
は
、
人
材
の
選
拔
に
道
徳
と
才
能
を
兼
備
す
る
人
を
求
め
る
が
、
才
能
よ
り
道
徳
を
重
視
す
る
。
例
え
ば
、
「
孟
子
集
注
」
で
は
、
朱
熹
は
、
「
輔
相

の
職
は
、
必
ず
君
心
の
非
を
格
す
に
在
り
、
然
し
て
後
に
正
し
か
ら
ざ
る
所
無
し
。
而
れ
ど
も
君
心
の
非
を
格
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
大
人
の
徳
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、

則
ち
亦
之
を
能
く
す
る
莫
し
（
輔
相
之
職
、
必
在
乎
格
君
心
之
非
、
然
後
無
所
不
正
。
而
欲
格
君
心
之
非
者
、
非
有
大
人
之
徳
、
則
亦
莫
之
能
也
）
」
（
離
婁
章
句
上
）

と
述
べ
、
「
君
心
の
非
」
を
正
す
の
は
「
大
人
の
徳
」
の
あ
る
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
『
朱
子
語
類
』
で
は
、
「
高
陽
氏
の
才
子
の
八
人
は
、

必
ず
道
徳
が
あ
り
才
能
が
あ
る
者
だ
。
も
し
才
能
を
も
っ
て
道
徳
に
對
し
て
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
『
周
公
之
才
之
美
』
（
泰
伯
篇
）
の
よ
う
に
、
こ
の
才
能
が
あ
る
上

に
道
徳
が
必
要
だ
（
高
陽
氏
才
子
八
人
、
這
須
是
有
徳
而
有
才
底
。
若
是
將
才
對
徳
説
、
則
如
『
周
公
之
才
之
美
』
樣
、
便
有
是
才
更
要
徳
）
」
（
「
歴
代
一
」
第
三

十
一
條
）
と
述
べ
、
と
り
わ
け
道
徳
を
重
要
視
し
て
い
る
。 

蕃
山
は
『
集
義
和
書
』
の
冒
頭
で
、
徳
と
才
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

學
力
な
く
し
て
孝
行
忠
節
な
る
は
氣
質
の
美
な
り
。
道
を
し
ら
ざ
る
勇
者
を
ば
血
氣
の
勇
と
も
い
へ
り
。
人
の
徳
を
達
し
、
才
を
長
ず
る
こ
と
は
文
武
に
し
く
は

な
し
。
（
中
略
）
且
天
の
物
を
生
ず
る
こ
と
、
二
な
が
ら
全
き
こ
と
な
し
。
四
足
の
も
の
に
は
羽
な
く
、
角
あ
る
も
の
に
は
牙
な
し
。
形
あ
る
も
の
は
必
ず
か
く

る
所
あ
り
。
大
か
た
文
才
に
器
用
な
る
者
は
徳
行
に
う
す
く
、
徳
行
に
よ
き
人
は
文
才
拙
き
こ
と
あ
り
。
（
中
略
）
君
子
は
其
善
を
取
て
備
ら
ん
事
を
求
め
ず
。

小
人
は
人
の
み
じ
か
き
所
を
あ
ら
は
し
て
、
そ
の
美
を
お
ほ
へ
り
。
す
べ
て
世
に
才
も
な
く
徳
も
な
き
人
多
し
。
才
あ
ら
ば
稱
す
べ
し
。
徳
あ
ら
ば
好
す
べ
し
。

（
『
集
義
和
書
』
卷
一
「
書
簡
之
一
」
） 

 

つ
ま
り
、
世
の
中
に
道
徳
と
才
能
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
優
れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、
一
面
に
秀
で
て
い
た
ら
稱
贊
す
べ
き
で
あ
る
。
君
子
は
人
の
長
所
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を
見
つ
け
て
、
才
と
徳
と
の
兩
面
と
も
備
わ
る
こ
と
を
求
め
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
道
徳
と
才
能
を
分
離
し
、
政
治
的
才
能
を
重
視
す
る
蕃
山
の
見
地
は
、
明
末

の
王
學
左
派
の
思
想
家
、
李
贄
（
一
五
二
七
〜
一
六
〇
二
）
が
主
張
し
た
能
力
主
義
的
人
材
登
用
論
（
四
）

と
相
似
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

要
す
る
に
、
蕃
山
は
支
配
階
級
の
一
員
と
し
て
、
儒
家
が
唱
え
た
道
徳
を
利
用
し
て
、
江
戸
初
期
に
確
立
さ
れ
た
封
建
的
身
分
制
度
を
合
理
化
さ
せ
、
道
徳
の
み
を

基
準
と
す
る
人
材
登
用
に
反
對
し
、
政
治
的
才
能
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
五
）

。 

第
六
節 

時
所
位
論 

 

時
所
（
處
）
位
論
は
、
中
江
藤
樹
の
思
想
に
お
け
る
顯
著
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
蕃
山
に
繼
承
さ
れ
、
彼
の
思
想
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
（
六
）

。
藤
樹
の
『
翁
問
答
』
（
『
藤
樹
先
生
全
集
』
卷
二
十
三
）
に
お
け
る
「
仕
置
の
學
問
は
如
何
」
と
論
じ
た
箇
所
で
は
、
天
時
、
地
利
、
人
情
の
至
善
は
法

度
の
跡
で
、
心
は
立
法
の
本
意
で
あ
る
た
め
、
聖
人
の
心
に
か
な
う
活
法
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
「
時
と
所
と
位
と
三
才
相
應
の
至
善
を
よ
く
分
別
し
、
萬

古
不
易
の
中
庸
を
お
こ
な
ふ
を
眼
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
蕃
山
の
『
論
語
小
解
』
で
は
、
「
時
所
位
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
そ
の
中
で
、
蕃
山
の
時
所
位
論
の

特
徴
は
い
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
『
論
語
』
學
而
篇
「
父
在
觀
其
志
」
章
、
爲
政
篇
「
温
故
而
知
新
」
章
、
爲
政
篇
「
君
子
不
器
」
章
の
三
章
を
取
り
上
げ
て

詳
細
に
檢
討
し
て
み
た
い
。 

（
一
）
學
而
篇
「
父
在
觀
其
志
」
章
の
解
釋 

 

學
而
篇
に
、
孔
子
が
孝
に
つ
い
て
、
「
父
在
せ
ば
其
の
志
を
觀
、
父
沒
す
れ
ば
其
の
行
を
觀
る
。
三
年
父
の
道
を
改
む
る
無
き
は
、
孝
と
謂
ふ
可
し
（
父
在
觀
其
志
、

父
沒
觀
其
行
。
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
矣
）
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
「
論
語
集
注
」
で
は
、
朱
熹
は
「
父
在
せ
ば
、
子
自
ら
專
（
ほ
し
い
ま
ま
）
に
す
る

を
得
ず
し
て
、
志
は
則
ち
知
る
可
し
。
父
沒
し
て
、
然
る
後
に
其
の
行
を
見
る
可
し
。
故
に
此
を
觀
れ
ば
以
て
其
の
人
の
善
惡
を
知
る
に
足
る
。
然
れ
ど
も
又
必
ず
能

く
三
年
父
の
道
を
改
む
る
無
け
れ
ば
、
乃
ち
其
の
孝
を
見
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
行
ふ
所
善
と
雖
も
、
亦
た
孝
と
爲
す
を
得
ず
（
父
在
、
子
不
得
自
專
、
而
志
則
可

知
。
父
沒
、
然
後
其
行
可
見
。
故
觀
此
足
以
知
其
人
之
善
惡
。
然
又
必
能
三
年
無
改
於
父
之
道
、
乃
見
其
孝
。
不
然
、
則
所
行
雖
善
、
亦
不
得
爲
孝
矣
）
」
と
解
釋
し
、
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三
年
間
父
の
道
を
變
え
な
け
れ
ば
、
そ
の
孝
行
が
わ
か
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
善
を
行
っ
て
も
、
孝
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
蕃
山
は
、
時
所
位
の
變
化
を

意
識
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
子
は
父
の
「
家
道
」
に
盲
從
し
て
は
い
け
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。 

父
存
生
な
れ
ば
事
專
に
せ
ず
、
故
に
其
志
の
善
な
る
を
見
な
り
。
父
な
き
時
は
其
行
事
の
善
を
見
な
り
。
然
ど
も
三
年
は
父
の
家
道
を
改
る
に
不
忍
は
孝
子
の
情

な
り
。
父
子
時
異
也
、
氣
質
異
也
。
事
の
勢
昔
の
ご
と
く
成
が
た
き
事
あ
り
。
道
は
其
身
の
時
所
位
に
よ
り
し
家
法
也
。
道
徳
の
善
な
ら
ば
終
身
改
べ
か
ら
ず
。

惡
な
ら
ば
三
年
を
待
べ
か
ら
ず
。
（
『
論
語
小
解
』
學
而
第
一
） 

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
三
年
間
父
の
家
道
を
變
え
る
に
忍
び
な
い
の
は
孝
子
の
情
で
あ
る
が
、
父
と
子
は
、
生
き
る
時
が
違
っ
て
、
氣
質
も
異
な
る
。
そ
し
て
、
物
事

の
状
況
や
な
り
ゆ
き
も
昔
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
は
、
自
分
の
生
き
て
い
る
時
代
や
、
置
か
れ
て
い
る
社
會
地
位
と
身
分
に
基
づ
い
て
善
惡
の
判

斷
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
善
で
あ
れ
ば
、
父
の
家
道
を
守
り
、
惡
で
あ
れ
ば
、
三
年
も
待
つ
必
要
が
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
父
の
道
を
絶
對
視
す
る
こ
と
に
反
對
し
、

臨
機
應
變
を
よ
し
と
し
て
い
る
。 

（
二
）
爲
政
篇
「
温
故
而
知
新
」
章
の
解
釋 

 

爲
政
篇
に
、
「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
は
、
以
て
師
爲
る
可
し
（
温
故
而
知
新
、
可
以
爲
師
矣
）
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
あ
る
。
「
論
語
集
注
」
で
は
、

朱
熹
は
、
「
温
は
、
尋
繹
な
り
。
故
は
、
舊
（
も
と
）
聞
く
所
な
り
。
新
は
、
今
得
る
所
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
學
び
て
能
く
時
に
舊
聞
を
習
ひ
て
、
毎
に
新
し
き

得
る
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
學
ぶ
所
我
に
在
り
て
、
其
の
應
窮
ま
ら
ず
。
故
に
以
て
人
の
師
爲
る
べ
し
（
温
、
尋
繹
也
。
故
者
、
舊
所
聞
。
新
者
、
今
所
得
。
言
學
能
時

習
舊
聞
、
而
毎
有
新
得
、
則
所
學
在
我
、
而
其
應
不
窮
。
故
可
以
爲
人
師
）
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昔
の
こ
と
を
尋
ね
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知
識
を
得
れ

ば
、
學
ん
だ
こ
と
が
自
分
に
あ
っ
て
、
應
變
が
窮
ま
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
の
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
蕃
山
は
、
道
の
時
所
位
の
角
度
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

い
に
し
へ
の
事
を
尋
て
其
跡
に
な
づ
ま
ず
。
古
人
の
時
所
位
の
至
善
を
行
じ
、
心
を
得
て
今
に
行
べ
き
至
善
を
得
る
を
知
新
と
云
也
。
し
か
る
時
は
道
我
よ
り
生

じ
て
窮
り
な
し
。
初
て
師
道
立
べ
し
。
其
道
を
用
て
國
家
を
治
る
と
き
は
君
道
也
。
故
に
聖
賢
を
君
師
と
云
也
。
同
じ
中
國
に
て
さ
へ
天
地
の
風
氣
、
五
十
年
に
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は
小
變
し
、
五
百
年
に
は
大
變
す
る
故
に
、
昔
の
禮
法
は
全
く
行
は
れ
ず
。
其
變
に
通
ぜ
ざ
る
時
は
、
却
て
眞
を
害
し
て
道
く
ら
く
な
る
者
也
。
（
『
論
語
小
解
』

爲
政
第
二
） 

す
な
わ
ち
、
古
の
物
事
の
事
象
（
跡
）
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
内
面
的
時
所
位
の
理
（
至
善
）
を
行
い
、
心
に
得
て
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
状
況
に
合
致
す
べ
き
理
（
至
善
）

を
獲
得
す
る
こ
と
が
「
知
新
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
集
義
外
書
』
で
蕃
山
は
、
「
い
に
し
へ
の
道
は
時
處
位
の
至
善
を
は
か
り
て
、
行
は
れ
た
る
事
に
て
御
座
候
へ
ば
、

其
心
は
可
學
、
其
事
は
不
可
學
」
（
卷
十
三
「
窮
理
中
」
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
實
行
す
る
際
に
、
現
象
で
な
く
物
事
の
本
質
を
見
拔
い
て
學
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
て

い
る
。
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
君
主
の
道
は
、
聖
賢
が
初
め
て
立
て
ら
れ
た
師
道
（
聖
賢
の
道
）
で
あ
る
が
、
永
遠
に
變
わ
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
時
代
（
時
）
と
國
（
所
）

に
よ
っ
て
變
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
蕃
山
が
次
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
佛
教
と
中
國
儒
教
に
盲
從
す
る
こ
と
を
斥
け
て
い
る
點
で
あ
る
。 

西
戎
の
佛
法
を
持
來
て
日
本
に
う
つ
し
、
中
國
の
儒
法
を
我
朝
に
行
は
む
と
す
、
是
皆
新
を
不
知
ゆ
へ
な
り
。
故
に
日
本
に
害
あ
り
て
益
す
く
な
し
。
今
聖
人
の

道
を
學
ぶ
者
日
本
の
天
地
の
神
道
に
通
ぜ
ば
新
を
知
と
云
べ
し
。
（
同
上
） 

 

蕃
山
に
あ
っ
て
は
、
佛
教
と
儒
教
と
い
う
外
來
思
想
が
そ
の
ま
ま
日
本
で
行
わ
れ
れ
ば
、
害
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
聖
賢
の
道
を
日
本
固
有
の
神
道
と
結
合
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
蕃
山
の
時
所
位
論
と
神
佛
儒
融
合
思
想
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
三
）
爲
政
篇
「
君
子
不
器
」
章
の
解
釋 

 

爲
政
篇
に
「
君
子
は
器
な
ら
ず
（
君
子
不
器
）
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。
器
と
徳
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
、
「
器
は
、
各
々
其
の
用
に
適
ひ
て
、
相
通
ず
る

能
わ
ず
。
成
徳
の
士
は
、
體
、
具
は
ら
ざ
る
無
し
。
故
に
用
、
周
ね
か
ら
ざ
る
無
く
、
特
（
た
だ
）
に
一
材
一
藝
を
爲
す
の
み
に
非
ず
（
器
者
、
各
適
其
用
而
不
能
相

通
。
成
徳
之
士
、
體
無
不
具
。
故
用
無
不
周
、
非
特
爲
一
才
一
藝
而
已
）
」
（
「
論
語
集
注
」
）
と
解
釋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
器
は
具
體
的
な
用
途
に
適
應
で
き
る

が
、
普
遍
的
に
相
通
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
徳
は
本
體
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
用
に
ゆ
き
わ
た
る
。
蕃
山
は
、
朱
熹
の
説
を
受
け
繼
い
で
、
時
所
位
に
つ
い
て

も
次
の
よ
う
に
敷
衍
し
て
解
説
し
て
い
る
。 
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君
子
は
徳
を
以
て
の
名
也
。
才
藝
は
器
の
ご
と
し
、
其
一
品
に
止
て
變
通
な
き
が
故
な
り
。
徳
は
泰
然
と
し
て
時
所
位
に
し
た
が
ひ
て
神
通
變
化
す
る
也
。
或
は

本
才
あ
り
て
國
天
下
を
治
る
に
よ
き
人
も
、
軍
の
大
將
と
し
て
十
分
な
ら
ざ
る
あ
り
。
或
は
大
將
と
し
て
天
下
を
な
び
か
す
程
の
名
將
に
て
も
、
治
世
に
な
り
て

民
其
澤
を
か
う
ぶ
ら
ざ
る
あ
り
。
是
ら
は
才
器
の
大
な
る
者
な
れ
ど
も
、
變
通
せ
ざ
れ
ば
器
な
り
。
有
徳
の
君
子
は
治
亂
と
も
に
通
ず
る
故
に
、
文
武
二
道
と
も

い
ふ
也
。
（
『
論
語
小
解
』
爲
政
第
二
） 

 

す
な
わ
ち
、
才
藝
は
器
の
よ
う
に
、
變
通
が
な
く
た
だ
一
つ
の
こ
と
に
適
應
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
對
し
て
、
徳
は
時
所
位
に
し
た
が
っ
て
變
通
自
在
な
も
の
で
あ

る
。
天
下
國
家
を
治
め
る
本
才
の
あ
る
人
や
、
天
下
を
服
從
さ
せ
る
大
將
に
、
い
か
ほ
ど
才
能
が
あ
っ
て
も
、
變
通
し
な
け
れ
ば
、
た
だ
の
器
で
あ
る
。
徳
の
あ
る
君

子
は
、
時
所
位
の
變
化
に
對
應
し
、
國
を
太
平
に
治
め
た
り
、
動
亂
を
平
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蕃
山
は
徳
を
時
所
位
論
の
枠
組
み
に
入
れ
て
、
君
主
の
道

徳
性
を
要
求
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
蕃
山
の
時
所
位
論
は
、
孝
行
の
道
、
聖
賢
の
道
、
治
國
の
道
に
關
わ
っ
て
い
る
。 

む
す
び 

蕃
山
は
江
戸
時
代
初
期
の
陽
明
學
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
論
語
小
解
』
で
は
朱
熹
の
「
論
語
集
注
」
及
び
朱
子
學
を
基
準
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
四
書
大

全
』
を
參
考
に
し
て
支
持
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。 

存
在
論
に
つ
い
て
は
、
蕃
山
の
理
、
氣
、
心
に
關
す
る
解
釋
は
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
「
道
則
我
也
、
我
則
道
也
、
則
堯
舜
其
人
な
り
」
と
述

べ
、
主
體
と
し
て
の
「
我
（
人
心
）
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

人
性
論
に
つ
い
て
は
、
蕃
山
は
朱
熹
と
同
樣
に
氣
質
の
性
に
清
濁
、
動
靜
の
異
な
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
清
と
靜
は
善
で
、
濁
と
動
は
惡
だ
と
是
認
せ
ず
、

道
（
理
）
に
基
づ
い
て
判
斷
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
「
習
」
の
工
夫
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
良
知
良
能
の
固
有
性
と
普
遍
性
を
用
い
て
、
朱
熹
の
人
性

論
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
生
知
は
學
知
と
困
知
を
兼
ね
て
い
る
と
説
き
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
良
知
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
學
習
に
よ
っ
て
聖
賢
に

な
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 
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修
養
論
に
つ
い
て
は
、
「
五
典
十
義
共
に
一
心
の
神
通
妙
用
」
「
師
外
に
あ
ら
ず
、
我
心
に
あ
り
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蕃
山
は
心
の

主
體
性
を
保
持
す
る
修
養
論
を
提
示
し
、
心
を
體
認
す
る
心
學
的
特
質
を
示
し
て
い
る
。 

藩
政
に
參
與
し
た
經
驗
を
も
つ
蕃
山
は
、
支
配
階
級
の
立
場
に
立
っ
て
、
社
會
を
安
定
化
さ
せ
、
秩
序
を
守
る
た
め
に
、
既
存
の
身
分
制
度
を
強
化
し
、
體
制
を
維

持
す
る
の
に
盡
力
し
て
い
る
。
彼
は
君
主
が
徳
を
も
っ
て
仁
政
を
施
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
す
る
徳
治
主
義
者
で
あ
る
一
方
、
人
材
登
用
に
お
い
て
道
徳
を
絶
對
視
す

る
こ
と
に
反
對
し
、
現
實
問
題
を
解
決
す
る
政
治
的
能
力
を
重
視
す
る
見
地
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
能
力
優
位
の
考
え
方
は
、
朱
子
學
的
政
治
論
か
ら
離
脱
し
、
陽
明

學
に
接
近
す
る
極
め
て
重
要
な
一
歩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
藤
樹
か
ら
繼
承
し
た
時
所
位
論
は
、
社
會
通
念
や
規
範
へ
の
盲
從
を
克
服
し
て
、
時
代
、
場
所
、
地
位
に
し
た
が
っ
て
變
通
し
て
い
く
と
い
う
適
應
性
の
高

い
思
想
で
あ
り
、
現
代
社
會
で
も
通
用
で
き
る
實
用
的
な
思
考
方
法
だ
と
言
っ
て
良
い
。 

 

要
す
る
に
、
蕃
山
は
朱
子
學
と
陽
明
學
に
固
執
せ
ず
、
自
分
の
學
問
に
有
益
な
見
解
を
受
け
入
れ
て
、
學
問
の
實
用
性
を
重
視
し
て
お
り
、
比
較
的
に
自
由
な
思
想

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
中
國
や
朝
鮮
と
異
な
り
、
科
舉
で
官
僚
を
選
拔
す
る
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
、
代
々
世
襲
の
封
建
體
制
下
に
あ

っ
た
武
士
は
、
朱
子
學
を
學
ん
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
出
世
す
る
機
會
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
學
問
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
必
要
が
な
い
世
襲
社
會
の
下
で
、

蕃
山
は
比
較
的
に
自
由
に
朱
子
學
と
陽
明
學
を
折
衷
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
井
上
哲
次
郎
は
、
蕃
山
の
學
問
に
つ
い
て
、
「
全
く
陽
明
學
を
尊
信
す
る
も
の
な
り
（
中

略
）
眞
實
朱
子
學
を
喜
ぶ
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
評
し
て
い
る
が
、
蕃
山
が
著
し
た
『
論
語
小
解
』
で
は
、
朱
熹
の
説
に
從
っ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
必
ず

し
も
妥
當
な
見
解
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
七
）

。 

注 （
一
）
正
宗
敦
夫
「
論
語
小
解
題
解
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
四
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）
を
參
照
。 

（
二
）
「
夕
死
可
矣
」
の
讀
み
方
に
つ
い
て
、
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
四
～
二
五
四
頁
）
に
よ
る
と
、
「
夕
べ
に
死
す
と
も
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可
」
、
「
死
す
る
が
可
」
、
「
死
す
る
に
可
」
と
い
う
三
種
類
の
讀
み
方
が
あ
る
と
い
う
。
朱
熹
は
「
夕
べ
の
死
に
も
可
」
と
も
讀
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
句
は
、
朝
、
道
を
知
っ
た
ら
夕
べ
に
死
ん
で
も
よ
い
、
と
い
う
ほ
ど
道
を
知
り
た
い
願
望
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
と
い
う
古
に
對
し
て
、
朱
熹
は
、
張
載
の

「
生
順
死
安
」
の
説
に
基
い
て
、
道
を
知
っ
た
ら
生
き
る
に
も
良
い
し
、
夕
べ
に
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
死
ね
る
と
解
釋
し
て
い
た
と
い
う
。 

（
三
）
『
莊
子
』
大
宗
師
に
、
「
偉
哉
、
夫
造
物
者
、
將
以
予
爲
此
拘
拘
也
」
と
あ
る
。
池
田
知
久
『
道
家
思
想
の
新
研
究
―
『
莊
子
』
を
中
心
と
し
て
』
（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
九
年
、
三
三
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
造
物
者
」
は
「
道
」
と
同
樣
に
人
間
を
含
む
萬
物
を
物
化
、
轉
生
、
輪
廻
さ
せ
て
い
る
世
界
の
主
宰
者
で
あ

る
。 

（
四
）
李
贄
の
人
材
登
用
論
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
錬
太
郎
「
李
贄
の
經
世
論
―
『
藏
書
』
の
精
神
―
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
十
八
集
、
日
本
中
國
學
會
、
一

九
八
六
年
、
一
八
七
〜
二
〇
一
頁
）
を
參
照
。 

（
五
）
蕃
山
の
人
才
登
用
論
に
つ
い
て
、
佐
久
間
正
は
、
「
現
實
政
治
に
お
い
て
は
實
際
的
な
政
治
能
力
を
重
視
す
る
」
、
「
そ
の
對
象
は
支
配
者
た
る
武
士
層
に
限

ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
佐
久
間
正
「
熊
澤
蕃
山
の
經
世
濟
民
の
思
想
―
そ
の
基
本
的
構
成
と
社
會
的
機
能
―
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』

（
十
）
東
北
大
學
文
學
部
、
一
九
七
八
年
、
一
〜
十
三
頁
）
を
參
照
。 

（
六
）
佐
久
間
正
「
時
處
位
論
の
展
開
―
藤
樹
か
ら
蕃
山
へ
―
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
（
九
）
東
北
大
學
文
學
部
日
本
思
想
史
學
研
究
室
、
一
九
七
七
年
、
二
十

八
〜
三
十
九
頁
）
で
は
、
藤
樹
と
蕃
山
の
時
處
位
論
的
思
惟
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、
「
藤
樹
の
時
處
位
論
的
思
惟
の
枠
組
み
（
心
迹
差
別
論
、
時
處
位
―
時
中

論
）
を
基
本
的
に
繼
承
し
た
蕃
山
は
、
そ
れ
を
一
層
具
體
的
レ
ベ
ル
に
適
應
し
水
土
論
お
よ
び
人
情
時
變
論
と
し
て
展
開
し
た
」
と
評
價
し
て
い
る
。 

（
七
）
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
』
（
富
山
房
、
一
九
〇
〇
年
、
二
二
九
頁
）
を
參
照
。 
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お
わ
り
に 

本
論
文
で
は
、
藤
原
惺
窩
、
林
羅
山
、
林
鵞
峰
、
中
江
藤
樹
、
熊
澤
蕃
山
を
中
心
と
し
て
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
に
お
け
る
朱
子
學
と
陽
明
學
の
受
容
の
實
態

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。 

第
一
章
で
は
、
藤
原
惺
窩
の
『
大
學
要
略
』
を
中
心
と
し
て
、
林
兆
恩
の
解
釋
と
對
比
し
な
が
ら
、
惺
窩
が
『
大
學
要
略
』
を
執
筆
し
た
時
期
の
思
想
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
惺
窩
は
林
兆
恩
の
説
を
受
容
し
つ
つ
も
、
自
分
の
見
解
を
加
え
て
お
り
、
獨
自
の
特
徴
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
林
兆
恩
の
朱
熹
批
判
を
繼
承
し
、
「
明
徳
」
は
五
倫
の
道
徳
で
あ
る
と
認
め
た
が
、
封
建
的
身
分
制
度
を
基
礎
と
し
た
社
會
の
安

定
を
重
視
し
、
「
刑
」
と
「
兵
」
と
い
う
強
制
的
手
段
に
よ
っ
て
秩
序
を
實
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
「
親
民
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
林
兆
恩
が
民
を

親
し
ま
す
と
い
う
「
親
民
」
の
解
釋
に
つ
い
て
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
民
を
養
育
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
熹
の
い
わ
ゆ
る
「
新
民
」

の
解
釋
に
も
理
解
を
示
し
、
「
親
民
の
中
に
も
亦
た
新
民
の
意
有
り
」
と
述
べ
て
、
朱
子
學
と
陽
明
學
を
折
衷
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
朱
熹
と
異
な
り
、
道
徳
と

才
能
を
分
離
す
る
陽
明
學
左
派
の
李
贄
の
よ
う
な
人
材
登
用
論
を
示
し
て
い
る
。
「
止
於
至
善
」
に
つ
い
て
、
惺
窩
は
、
我
が
心
に
止
ま
っ
て
移
ら
な
い
と
解
釋
し
、

心
學
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
「
止
」
を
朱
子
學
で
重
視
し
た
修
養
法
の
「
敬
」
と
同
一
視
し
て
い
る
。
「
格
物
」
に
つ
い
て
は
、
王
陽
明
の
よ
う
に
心
を

正
す
と
は
解
釋
せ
ず
、
林
兆
恩
の
説
を
踏
襲
し
て
、
心
の
中
の
物
欲
を
去
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
「
致
知
」
に
つ
い
て
、
心
に
思
慮
が
な
く
、
虚
靈
な
状
態
に
な
る
と

解
釋
し
た
が
、
「
性
上
不
可
添
一
物
」
と
い
う
楊
時
と
朱
熹
の
説
も
是
認
し
て
い
る
。 

以
上
の
分
析
に
よ
る
と
、
『
大
學
要
略
』
で
は
、
惺
窩
は
林
兆
恩
の
説
を
全
面
肯
定
し
て
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
解
釋
に
は
、
朱
子
學
と
陽
明
學
を

折
衷
す
る
傾
向
が
見
え
る
。
彼
は
、
單
純
に
前
人
の
思
想
を
複
製
し
た
の
で
は
な
く
、
獨
自
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。 

第
二
章
で
は
、
藤
原
惺
窩
の
弟
子
、
林
羅
山
の
『
大
學
諺
解
』
を
中
心
と
し
て
考
察
を
加
え
た
。
『
大
學
諺
解
』
は
、
朱
熹
「
大
學
章
句
」
に
關
す
る
解
釋
書
で
あ

る
が
、
そ
の
内
容
を
具
體
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
程
朱
學
を
尊
ぶ
羅
山
の
思
想
に
は
、
心
學
的
色
彩
や
朱
王
折
衷
の
傾
向
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
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ば
、
「
新
民
」
に
つ
い
て
は
、
羅
山
は
朱
注
に
忠
實
に
從
っ
て
い
る
が
、
「
明
徳
」
を
「
心
の
名
」
と
解
釋
し
、
「
至
善
」
は
「
心
」
に
だ
け
存
在
す
る
と
い
う
心
學

的
解
釋
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
格
物
」
に
つ
い
て
、
「
格
」
を
「
い
た
す
」
と
訓
み
、
形
而
下
的
な
「
物
（
氣
）
」
は
「
事
（
理
）
」
に
先
立
つ
と
い
う
見
解
を

示
し
、
明
代
の
氣
一
元
論
の
影
響
を
受
け
て
、
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
を
放
棄
す
る
に
至
っ
た
。
羅
山
は
王
陽
明
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
「
良
知
を
致
す
」
と
い
う
解
釋

を
採
り
、
「
知
行
合
一
」
を
説
い
て
い
る
。 

從
來
、
羅
山
が
藤
原
惺
窩
の
歿
後
、
元
和
七
、
八
年
（
一
六
二
一
、
一
六
二
二
）
に
王
陽
明
の
理
氣
論
か
ら
離
脱
し
、
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
へ
定
着
し
て
い
た
と
い

う
説
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
成
立
し
た
『
大
學
諺
解
』
で
は
、
王
陽
明
の
説
を
批
判
し
つ
つ
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。 

羅
山
の
朱
子
學
の
受
容
に
は
、
時
代
的
特
徴
が
あ
る
。
彼
は
朱
子
學
一
尊
主
義
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
努
め
、
程
朱
理
學
に
批
判
を
一
切
加
え
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代

初
期
の
日
本
で
は
、
封
建
支
配
者
に
と
っ
て
、
幕
府
政
權
と
社
會
秩
序
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
朱
子
學
を
道
徳
的
政
治
的
な
基
盤
と
し
た
。
さ
ら
に
、
當
時
、
李
氏
朝

鮮
は
、
朱
子
學
で
國
を
治
め
て
、
有
名
な
朱
子
學
者
も
輩
出
し
た
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
後
、
從
來
の
中
國
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
秩
序
に
挑
戰
し
よ
う
と
し
た
日
本

は
、
朝
鮮
に
比
肩
す
る
に
は
、
軍
事
力
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
と
對
抗
で
き
る
學
問
と
思
想
も
必
要
と
し
た
。
明
代
科
舉
の
基
準
と
さ
れ
た
朱
子
學
と
比
べ
れ
ば
、

陽
明
學
に
お
け
る
主
體
的
實
踐
性
と
心
の
重
要
視
は
、
進
歩
性
を
備
え
て
お
り
、
思
想
的
影
響
を
有
し
て
い
た
が
、
爲
政
者
が
體
制
を
維
持
す
る
に
は
、
不
都
合
で
あ

っ
た
。
幕
府
に
仕
え
た
羅
山
は
、
朱
子
學
を
修
正
的
に
受
容
す
る
一
方
で
、
時
代
の
流
れ
に
從
い
、
陽
明
學
も
受
け
入
れ
て
、
折
衷
し
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。 

「
林
羅
山
『
寄
朝
鮮
國
三
官
使
』
に
關
す
る
考
察
」
は
、
外
交
官
と
し
て
の
羅
山
の
學
問
の
側
面
が
示
さ
れ
る
の
で
、
羅
山
の
思
想
を
理
解
す
る
の
に
有
用
で
あ
る

た
め
、
補
論
と
し
て
載
せ
た
。
「
寄
朝
鮮
國
三
官
使
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
學
者
よ
り
高
い
學
識
と
才
能
を
見
せ
、
日
本
の
文
教
水
準
を
あ

ら
わ
す
と
い
う
羅
山
の
意
圖
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
質
問
の
據
り
所
は
中
國
の
思
想
と
歴
史
觀
の
束
縛
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
羅
山
の
生
き

た
時
代
は
、
西
洋
思
想
が
ま
だ
浸
透
し
な
い
の
で
、
中
國
の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
儒
家
思
想
（
宋
明
理
學
を
含
む
）
は
彼
の
思
想
の
重
要
な
一
部
と
な
っ

て
い
た
。
江
戸
の
思
想
文
化
の
發
展
の
黎
明
期
に
お
け
る
羅
山
の
思
想
に
は
、
彼
の
強
い
國
家
意
識
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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第
三
章
で
は
、
林
羅
山
の
三
男
、
鵞
峰
の
『
論
語
集
注
私
考
』
を
中
心
と
し
て
、
彼
の
『
論
語
』
解
釋
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『
論
語
集
注
私
考
』
は
鵞
峰
が
著
し

た
朱
熹
「
論
語
集
注
」
に
關
す
る
漢
文
の
解
釋
書
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
學
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章
と
「
其
爲
人
也
孝
弟
」
章
、
爲
政
篇
「
吾
與
回
言
終
日
」
章
、

及
び
八
佾
篇
「
子
入
大
廟
」
章
に
つ
い
て
、
朱
熹
の
解
釋
と
比
較
し
な
が
ら
、
鵞
峰
の
『
論
語
』
解
釋
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
鵞
峰
は
林
家
の
繼
承
者
と
し
て
、

そ
の
思
想
や
學
風
は
父
羅
山
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
朱
熹
「
論
語
集
注
」
に
基
づ
い
て
『
論
語
』
を
解
釋
し
た
一
方
、
明
代
の
著
作
に
對
し
て
強
い

關
心
を
示
し
、
大
量
に
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
點
は
、
本
書
に
お
け
る
最
も
顯
著
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
が
引
用
し
た
明
代
の
著
作
に
は
、
清
代
の
儒
學
者
に
批

判
さ
れ
る
作
品
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
明
代
の
著
作
の
受
容
、
及
び
日
中
兩
國
の
學
問
上
の
差
異
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

數
多
く
の
程
朱
學
關
係
の
朝
鮮
本
を
讀
ん
だ
羅
山
と
鵞
峰
の
學
問
形
成
に
つ
い
て
、
例
え
ば
阿
部
吉
雄
の
よ
う
に
朝
鮮
の
朱
子
學
一
色
に
染
め
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
中
國
か
ら
輸
入
さ
れ
た
書
籍
を
渉
獵
し
、
明
代
の
學
問
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
鵞
峰
が
明
代
の
儒
學
者
の
解
釋
を
し
ば
し
ば
引

用
し
た
理
由
は
、
新
渡
來
の
思
想
や
知
識
へ
の
關
心
は
も
ち
ろ
ん
、
近
世
儒
學
草
創
期
の
幕
府
の
官
僚
と
し
て
、
清
原
家
の
學
問
と
一
線
を
畫
し
、
朱
子
學
を
幕
府
の

統
治
に
根
付
か
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
熹
の
解
釋
と
少
し
違
い
が
あ
る
が
、
全
體
か
ら
み
れ
ば
、
や
は
り
朱
熹
の
『
論
語
』
解
釋
を
踏
襲
し
て
、
佛

教
や
道
教
の
異
學
を
排
撃
し
、
陸
王
學
と
峻
別
し
て
い
る
。
羅
山
を
繼
い
だ
鵞
峰
が
朱
子
學
を
主
と
し
て
經
學
を
解
釋
し
た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
朱
子
學

の
官
學
化
及
び
日
本
儒
學
の
發
展
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
。
。 

羅
山
や
鵞
峰
の
よ
う
な
江
戸
前
期
の
儒
學
者
は
明
代
の
理
學
、
特
に
朱
子
學
を
積
極
的
に
受
容
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
明
末
に
は
政
治
腐
敗
や
經
濟
崩
壞
に

直
面
し
、
農
民
反
亂
が
各
地
で
蜂
起
し
た
。
朱
子
學
は
空
論
に
走
り
、
讀
書
人
が
出
世
し
て
功
名
を
求
め
る
手
段
と
な
っ
た
。
明
朝
滅
亡
の
大
變
動
を
目
に
し
た
思
想

家
、
例
え
ば
、
王
夫
之
、
顧
炎
武
ら
は
、
明
代
の
心
學
に
筆
誅
を
加
え
、
思
想
や
學
問
に
治
世
上
の
有
用
性
を
求
め
る
實
學
を
掲
げ
た
。 

一
方
、
日
本
で
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
佛
教
が
主
流
の
思
想
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
徳
川
將
軍
は
實
權
を
握
っ
た
が
、
名
目
上
、
天
皇
は
國

家
の
君
主
で
あ
っ
て
、
中
國
の
よ
う
な
易
姓
革
命
に
よ
る
政
治
的
大
變
動
は
な
か
っ
た
。
幕
府
は
社
會
の
安
定
や
秩
序
の
構
築
を
保
つ
た
め
に
、
朱
子
學
を
體
制
秩
序

を
擁
護
す
る
穩
健
な
思
想
と
し
て
尊
重
し
官
學
化
し
た
。
羅
山
と
鵞
峰
は
明
代
の
著
作
を
渉
獵
し
、
朱
子
學
を
普
及
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。 
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第
四
章
で
は
、
中
江
藤
樹
『
文
武
問
答
』
を
中
心
と
し
て
、
文
武
論
、
軍
法
論
、
臣
下
論
を
檢
討
し
、
藤
樹
の
政
治
論
及
び
執
筆
し
た
時
の
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
孝
論
と
政
治
論
と
の
關
係
性
に
つ
い
て
、
『
翁
問
答
』
を
取
り
上
げ
て
確
認
し
た
。 

文
と
武
に
つ
い
て
、
藤
樹
は
、
陰
と
陽
は
互
い
に
そ
の
根
で
あ
る
と
い
う
周
敦
頤
の
説
を
踏
ま
え
て
、
文
と
武
も
陰
と
陽
と
同
樣
に
互
い
の
根
本
で
あ
り
、
一
つ
の

徳
と
し
て
い
る
。
文
は
道
徳
を
も
っ
て
國
を
治
め
る
こ
と
で
、
武
は
刑
罰
や
軍
隊
を
も
っ
て
國
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。
治
國
に
お
い
て
は
、
文
道
は
武
道
よ
り
優

位
に
占
め
、
武
道
は
文
道
の
行
わ
れ
る
保
障
で
あ
る
と
し
、
文
道
を
偏
重
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
と
武
に
は
そ
れ
ぞ
れ
仁
義
の
道
徳
と
文
學
や
軍
法
の

藝
能
が
あ
り
、
道
徳
は
根
本
で
、
藝
能
は
枝
葉
で
あ
る
と
し
て
、
道
徳
を
重
視
し
て
い
る
。
陰
陽
＝
文
武
＝
仁
義
と
い
う
思
考
で
、
文
と
武
は
儒
者
が
備
わ
る
べ
き
道

徳
と
藝
能
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
國
を
統
治
す
る
政
治
的
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

軍
法
に
つ
い
て
は
、
軍
隊
の
統
率
者
に
と
っ
て
、
軍
法
は
必
要
不
可
缺
な
も
の
で
あ
る
が
、
儒
家
の
心
學
を
學
ば
な
け
れ
ば
、
身
も
國
も
必
ず
亡
び
る
と
述
べ
、
道

徳
を
備
え
る
べ
き
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
藤
樹
の
所
謂
「
心
學
」
は
、
陽
明
學
が
唱
え
た
「
心
即
理
」
と
異
な
っ
て
い

る
が
、
心
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。 

人
材
登
用
に
つ
い
て
は
、
君
主
は
公
明
博
愛
の
心
を
本
と
し
て
、
道
徳
や
能
力
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
人
材
の
有
效
活
用
の
視
點
か
ら
適
材
適
所
の
配
置
を
提
唱
し

て
い
る
。
ま
た
、
孟
子
の
「
良
知
良
能
」
説
に
依
據
し
て
、
愚
癡
と
不
肖
に
は
良
知
良
能
が
あ
る
と
し
て
い
る
一
方
、
朱
熹
の
説
に
よ
っ
て
、
人
を
精
と
粗
に
分
け
て

お
り
、
聖
賢
は
人
の
精
で
統
治
者
で
あ
る
。
愚
癡
と
不
肖
は
人
の
粗
で
被
統
治
者
で
あ
る
。
粗
は
精
に
從
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
治
者
と
被
統
治
者
の
身
分
を
固
定
さ

せ
る
。
さ
ら
に
、
爲
政
や
治
國
に
お
け
る
君
主
の
心
を
絶
對
視
し
、
君
主
の
道
徳
や
裁
斷
は
法
律
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

孝
を
重
視
す
る
藤
樹
は
、
『
孝
經
』
に
お
け
る
周
代
の
身
分
階
層
を
そ
の
ま
ま
當
時
日
本
の
身
分
制
度
に
當
て
は
め
て
、
孝
を
職
業
や
身
分
を
超
え
た
根
源
的
な
徳

と
し
な
が
ら
も
、
治
國
に
お
け
る
中
心
的
な
原
則
と
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
地
萬
物
は
、
心
の
中
に
あ
る
孝
徳
か
ら
創
り
出
さ
れ
、
そ
の
徳
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
心
學
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
藤
樹
の
孝
論
が
、
陽
明
學
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。 

上
述
の
よ
う
に
、
『
文
武
問
答
』
（
『
翁
問
答
』
）
を
執
筆
し
た
時
、
藤
樹
は
道
徳
を
基
準
と
す
る
朱
子
學
的
修
己
治
人
論
を
是
認
す
る
一
方
で
、
明
代
の
著
作
（
『
王
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龍
溪
語
録
』
や
『
孝
經
大
全
』
）
を
讀
む
こ
と
を
通
じ
て
陽
明
學
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
『
文
武
問
答
』
の
最
後
の
問
答
で
藤
樹
は
、
「
天
下
國
家
を
治
る
政
は
、
明

徳
神
通
妙
用
の
要
領
に
て
候
ゆ
へ
に
、
政
は
明
徳
を
明
か
に
す
る
の
學
問
、
が
く
も
ん
は
天
下
國
家
を
治
る
政
な
り
。
本
來
一
つ
に
し
て
二
、
二
に
し
て
一
な
る
も
の

と
心
得
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
政
治
と
學
問
の
二
者
は
一
體
不
離
の
關
係
で
、
武
力
で
は
な
く
、
道
徳
を
治
國
の
根
本
と
す
る
徳
治
主
義
者
で
あ
っ
た
。
君
主

の
徳
を
重
視
す
る
朱
子
學
的
統
治
論
と
孝
を
重
視
す
る
陽
明
學
的
徳
治
論
と
が
混
然
一
體
と
な
っ
て
い
る
。 

第
五
章
で
は
、
熊
澤
蕃
山
が
著
し
た
『
大
學
和
解
』
と
『
大
學
小
解
』
を
中
心
と
し
て
、
藤
樹
の
學
問
に
對
す
る
蕃
山
の
評
價
を
檢
討
し
た
上
で
、
師
中
江
藤
樹
の

思
想
と
比
較
し
な
が
ら
、
誠
意
と
致
知
に
つ
い
て
蕃
山
の
解
釋
を
考
察
し
、
蕃
山
の
思
想
の
特
徴
と
學
問
の
形
成
を
解
明
し
た
。
『
大
學
』
に
つ
い
て
蕃
山
は
藤
樹
の

解
釋
を
繼
承
し
て
い
る
。
ま
ず
、
『
大
學
』
の
定
本
に
關
し
て
は
、
蕃
山
は
藤
樹
と
同
樣
に
、
王
陽
明
が
唱
え
た
古
本
を
定
本
と
し
て
い
る
が
、
朱
熹
の
「
大
學
章
句
」

に
從
っ
て
經
文
と
傳
文
を
區
別
し
て
い
る
。
次
に
、
彼
は
藤
樹
の
説
を
踏
襲
し
、
「
誠
意
」
の
意
を
孔
子
が
絶
ち
切
っ
た
「
私
意
」
と
解
釋
し
て
い
る
。
ま
た
、
致
知

に
つ
い
て
、
蕃
山
は
藤
樹
の
よ
う
に
「
致
良
知
」
と
い
う
言
葉
で
直
接
に
解
釋
し
て
い
な
い
が
、
良
知
と
同
じ
旨
意
で
解
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
子
學
と
陽
明
學

の
分
岐
に
關
し
て
は
、
彼
は
藤
樹
に
從
い
、
批
判
を
加
え
な
く
、
折
衷
し
た
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
井
上
哲
次
郎
が
評
價
し
て
い
る
よ
う
に
、
蕃
山
は
他
の
陽
明
學
者

の
よ
う
に
王
陽
明
を
尊
崇
し
て
、
朱
熹
を
輕
侮
す
る
偏
狹
固
陋
の
人
で
は
な
く
、
却
っ
て
朱
熹
と
王
陽
明
の
各
々
の
長
所
を
取
り
、
宋
の
理
學
と
明
の
心
學
と
、
い
ず

れ
も
そ
の
自
分
に
裨
益
が
あ
る
こ
と
を
知
る
者
で
あ
る
。 

蕃
山
の
門
人
、
巨
勢
直
幹
の
評
價
に
よ
れ
ば
、
蕃
山
の
學
問
に
は
四
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
、
蕃
山
の
學
問
は
日
々
新
し
く
な
り
、
成
熟
し
て
い
っ
た
。
第
二
、

彼
の
學
風
に
は
朱
子
學
と
陽
明
學
を
兼
備
し
、
天
下
の
物
事
の
理
を
窮
め
る
と
と
も
に
、
外
物
に
こ
だ
わ
る
こ
と
に
陷
る
弊
害
を
矯
正
し
、
書
籍
に
溺
れ
て
、
ひ
た
す

ら
善
を
求
め
る
迷
い
を
解
消
し
た
。
第
三
、
蕃
山
は
藤
樹
が
唱
え
た
自
反
心
得
や
氣
質
の
變
化
、
水
土
時
位
な
ど
の
思
想
を
發
展
し
、
儒
學
を
完
成
さ
せ
た
。
第
四
、

藤
樹
と
蕃
山
は
、
儒
學
を
技
藝
と
す
る
と
い
う
既
成
觀
念
を
破
り
、
心
法
が
實
用
的
な
治
國
の
道
で
あ
る
こ
と
を
世
の
中
に
廣
め
た
。 

要
す
る
に
、
『
大
學
』
の
解
釋
方
法
か
ら
學
問
の
姿
勢
ま
で
、
蕃
山
は
藤
樹
思
想
の
忠
實
な
繼
承
者
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 

第
六
章
で
は
、
蕃
山
の
『
論
語
』
解
釋
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
た
。
蕃
山
は
江
戸
時
代
初
期
の
陽
明
學
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
論
語
小
解
』
で
は
朱
熹
の
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「
論
語
集
注
」
及
び
朱
子
學
を
基
準
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
四
書
大
全
』
を
參
考
に
し
て
支
持
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。 

 

存
在
論
に
つ
い
て
は
、
蕃
山
の
理
、
氣
、
心
に
關
す
る
解
釋
は
朱
熹
の
理
氣
二
元
論
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
「
道
則
我
也
、
我
則
道
也
、
則
堯
舜
其
人
な
り
」
と
述

べ
、
主
體
と
し
て
の
「
我
（
人
心
）
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

 

人
性
論
に
つ
い
て
は
、
蕃
山
は
朱
熹
と
同
樣
に
氣
質
の
性
に
清
濁
、
動
靜
の
異
な
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
清
と
靜
は
善
で
、
濁
と
動
は
惡
だ
と
是
認
せ
ず
、

道
（
理
）
に
基
づ
い
て
判
斷
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
「
習
」
の
工
夫
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
良
知
良
能
の
固
有
性
と
普
遍
性
を
用
い
て
、
朱
熹
の
人
性

論
を
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
、
生
知
は
學
知
と
困
知
を
兼
ね
て
い
る
と
説
き
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
良
知
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
學
習
に
よ
っ
て
聖
賢
に

な
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

修
養
論
に
つ
い
て
は
、
「
五
典
十
義
共
に
一
心
の
神
通
妙
用
」
「
師
外
に
あ
ら
ず
、
我
心
に
あ
り
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蕃
山
は
心
の

主
體
性
を
保
持
す
る
修
養
論
を
提
示
し
、
心
を
體
認
す
る
心
學
的
特
質
を
示
し
て
い
る
。 

藩
政
に
參
與
し
た
經
驗
を
も
つ
蕃
山
は
、
支
配
階
級
の
立
場
に
立
っ
て
、
社
會
を
安
定
化
さ
せ
、
秩
序
を
守
る
た
め
に
、
既
存
の
身
分
制
度
を
強
化
し
、
體
制
を
維

持
す
る
の
に
盡
力
し
て
い
る
。
彼
は
君
主
が
徳
を
も
っ
て
仁
政
を
施
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
す
る
徳
治
主
義
者
で
あ
る
一
方
、
人
材
登
用
に
お
い
て
道
徳
を
絶
對
視
す

る
こ
と
に
反
對
し
、
現
實
問
題
を
解
決
す
る
政
治
的
能
力
を
重
視
す
る
見
地
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
能
力
優
位
の
考
え
方
は
、
朱
子
學
的
政
治
論
か
ら
離
脱
し
、
陽
明

學
に
接
近
す
る
極
め
て
重
要
な
一
歩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
藤
樹
か
ら
繼
承
し
た
時
所
位
論
は
、
社
會
通
念
や
規
範
へ
の
盲
從
を
克
服
し
て
、
時
代
、
場
所
、
地
位
に
し
た
が
っ
て
變
通
し
て
い
く
と
い
う
適
應
性
の
高

い
思
想
で
あ
り
、
現
代
社
會
で
も
通
用
で
き
る
實
用
的
な
思
考
方
法
だ
と
言
っ
て
良
い
。 

要
す
る
に
、
蕃
山
は
朱
子
學
と
陽
明
學
に
固
執
せ
ず
、
自
分
の
學
問
に
有
益
な
見
解
を
受
け
入
れ
て
、
學
問
の
實
用
性
を
重
視
し
て
お
り
、
比
較
的
に
自
由
な
思
想

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
中
國
や
朝
鮮
と
異
な
り
、
科
舉
で
官
僚
を
選
拔
す
る
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
、
代
々
世
襲
の
封
建
體
制
下
に
あ

っ
た
武
士
は
、
朱
子
學
を
學
ん
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
出
世
す
る
機
會
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
學
問
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
必
要
が
な
い
世
襲
社
會
の
下
で
、
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蕃
山
は
比
較
的
に
自
由
に
朱
子
學
と
陽
明
學
を
折
衷
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
井
上
哲
次
郎
は
、
蕃
山
の
學
問
に
つ
い
て
、
「
全
く
陽
明
學
を
尊
信
す
る
も
の
な
り
（
中

略
）
眞
實
朱
子
學
を
喜
ぶ
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
評
し
て
い
る
が
、
蕃
山
が
著
し
た
『
論
語
小
解
』
で
は
、
朱
熹
の
説
に
從
っ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
必
ず

し
も
妥
當
な
見
解
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

本
論
文
の
考
察
を
通
じ
て
、
以
下
の
四
點
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

①
朱
子
學
派
と
さ
れ
て
い
る
惺
窩
が
、
實
は
陽
明
學
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
惺
窩
は
四
書
を
解
釋
す
る
當
た
り
、
儒
佛
道
三
教
の
合
一
を

説
い
た
林
兆
恩
の
説
も
引
用
し
つ
つ
、
朱
子
學
と
陽
明
學
を
折
衷
す
る
見
解
も
示
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

②
羅
山
と
鵞
峰
父
子
が
中
國
か
ら
輸
入
さ
れ
た
明
代
の
書
籍
を
渉
獵
し
、
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
羅
山
は
理
を
重
視
す
る
朝
鮮
朱
子
學
よ
り
も
明

代
の
氣
を
重
視
す
る
朱
子
學
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
陽
明
學
の
解
釋
も
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

①
陽
明
學
派
と
さ
れ
て
い
る
藤
樹
と
蕃
山
が
、
實
は
朱
子
學
的
見
解
も
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
藤
樹
は
陽
明
學
に
轉
向
す
る
以
前
に
朱
子
學
を
學

び
、
そ
の
弟
子
の
蕃
山
も
朱
熹
の
『
四
書
章
句
集
注
』
を
讀
ん
で
儒
學
に
傾
倒
し
て
お
り
、
陽
明
學
派
と
さ
れ
る
學
者
に
と
っ
て
も
、
朱
子
學
は
基
本
的
な
素
養
で
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

④
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
が
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
爲
政
者
の
立
場
に
立
っ
て
社
會
の
安
定
を
圖
り
、
封
建
身
分
制
度
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

戰
國
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
日
本
で
は
戰
亂
や
政
爭
が
頻
發
し
、
社
會
の
安
定
が
切
望
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
社
會
は
ほ
ぼ
安
定
し
た
た

め
、
す
で
に
支
配
階
級
に
屬
し
て
い
る
儒
學
者
た
ち
は
身
分
秩
序
を
固
定
す
る
見
解
を
示
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

江
戸
時
代
に
は
、
中
國
と
異
な
り
科
擧
で
官
僚
を
選
拔
す
る
制
度
が
な
く
、
代
々
世
襲
の
武
士
は
朱
子
學
を
學
ぶ
こ
と
が
出
世
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の

で
、
中
國
の
儒
學
者
よ
り
比
較
的
に
自
由
に
朱
子
學
と
陽
明
學
を
學
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
四
書
章
句
集
注
』
の
注
釋
を
網
羅
し
た
明
代
の
『
四

書
大
全
』
な
ど
に
對
し
て
も
、
清
代
の
朱
子
學
者
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
體
制
秩
序
を
擁
護
す
る
朱
子
學
は
、
幕
府
や
國
の
統
治
を
守
る
穩
健
な

思
想
と
さ
れ
る
一
方
、
心
を
重
視
す
る
陽
明
學
は
、
禪
宗
に
馴
染
み
深
い
日
本
人
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
思
想
で
あ
る
た
め
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
た
ち
は
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朱
子
學
と
陽
明
學
を
併
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
の
考
察
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
者
に
つ
い
て
、
井
上
哲
次
郎
の
よ
う
に
朱
子
學
派
と
陽
明
學
派
に

截
然
と
區
分
す
る
の
は
妥
當
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

上
述
の
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
惺
窩
、
羅
山
、
鵞
峰
、
藤
樹
、
蕃
山
の
思
想
に
關
す
る
研
究
に
よ
っ
て
江
戸
前
期
の
儒
學
者
が
ど
の
よ
う
に
朱
子
學
と
陽
明
學
を
受

容
し
た
か
、
そ
の
實
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
た
中
心
資
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
學
思
想
を
全
面
的
に
把
握
す

る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
檢
討
が
必
要
で
あ
る
。 
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初
出
一
覽 

第
一
章
は
、
「
藤
原
惺
窩
の
『
大
學
要
略
』
に
つ
い
て
―
林
兆
恩
『
大
學
正
義
纂
』
と
の
比
較
―
」
と
題
し
て
、
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
四
號
（
北
海
道
中
國
哲
學

會
、
二
〇
一
六
年
）
に
發
表
し
た
論
文
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

第
二
章
は
、
「
林
羅
山
『
大
學
諺
解
』
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容
」
と
題
し
て
、
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
五
・
四
十
六
合
併
號
（
北
海
道
中
國
哲
學
會
、
二
〇
一
八
）

に
掲
載
予
定
で
あ
る
。
本
章
の
中
國
語
版
は
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
中
國
廣
東
外
語
外
貿
大
學
で
開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
視
野
に
お
け
る
日
本
の
哲
學
・
思
想
・

文
化
」
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
發
表
し
た
。 

第
三
章
は
、
「
林
鵞
峰
『
論
語
集
注
私
考
』
に
つ
い
て
―
明
代
の
著
作
の
引
用
状
況
と
『
論
語
』
解
釋
の
特
徴
―
」
と
題
し
て
、
『
研
究
論
集
』
第
十
七
號
（
北
海

道
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
、
二
〇
一
七
年
）
に
掲
載
濟
み
で
あ
る
。
本
章
の
中
國
語
版
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
に
台
湾
中
央
研
究
院
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
江
戸
時

代
『
論
語
』
學
之
研
究
」
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
發
表
し
た
。 

第
五
章
は
、
「
熊
澤
蕃
山
に
お
け
る
誠
意
と
致
知
の
解
釋
に
つ
い
て
―
中
江
藤
樹
の
思
想
と
の
比
較
―
」
と
題
し
て
、
『
研
究
論
集
』
第
十
八
號
（
北
海
道
大
學
大

學
院
文
學
研
究
科
、
二
〇
一
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

第
六
章
は
、
「
熊
澤
蕃
山
の
『
論
語
』
解
釋
に
つ
い
て
」
と
題
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
十
月
に
北
海
道
大
學
で
開
催
さ
れ
た
「
日
中
の
思
想
と
文
化
」
総
合
學
術
會

議
で
發
表
し
た
研
究
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。 

補
論
「
林
羅
山
『
寄
朝
鮮
國
三
官
使
』
に
關
す
る
考
察
」
は
、
『
研
究
論
集
』
第
十
六
號
（
北
海
道
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
）
に
發
表
濟
み
で
あ

る
。
本
章
の
中
國
語
版
は
、
二
〇
一
八
年
十
月
に
中
國
山
東
大
學
で
開
催
さ
れ
た
「
東
方
の
宗
教
世
界
」
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
發
表
し
た
。 



一五四 

 

參
考
文
獻 

第
一
章 

○
國
民
精
神
文
化
研
究
所
編
『
藤
原
惺
窩
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
） 

○
林
國
平
『
林
兆
恩
與
三
一
教
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
） 

○
佐
藤
錬
太
郎
「
林
兆
恩
「
四
書
標
摘
正
義
」─

三
教
合
一
論
者
の
「
心
即
仁
」─

」
（
松
川
健
二
編
『
論
語
の
思
想
史
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
） 

○
石
田
一
良
、
金
谷
治
『
日
本
思
想
大
系 
藤
原
惺
窩
、
林
羅
山
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
） 

○
佐
藤
錬
太
郎
「
李
贄
の
經
世
論
―
『
藏
書
』
の
精
神
―
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
十
八
集
、
日
本
中
國
學
會
、
一
九
八
六
年
） 

○
中
村
安
宏
「
藤
原
惺
窩
と
林
兆
恩
―
『
大
學
要
略
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
文
藝
研
究
』
一
三
八
、
日
本
文
藝
研
究
會
、
一
九
九
五
年
） 

第
二
章 

○
顧
永
新
「
從
『
四
書
輯
釋
』
的
編
刻
看
『
四
書
』
學
學
術
史
」
（
『
北
京
大
學
學
報
』
哲
學
社
會
科
學
版
第
四
十
三
卷
第
二
期
、
二
〇
〇
六
年
） 

○
鍋
島
亞
朱
華
「
明
末
『
四
書
』
注
釋
書
日
本
傳
來
後
の
受
容
と
影
響─
『
四
書
知
新
日
録
』
を
中
心
に─

」
（
『
日
本
漢
文
學
研
究
』
二
松
學
舍
大
學21

世
紀COE

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
學
研
究
の
世
界
的
據
點
の
構
築
」
十
一
、
二
〇
一
六
年
） 

○
佐
野
公
治
『
四
書
學
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
） 

○
大
島
晃
「
林
羅
山
の
朱
子
學─

『
大
學
諺
解
』
の
述
作
の
方
法
と
姿
勢
」
（
同
『
日
本
漢
學
研
究
試
論─

林
羅
山
の
儒
學
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
） 

○
佐
藤
錬
太
郎
「
明
代
「
氣
の
哲
學
」
の
先
驅─

羅
欽
順
」
（
橋
下
高
勝
編
『
中
國
思
想
の
流
れ
（
下
）
』
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
六
年
） 

○
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
五
年
） 



一五五 

 

○
石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
體
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
朱
子
學
派
の
思
想
」
（
『
日
本
思
想
大
系
二
十
八 

藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
） 

［
補
論
］ 

○
三
品
彰
英
『
三
國
遺
事
考
證
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
） 

○
苗
威
「
檀
君
神
話
的
文
化
解
析
」
（
『
東
疆
學
刊
』
第
二
十
三
卷
第
三
期
、
二
〇
〇
六
年
） 

○
堀
勇
雄
『
林
羅
山
』
（
人
物
叢
書
一
一
八
、
日
本
歴
史
學
會
編
集
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
） 

○
金
仙
熙
「
十
七
世
紀
初
期
～
中
期
日
朝
知
識
人
の
他
者
像
―
林
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
の
筆
談
に
よ
せ
て
―
」
（
廣
島
大
學
大
學
院
教
育
學
研
究
科
紀
要
、
第
二
部
第

五
〇
號
、
二
〇
〇
一
年
） 

○
李
紅
梅
『
「
慵
齋
叢
話
」
研
究
』
（
延
邊
大
學
、
二
〇
〇
五
年
） 

○
陳
來
「
略
論
朝
鮮
李
朝
儒
學
李
滉
與
奇
大
升
的
性
情
理
氣
之
辯
」
（
『
北
京
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）
』
、
一
九
八
五
年
第
三
期
） 

○
劉
長
林
「
論
高
峰
、
退
溪
『
四
端
』
『
七
情
』
之
辯
」
（
『
哲
學
研
究
』
一
九
九
五
年
第
九
期
） 

○
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
五
年
） 

○
劉
永
連
、
謝
詳
偉
「
華
夷
秩
序
擴
大
化
與
朝
鮮
、
日
本
之
間
相
互
認
識
的
偏
差
―
以
庚
寅
朝
鮮
通
信
日
本
爲
例
」
（
中
國
社
會
科
學
院
世
界
歴
史
研
究
所
『
世
界
歴

史
』
二
〇
一
五
年
第
二
期
） 

第
三
章 

○
宇
野
茂
彦
『
林
羅
山
（
附
）
林
鵞
峰
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
二
年
） 

○
佐
藤
錬
太
郎
「
王
夫
之
『
讀
四
書
大
全
説
』
―
『
集
注
』
支
持
と
『
集
註
大
全
』
批
判
―
」
（
松
川
健
二
編
『
論
語
の
思
想
史
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
） 

○
水
上
雅
晴
「
清
原
家
の
『
論
語
』
解
釋
―
清
原
宣
賢
を
中
心
に
―
」
（
『
北
海
道
大
學
文
學
研
究
科
紀
要
』
第
一
二
五
號
、
六
五
〜
一
一
八
頁
、
二
〇
〇
八
年
） 



一五六 

 

○
水
上
雅
晴
「
清
原
宣
賢
の
經
學
―
古
注
の
護
持
と
新
注
の
受
容
―
」
（
『
琉
球
大
學
教
育
學
部
紀
要
』
第
七
六
集
、
五
一
〜
六
五
頁
、
二
〇
一
〇
年
） 

○
伊
東
倫
厚
「
『
論
語
』
の
成
立
と
傳
承
」
（
松
川
健
二
編
『
論
語
の
思
想
史
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
） 

○
朱
志
先
「
張
燧
『
千
百
年
眼
』
在
日
本
的
傳
播
與
接
受
」
（
『
史
志
學
刊
』
第
四
期
、
二
〇
一
五
年
八
月
） 

○
佐
藤
錬
太
郎
「
『
論
語
』
學
而
篇
「
學
而
時
習
之
」
章
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
斯
文
』
一
二
三
號
、
二
〇
一
三
年
九
月
） 

○
山
井
湧
「
朱
子
の
哲
學
に
お
け
る
『
氣
』
」
（
『
明
清
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
年
） 

○
黄
懷
信
『
論
語
彙
校
集
釋
（
全
二
册
）
』
上
册
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
） 

○
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
） 

○
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
學
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
一
年
） 

第
四
章 

○
高
橋
俊
乘
「
文
武
問
答
解
題
」
（
『
藤
樹
先
生
全
集
』
第
三
册
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
） 

○
加
地
伸
行
「
『
孝
經
啓
蒙
』
の
諸
問
題
」
（
『
日
本
思
想
大
系 
二
十
九 

中
江
藤
樹
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
） 

○
張
崑
將
『
徳
川
日
本
「
忠
」
「
孝
」
概
念
的
形
成
與
發
展
―
以
兵
學
與
陽
明
學
爲
中
心
』
（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
四
年
） 

第
五
章 

○
宮
崎
道
生
『
熊
澤
蕃
山
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
） 

○
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
』
（
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
年
） 

○
相
良
亨
『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
教
運
動
の
譜
系
』
（
理
想
社
、
一
九
六
五
年
） 

○
友
枝
龍
太
郎
「
熊
澤
蕃
山
と
中
國
思
想
」
（
『
日
本
思
想
大
系 

三
〇 

熊
澤
蕃
山
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
） 



一五七 

 

○
正
宗
敦
夫
「
大
學
小
解
・
同
和
解
・
同
或
問
解
題
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
三
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
） 

○
井
上
通
泰
「
蕃
山
片
影
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
六
册
附
録
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
） 

○
宮
崎
道
生
『
熊
澤
蕃
山
―
人
物
・
事
蹟
・
思
想
』
（
新
人
物
往
來
社
、
一
九
九
五
年
） 

○
正
宗
敦
夫
「
集
義
義
論
聞
書
解
題
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
六
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
） 

第
六
章 

○
正
宗
敦
夫
「
論
語
小
解
題
解
」
（
『
蕃
山
全
集
』
第
四
册
、
蕃
山
全
集
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
） 

○
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
） 

○
池
田
知
久
『
道
家
思
想
の
新
研
究
―
『
莊
子
』
を
中
心
と
し
て
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
） 

○
佐
藤
錬
太
郎
「
李
贄
の
經
世
論
―
『
藏
書
』
の
精
神
―
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
十
八
集
、
日
本
中
國
學
會
、
一
九
八
六
） 

○
佐
久
間
正
「
熊
澤
蕃
山
の
經
世
濟
民
の
思
想
―
そ
の
基
本
的
構
成
と
社
會
的
機
能
―
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
（
十
）
東
北
大
學
文
學
部
、
一
九
七
八
年
） 

○
佐
久
間
正
「
時
處
位
論
の
展
開
―
藤
樹
か
ら
蕃
山
へ
―
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
（
九
）
東
北
大
學
文
學
部
日
本
思
想
史
學
研
究
室
、
一
九
七
七
年
） 

○
井
上
哲
次
郎
『
日
本
陽
明
學
派
之
哲
學
』
（
冨
山
房
、
一
九
〇
○
年
） 


